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私たちは今、自らの文化や精神性を改めて深く認識し、それらをしっかり引き継ぐことを真剣に考えねばならない時代に
ある。芸術の果たす役割もますます大きくなっていくに違いない。その中で私たちは、芸術大学の今日的意義を模索し、
あるべき姿を追い求める。そして、新たなる芸術観の確立に向けて研鑽を重ね、公正なまなざしで自らの社会性を高め、
創造性豊かな提案を続けていく。

私たちは、学びのクオリティーにこだわる。総合性と専門性を両立しうる高度なカリキュラムを準備するとともに、和気
藹々と心地よく学べるゆきとどいた教育環境を整える。学生一人ひとりの個性としっかり向き合い、持てる力を大きく引
き出す少人数教育を行う。

私たちは、造形にもとづく叡知を開く。ものをかたちづくるその過程において、多くを学び、心が生き生きする出会いの瞬
間を見いだす。自然や素材と交わる経験を通して、学生たちが感性を大きく伸ばせる実践教育を行う。

私たちは、決して揺るがない。自らの芸術を実現し、高く成し遂げるための信念において揺るがない。なぜなら、本学には
校訓「誠と熱」が脈々と息づいているからである。私たちは、私たちの起源であるその盤石の精神を継承し、さらに発展さ
せ、学生たちに伝えていく。

私たちは、この場所から始めていく。この場所から生み出していく。学生たちとともに、多くの人 と々の交流と連携を進め、
芸術の力で地域を活性化させる。そして私たちは、美しい湖国唯一の芸術大学であるという自負を携え、その熱き鼓動
を世界に向けて響かせる。

2

成安造形大学 基本理念（教育理念）　

芸術による社会への貢献

成安パーソナルプログラム（ＳＰＰ）

私たち成安造形大学は、芸術分野における真摯な教育と研究を通して広く社会に貢献する。独自の実践的学士課程教
育によって、発想力・提案力・技術力に優れた清廉な人材を輩出する。そして、誇るべき永い伝統を全員が胸に抱き、新し
き名門を目指す。
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学生のみなさんが「なりたい自分」や「進みたい道」を実現するために。
成安では、学生一人ひとりを個別で支援していく、成安パーソナルプログラム（ＳＰＰ）を実施しています。
入学から卒業まで、学習面、進路指導面、双方にわたって全力でサポートすることを約束します。

１、「個別」にこだわる。
学生一人ひとりにしっかりと向き合えるのは少人数教育ならでは。適性や希望に合わせて、ていねいな指導を行います。

２、「導入」で伸ばす。
１年次を中心に、充実した導入教育を用意。授業を通して、社会人に必要な基礎力が着実に身につくように工夫しています。

３、「専門」を鍛える。
専門分野を自由に選んで学べるカリキュラムと、思う存分制作に打ち込める環境を用意。自分の“専門性”をとことん追求できます。

４、「進路」と向き合う。
１年次からキャリアサポートを実施。将来の目標に向かって、必要な力を積み重ねながら着実に進むことができます。



（1）学期
本学では、１つの学年を前期と後期に分け、学期ごとに単位を修得し、８学期（４年間）を積み重ねて卒業要件を満たす、セメスター
制をとっています。

（2）授業の開講形式
各授業科目は、次の３つのうち、いずれかの開講形式をとっています。
・半期開講：前期または後期の半年間で授業が完結される。
・集中（不定期）開講：前期又は後期に集中的(不定期)に授業が計画される。

学修システム

授業の開講について

（1）授業科目
本学の授業科目は学則上、必修科目・選択科目・自由科目に分類されています。
授業科目は、【必修科目】【指定科目（必修に準ずる科目）】【選択科目】から構成し、学習目標の確実な積み上げを保
証するために、学年により科目を指定しています。
【自由科目】【資格課程必修科目】：教育課程以外として取り扱われる資格課程科目
　　　　　　　　　　　　　　　　　単位修得があっても卒業要件単位に充当されません。

（2）単位制度について
大学における学修は、単位制で行われています。
①単位制
単位制とは、修業年限（最低４年間）中に、卒業に必要な単位数を修得する制度です。

②単位　授業時間
すべての授業科目に、単位数を設定しています。単位とは、科目を修得するために必要な学修量（時間）を数値で表し
たものです。本学では、1単位の授業科目を45時間の学修（授業時間＋自習時間）を必要とする内容をもって構成する
こととし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間に必要な学修等を考慮して次の基準により計算します。
本学では、１時限を2時間として計算しています。

③単位の認定
登録した科目を履修し終えた者に対して科目担当者が成績を評価し単位を認定します。
1）単位は、授業科目を履修し、その試験に合格した者に与えられます。
2）成績評価及び単位認定は、科目担当者が授業中の学修状況や試験で判断されます。
3）履修した科目の成績は原則として、次学期の登録期間に発表します。
4）修得した単位を取り消すことはできません。また、再履修もできません。

授業科目・単位制について

授業種別

講義演習
2単位科目

講義演習
3単位科目

実技実習
1単位科目

実技実習
2単位科目

学 修 量
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原則として30時間の授業時間と60時間の自習時間を合わせた学修をもって2単位とする

原則として60時間の授業時間と30時間の自習時間を合わせた学修をもって2単位とする

原則として45時間の授業時間と90時間の自習時間を合わせた学修をもって3単位とする

原則として30時間の授業時間と15時間の自習時間を合わせた学修をもって1単位とする
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　開講授業、および本学の交換留学生制度により留学する外国の大学において修得した単位とあわせて60単位を超えない
　範囲となります。
　　a）他大学（短期大学などを含む）を卒業し、1年次から本学に入学した場合
　　b）他大学（短期大学などを含む）を中途退学し、1年次から本学に入学した場合
　別に定める【既修得単位の認定に関する事項】に従って申請をしてください。
⑯次に該当する学生は、履修登録に際して必ず領域（コース）教員に履修相談を受けてください。
　　　a）前年度に必修科目の単位を修得できなかったため再履修する場合
　　　b）過去に修得できなかった必修科目を指定コース外で履修する場合
⑰その他、履修に関する相談は、教務課に問い合わせてください。
　　＊受講登録した学生は、成績評価対象者となります。登録確定した科目については、確実に学修していきましょう。
（4）履修の取消について
　　受講した科目の内容やレベルが登録時の予想と違う、健康上の理由で出席できないなどやむを得ない理由で履修中止
　　を希望する場合は、履修取消（中止）届に理由を添えて提出します。
　　①履修の取消は、所定の期間に手続きをしなければいけません。
　　　前期・・・4月下旬　　　　後期・・・10月上旬
　　②履修を取り消した科目をその学期中に再登録することはできません。ただし、次学期以降に改めて履修登録することは
　　　可能です。
　　③次の科目は原則履修取消ができません。
　　　・各学年で受講を指定された科目（専門科目を含む）
　　　・単位互換事業科目（大学コンソーシアム京都・環びわ湖大学・地域コンソーシアム）
　　　・資格課程必修科目
　　　・インターンシップ科目
　　＊履修取消科目数が多い学生は、次学期登録時に履修相談をして適正な履修計画について指導を受けてください。

大学における学修の特徴は、多くの授業科目の中から学生一人ひとりが履修科目を選択できることです。
大学での学び方を、自らはっきりと定め、履修要項やシラバスを熟読し、時間割表を活用して履修（学修）計画を立てま
しょう。
（1）履修登録について

履修登録は、自らの履修（学修）計画に基づき、授業科目について履修（授業を受ける）の意志表示をすることで
す。履修登録をしていない場合、その科目の履修が許可されません。履修登録ができていないことに気づかずに受
講していた場合、受講は無効となり単位も修得できません。

（2）履修登録の流れ
履修登録する科目は、自ら決定し、登録します。履修登録に関するガイダンスを、前期と後期の学期始めに実施し
ます。履修登録は定められた期間内で行います。

（3）履修登録の注意点
①必ず本人が責任を持っておこなってください。代理手続きは認めません。所定の期日までに履修手続きをおこなわなかった  
　場合は、その学期の履修を放棄したものとみなします。
②履修登録は、原則として学期初めにおこないますが、一部、後期履修科目（集中講義など）の登録を年度初めや学期途中に
　おこなう場合もありますので、注意してください。
③履修登録した科目以外の履修・単位認定は認められません。
④１つの時限に履修登録できる科目は1科目です。同一時限に重複して履修登録した場合は、重複している全ての科目が登録
　無効となります。（ただし、隔週開講科目を除く）
⑤各領域の受講指定科目は、原則として所定年次に配当された科目を履修するものとし、上級年次に配当された科目を履修
　することはできません。また、科目の特性により前提となる科目の単位修得を履修条件として定められている科目がありま
　すので、シラバス等で確認してください。
⑥共通教育センター科目は、履修年次を記して、その年次に履修することを推奨しています。
⑦すでに単位を修得した科目は、再度履修登録はできません。
⑧履修登録が確定後の科目の変更、追加、取り消しは原則として認められません。
⑨1科目の履修希望者が受講可能人数をこえた場合、受講者数を制限します。
⑩半期で履修登録する総単位数は前期後期とも各20単位が適性と判断していますが､全学年24単位を上限として登録を
　認めています。科目の開講形態により、上限単位を超えて登録できる科目もあります。
　また、履修指導上必要と認める場合に上限単位数を超えて登録を許可することがあります。
　なお、「単位互換事業による他大学開講の科目」「博物館に関する科目」および「教職に関する科目」、「二級建築士受験資格
　講座科目」はこの単位数に含みません。
⑪学芸員課程、教職課程、二級建築士受験資格講座科目を履修登録する場合は、事前に履修の届けと納金の手続きを済ま
　せなければなりません。詳しくは各課程のガイダンスを参考にしてください。
⑫履修登録後、所定の日時に「履修登録確認表（個人別履修科目表）」を交付します。各自確認をし、修正が必要な場合は所
　定の期日までに教務課に申し出てください。この確認と申告を怠ったために生じる事態は、すべて学生各自の責任となります。
⑬2年生以上の学生で、所属しているコースや領域以外の専門科目を選択科目として履修を希望する場合は、願い出用紙を
　各学期の指定された履修登録期間に申し出る必要があります。
⑭3年次編入生は、他大学（短期大学などを含む）で修得した単位（既修得単位）のうち62単位を上限に本学で修得した単位
　として認定します。別に定める【既修得単位の認定に関する事項】に従って申請をしてください。
⑮次に該当する場合、他大学（短期大学などを含む）で修得した単位を本学で修得した単位として認定する場合があります。
　この場合の認定単位数は、大学コンソーシアム京都・環びわ湖大学・地域コンソーシアムの単位互換事業における他大学

履修登録

学修案内（シラバス）・時間割り配付
履修計画の立案（専門科目時間割確認）（選択科目履修計画）（履修相談等）

指定科目の確認（履修科目表・専門科目登録票）
選択科目等の登録・・・履修登録票（OCRシート）

【履　修　登　録】

教務課へ提出

【履修登録結果発表（個人別履修科目表配付）】

修正が必要な場合のみ
【追加登録】

訂正なし
【履修登録確定】
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（1）授業時間
本学の授業時間は、年間を通じて下記の通りです。

（2）授業教室について
　  各学期に配付する全体時間割で確認をしてください。　
（3）出席

授業は、教員と学生が直接人間的なふれあいを通して学問を教え学ぶ場であり、学生生活の基本になるものです。したがって、授
業への出席は重要であり、自主的な学問への探究心なくしてその成果を期待することはできません。
原則として出席がその授業回数の2／3に達しない場合は、その科目についての単位認定は受けられません。

　　①本学には、「公欠」等の取り扱いはありません。
　　　欠席の場合は、欠席届（学生支援窓口に設置）を担当教員へ提出します。また、欠席分の講義内容・課題は各自で担当者に確
　　　認をして補ってください。その科目を受講する意思を確認するものと判断されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　＊成安手帖の教員面談日・連絡先一覧を参照
　　②欠席が続いた場合、長期にわたって欠席する場合は、授業担当教員および学生支援部門と緊密な連絡をとり、その科目の履
　　　修と単位の修得に関して十分に相談してください。
（4）休講・補講について
　　休講（休校）
　　本学の休講（休校）については以下の①～③いずれかに該当する場合、その状況に応じた措置をとります。　　
　　①授業担当教員や大学の都合により授業を休講とする場合があります。その場合には成安情報サービス授業連絡や休講掲示で
　　　連絡します。また事情により所定授業開始時間から３０分を経ても担当教員が出講しない場合は「自然休講」となります。（教
　　　務課で確認が必要）
　　②気象庁が発表する気象警報において、「滋賀県大津市南部」、「滋賀県大津市北部」のいずれかの地域に、特別警報、暴風警報、
　　　または暴風雪警報のいずれかが発令された場合は下記の措置をとります。

　　③下記の事情により、休校・休講・施設使用禁止が適切であると大学が判断した場合。
　　　休校・休講・施設使用禁止等の連絡については、成安情報サービス・Ｇｍａｉｌ等で連絡します。
　　　・自然災害等（台風、雷、洪水、暴風、豪雨、豪雪、高潮、津波、噴火、その他異常な自然現象など）により緊急事態と判断した場合。
　　　・自然災害やストライキによりＪＲ湖西線、ＪＲ京都線、ＪＲ琵琶湖線のいずれかが運行休止（または長時間の運転見合わせ）になり、
　　　　かつバス等の代替手段がない場合
　　　・その他の事情により、休校・休講・施設使用禁止が適切であると学長が判断した場合。

授業

1時限

9：10 ～10：40

2時限

10：50 ～12：20

昼休み

12：20 ～ 13：20

3時限

13：20 ～14：50

4時限

15：00 ～16：30

5時限

16：40 ～18：10

6時限

18：30 ～20：00

＊有料の資格講座、プロジェクト科目授業等の時間として利用します。
＊キャンパスプラザ京都で授業がある科目については、プラザ科目時間となります。
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午前７時までに特別警報、暴風警報、暴風雪警報が解除された場合 平常授業

終日 休校・休講・施設使用禁止

発令以降、休校・休講・施設使用禁止

午前中（１・２限目）のみ休講・施設使用禁止。
３限目より開講・施設使用可午前１０時までに特別警報、暴風警報、暴風雪警報が解除された場合

午前１０時の時点で特別警報、暴風警報、暴風雪警報が解除されなかった場合

授業中に特別警報、暴風警報、暴風雪警報のいずれかが発令された場合
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（1）試験について
試験は科目担当者が、筆記試験、レポート試験、課題作品提出、合評、口頭試問等により行います。試験の実施については、科目の到達
目標により時期が異なります。

保留該当者試験は、やむを得ない理由で単位の修得が困難であると科目担当者が判断した者に対して行われます。
①保留該当者発表　（前期は8月・後期は2月）
科目担当者が保留該当【Ｗ】となった科目については再度課題を提出することで再評価を受けることができます。学生現住所へ郵送
通知・成安情報サービスの掲示板で学籍番号のみ掲載

②保留該当者試験　　（前期は8月・後期は2月）
各学期1回行われます。受験する場合は、該当科目について教務課窓口で手続きをして各担当者に再評価の依頼を行います。手続きを
済ませないで課題を直接教員に提出した場合は無効となります。
手続き1）受験願いの提出　及び受験料納付（1科目2000円）
手続き2）課題提出・試験受験

＊保留該当者試験を受験しても学習目標の最低限の理解が得られていないと担当者が判断した場合は不合格【Ｄ】となります。

（3）ＧＰＡ制度について
履修指導にいかすためにＧＰＡ（Ｇｒａｄｅ　Ｐｏｉｎｔ　Ａｖｅｒａｇｅ）の制度を導入します。詳細については、最終項目で紹介
します。

（4）成績発表
履修科目の成績は、学修状況の記録として単位を修得できなかった科目も含め「成績通知書」に表示され各学期の履修登録期間に配付
します。また、学期ごとに保護者(保証人)にも通知します。
成績評価について確認事項がある場合は、次の学期登録期間終了までに所定の様式で申し出ることができます。

（2）評価
①成績通知書に表示する記号は、次のとおりです。

試験・成績について

保留該当者試験

評価 評価基準の目安素点

Ｓ（秀） 100～90 学習目標の内容を理解し修得したものと認められる特に秀でた成績

Ａ（優） 89～80 学習目標の内容を理解し修得したものと認められる優れた成績

Ｂ（良） 79～70 学習目標の根幹的な部分は理解し修得したものと認められる妥当な成績

Ｃ（可） 69～60 学習目標の最低限の理解は得られたものと認められる成績

Ｗ
（保　留） 成績保留 保留該当者試験は、やむを得ない理由で単位の修得が

困難であると科目担当者が判断

Ｄ
（不　可） 59以下 学習目標の最低限の理解が得られていないと認められる成績

Ｎ
（認　定） 認　定 ＊既修得単位　認定　　＊一括認定

＊指定した資格検定合格者への単位認定
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（5）授業連絡
　 授業に関する連絡は、授業中に連絡事項を伝えるほかに事務室前掲示板・成安情報サービスの授業連絡等を通じて情報を提
　  供します。その他、授業担当者の指示に従ってください。

※これらの緊急事態や河川の氾濫、道路の冠水や浸水、または鉄道への影響により大学から自宅への帰宅が困難な場合や「生命・
身体に危険が生じる恐れがある」と判断した場合には、学内の安全な場所に避難するなど大学の指示に従ってください。

　非常時には「身を守る行動」を優先してください。市町村などからの避難勧告・避難指示などの情報に留意し、少しでも安全な
場所に移動するなど直ちに「身を守る行動」をとってください。

前記の理由等により、休講となった授業については、授業期間内に補講を行います。補講については授業ごとに異なりますので、
各自授業連絡等で休講となった科目担当者の指示に従ってください。

補講

これらに関する情報等は、成安情報サービス・Ｇｍａｉｌ等でお知らせいたします。
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（1）進級について
成績単位の修得状況にかかわらず2年次及び3年次へは進級します。ただし４年次に進級するためには別に定める進級判定基準
を満たさなければいけません。４年次への進級を不可と判断された場合は、原級（3年次）に留まらなければいけません。

進級判定基準
①専門研究課程にすすむ学力を有していること
②総修得単位数が76単位以上であること
③領域の専門科目及び芸術応用科目の修得単位数が54単位以上であること
＊1①～③の要件を充たさない場合は面接による審査を行う    　
＊2但し総修得単位数が51単位以下もしくは領域の専門科目及び芸術応用科目の修得単位数が43単位以下の場合は、書類審
　  査のみで自動的に3年次留年とする

（2）卒業について
　　本学に４年以上在学し、卒業に必要な単位数を修得しなければなりません。
（3）卒業の時期について

①卒業の時期は、後期末（３月）または前期末（９月）です。
②後期末（3月）： 後期終了時において卒業要件を充足した場合、卒業とします。
　卒業判定結果については、2月下旬に保証人宛に通知します。
③前期末（9月）： 前期終了時において卒業要件を充足した場合、卒業とします。
　卒業判定結果については、９月上旬に保証人宛に通知します。

卒業見込み証明書発行基準
４年次に進級した学生で一定の科目・単位数の修得要件を満たした者に卒業見込証明書を発行します。

①卒業見込み者とは
　卒業見込者とは、在学3年次終了時の修得した単位数および4年次に卒業要件を満たす履修登録をおこなったことが確認さ
　れた者とする。
②判定時期について
　本学はセメスター制を採用しているため「卒業見込判定」を4年次の前期及び後期におこなう。
　前期の判定では、前期の成績および後期の履修登録が確定していないため暫定的な判定となる。（9月卒業は除く）

進級・卒業について
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判定対象
4年次前期
4年次後期

判定時期
4月下旬（前期履修登録終了時）
9月下旬（後期履修登録終了時）

判定対象卒業時期
9月卒業・3月卒業

3月卒業
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GPAとは、Grade Point Average（成績加重平均値）のことで、各科目の評点（100点満点）をグレードポイントに換算しな
おし、その合計を科目の総単位数で割り、１単位のグレードポイントの平均値を算出するものです。
高校まではすべての学生が同じ教科・科目を履修しますから、単純に成績を比較できました。大学では、個々の学生の所属領域
（コース）や目標に応じて、履修する科目を選択する自由度が高く、異なる科目を修得した様々な学生を単純に比較することが
できません。多様な学習環境を持つ大学では「学ぶ量」だけではなく「学ぶ質」を端的に評価できる指標が必要であり、GPA
はそれを提供する方法です。専門性や就学目標からくる履修状況の違いを吸収し、公平さを与えながら学業成績評価の指標とし
て使われるものであり、現在多くの大学でこのポイントを活用して大学での学びを確かなものにする動きがあります。

①履修登録したすべての科目を対象に算出します。単位を修得できなかった不合格科目も成績に加算されます。従って不合格科
目が多いとそれだけＧＰＡが低くなります。ただし、履修を取り消しした科目、認定科目並びに卒業要件対象外の資格課程必
修科目は、算出対象から除きます。

②ＧＰＡ算出について

③学修指導について
本学では、平成２９年度から各学期のＧＰＡ数値が1.5未満の学生に対して、個別に履修指導を行い履修計画の見直しを行います。
また４学期連続してＧＰＡが1.0未満の学生に対して学長が退学勧告を行います。
＊各学期のＧＡＰについては、配付する成績通知書で確認することができます。

④その他ＧＰＡの利用について
・給付奨学生並びに特待生の適正判断審査の資料
・外国人留学生の授業料減免に関する成績審査資料
・就職や進学で成績順位の掲示を求められる場合は、学年別のＧＰＡによる成績順位を算出します。

成安造形大学ＧＰＡについて

素点 評価 グレードポイント
100～90 Ｓ（秀） 4
89～80 Ａ（優） 3
79～70 Ｂ（良） 2
69～60 Ｃ（可） 1
59点以下 Ｄ（不可） 0
認定科目  対象外
資格課程必修科目

GPA＝
総履修登録単位数（「D」の単位数含む）

Ｓの修得単位数×4.0＋Aの修得単位数×3.0＋Bの修得単位数×2.0＋Cの修得単位数×1.0
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カリキュラム　

芸術学部芸術学科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

平
成
26（
2
0
1
4
）年
度
以
降
入
学
生

＊平成25年度以前のカリキュラムについては、過去のシラバスで確認ができます。
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「芸術による社会への貢献」という基本理念（教育理念）の下、「誠と熱」を持ち、公正さと創造性を兼ね備える、発想力・提案力・技術
力に優れた清廉な人材の育成を目的とする。

10

人材育成目的

成安造形大学　教育目標（学士課程の学習成果に関する指針＝学位授与の方針）
１ 知識・理解（認知的領域） 
（１）芸術分野における基本的な知識を体系的に理解できる。
（２）芸術分野の知識と自己の存在を歴史・社会・自然と関連付けて理解できる。
（３）多文化・異文化を理解し、多様性を尊重できる。

２ 技能（精神運動的領域） 
（１）日本語や特定の外国語を用いて、読み、書き、聞き、話すことができる。自分の考えを伝えることができる。
（２）情報通信技術を利用して、多様な情報を収集し、的確に把握し、発信することができる。
（３）専門分野において基礎的な造形能力を身につけている。
（４）問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理することができる。
　　論理的思考力によって、解決のための計画を立案し、実行できる。

３ 態度・志向性（情動的領域） 
（１）自らを律して行動できる。指示を待つのではなく、やるべきことに積極的に取り組める。
（２）他者と協調して行動できる。他者に方向性を示し、目標の実現のために動員できる。
（３）卒業後も自らを律して学習できる。
（４）自己の良心と社会の規範に従って、誠意と熱意を持って行動できる。
（５）社会の一員としての意識を持ち、義務と権利を理解し、社会に貢献できる。

４ 創造性（総合的・実践的領域） 
（１）獲得した知識・技能・態度等を総合的に活かし、研究制作成果を提示できる。
（２）専門分野における経験を活かし、自らが立てた課題において創造的提案ができる。

ディプロマポリシー（学位授与方針）

１ 学修の順次性を明確にし、総合的な造形的基礎と高度な専門性を養成するカリキュラムを構築します。  
２ 導入教育を充実させて社会人として必要な基礎力と対課題能力を養成し、それぞれが学ぶ専門分野と有機的にむすびついた高度な
　社会実践力を確立できる科目を設置します。

この編成方針の下に芸術学部芸術学科の教育課程は、１年前期・後期を《専門導入課程》、２年前期・後期３年前期・後期を《専門基盤
課程》、４年前期・後期を《専門研究課程》の3段階にて編成します。また、各科目を「学部共通科目」と「専門科目」に分類します。

「学部共通科目」では、「基礎科目群」、「応用科目群」、「教養科目群」、「社会実践科目群」の４つを大きな柱としています。

「基礎科目群」では、４年間の大学生活を自主的かつ円滑に進めるために必要な基礎的学力を身につけるスタートプログラム科目や芸
術に対する認識の基盤となる理論の初歩を幅広く学び、広範な造形活動を支える芸術基礎科目、所属する領域に関係なく、基本的な
造形力を幅広く身につけるファウンデーション科目で構成されています。

「応用科目群」では、広範な芸術活動の専門性を理論的、実践的に支え、各領域の専門基盤課程、専門研究課程において必要とされる
専門的知識・技能を習得するための芸術応用科目を提供します。

「教養科目群」には多様な知識・教養を学ぶことにより、多角的な視野や豊かな知性、柔軟な思考力を身につけ、各学生が幅広い視点
から造形活動を捉えることができる資質を獲得するための教養科目、異文化コミュニケーション能力を身につけることにより、グローバ
ルな視点に基づく思考力や創造力を獲得するための外国語科目があります。また、大学コンソーシアム京都や環びわ湖大学・地域コン
ソーシアムによる単位互換協定を締結した滋賀県、京都府の大学、短大の科目を受講することもできます。

「社会実践科目群」は、社会との関係のなかで自己を確認し、卒業後の自己実現のために寄与する科目群です。
地域貢献・プロジェクト科目は、「芸術による社会への貢献」を実現する科目として「芸術力」要請をもとに実践的な知識・技術を活用
し、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、問題解決能力に優れた社会の即戦力となる人材育成を目的としています。また、
キャリアデザイン科目は、キャリア形成を考えるうえで前提となる「自己分析・自己発見」「社会を知る」ということを段階的に学ぶことに
より、学生が各々の目標に合わせたキャリアデザインを構築するための科目です。

「専門科目」では、それぞれに「専門導入科目群」、「専門基盤科目群」、「専門研究科目群」の3つを段階で履修します。
「専門導入科目群」では専門分野を修めるために必要不可欠な最低限の知識や技能を養うための必要不可欠な実習科目、演習科目
を、「専門基盤科目群」では各自の専門領域の基盤となる知識や技術を修得することで、各自の専門性を深く究めてもらうための実習
科目と演習科目を、「専門研究科目群」ではゼミ段階的な履修や選択的な履修をもとに、各自の専門領域にかかわる知識や技術を広く
修得することを通して、より高度な表現力や思考力を獲得するとともに、各自の専門性を深く究めてもらうための研究科目、卒業制作を
設置しています。

カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）
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卒業するために単位修得が必要な科目です。この科目は、各領域で指定しているスタンダードカリキュラムを学んだのち、最終学年で
自分の専門分野の集大成として学びます。

芸術学を専門とする本学の学びを確実にするために必要な科目を指定科目としています。この科目は、各領域（コース）の専門性を取得
する為に指定している科目及び本学の学びの質を保証する科目から構成されており、各学年で受講が指定されています。

各領域（コース）の専門的な内容をスタンダードカリキュラムとして受講科目を指定して提供しています。領域の専門性を取得するの
に必要な科目であるため単位修得を原則とします。単位修得できなかった場合は、必ず領域教員から再履修指導を受けます。

本学の学びの質を保証する基礎的な要素を［大学入門］［学びの基礎］［社会貢献］として共通教育センターが受講科目を指定して提
供しています。単位修得を原則とします。
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授業科目は、必修科目・指定科目（必修科目に準ずる）・選択科目から構成しています。また、学習目標の確実な積み上げを保証するため
に、受講科目を学年で指定しています。

科目の種別及び受講科目の考え方

必修科目

指定科目（必修科目に準ずる科目）

領域受講指定科目

学部共通受講指定科目

○専門研究科目◎専門研究科目群
履修取消はできません

【２科目　１０単位】　　　　　　      ＊履修科目表に印字
卒業研究１・２

◎専門導入科目群

◎専門基盤科目群

◎応用科目群

○専門導入科目

○専門基盤科目

○芸術応用科目

【６科目　12単位】　　　　　　　  ＊履修科目表に印字
領域基礎造形実習１～４、領域別演習１・２

【16科目　32単位】　　　　　　　  ＊履修科目表に印字
コース別実習１～８、
コース別演習１～8

【５科目　10単位】　　　　　　　  ＊履修科目表に印字
領域別概論、領域が指定する理論科目

履修取消はできません

履修取消はできません

履修取消はできません

◎基礎科目群

◎社会実践科目群

○スタートプログラム科目

○ファウンデーション科目

○地域貢献・プロジェクト科目

○キャリアデザイン科目

【６科目　６単位】　　　　　＊履修科目表に印字
大学入門１・２、スタディスキル実習１～４

【６科目　６単位】　　　　　＊履修科目表に印字
ファウンデーション実習Ａ１～Ａ４、
ファウンデーション実習Ｂ１・Ｂ２

【１科目　２単位】　　　　　＊履修科目表に印字
コミュニティデザイン概論

【２科目　２単位】　　　　　＊履修科目表に印字
キャリアデザイン概論１・２

履修取消はできません

履修取消はできません

履修取消はできません

履修取消はできません
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本学の学びの質を発展的に保証する要素として［芸術基礎］［芸術応用］［社会貢献］として共通教育センターが下記の科目分類ごと
に必要単位数を指定しています。

芸術学の専門に関連する科目を自主的に選択して学べる科目です。［幅広い教養］［多文化・異文化理解とコミュニケーション］［他大
学の学び］をカテゴリとして提供しています。　　

選択受講指定科目

選択科目

卒業に必要な単位数

◎基礎科目群

◎応用科目群

◎社会実践科目群

○芸術基礎科目

○芸術応用科目

○地域貢献・プロジェクト科目

○キャリアデザイン科目

【１年次に４科目　８単位以上を選択し受講すること】
東洋・日本美術史概説Ａ／Ｂ、西洋美術史概説Ａ／Ｂ、
デザイン史概説Ａ／Ｂ

【２科目　４単位以上】
所属する領域で受講指定する　領域別概論、領域論１～４以外に
応用科目群の中から２科目４単位を選択して受講すること

【１科目　２単位以上を選択し受講すること】
コミュニティデザイン論１・２、近江学Ａ・Ｂ、琵琶湖の民俗史
プロジェクト演習１Ａ～４E

【２年次以降の科目より、１科目　２単位以上を選択し受講すること】
キャリアデザイン論Ａ・Ｂ、就業力育成論１～４・演習Ａ～Ｄ、
ポートフォリオ演習、インターンシップＡ・Ｂ

◎教養科目群

必修科目

指定科目（必修科目に準ずる）

選択科目

10単位

114単位以上

○教養科目

○外国語科目

○単位互換事業科目

＊単位互換事業科目については、受講が許可された場合の［履修取消］は認めません。
＊領域・コースが学生の専門分野の学習において推奨する科目は、領域推奨科目として紹介します。 
＊共通教育センターが学生のめざすものによって推奨する科目は学部共通推奨科目として紹介します。
　（キャリアデザイン科目、教職課程科目、学芸員課程科目　等）
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専門科目とは、各領域がその領域に所属する学生に対して提供する科目で、専門導入科目、専門基盤科目、専門研究科目から構成さ
れ、各領域・各コースの専門分野を修めるために必要不可欠な科目です。学びの順次性により各学年・各学期に配当され履修します。各
領域とも４学年（８学期）で合計５４単位となります。

共通教育センター科目（学部共通科目）とは、基礎科目群、応用科目群、社会実践科目群、教養科目群から構成され共通教育センター
所属の教員がこの科目群をバックアップしています。

教職課程科目は、教育職員免許法をはじめとする関連諸法規にもとづいて開講されます。
「教職課程履修届」を提出した学生のみが履修できます。なお、教職課程科目は卒業のために必要な単位として算入することはできません。

二級建築士、木造建築士の受験資格を得るために必要な本学が指定する科目で、「二級建築士受験資格講座履修届」を提出した学生
のみが履修できます。なお、二級建築士受験資格講座科目は卒業に必要な単位として算入することはできません。

学芸員課程科目は、博物館法をはじめとする関連諸法規にもとづいて開講されています。
「学芸員課程履修届」を提出した学生のみが履修できます。なお、学芸員課程科目を卒業のために必要な単位として算入することはで
きません。

①基礎科目群
芸術大学に進学した学生が等しく身につけるべき知識や技能を修得するために１年生全員が学ぶ科目で以下の科目で構成されます。

スタートプログラム科目……４年間の大学生活を自主的かつ円滑に進めるために必要な基礎学力を身につけるための科目です。
          ……芸術に対する認識の基盤となる理論の初歩を幅広く学び、広範な造形活動を支えるための科目です。
ファウンデーション科目……所属する領域に関係なく10クラスに編成されて、専門分野の枠を超えた教員組織の指導のもと、美術経

験の多少にかかわらず、表現することの面白さを体感することを通して芸術学部共通の造形基礎を学ぶ
科目です。「描く」「つくる」「発想する」の３つの基本的なテーマに沿って、実技、講義、ワークショップ、発
表、合評などで授業を構成し、表現課程での工夫や発見を通して、視野を広げていく楽しさと柔軟な思
考を養う「ファウンデーション実習Ａ」やコンピュータの基礎を学ぶ「ファウンデーション実習Ｂ」があり
ます。

②応用科目群
広範な芸術活動の専門性を理論的、実践的に支え、各領域の専門基盤課程、専門研究課程において必要とされる専門的知識・技能
を養うために必要不可欠な科目群です。

③社会実践科目群
「芸術による社会への貢献」を実践する科目群で自分の将来の姿を実現に近づけるための、キャリア支援科目と芸術による社会貢献
を実現するプロジェクトを単位化する地域貢献・プロジェクト科目があります。

④教養科目群
各学生の専門や志向に有益な学問領域について自主的に学ぶことができる科目群で、教養科目、外国語科目、単位互換事業科目で
構成されます。

１、専門科目

２、共通教育センター科目（学部共通科目）

３、学芸員課程科目

４、教職課程科目

５、二級建築士受験資格講座科目

芸 術 基 礎 科目
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芸術・文化・社会について、総合かつ横断的に学ぶ中から造形力や広い視野と基礎力を修得し社会動向に即応しながら、こと・もの・
情報を複合的に「デザイン」することで、あらたな価値の推進ができる人材を育成します。

総合領域

総合領域人材育成目標について

デザインやアートの世界を広く知り、埋もれた価値を見つけ出すこと、さまざまなこと・もの・情報をむすびつけ、ことばや視覚情報を
駆使しひとつの何かにまとめること。
それを社会に伝えていくのがデザインプロデュースです。制作する「作品」 自体に最終目標を置くのではなく、企画やアイデアを練り上
げ、コミュニケーションをとりながら、社会に提案していく力、伝えあうカを、4年間で学びます。

総合領域の特色・各課程での学びについて

ことばによるコミュニケーション、プレゼンテーション力を身につけます。芸術、教育、地域に連動する文化活動やアートプロデュ―ス
を学びます。プログレスファイルの役割と活用方法を理解し4年間の履修計画を立てます。

専門導入課程（１年生）

市場調査を行い、それをまとめる編集能力を培います。
仮想ブランド、イベント企画のプランニングなど、与えられたテーマに添ったグループワークによる企画提案ができる基礎力を身につ
けます。

専門基盤課程（２～３年生）

4年間の集大成として、各自が設定したテーマにそった企画を立ち上げ、社会に新たな価値を提案します。企画書を作成し、その内容
を実現するためのデザインプロデュースを実践研究します。

専門研究課程（４年生）

総
合
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目



基礎造形実習１Ａ

基礎造形実習２Ａ

基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

基礎造形実習２Ｂ

基礎造形実習４Ｂ

基礎造形実習３C

基礎造形実習４C

基礎造形実習２D

基礎造形実習４D

基礎造形実習１E

プロデュース基礎演習１
プロデュース基礎演習２
プロデュース演習１
プロデュース演習２
プロデュース演習３
プロデュース演習４
プロデュース演習５
プロデュース演習６
プロデュース演習７
プロデュース演習８

デザインプロデュース演習１～５
卒業研究１
卒業研究２

実習
　
　
実習
　
実習
　　

実習
　
実習
　
実習
　
実習
　
実習
　
実習
　
実習
　
実習
　
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習

演習
演習

◯
　　　
　
◯
　
◯
　
　
◯

◯
　
◯

◯

◯

◯

◯

◯
　
◯
◯

◯

　
　
　
　

　
　

◯
◯
◯
◯

　
　

◯

　
　
　
　

◯
◯
◯
◯

◯

　

　

　

　

　
　

◯
◯

＊学科共通科目
イラストレーション/美術/
メデイアデザイン領域開講科目

＊学科共通科目
イラストレーション領域開講科目

＊学科共通科目
空間デザイン領域開講科目

＊学科共通科目
イラストレーション領域開講科目

＊学科共通科目
美術領域開講科目

写真Cライセンス

＊学科共通科目
美術領域開講科目

＊学科共通科目
メデイアデザイン領域開講科目

＊学科共通科目
メデイアデザイン領域開講科目

映像撮影機材C､
アニメーションスタジオAライセンス

＊学科共通科目
空間デザイン領域開講科目

＊学科共通科目
美術/空間デザイン領域開講科目

＊学科共通科目
イラストレーション/メデイアデザイン/
空間デザイン領域開講科目

2
　
　　
2
　
2
　
　
２

2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

4
6

2

単位数
必
修

受
講
指
定

選
択

開講期・年次
特記事項 受講方法取得可能ライセンスカリキュラム

芸術学科　総合領域　
授
業
形
態

専
門
導
入
科
目

専
門
基
盤
科
目

専
門
研
究
科
目
芸
術
応
用
科
目

1
年
2
年
3
年
4
年

各領域の芸術応用科目を
10単位修得すること

＊受講指定科目
＊受講指定科目
＊受講指定科目
＊受講指定科目

受講指定科目及び
デザインプロデュ―ス演習、
各領域専門演習、実習から
16単位を修得すること

15

領域の専門分野を選択して
16単位を修得すること

領域の専門研究科目を
10単位を修得すること

各領域の基礎演習を
4単位修得すること

基礎造形実習1～4　
計８単位を修得すること
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専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

芸術学科  総合領域  デザインプロデュースコース 
入学生 スタンダードカリキュラム

専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

プロデュース
基礎演習1
言葉による
コミュニケーション

プロデュース
基礎演習2
取材とプレゼンテー
ション

プロデュース
演習2
市場分析と商品
企画

基礎造形実習 基礎造形実習 1～2年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）

1～2年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）

1～3年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）

1～3年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）

映像メディア
プロデュース論

アートをデザインす
るための調査分析

商品プロデュース、
トータルデザイン

コンセプト＆プラ
ンニング

卒業研究1 卒業研究2

商品開発の流れ

プロデュース
演習8

プロデュース
演習5

プロデュース
演習4

プロデュース
演習3

プロデュース
演習7

デザインプロデュース演習1～5

領域別概論 領域別理論科目 領域別理論科目 領域別理論科目 領域別理論科目

基礎的造形力育成 基礎的造形力育成

基礎造形実習 基礎造形実習 1～2年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）

1～2年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）

1～3年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）

1～3年生対象の
他領域専門科目
（実習、演習）基礎的造形力育成 基礎的造形力育成
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

アートをデザインするた
めのプロトタイプ制作

プロデュース
演習6

プロデュース
演習1
情報収集と編集
デザイン総

合
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
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格
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座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目



プロデュース基礎演習１

コミュニケーションのための「ことば」の特性を学びます。グループで取材対象を
みつけ、聞き取った情報をまとめて他者に伝えます。学内にある「キャンパスが美
術館」の現場を見学して、アートプロデュースがどのように実践されているかを学
びます。プログレスファイルの特性と意義を習得し、自分の履修計画にむすびつけ
ていきます。

日頃から展覧会に足を運んでおきましょう。

授業態度　30％ 
課題作品　50％ 
レポート　20％（ファイル評価）

特になし

特別講師による講義、キャンパスが美術館のスケジュールで内容が前後することが
あります。成安情報サービスでつねに授業連絡に注意しておいてください。

オリエンテーション　e メールを上手に使おう
講義１「ことば」とは何か　自己紹介をしてみよう
講義２ 展覧会をみよう　GWの展覧会ピックアップ
展覧会レポート（GW中の課題）の発表
展覧会を考察する１「キャンパスが美術館」の成り立ち 地域と美術大学の関係
展覧会を考察する２「キャンパスが美術館」広報と運営
展覧会を考察する３「キャンパスが美術館」見学）
講義４「編集」について
グループワーク　学内インタビュー１
グループワーク　学内インタビュー２
グループワーク　学内インタビュー３
講義５「プログレスファイル」の特性と意義
グループワーク　学内インタビュー３ 講評会
まとめ① 授業ファイルの合評
まとめ②１年前期の学習をふりかえるプレゼンテーション（プログレスファイル）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

「ことば」によるコミュニケーションを経験できる。
「ことば」で伝える可能性を体験できる。
「キャンパスが美術館」を知ることができる。

(1)
(2)
(3)

山本　和人
総合領域１年生

「ことば」によるコミュニケーション
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

プロデュース演習１

一冊の冊子を企画し、実際に作成するまでの過程のなかで、デザインマネージメン
トを学びます。取材、テキスト作成、写真撮影など、自分で掲載する原稿を集めて
整理するとともに予算管理を行います。他者に向けた情報発信を体験し、編集能力
を高めます。　　　　

自分が良いと思うフリーペーパーや雑誌を集め、なぜそれが良いかを分析しておき
ましょう。

授業態度　30％ 
課題作品　50％ 
レポート　20％（ファイル評価）

印刷代、紙代などの制作費が必要。

イベントなどの都合で、特別講義の日程などが変更になることがあります。授業を休ん
だときは、必ず次の授業までに何があったかを友人に聞いておくようにしてください。

オリエンテーション
講義１ 印刷物研究
小冊子企画書作成１
講義２　印刷物の作成とは
小冊子企画書作成２
ダミー本作成１
ダミー本作成２
講義３ スケジュールと予算管理
小冊子企画書作成２
小冊子中間合評１
小冊子中間合評２
小冊子中間合評３
小冊子最終合評（ゲスト講師）
まとめ① 授業ファイル合評
まとめ② プログレスファイル発表（前期履修をふりかえる）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

文章を書くことを習得する。
情報を整理して編集する。
スケジュールと予算の管理をする。

(1)
(2)
(3)

山本　和人
総合領域２年生

情報収集と編集デザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

プロデュース演習２

商品デザインやブランドを調査研究のうえ、グループで検討して仮説を立て、調査
したうえで、他人の意見を反映させて完成の方向に導く、デザイン制作の展開とア
イデアの収集を実体験する。

コンビニやスーパーマーケットでの商品の移り変わりや各地で催されるイベントに
興味を持つ。

授業態度　30％ 　課題作品　50％（アイデア出し） 
合評　　　40％（表現力、提案力）

テキストは適宜配付

オリエンテーション、自己紹介マインドマップ
商品世界の研究、分析
資料収集分析、マッピング
グループディスカッションで仮説の設定
仮説から提案の方向を探る
提案アイデアのイメージ調査、展開案の創作
アイデアの方向に基づいてデザイン開発
グループで持ち寄ったアイデアを整理ブラッシュアップ
デザイン表現に向けて展開案をまとめる
デザイン提案提出　
イベント企画の調査研究
イベントの展開方向をディスカッション
イベント方向をグループとして提案
プレゼンテーション、ブラッシュアップ
まとめ合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ブランドデザインの収集と分析整理ができる。
ブランドの自分達らしい再構築ができる。
商品デザインの提案の仕方を学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

宮永　真実
総合領域２年生

マーケティング手法にのっとり、ブランドについて研究する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

プロデュース基礎演習２

「ことば」と「画像」をつかって編集し、他者に伝える技術（プレゼンテーション）
を学びます。「キャンパスが美術館」の企画展をグループごとに一つ選んで取材し、
その成り立ちをパワーポイントで編集して報告します。最後に、自分の１年間の学
習をふりかえり、プログレスファイルをプレゼンテーションすることで、次年度お
よび卒業時の到達目標をみつけていきます。

学内外で開催されるアートやデザインに関するイベント（講演会、ワークショップ
など）に参加しましょう。

授業態度　30％ 
課題作品　50％ 
レポート　20％（ファイル評価）

特になし

特別講師による講義、キャンパスが美術館のスケジュールで内容が前後することが
あります。成安情報サービスでつねに授業連絡に注意しておいてください。

オリエンテーション
前期のプログレスファイル合評
講義１「企業のデザインプロデュース」
講義２「プレゼンテーションの準備と方法」
パワーポイント実習１
パワーポイント実習２
課題説明
グループワーク
グループワーク
講義３「地域を活性化するアートプロデュース」
グループワーク
グループワーク
講義４「デザイナーの仕事」
まとめ① 授業ファイルの合評
まとめ② １年間の学習をふりかえるプレゼンテーション（プログレスファイル）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

展覧合の成り立ちを知ることができる。
パワーポイントをつかったプレゼンテーションを習得できる。
グループワークにおけるコミュニケーション力を培うことができる。

(1)
(2)
(3)

宮永　真実
総合領域１年生

取材とプレゼンテーション
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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プロデュース演習 4

現代社会において、我々は実に様々な商品やサービスに取り囲まれて生活していま
す。それらはどのようにして企画され構想されているのでしょうか？そこには今後、
どのような方法論が要請されていくのでしょうか？そして、それらはどのようにし
て消費者の手に届いているのでしょうか？企業における商品開発やサービスデザイ
ンについて、さまざまな方法論を紹介しながら、そのプロセスをたどります。

ほぼ毎回小さな課題を出します。 
次の授業開始時にはそれを発表できるように準備をしてきてください。

授業態度　30％（遅刻厳禁） 課題作品　30％（日常課題の提出状況とそのクオリティ） 
合評　　　40％（最終課題の作品クオリティ・合評での表現力）　 
※ 3 回以上の無断欠席・無断遅刻で単位取得不可

購入必須図書：特になし 参考図書：PDF・プリント配付または、授業 SNS上で紹介。 
材料費等：各課題の提出用出力費が必要です。 
USB・鉛筆・マーカーなどの記録媒体や画材は各自で用意してください。

グループ作業では、他のメンバーへ負担をかけないよう留意してください。

デザインの制作プロセス
ユーザー調査、マーケティング、市場分析などの段階を中心に
　　　　　　　　〃
ユーザー設定、ビジネス設定、シナリオ制作などの段階を中心に
　　　　　　　　〃
市場へのプロモーションなどの段階を中心に
　　　　　　　　〃
デザイン課題オリエンテーション
プランニング
　　　　　　　　〃
ビジュアライズ
　　　　　　　　〃
プロモーション
まとめ①　自主制作期間　ブラッシュアップ
まとめ②　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

商品開発やサービスデザインの流れを理解できる。
商品開発やサービスデザインにどのような工程が必要か理解できる。
商品やサービスがどのように広告やイベントに接続されるか理解できる。

(1)
(2)
(3)

大草　真弓
総合領域 2年生

商品開発とサービスデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

プロデュース演習 5

この授業では、アートとデザインを人や生活と結びつけて、地域社会と文化を結ぶ
領域でのさまざまな活動や政策を学び、文化施設、美術館、企業メセナなど、新た
な文化活動の展開を調査・分析して自ら新しい企画を提案します。具体的な展覧会
の実例やアート・マネジメントを紹介するなど、我々がともに暮らす環境の中で人・
政治・経済・歴史との関係を考察します。さらに、美学や美術史、芸術論、芸術社
会学などの分野と比較文化を参照し、今日的なアート・マネジメントの理解と認識
を高めていきます。

日頃から現代社会とアートの関係に興味を持って、アート全般、ケーススタディに
関する書籍・新聞・雑誌を含む同時代の情報収集に心がけること。話題となってい
るイベントや展覧会は、自ら積極的に足を運びリサーチしておくこと。

授業態度　５０％ 
課題作品　５０％（企画内容・レポートや発表内容）

参考文献、参考資料、アート関連の情報は、随時必要に応じて配付する。

各自新聞などで地域の文化情報を収集。
自分の故郷や住む街の文化施設 ( 美術館など )の調査を休み等に行う。

オリエンテーション・授業の進め方、テーマ研究について　
日本の文化政策　美術館の役割やメセナ活動
アート・マーケットについて　　
アートを広げる方法ージャーナリズムとメディア
文化の社会学　世界の中でアートを取り巻く環境の変化について　
展覧会の政治と経済学
アート・マネジメント　アートの文脈について
アート・マネジメント　アート・リテラシー ( 作品鑑賞 )
アート・マネジメント　教育普及活動（ワークショップ）
まとめ　研究活動の中間報告
コミュニケーションの観点から、各世代への発信、情報宣伝について
知的財産権などの権利問題と文化財保護活動
社会貢献と様々なアート活動　アート NPO と地域社会との繋がり
テーマ研究・発表　「私が考える未来のためのアート・マネジメント」
テーマ研究・発表　まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

アート・マネジメントの基礎知識を身につけることができる。
地域社会に繋がる文化政策がどのように生まれてくるのか知ることができる。
新たな価値観を形成して発信する文化や芸術を支える仕組みを理解できる。

(1)
(2)
(3)

長尾　浩幸
アートをデザインするための調査分析
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

プロデュース演習 6

デザインが対象とする領域は、モノからコト（モノを含めたサービス全体のデザイン、
ユーザーエクスペリエンスのデザイン）へと広がってきています。 地域や企業と連携
したプロジェクトの中で、ワークショップを通じてサービスやユーザー体験に関わる
具体的な問題点を発見し、プロトタイプの形で解決案を提案します。また、その過程で、
アイデアの発散・収束技法やプロトタイプの制作・評価技法などについて演習します。

ほぼ毎回小さな課題を出します。 
次の授業開始時にはそれを発表できるように準備をしてきてください。

授業態度　30％（遅刻厳禁） 課題作品　30％（日常課題の提出状況とそのクオリティ） 
合評　　　40％（最終課題の作品クオリティ・合評での表現力）　 
※ 3 回以上の無断欠席・無断遅刻で単位取得不可

購入必須図書：特になし 参考図書：PDF・プリント配付または、授業 SNS 上で紹介。 
最終課題：B1 パネルへの出力費・パネル費。 授業日以外にクライアントの事務所
や店舗にお伺いして取材する可能性があります。その場合は授業日を振り替えます。

グループ作業では、他のメンバーへ負担をかけないよう留意してください。

オリエンテーション
デザイン対象とするサービス・テーマについての詳細調査 -1
デザイン対象とするサービス・テーマについての詳細調査 -2
ペルソナとシナリオの記述
ストーリーボードの制作
ワークショップの実施
ワークショップを通じた解決すべき課題の発見と再定義
ラフスケッチによるアイデア展開
ラフスケッチの発表、デザインの方向性確認と修正
プロトタイプによるデザイン案の制作・ディスカッション
プロトタイプによるデザイン案の制作・ディスカッション
プロトタイプによるデザイン案とプレゼンテーション資料の制作
プロトタイプによるデザイン案とプレゼンテーション資料の制作
まとめ①　自主制作期間　プロトタイプのブラッシュアップ
まとめ②　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ワークショップを通じて課題を発見することができる。
発見した課題を解決するためのアイデア展開ができる。
展開したアイデアをコンセプトに基いてまとめ、プロトタイプを制作した上で
デザイン提案できる。

(1)
(2)
(3)

大草　真弓
総合領域 3年生

コトをデザインするためのプロトタイプ制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

プロデュース演習３　

映像、特に静止画像ではなく動画は、記録や広報としても動画は不可欠である。こ
の講義では動画が果たす役割を知り、グループ制作で企画立案、撮影、編集までを
行う。

課題によって準備すべきことは大きく異なるので、次の時間までにすべきことはその
つど指示する。

授業態度　20％
課題作品　30％（取り組み状況）
合評　　　50％（プレゼンテーション力）

映像制作におけるプロデュース①     
プリプロダクション 企画　コンセプト    
プリプロダクション 企画　コンセプト    
プリプロダクション 企画　シナリオ、絵コンテ   
プリプロダクション 企画　シナリオ、絵コンテ   
プリプロダクション 企画　シナリオ、絵コンテ   
撮影準備（ロケハン、小道具、役者、機材）    
撮影準備（リハーサル）      
撮影（カメラ、録音、照明）     
撮影（カメラ、録音、照明）     
撮影（カメラ、録音、照明）     
ポストプロダクション　編集     
ポストプロダクション　編集     
ポストプロダクション　編集     
講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

動画の企画を立てることができる。     
撮影、編集を行うことができる。    
動画の果たす役割を知ることができる。

(1)
(2)
(3)

櫻井 宏哉
総合領域 2年生

映像メディアプロデュース
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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プロデュース演習８

小型家電製品の企画、パッケージ、販促物までトータルでプランニングし最終的に
現物大のダミーを仕上げディスプレイまで取り組みます。デザインは特別なことで
はなく人と人とをつなぐ工夫です。この課題ではプロデューサーに必要なコンセプ
トとプランニング能力を学びます。

毎回、ミーティングで打合わせた方向で作品制作を進め、次回授業に臨むこと。

授業態度　40％
課題作品　60％
※毎回ミーティング方式で、他の人の制作物の刺激を受けながら段階を踏んで進めていきます。
必ず全日出席し、打合せして下さい。

特になし

特になし

ガイダンス・課題説明
コンセプトメイク
コンセプトメイク
アイデア展開・チェック１
アイデア展開・チェック２
アイデア展開・チェック３
パッケージと販促物のアイデア展開１
パッケージと販促物のアイデア展開２
パッケージと販促物のアイデア展開３
　　　〃
パッケージと販促物・現物ダミー制作
　　　〃
パッケージと販促物のデスプレー制作
プレゼンテーション
企画書　ポートフォリオ　提出・合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

目的を考え商品のコンセプトを考えることができる。
コンセプトに沿って、トータルデザインができる。
プロデューサーの仕事内容を理解することができる。

(1)
(2)
(3)

竹下　俊也
総合領域３年生

商品企画のコンセプト＆プランニング
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

卒業研究１

「卒業研究 1」では社会で実際に活動する企業の商品やマーケティングを研究し、
企業がブランドとして行うさまざまな文化の仕掛けについて研究します。15 回の
授業では、合同授業として特別講義「こと・もの・情報についてデザインする」連
続企画を予定しています。デザインの現場で活躍している講師をお招きして、商品
企画や開発プロジェクトの取り組みなど、皆さんたちと意見を交わしながら、社会
とのつながりやリサーチの工夫、新企画の提案などを研究します。

自主的・自律的な研究活動を行ってください。

研究・授業態度 20%、課題への取り組み・計画性 40%、
企画書 40% を目安とし、ゼミごとの基準で評価します。

ゼミごとに指示します。

就職活動と両立させながら、自己管理を徹底して研究活動すること。無断欠席がな
いようにすること。

ガイダンス　( 進め方・スケジュールほか )　研究課題について
「こと・もの・情報についてデザインする」-1
問題発見、アイデア、コンセプト、リサーチ
問題発見、アイデア、コンセプト、リサーチ
「こと・もの・情報についてデザインする」-2
リサーチ・分析
リサーチ・分析
活動報告、中間プレゼンテーション　
企画の立案
「こと・もの・情報についてデザインする」-3
企画の立案
活動報告、企画書作成
活動報告、企画書作成
まとめ　プレゼンテーション　合評１
まとめ　プレゼンテーション　合評２

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

商品企画や開発プロジェクトの取り組みを理解する。
企画を実現する能力を鍛えて、豊かな発想を身につける。
社会に向けて自分の能力を発信できる。

(1)
(2)
(3)

長尾 浩幸・山本 和人
総合領域 4年生

こと・もの・情報についてデザインする
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

プロデュース演習７　

ギフト・雑貨・ペーパーアイテムなどを題材に、商品企画からデザイン、販売まで
の一連の商品計画に取り組み、内容を評価検討します。

授業内に完成しなかった課題について、次回授業までに完成させること。
次回内容をシラバス等で事前に調べた上で、計画的に授業に臨むこと。

授業態度　50％（受講態度、課題への取り組み姿勢）
作品評価　25％
合評　　　25％（プレゼンテーション・合評での表現力）

試作のための材料費、展示のためのパネル代などが必要

受講指定【総合】

オリエンテーション　商品企画からプロモーションまでの流れ
商品企画立案
市場調査・競合分析・ターゲット設定
商品デザイン
商品デザイン精査、コスト計算
商品企画プレゼンテーション
ネーミング、ロゴデザイン
パッケージデザイン
デザイン精査、コスト計算、価格設定
デザイン案中間プレゼンテーション
ポスターデザイン
プレスリリース、収支計画
展示会のディスプレイデザイン
プレゼンテーションツール制作
プレゼンテーション合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

商品力とコストを考えながら商品企画を立てることができる
商品化に必要なコピーライティング、デザインを行うことができる
グループワークを通して、コミュニケーション力を身につけることができる

(1)
(2)
(3)

浪本 浩一
総合領域３年生

商品プロデュース、トータルデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

デザインプロデュース演習 1～ 5

1～２年のプロデュース基礎演習１～４、3年の総合プロデュース演習１～２で学んだ知
識や経験を生かして、社会実践としてさまざまなプロジェクトを実施する。グループワー
クを行うなかで、コミュニケーション力や企画力、行動力を養うことを目指す。上位学年で
は、プロジェクトの推進役としてのリーダーシップを養うことも本科目の目的である。

・各プロジェクト内容を十分に理解し、自ら目標を明確にした上で授業に臨むこと。

授業態度20％、コミュニケーション力（リーダーシップ）20％、発想や企画力20％、
プレゼンテーション力20％、制作物20％
・各プロジェクトで定められた成果物や活動全体に果たした役割、参加度合などをもとに  
評価する。
・履修後、報告書を作成し、総合領域主任の研究室に提出すること

必修に読みかえることを希望する場合は、事前に所定の申請を行うこと。
（領域研究室で対応）

専門領域の学修計画に基づきプロジェクト演習を選択履修する
授業計画は、各プロジェクト科目のシラバスで確認すること

まとめ①
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

主体性、実行力、積極性などを伸長し、より前にふみだすことができる
問題発見力、発想力、言語化などを伸長しより考え抜くことができる
状況把握力、協調性、傾聴力、発信力等を伸長しよりチームの中で行動できる

(1)
(2)
(3)

総合領域主任
総合領域 1年生～ 3年生対象

情報収集と編集デザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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卒業研究２

卒業研究 2 では、グループや個人で今まで習得してきた技術や経験、知識を生か
して自ら商品や文化イベントなどを企画し、具体的なプロデュースをしていきます。
発表はそのプロセスを中心に、その結果や提案をさまざまな形で行います。その発
表方法も重要なプロデュースの一つです。これからの進路を見据えながら、社会に
向けて発信していく力を養います。

前期終了までに各自テーマを決めること。

授業態度 40%、
企画内容 40%、
プレゼン能力 20%

適時プリント資料等配付。

この授業は長尾・山本ゼミの合同授業になります。

ガイダンス ( 進め方、スケジュールほか )
前期で進めてきた研究テーマのラフプランニング・プレゼン 1
研究テーマに関わる予備調査、マーケティングほか
研究テーマに関わる予備調査、マーケティングほか
制作のための企画案発表、プレゼン案の発表
グループまたは個人による企画制作
全体プレゼンテーション 1
グループまたは個人による企画制作
グループまたは個人による企画制作
全体プレゼンテーション 2
グループまたは個人による企画制作
グループまたは個人による企画制作
全体プレゼンテーション 3
まとめ　プレゼンテーション　合評１
まとめ　プレゼンテーション　合評 2

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

企画を実現する能力を養える
社会に向けて自分の能力を発信できる。
自分の企画に対して社会的な評価を得ることができる。

(1)
(2)
(3)

長尾 浩幸・山本 和人
総合領域 4年生

総合研究のまとめ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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イラストレーションは社会の様々な分野で、情報伝達、エンターテインメント、文化活動など、実用的・文化的に広く活用される具象図
像表現です。 描写、メディアデザイン、構成など、幅広いイラストレーションの表現力と知識を身に付け、新しい時代を担っていく人材を
育成します。

イラストレーション領域　

イラストレーション領域人材育成目標について

現代的な絵画表現であるイラストレーションは、印刷技術などのメディアの発達とともに、独自の進化を遂げてきました。今日では
イラストレーションを

「情報を伝達すること、具体的な意味を説明することを目的とする絵」　（挿絵や図解、広告ポスターなど）
「複製され伝搬されることを目的とし、メディアのために描かれる絵」　（印刷物やWEBなど）
「装飾や娯楽性を目的とする絵」　　　　　　　　　　　　　　　　（装飾絵画や壁画、宣伝キャラクターなど）

と定義できます。

また、現代ではこれらの機能の複合的な応用として、マンガやアニメーション、ゲームといったコンテンツの表現、キャラクターグッズなどの
立体商品としても欠かせないものとなっています。

こういった多様性、変化し続ける柔軟性こそ、イラストレーションの魅力といえるでしょう。
こういったことを背景に、イラストレーション領域では、「描く力」を基礎とした、以下の９つのコースを設定します。

　●メディアイラスト　　印刷に代表されるメディアで使われるイラストレーションの探求
　●アートイラスト　　装飾などに使われる、アート作品としてのイラストレーションの探求
　●デジタルイラスト　ゲームやネットなど、エンターテインメント分野で使われるイラストレーションの探求
　●マンガ・絵本 　　　絵で表現する物語コンテンツの探求
　●アニメーション　　イラストレーションで作る映像表現の探求
　●３ＤＣＧ 　　　映像やゲームなど、仮想現実を構築する技術の探求
　●フィギュア・トイ　　立体造形表現の探求
　●風景イラスト 　 　現場体験を重視した、風景表現の探求
　●ネイチャーイラスト科学知識を基礎とした、生物表現の探求

２年生以降，いずれかのコースに所属しつつ、他のコースや共通する授業も履修することで、幅広い知識と幅広い表現を身に付けます。

イラストレーション領域の特色・各課程での学びについて

全てのコースの要素が含まれる、共通の導入授業を受講します。これにより表現の基礎を身に付けつつ、幅広いイラストレーションの
可能性を知ります。そして２年以降のコース選択を考えます。

専門導入課程（１年生）

イラストレーションは時代によって、表現もメディアも活用方法も様々に変化します。　それに対応するには「基本的な表現力」「ジャン
ルに対する専門性」「メディアに対する知識」が必要です。また、新しい表現、自分独自の表現には、他ジャンルへの興味も欠かせません。
そこで専門基盤課程では、以下のようなカリキュラム構成を採用しています。

専門基盤課程（２～３年生）

専門研究課程では、それまでの授業とは異なり、自らがテーマを設定し、計画～制作～発表までをコントロールすることが要求されます。
そのため、それぞれのコースゼミでは、さまざまな発表機会が設定され、それに沿って各自が研究制作を行います。

専門研究課程（４年生）

平成29（2017）年度以降入学生

●２年生進級時にひとつのコースを選択、４年まで通して専門の知識と技術を身につける。
●同時に、コース以外の実習を、自分の興味に応じて選択履修することで、表現の幅を身に付け、自分の専門性に応用する。
●全コースに共通する描写、メディア技術については、全員が履修する（演習）。
●イラストレーションの歴史、文化、実務についての知識を学ぶ「イラストレーション論」は、全員が履修する。
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基礎造形実習１Ａ
基礎造形実習２Ａ
基礎造形実習３Ａ
基礎造形実習４Ａ
基礎造形実習２Ｂ
基礎造形実習４Ｂ
基礎造形実習３C
基礎造形実習４C
基礎造形実習２D
基礎造形実習４D
基礎造形実習１E
イラストレーション基礎演習１
イラストレーション基礎演習２
イラストレーション演習１
イラストレーション演習２
イラストレーション演習３
イラストレーション演習４
イラストレーション演習５
イラストレーション演習６
イラストレーション演習７
イラストレーション演習８
イラストレーション実習１-ａ
イラストレーション実習２-ａ
イラストレーション実習３-ａ
イラストレーション実習４-ａ
イラストレーション実習１-ｂ
イラストレーション実習２-ｂ
イラストレーション実習３-ｂ
イラストレーション実習４-ｂ
イラストレーション実習１-ｃ
イラストレーション実習２-ｃ
イラストレーション実習３-ｃ
イラストレーション実習４-ｃ
イラストレーション実習１-ｄ
イラストレーション実習２-ｄ
イラストレーション実習３-ｄ
イラストレーション実習４-ｄ
イラストレーション実習１-ｅ
イラストレーション実習２-ｅ
イラストレーション実習３-ｅ
イラストレーション実習４-ｅ
イラストレーション実習１-ｆ
イラストレーション実習２-ｆ
イラストレーション実習３-ｆ
イラストレーション実習４-ｆ
イラストレーション実習１-ｇ
イラストレーション実習２-ｇ
イラストレーション実習３-ｇ
イラストレーション実習４-ｇ
イラストレーション実習１-ｈ
イラストレーション実習２-ｈ
イラストレーション実習３-ｈ
イラストレーション実習４-ｈ
イラストレーション実習１-ｉ
イラストレーション実習２-ｉ
イラストレーション実習３-ｉ
イラストレーション実習４-ｉ
イラストレーション実習５
イラストレーション実習６
イラストレーション実習７
イラストレーション実習８
イラストレーション実習９
イラストレーション実習１０
卒業研究1
卒業研究2
イラストレーション概論
イラストレーション論1
イラストレーション論2
イラストレーション論3
イラストレーション論4

実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
講義
講義
講義
講義
講義

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊学科共通科目　イラスト領域開講科目
＊学科共通科目　イラスト領域開講科目

＊学科共通科目　イラスト領域開講科目

＊学科共通科目　イラスト領域開講科目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
メディアイラストコース科目
メディアイラストコース科目
メディアイラストコース科目
メディアイラストコース科目
アートイラストコース科目
アートイラストコース科目
アートイラストコース科目
アートイラストコース科目
デジタルイラストコース科目
デジタルイラストコース科目
デジタルイラストコース科目
デジタルイラストコース科目
マンガ・絵本コース科目
マンガ・絵本コース科目
マンガ・絵本コース科目
マンガ・絵本コース科目
アニメーションコース科目
アニメーションコース科目
アニメーションコース科目
アニメーションコース科目
３ＤＣＧコース科目
３ＤＣＧコース科目
３ＤＣＧコース科目
３ＤＣＧコース科目
フィギュア・トイコース科目
フィギュア・トイコース科目
フィギュア・トイコース科目
フィギュア・トイコース科目
風景イラストコース科目
風景イラストコース科目
風景イラストコース科目
風景イラストコース科目
ネイチャーイラストコース科目
ネイチャーイラストコース科目
ネイチャーイラストコース科目
ネイチャーイラストコース科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目

芸術学科　イラストレーション領域　平成29（2017）年度以降入学生

専
門
導
入
科
目

専
門
基
盤
科
目

専
門
研
究
科
目

各コースの専門基盤科目
８単位と
その他のコース及び領域
共通選択（実習5～10）
の専門基盤科目８単位を
修得すること

領域の基礎演習を
4単位修得すること

基礎造形実習1～4　
計８単位を修得すること

領域の専門研究科目を
10単位修得すること

領域共通専門基盤科目を
１６単位修得すること

領域の芸術応用科目を
10単位修得すること

単位数
必
修

受
講
指
定

選
択

開講期・年次
特記事項 受講方法取得可能ライセンスカリキュラム

授
業
形
態

1
年
2
年
3
年
4
年

4
6

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　メディアイラストコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-ａ

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

イメージの咀嚼と
表現・デザイン

ブックデザインと
印刷・表現

挿絵と装丁

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習１-ａ以外の１-ｂ～１-ｉ
から１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習3-ａ以外の3-ｂ～3-ｉ
から１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

コンテンツと
デザイン

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-ａ イラスト実習4-ａイラスト実習2-ａ

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習4-ａ以外の4-ｂ～4-ｉ
から１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　アートイラストコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-ｂ

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

水性技法 ／
乾式技法

色彩描画 テクスチャー
研究

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習１-b以外の１-ａおよび
１-ｃ～１-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-b以外の2-ａおよび
2-ｃ～2-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習3-b以外の3-ａおよび
3-ｃ～3-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

飾る事を目的
とした絵画制作

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-ｂ イラスト実習4-ｂイラスト実習2-ｂ

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習4-b以外の4-ａおよび
4-ｃ～4-ｉから１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　デジタルイラストコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-c

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

さまざまな仕上げ
方とデジタル技法

デジタル技法の
ワークフローと
描き方

広告原画制作

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

シリーズ
イラスト
レーション制作

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-c イラスト実習4-cイラスト実習2-c

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
１-c以外の１-ａ～1-bおよび
１-d～１-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
2-c以外の2-ａ～2-bおよび
2-d～2-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
3-c以外の3-ａ～3-bおよび
3-d～3-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
4-c以外の4-ａ～4-bおよび
4-d～4-ｉから１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　マンガ・絵本コース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-d

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

童話などから
物語の構造を
学ぶ

取材からマンガや
絵本を創作する

マンガ・絵本創作
（短編連作）

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

マンガ・絵本創作
（中編制作）
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-d イラスト実習4-dイラスト実習2-d

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
１-d以外の１-ａ～1-cおよび
１-e～１-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
2-d以外の2-ａ～2-cおよび
2-e～2-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
3-d以外の3-ａ～3-cおよび
3-e～3-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
4-d以外の4-ａ～4-cおよび
4-e～4-ｉから１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　アニメーションコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-e

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

アニメーション
作画・原理

アニメーション
素材の仕上げと
撮影・編集

アニメ作品制作
（グループ作品）

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

アニメ作品制作
（個人作品）

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-e イラスト実習4-eイラスト実習2-e

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
１-e以外の１-ａ～1-dおよび
１-f～１-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
2-e以外の2-ａ～2-dおよび
2-f～2-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
3-e以外の3-ａ～3-dおよび
3-f～3-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
4-e以外の4-ａ～4-dおよび
4-f～4-ｉから１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　3DCGコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-f

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

3DCGモデリング 3DCG
アニメーション、
映像合成

ゲーム開発環境
の習得

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

作品制作
（アニメーション、
ゲーム）

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-f イラスト実習4-fイラスト実習2-f

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
１-f以外の１-ａ～1-eおよび
１-g～１-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
2-f以外の2-ａ～2-eおよび
2-g～2-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
3-f以外の3-ａ～3-eおよび
3-g～3-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
4-f以外の4-ａ～4-eおよび
4-g～4-ｉから１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　フィギュア・トイコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-g

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

ハンドモデリング オリジナル
モデリング

3DCGモデリング

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

シリーズ
モデリング
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-g イラスト実習4-gイラスト実習2-g

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
１-g以外の１-ａ～1-fおよび
１-h～１-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
2-g以外の2-ａ～2-fおよび
2-h～2-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
3-g以外の3-ａ～3-fおよび
3-h～3-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
4-g以外の4-ａ～4-fおよび
4-h～4-ｉから１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　風景イラストコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-h

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
画材研究   

風景写生 水性技法 ／ 
乾式技法

空間描写

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画 

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

風景・空間表現を
テーマとした制作
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-h イラスト実習4-hイラスト実習2-h

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
１-h以外の１-ａ～1-gお
よび１-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
2-h以外の2-ａ～2-gお
よび2-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
3-h以外の3-ａ～3-gお
よび3-ｉから１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
4-h以外の4-ａ～4-gお
よび4-ｉから１科目を選択 

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

イラスト
基礎演習2
クロッキー基礎１  表現基礎

（遠近法・色彩）   

イラスト
基礎演習1

前期 後期
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学部　イラストレーション領域　ネイチャーイラストコース　
平成２９（２０１7）年度以降入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１-i

イラスト
基礎演習2

イラスト演習4 イラスト演習1

卒業研究1 卒業研究2

選択実習 選択実習 
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習2 イラスト演習3

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写

立体基礎・
ＣＧ基礎  
シンボライズ  

イラストレーション
とは何か  概論   

イラストレーション
とは何か 1   

イラストレーション
とは何か 2   

イラストレーション
とは何か 3   

イラストレーション
とは何か 4   

クロッキー基礎１  表現基礎
（遠近法・色彩）   

イラストレーション
画材研究   

人体描写1 人体描写2 美術解剖学応用1  

選択実習
絵コンテ  
デジタル
作画・動画  

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

イラスト
基礎演習1

ＤＴＰ

前期または後期

写真

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト
実習2-ａ以外の2-ｂ～2-ｉ
から１科目を選択 

イラスト演習5 イラスト演習7

イラスト演習6

演出（映像鑑賞） クロッキー基礎２

イラスト演習8

クロッキー応用２ 

ポートフォリオ2

選択実習

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

ポートフォリオ1

クロッキー応用１

美術解剖学応用2  
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

イラスト実習3-i イラスト実習4-iイラスト実習2-i

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
１- i以外の１-a～１-hから
１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
2- i以外の2-a～2-hから
１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
3- i以外の3-a～3-hから
１科目を選択 

領域共通のイラスト実習
５～10もしくはイラスト実習
4- i以外の4-a～4-hから
１科目を選択 

前期 後期
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基礎造形実習 2B　

「雑誌の広告を目的としたメディアイラストレーション」を軸に幅広い表現方法を
得るための画材基礎知識を学びます。またそれらの様々な組み合わせを体験、研究
し柔軟性、応用力を身に着けます。キャラクター制作・テーマイラスト制作を通し
て独自の表現方法を考察します。

授業中に仕上がらない作品は自主制作をし、指定された締切り日に提出のこと。
遅れた場合減点の対象となります。

授業態度　３０％（2/3 以上の出席必要となります）
課題作品　７０％

必要に応じてプリントを配付。画材や用紙は多岐にわたるので、消耗品については
その都度準備画材を指示します、大きなものは領域にて用意します。必要な画材と
して 3000 円程必要。

特になし。

ガイダンス 画材研究①
画材研究②
画材研究③
画材研究④
印刷などのメディア向け色彩チャート制作①
画材研究⑤
印刷などのメディア向け色彩チャート制作②
画材研究⑥
画材研究⑦
カラー作品制作①
カラー作品制作②
カラー作品制作③
カラー作品制作④
カラー作品制作⑤
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

それぞれの画材の基本的情報を理解し分析、応用することができる。
自分の表現で作品を描くことができる。
印刷などメディア利用に適したイラストレーション表現技術を習得する。

(1)
(2)
(3)

杉浦 た美
イラストレーション領域 1年生

イラストレーション画材研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習 3A

「シンボライズ」を主題とするグラフィックデザインの基礎実習。情報を視覚化す
る過程において、制作意図に基づき対象の本質を蒸留／抽出し、時に誇張すること
で明解に説得力ある造形を生み出すことが出来る。当講では見ることからスタート
し、「観察／凝視」→「着眼／発見／洞察」→「抽出」→「編集／加工」→「推敲／フィ
ニッシュ」の各制作ステップを通じ、カタチを作り出していく方法を考える。

実習時間内に完成しなかった課題について、次回授業までに完成させること

森田存（シンボライズ）50% + 田中真一郎先生（立体入門＋ 3DCG 入門）50%
の合計で評価する。（森田パートは作品評価：30％、授業態度：20％で評価）

・適宜プリント配付
・課題制作の為の画材や支持体は自己負担です。

・毎時の準備物：筆記具（鉛筆もしくはシャーペン、消しゴム、練りゴム、定規）、コンパス、
クロッキー帳、黒のペン（油性不可）と共に、追加物は適宜連絡します。
・初回から制作に入ります。・基本、ハンドドローイングでの授業となりますが、
制作過程において PC 作業を認める場合があります。その場合は持ち運び用の
USB メモリが自己負担で必要になります。

ガイダンス（当講の流れ）／①人１・「観察／凝視」スケッチ
①人 ２・「抽出」～「編集／加工」シンボライズ制作
②動 物 １・「観察／凝視」スケッチ
②動 物 ２・「抽出」～「編集／加工」シンボライズ制作
③絵文字１・図柄に意味や役割を持たす。情報の視覚化。アイディア出し
③絵文字２・蒸留／抽出、誇張をする。情報の明確化。
③絵文字３・「推敲／フィニッシュ」仕上げ
＊この授業は、森田 存（シンボライズ）と田中 真一郎先生（立体＋3DCG入門）が 7週ずつ担当します
　（ユニットによって、前半と後半の順番が入れ替わります）

まとめ・ミニフィギュア課題の合評（2 ユニット合同）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

対象の特徴を捉え、誇張・省略表現ができる
対比表現を複数の図像で行うことができる
具体的な意味を読み取ることができる図像を表現できる

(1)
(2)
(3)

 森田 存
イラストレーション領域 1年生

立体基礎・ＣＧ基礎／シンボライズ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習１A

「対象を見て写実的に描く」ことを通して、さまざまなイラストレーション表現に
必要な「観察し読み取る力」と「描写・表現力」を高めます。「線で描くドローイ
ング」から、「面や明暗表現を重視したデッサン（写実表現）」へ、さらに「色彩と
いう造形要素を加えた絵画表現」の作品制作を行います。対象の魅力を発見し、「構
図、形、明暗、色彩、強調と省略、質感」といった表現方法を学び、自分が感じた
主題（対象の魅力）を造形的に明確に表現する力を高めます。

・授業内で完成しなかった課題について、自主的に制作時間を工夫して完成させる。（5限
に続けて制作することを推奨） ・日常の何気ない物を観察し、身近な物の美しさや魅力を
気負わずスケッチする習慣を身につけ、実践する。短時間の風景速写も推奨。

授業態度３０％、 
課題作品７０％（授業内容の理解に基づく課題作品のクオリティー、スキルの達成度）　

・授業時にプリントを配付します。ファイルイングして整理すること。 ・課題作品
制作のための画材や支持体は自己負担です。 ・デッサン初心者は、自分にあったデッ
サン入門書を参考にしながら実践（課題制作）に取り組むことを推奨。上達が早い。

・準備物：黒サインペン（中太、油性は不可）、筆記具（鉛筆 2Ｈ～ 6Ｂから数種、
ねりゴム）、クロッキー帳（持っているモノで可）は常に準備。 ・第 1週は上記に加
えて、クレヨンもしくはパステルなど面塗りができる画材（白以外、1色・1本でよい）。

手のクロッキー（線で描く。シルエットでとらえる。形 ＝ 物とすき間を描く）
自然観察描写（鉛筆デッサン） （１） 説明 ・ 学内ロケハン　スケッチと構図
　　　　　　〃　　　　　（２）下描き（B3サイズ）対象の魅力を実感（構図と形）
　　　　　　〃　　　　　（３） 全体像をとらえ、大きな明暗で表現する（タッチ、明暗 ＝ 絵の骨組み）
　　　　　　〃　　　　（４） 対象に迫る（質感、光と陰影、空間感など）
　　　　　　〃　　　　　（５） 主題の明確化（強調と省略）
　　　　　　〃　　　　（６） 仕上げ 自然観察描写合評／面取りデッサンの説明
面取りデッサン（面を理解する。対象から面を読み取り、タッチと明暗で立体感と量感を表現する）
面取りデッサン合評／クレパス静物画の説明（モチーフを組み合わせて描く）／モチーフ構成
クレパスによる静物画　（１） モチーフ構成、基本形体の描き方、スケッチによる構図 ・ 下描き（B3サイズ）
　　　　　　〃　　　　　（２） 全体像をとらえ、形と色で描く（絵の骨組みをつくる）
　　　　　　〃　　　　（３） 色 ＋ 明暗　および質感（クレパス表現技法を工夫し造形要素を生かす）
　　　　　　〃　　　　　（４） 主題の明確化　仕上げ（強調と省略）クレパスによる静物画
合評／まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.

対象の魅力を見つけ出すことができる＝観察力、独自の視点の習得
対象の存在を平面上に明暗を重視して描写できる＝デッサン基礎力の習得
対象から実感した魅力（構図構成、形、色、量感、光、陰影、質感、空間等）を表現できる
＝描写・表現力の習得
画材の持ち味や技法を学び、作品表現に応用できる＝豊かな表現力の習得

(1)
(2)
(3)

(4)

待井 健一 ・ 横山 路漫
イラストレーション領域１年生

基礎描写
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習３A

模刻（立体クロッキー）では、目の前のモチーフと制作物の両方を直接比較し、実感を
持ちながら制作することができます。そこで得た「ものを見る目（断面を考え裏側を意
識すること・物の面構成や骨格などの構造を理解すること等）」は、立体表現だけでなく
平面上に絵を描写するスキルにもフィードバックすることができます。 授業では、既存
の立体物を短時間（30 分程度）で模刻（立体クロッキー）を繰り返しながら立体感覚を
養い、並行してオリジナルのミニフィギュアの制作に挑みます。 また、3DCG の導入を
体験するなかで、空間把握力を高め、視点設計などに応用していくことができます。

実習時間内に完成しなかった課題について、次回授業までに完成させること

森田存先生（シンボライズ）50% + 田中（立体入門＋ 3DCG 入門）50% の合計
で評価する。 （田中パートは作品評価：30％、授業態度：20％で評価）

立体基礎：一部支給・貸出する物もあるが、基本的な素材や用具は各自で準備（合
計￥1,000 程度） 3DCG 導入：USB メモリー持参のこと

毎回、制作を積み上げていきます。欠席のしないようにして下さい。

立体クロッキー（既存物を短時間で模刻）＋ミニフィギュアのアイデアスケッチ
（3面図、断面図、正中線などの図法基礎）
立体クロッキー＋ミニフィギュア制作（芯材制作＋荒盛り：ボリューム感の把握）
立体クロッキー＋ミニフィギュア制作（切削：フォルム修正）
ミニフィギュア制作（研磨：フォルムの精度を上げる）
3DCG の導入（インタフェースなどの基本操作）
3DCG 練習課題 1（ハウスやロボなど積木的な造形）
3DCG 練習課題 2（視点設計：俯瞰視・仰視・水平視など）
＊この授業は、森田存先生（シンボライズ）と田中（立体入門＋3DCG入門）が7週ずつ担当します
（ユニットによって、前半と後半の順番が入れ替わります）

まとめ　ミニフィギュア課題の合評（2 ユニット合同）

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ボリューム感、面の流れなど断面や裏側を意識し立体的にフォルムを捉えられるようになる。
空間的な視点設計（視高・仰角など）の考え方が理解できる。
石粉粘土を使った小立体を制作することができる。

(1)
(2)
(3)

田中真一郎
イラストレーション領域 1年生

立体基礎・ＣＧ基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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イラストレーション基礎演習２

クロッキーとは、身の回りの心動かされた対象を、短い時間で的確に観察し捉える
練習であると考えます。当演習では人体を主軸に、形の捉え方や構図、立体として
のものの見方など、その基礎となる部分を学習します。また、今後も自主的に継続
してゆけるよう、様々な方法論や描画に適した画材についても考察します。

授業でやった内容をもとに、継続的に練習する週間をつけること。
（授業時に詳細を説明）

授業態度　20％
課題作品　80％（授業内課題＋自主課題）

初回時にＢ 3 サイズのクロッキー帳が必要です。進行に従いサイズの違うクロッ
キー帳（１～２冊）が必要となりますが、詳細は授業時に説明します。

外部よりモデルさんを呼ぶこともありますので、挨拶や時間を守る等のマナーは徹
底して下さい。ポーズ中の入室は厳禁です。

学生モデルによる着衣クロッキー　　持ち方・姿勢・距離等の説明
学生モデルによる着衣クロッキー　　形を捉える方法を考える
学生モデルによる着衣クロッキー　　線で捉える
学生モデルによる着衣クロッキー　　面で捉える
外部モデルによる着衣クロッキー　　１骨格を意識して描く
外部モデルによる着衣クロッキー　　２重心を意識して描く
学生モデルによる着衣クロッキー　　短時間で描く
学生モデルによる着衣クロッキー　　視点の高さを変えて描く
学生モデルによる着衣クロッキー　　複数のポーズ１
学生モデルによる着衣クロッキー　　複数のポーズ２
学生モデルによる着衣クロッキー　　顔面を描く１
学生モデルによる着衣クロッキー　　明暗で捉える
学生モデルによる着衣クロッキー　　背景や道具と組み合わせて描く
外部モデルによるヌードクロッキー　フォルムを忠実になぞってみる
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作品制作との関連性を学び、自主的に継続する足がかりを築くことができる。
様々な描き方を学び、対象をより多角度から観察することができるようになる。
姿勢・持ち方・距離などクロッキーの基礎を身につけることができる。

(1)
(2)
(3)

森田 存 ・ 待井 健一
イラストレーション領域 1年生

人体描写基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習 4B

マンガやアニメーションなどで必要となる、複数の絵を使って状況を描く方法（絵
コンテ・動画）と、デジタル作画、動画作画の基本を学ぶ実習です。 絵コンテパー
ト（翠緯・全 7 回）では、出来事を連続した絵で表現する方法を学び、映像やマ
ンガの基礎を身に着けます。 デジタル作画パート（青木・全 7 回）では、デジタ
ルペイントソフト・ClipStudioPaint を使った静止画とアニメーション制作の基礎
を学びます。 二つのパートの順序はクラスにより入れ替わります。

授業内で制作するイラスト、アニメのアイデアスケッチを授業までに作成する。

授業態度　５０％　 
課題作品　５０％（提出物での評価）

授業内で配付予定

授業内で作業が終わらない場合は、次週までに制作を進める必要がある

デジタル作画 1：ClipStudioPaint の概要～下絵を描く
デジタル作画 2：線画清書
デジタル作画 3：彩色
デジタル作画 4：仕上げ　各種書き出し
デジタル作画5：アニメーションの原理（メパチクチパク　フレーム、レイヤー）
デジタル作画 6：動画
デジタル作画 7：タイムラインの組み立て
絵コンテ 1: 概説（既存のアニメ映画を読む）
絵コンテ 2: カメラワーク（フレーミングの意味）
絵コンテ 3: カメラワーク（動きのあるカメラワーク）
絵コンテ 4: 編集（映像の単位について）
絵コンテ 5: 編集（モンタージュ、音）
絵コンテ 6: 作成（総合課題）
絵コンテ 7: 作成（総合課題）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デジタルイラスト＆アニメーションソフトの基本的な使い方を知り、線画作
画＆彩色および簡単なアニメーションを作ることができる。
カメラワークを活かした演出ができる。
絵コンテによる映像作品の設計ができる。

(1)
(2)
(3)

青木 豊／翠緯 泰
イラストレーション領域 1年生

絵コンテ／デジタル作画・動画基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション基礎演習１

イラストレーション表現の基礎のひとつである、遠近法と色彩を学ぶ演習です。 
遠近法パートでは、透視図法や各種遠近法の理論を学び、練習課題を通して、空間表
現の基礎を身につけます。色彩パートでは、色の仕組みを学び、配色による情報伝達
（イメージ伝達）について考察します。また、絵画的な色彩活用法（主にアナログ画
材による混色、塗り重ねなど）と、デザイン的な色彩活用法（（デジタル画材を含む
色選びなど）の両面から、今後の制作に活かせる色の扱いを学びます。

・授業内練習課題は、基本的に次週に提出すること。（演習科目は、週に2コマ分180分の準
備学習が基本です） ・日常的な生活の中で、風景から遠近や空間の構造、光の所作などを読み
取る練習を心がけ、実践する。 ・同様に、日常的に「配色から伝わるイメージ」を感じ取る練
習をするとともに、「好きな配色」の引き出しの数を増やすことを意識し、実践する。

授業態度　30％ 
課題作品　70％（授業内容の理解に基づく課題作品のクオリティー、スキルの達成度）

・授業時にプリントを配付します。ファイリングして整理すること。 ・課題作品制作
のための画材や支持体は自己負担です。 ・参考図書：「風景デッサンの基本」湯浅誠著
　ナツメ社¥1,900　ISBN-13: 978-4816355127 「学校では教えてくれない風景ス
ケッチの法則」増山修著　日貿出版社　¥2,160　ISBN-13: 978-4817037329

遠近法入門 ＝ 透視図法（1点透視、2 点透視）ほか　　　　　　　　　　　
ヒューマンスケール ＝ 人物と空間の整合性とスケール感　練習課題①
視点設計 ＝ 地平線、視野、画角、視高、仰角など　　練習課題②
構図設計 ＝ 主題表現、主役の明確化、人物の大小など　　　　　　　　　　
小課題①、②の鑑賞・アドバイス／光線設計＝太陽光・人工光（点光源）による陰影表現
光線設計のつづき　練習課題③
色彩遠近法 ＝ 空気感（季節、時間帯、天候など）の表現　練習課題④
色彩の基礎知識①　全般
色彩の基礎知識②　デジタル
配色によるイメージ伝達①
配色によるイメージ伝達②／混色演習の説明
混色演習①
混色演習②／遠近法と配色を活かした作品制作の説明
遠近法と配色を活かした作品制作（Ａ４～Ａ３サイズ）
まとめ／鑑賞

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

遠近法の知識を理解し、図法的な遠近法に縛られずに自然な活用ができる。
日常的な視覚情報（風景等）から遠近や空間の構造を読み取り、表現に活かすことができる。
絵画的な色彩活用法とデザイン的な色彩活用法の基本を理解し、表現に活かすことができる。
配色による情報伝達（イメージ伝達）の基本を知り、目的に応じてトーンや配色を選ぶことができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

永江 弘之 ・ 待井　健一
イラストレーション領域１年生

表現基礎（遠近法・色彩）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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年
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年
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門
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科
目

4
年
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門
研
究
科
目

2
・
3
年
　
専
門
基
盤
科
目

イラストレーション表現をはじめとして各コースで取り組む表現において人間は重要なモチーフです。
人体を主なモチーフとして、様々なポーズ、行動、人と人の関係、まわりの物や空間との関係など多様なシチュ
エーションを描き出すトレーニングを行います。

イラストレーション演習１
クロッキー基礎２

印刷物の制作のための、入稿データの制作・管理を修得します。
また、フォント、色彩、レイアウトなどグラフィックデザインの基本的な知識を身につけます。

イラストレーション演習２
ＤＴＰ

後
　
期

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

前
　
期

前
後
期

前
後
期

前
後
期

前
後
期

前
後
期

前
後
期

前
後
期

前
後
期

イラストレーションにとって、「写真」は現実と絵画を繋げる、重要な手段です。
この演習ではカメラの基本からPhotoshopでの画像補正までを学びます。
また、イラストレーション制作のヒントとなる、資料撮影、構図（フレーミング）や色彩効果を学びます。

イラストレーション演習3
写真

フライヤーなどの広報物の制作を行い、グラフィックデザインの知識と考え方を身につけますイラストレーション実習7
グラフィックデザイン

銅版画を中心に、手仕事ならではの複製技術を学び、作品を制作します。イラストレーション実習6
版画表現２（銅版画等）1

シルクスクリーンは版画作品制作だけではなく、アパレルや雑貨製作などで広く使われる印刷技術でもありま
す。孔版印刷の歴史や技法を学び、複製作品を制作します。

イラストレーション実習５
版画表現１（シルクスクリーン等）

イラストレーションの代表的な舞台のひとつ、ゲームを理解するために、ゲームのルール設計（アルゴリズム）
とビジュアル化について学びます。

イラストレーション実習10
ゲームデザイン（ルールとシステム）

自分が所属するコースのゼミで、自らの興味や疑問に基づいた制作と発表活動を行い、制作テーマを模索します。
ゼミ毎に発表形式が指定されます。

前期に引き続き、同じゼミに所属し、自らの研究テーマを深化させます。
4年間の総括であり、卒業後の活動を模索する実験として、卒業制作（卒業研究）を制作し、発表します。

自分の進路を考え、自分をプレゼンテーションする方法を学びます。イラストレーション演習8
ポートフォリオ２

主に人体をモチーフとして、より自在に線で表現するトレーニングを行います。
クロッキーやデッサンを、自分の絵柄に結びつける方法を学びます。

イラストレーション演習7
クロッキー応用２

主に人体をモチーフとして、より自在に線で表現するトレーニングを行います。
クロッキーやデッサンを、自分の絵柄に結びつける方法を学びます。

イラストレーション演習6
クロッキー応用１

最も現代的なメディアであるインターネットを使った情報発信、またデザインの方法を学びます。イラストレーション実習8
WEBデザイン

自分のイラストレーションを映像に加工、構成する方法を学びます。イラストレーション実習9
モーショングラフィック

作家活動や就職活動に欠かせないポートフォリオを制作するために、ページデザイン（Adobe InDesign）の
基礎を学びます。

イラストレーション演習5
ポートフォリオ１

映画をはじめとする映像を鑑賞し、様々な角度からイラストレーション表現のヒントを学びます。イラストレーション演習4
演出（映像鑑賞）

前
　
期

前
　
期

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　芸術応用科目　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

芸
術
応
用
科
目

歴史、文化、表現、技術、産業、実務など、様々な視点からイラストレーションとは何かを検証するシリーズです。

歴史、文化、表現、技術、産業、実務など、様々な視点からイラストレーションとは何かを検証するシリーズです。

歴史、文化、表現、技術、産業、実務など、様々な視点からイラストレーションとは何かを検証するシリーズです。

歴史、文化、表現、技術、産業、実務など、様々な視点からイラストレーションとは何かを検証するシリーズです。後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

卒業研究１

卒業研究2

イラストレーション論１

イラストレーション論２

イラストレーション論４

イラストレーション論３
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ム
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目
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科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　メディアイラストコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

テーマごとに複数枚のイラストを描いて、自分がやりたいことの糸口をみつけます。また、リサーチのうえテーマ
をしっかり咀嚼し、多数のアイデアスケッチやラフからまとめあげていくことを学び、複数のイラスト作品やイラ
ストを使ったグッズをデザイン・製作。展示までを行います。

イラストレーション実習１-ａ
イメージの咀嚼と表現・デザイン

本というメディアの製作を通して、印刷メディアの可能性、各自のワークフローやイラストレーターとしての作
家性を考える発端とします。自由な冊子製作として「ZINE」を作りながら、印刷製本の基礎知識、「編集」の意
味を学び、本の展示のアイデアについても考えます。

イラストレーション実習２-ａ
ブックデザインと印刷・表現

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

実際のメディア（雑誌や単行本）における仕事＝与えられたストーリーやテキスト、レイアウト済のサイズなど
をふまえ複数イラストのシミュレーション・製作をします。プロ現場での仕事の進め方などの話をまじえ、仕上
がり、見せ方、見られ方、読まれ方など考えて、演出や構図、デザインを作ります。

イラストレーション実習３-ａ
挿絵と装丁

伝えなければいけないポイントをしぼったメディアの制作（フリーペーパーなどと実際の配布）。目的をクリア
にし、使われる環境や数年先の運用まで考えたデザイン製作とブランド演出をした展示までを行います。

イラストレーション実習４-ａ
コンテンツとデザイン

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　アートイラストコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

アナログ表現の代表的な画材である透明水彩絵の具（水性画材）やパステル、オイルパステル、鉛筆、色鉛筆
（乾式画材）の技法を学んだ後、各々の技法で小品試作をします。比較的馴染みの深い画材ですが、プロ技法
に触れることで新たな表現方法を開拓することが可能です。

イラストレーション実習１-ｂ
水性技法 ／ 乾式技法

色彩調和のとれた作品が描けるようになるため色彩理論を実践で学びながら、アクリル絵具の技法も学びます。
明度合わせ、透明色の塗り重ね、補色混色のカラーチャート作成の後、各々の試作を行います。

イラストレーション実習２-ｂ
色彩描画

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

安価で絵具のノリも良い白セメントを中心に数種のテクスチャージェル、樹脂粘土、様々な材料、道具を使用し
て面白い画肌表現を実験試作します。紙やカンバスには無い下地作りを経験することで、表現の幅を広げます。

イラストレーション実習３-ｂ
テクスチャー研究

自分にあった技法、画材、テーマを決定し自由に制作します。作品サイズや点数も教員との面談で決定します。
迷いがある場合は何点か実験的な試作を行うことも可能。随時個別に面談をしながら各々のスケジュールで
制作し、４年の卒業制作につなげます。

イラストレーション実習４-ｂ
飾る事を目的とした絵画制作

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　デジタルイラストコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

デジタルで制作するための基礎的な知識・技法（ソフト）を身につける授業です。
デジタルとアナログを併用した制作により、それぞれのメリット、デメリットを理解し活用できるようにします。
また、さまざまな仕上げ方とそれらに合ったデジタル技法を勉強します。

イラストレーション実習１-ｃ
さまざまな仕上げ方と
デジタル技法

この授業では、さまざまな新しいデジタル技法を体験し、それらを組み合わせて自分に合ったワークフローを身
につけます。また、さまざまな具象物の描き方や質感表現の方法等も学びます。

イラストレーション実習２-ｃ
デジタル技法の
ワークフローと描き方

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

ゲームや書籍、イベントなどビジュアル主体の広告ポスターを制作します。広告原画を作成し必要なその他の情
報をレイアウトします。イラストレーションとその他の要素の優先順位をつけ、それに合わせて視覚刺激のコント
ロールをする方法を学びます。

イラストレーション実習３-ｃ
広告原画制作

自分の興味と将来の方向性からテーマを設定し、冊子やカードなどを想定したシリーズイラストレーションを
制作します。シリーズイラストレーションでは複数枚で構成することで、より自身が描きたいものが明確になり
ますが、全体を俯瞰して各イラストレーションを描くことが重要になります。

イラストレーション実習４-ｃ
シリーズイラストレーション制作

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　マンガ・絵本コース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

絵本・マンガ作品の制作を行います。この実習では童話などから物語の要素、構造を学び、それをベースとした
作品を制作、創作のワークフローを身につけます。

イラストレーション実習１-ｄ
童話などから物語の構造を学ぶ

絵本・マンガ作品の制作を行います。この実習では場所や出来事の取材を行い、それをベースにした作品を制
作、創作のワークフローを身につけます。

イラストレーション実習２-ｄ
取材からマンガや絵本を創作する

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

絵本・マンガ作品の制作を行います。この実習では「企画力」「アイデア力」を身につけるため、ショート作品を数
多く制作します。

イラストレーション実習３-ｄ
マンガ・絵本創作（短編連作）

絵本・マンガ作品の制作を行います。この実習では「構成力」を高めるために、物語16～32ページ程度の中・
短編作品を制作します。

イラストレーション実習４-ｄ
マンガ・絵本創作（中編制作）
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科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　アニメーションコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

アニメーションの動きの原理を学び、基本的な動画技術の取得から作画の応用まで学びます。
最終的には絵コンテからレイアウト、作画・トレースまで、作品制作に必要な作画技術を習得します。

イラストレーション実習１-ｅ
アニメーション作画・原理

アニメーション制作に必要なソフト、RETAS、AftterEffects、Premiereを学び、動画素材の仕上げや撮影・
編集技術を習得します。アニメーションのムービー制作の工程一通りを体験します。

イラストレーション実習２-ｅ
アニメーション素材の仕上げと
撮影・編集

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

大津市科学館からの依頼で、プラネタリウムで上映する「星座物語」を制作します。数人のグループ（もしくは
全員）で役割分担してアニメーション作品を共同制作しながら、マネジメントとコミュニケーション能力を身に
つけます。

イラストレーション実習３-ｅ
アニメ作品制作（グループ作品）

学内上映会を目標に、自ら企画したアニメーションを個人制作します。
自分たちで上映会の計画と運営も行います。

イラストレーション実習４-ｅ
アニメ作品制作（個人作品）

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　３ＤＣＧコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

3ds Maxを使用したポリゴンモデリングを行います。コンピュータを用いた立体造形に親しんで
もらうとともに、より発展的なキャラクター、背景の創作力を身に付けます。

イラストレーション実習１-ｆ
3DCGモデリング

3ds Maxを使用したアニメーション技法を学びます。
また、Adobe AfterEffectsを使用しての映像合成や映像編集を学びます。

イラストレーション実習２-ｆ
3DCGアニメーション、映像合成

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

簡単なゲームを実際に制作していきながら、
ゲーム開発環境であるUnityの操作方法やプログラムの基礎を学びます。

イラストレーション実習３-ｆ
ゲーム開発環境の習得

3DCGを用いて、アニメーションやゲームの作品制作を行います。
短編制作を通して、企画、演出、制作の総合的力を養います。

イラストレーション実習４-ｆ
作品制作（アニメーション、ゲーム）

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　フィギュア・トイコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

立体造形の工程を学びます。構想～設計～骨格～モデリング～切削～研磨～塗装など。完成度のある一体を
仕上げ、立体造形の基礎を習得していきます。作品スタイルはリアル系、ディフォルメしたオリジナル系など方
向を問いません。 完成品の撮影も行い、イメージカードも制作します。

イラストレーション実習１-ｇ
ハンドモデリング

商品化を想定した小型フィギュアを制作。 制作目的（商品意図）を明確に持ち、使われ方・眺め方・集め方・カス
タマイズなど、ユーザーの「楽しみ方」についても考え、異素材混合・複製・シリーズ化などに取り組みます。撮影
や演出などを加え、販促物などのプロモーションツールも制作します。

イラストレーション実習２-ｇ
オリジナルモデリング

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

3DCGソフトでのモデリングを習得します。制作したデータを使い最終的に3Dプリンターでの立体化を目標に
します。単に操作を覚えるだけではなく、構造や素材強度などの制約と、より魅力的な造形の両立を目指します。

イラストレーション実習３-ｇ
3DCGモデリング

パッケージを伴う商品化を想定したグッズ制作を行います。眺めるだけのモノから、玩具やパズルなど触れて
遊ぶための仕掛け（コレクション、カスタマイズなどのプチサプライズ）にも留意し、ディスプレイやプロモーシ
ョン写真にも重点をおきます。

イラストレーション実習４-ｇ
シリーズモデリング

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　風景イラストコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

写生など現場で実際に見て描くことを重視し、「主役の魅力を活かす構図」や「風景を読み取る力」を養いま
す。写生会や自主制作で描いてきたスケッチをもとに、授業では講評や座学を通して学びます。画材や技法、絵
柄などを工夫し、「風景を、目的やテーマに応じて料理できるスキル」を身につけます。

アナログ表現の代表的な画材である透明水彩絵具（水性画材）やパステル、オイルパステル、鉛筆、色鉛筆（乾
式画材）の技法を学んだ後、各々の技法で風景・空間をモチーフとした小品試作をします。比較的馴染みの深
い画材ですが、プロ技法に触れることで新たな表現方法を開拓することが可能です。
１、２年で学ぶ「遠近法」「風景写生」に加え「構図設計」「視点設計」「光線設計」「ヒューマンスケール」を理論
的に学び、空間や世界観を演出するスキルを身につけます。光や風や音など五感で感じる要素や、季節・時刻・
天気・空気感なども表現し、複数の人物でシーンを演出した作品を制作します。
風景を素材としたテーマ制作に取り組みます。主に「風景をどう料理するか」に主眼を置き、イラストレーショ
ン（メディアで複製）、タブロー（展示鑑賞）、コンセプトアート、商品化などさまざまな切り口で各自の制作テー
マを決め、絵柄・画材・技法・サイズ・枚数などの企画を考えて制作します。

イラストレーション実習１-ｈ
風景写生

イラストレーション実習２-ｈ
水性技法 ／ 乾式技法

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

イラストレーション実習３-ｈ
空間描写

イラストレーション実習４-ｈ
風景・空間表現をテーマとした制作

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

学
芸
員
課
程
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域

平
成
29（
2
0
1
7
）年
度
以
降
入
学
生

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目



37

科　目　概　要授 業 科 目 の 名 称

芸術学科　イラストレーション領域　ネイチャーイラストコース　科目概要　平成29（2017）年度以降入学生　

配当年次

3
年　　
専
門

基
盤
科
目

2
年　　
専
門

基
盤
科
目

人体のプロポーション、内部構造を、美術解剖学をベースに、ヌードモデルを描くことで確認していきます。人
体をシンプルに捉え、様々なポーズを無理なく描くこと。描き方を一つに限定することなく、自分にあった画材、
描法を試していきます。自分の線を見つける、自分の絵柄で人体を描けることを目指します。

イラストレーション実習１-ｉ
人体描写1

前期で学んだ美術解剖学の知識を活かし、動きを伴ったポーズを数多く描きます。アニメやイラストでは動き
を描く事が重要です。モデルがいなくても人体の構造を理解していれば、様々なポーズを描くことが可能にな
ります。応用としてキャラクターデザインへとロジカルにつなげていく方法を学びます。

イラストレーション実習２-ｉ
人体描写2

後
　
期

後
　
期

前
　
期

前
　
期

2年生で学んだ人体描写、美術解剖学のより高度な内容の習得を目指します。得られた知識を使って人体の
骨格図、筋肉図を制作します。人種、性差、加齢による変化、人体と動物の違いなどにも触れます。サイエンティ
トからの課題に応えるサイエンスイラストレーションの制作を行います。

前期で学んだ内容を応用して、幻獣、クリーチャーなどの架空の生物、生体を意識した架空のメカをデザイン
します。前半では動物の骨格図と筋肉図の作成。後半ではヒトとの組み合わせ、メカデザインへの応用を模索
し、オリジナルのデザイン画を制作す。

イラストレーション実習３-ｉ
美術解剖学応用1

イラストレーション実習４-ｉ
美術解剖学応用2
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程
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目
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イラストレーション表現の基礎となる「描写」「技法」と、その展開である「コンテンツ」「デザイン」の4つの系統の学びにより、情報伝達、
エンターテインメント、文化活動など「幅広く社会に必要とされる美術表現」＝イラストレーション表現能力を持つ人材を育成する。

イラストレーション領域　

イラストレーション領域人材育成目標について

現代的な絵画表現であるイラストレーションは、印刷技術などのメディアの発達とともに、独自の進化を遂げてきました。今日では
イラストレーションを

「情報を伝達すること、具体的な意味を説明することを目的とする絵」　（挿絵や図解、広告ポスターなど）
「複製され伝搬されることを目的とし、メディアのために描かれる絵」　（印刷物やWEBなど）
「装飾や娯楽性を目的とする絵」　　　　　　　　　　　　　　　　（装飾絵画や壁画、宣伝キャラクターなど）

と定義できます。

また、現代ではこれらの機能の複合的な応用として、マンガやアニメーション、ゲームといったコンテンツの表現、キャラクターグッズなどの
商品としても欠かせないものとなっています。こういった多様性、変化し続ける柔軟性こそ、イラストレーションの魅力といえるでしょう。

イラストレーション領域では、イラストレーションの可能性を探求し、実現する人材を育成するために、以下の４つの学びの系統に分
けています。

「描写系の学び」では、対象の特徴や本質を捉え、絵として表現できる技術を学びます。主にデッサンなど写実描写により、観察力と描
写力を養いますが、デフォルメなどの誇張表現も含みます。
「技法系の学び」では、画材の特性を活かした表現技術を学びます。今日のイラストレーションは技法を選ばない表現であり、さまざま
な技法に精通することで表現力が高まります。
「コンテンツ系の学び」では、複数の図像やイラストレーションを組み合わせることで、意味を表現することを学びます。対比効果や構
図構成にはじまり、絵本やマンガといったコンテンツまで含みます。
「デザイン系の学び」では、印刷など様々なメディアを使いこなすことを学びます。イラストレーションは、単独ではなくさまざまな要素
と共に成立します。メディアの中で絵を活かしていく方法から、商品展開までを含みます。

 この４つの学びの系統すべてを基盤として習得しつつ、徐々にそれぞれの専門性を見出していくカリキュラム構成となっています。

イラストレーション領域の特色・各課程での学びについて

描写と技法の基本を学び、観察力や描写力の基礎を身に付ける。
構図と構成を学び、絵で意味を伝えることを身につける。
グラフィックデザインの考え方と基礎技術を学ぶ。

専門導入課程（１年生）

「描写」「技法」「コンテンツ」「デザイン」の学びの各系統に対する、知識と経験を深め、目的にあわせて構成や応用ができるようにな
る。またこれらの系統の中から、自分の専門性を模索する。

専門基盤課程（２～３年生）

「描写」「技法」「コンテンツ」「デザイン」いずれかのゼミに１年間所属し、他の系統で学んだことも活かしつつ、より専門性を高めた表
現を探求する。卒業研究（制作）としてその成果発表を行う。

専門研究課程（４年生）

平成28（2016）年度以前入学生学
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基礎造形実習１Ａ

基礎造形実習２Ａ

基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

基礎造形実習２Ｂ

基礎造形実習４Ｂ

基礎造形実習３C

基礎造形実習４C

基礎造形実習２D

基礎造形実習４D

基礎造形実習１E

イラストレーション基礎演習１
イラストレーション基礎演習２
イラストレーション演習１
イラストレーション演習２
イラストレーション演習３
イラストレーション演習４
イラストレーション演習５
イラストレーション演習６
イラストレーション演習７
イラストレーション演習８
イラストレーション実習１
イラストレーション実習２
イラストレーション実習３
イラストレーション実習４
イラストレーション実習５
イラストレーション実習６
イラストレーション実習７
イラストレーション実習８
卒業研究1
卒業研究2
イラストレーション概論
イラストレーション論1
イラストレーション論2
イラストレーション論3
イラストレーション論4

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習
　　
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
講義
講義
講義
講義
講義

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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◯
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◯
◯
◯
◯
　
　
　
　
◯
◯
◯
◯
　
　
　
　
　
　
　
◯
◯
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◯
◯

＊学科共通科目
イラスト領域開講科目

＊学科共通科目
イラスト領域開講科目
＊学科共通科目
イラスト領域開講科目

＊学科共通科目
イラスト領域開講科目

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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芸術学科　イラストレーション領域　平成28（2016）年度以前入学生

専
門
導
入
科
目

専
門
基
盤
科
目

専
門
研
究
科
目
芸
術
応
用
科
目

領域の専門基盤科目を
32単位修得すること

領域の基礎演習を
4単位修得すること

基礎造形実習1～4　
計８単位を修得すること

領域の専門研究科目を
10単位修得すること

領域の芸術応用科目を
10単位修得すること

単位数
必
修

受
講
指
定

選
択

開講期・年次
特記事項 受講方法取得可能ライセンスカリキュラム

授
業
形
態

1
年
2
年
3
年
4
年

学
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員
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程
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目
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

芸術学科  イラストレーション領域　イラストレーションコース　
平成28（2016）年度以前入学生　スタンダードカリキュラム

前期　　　　　　　　後期前期または後期前期または後期前期または後期

基礎造形実習1A イラスト実習１ イラスト実習２

イラスト
基礎演習1

イラスト演習1 イラスト演習2

卒業研究1 卒業研究2

イラスト実習４イラスト実習３
専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

イラスト概論 イラスト論1

イラスト演習3 イラスト演習4

イラスト論2 イラスト論3 イラスト論4

基礎描写1
（明暗表現）

シンボライズ&
デザイン

歴史と現状 形態論
視覚論

構図&挿絵 人体描写基礎
（クロッキー）

基礎描写2
（色彩表現）

空間描写
（教職/絵画）

人体描写応用
（教職/絵画）

イラスト実習５
コンテンツ・演出構成

イラスト実習7

イラスト演習５
色彩

基礎造形実習2B

基礎造形実習4B基礎造形実習3A

イラスト
基礎演習2

情報伝達技術
WEB+発信

情報伝達表現
（実用イラストレーション）

技法１
デジタルペイント
マチエール

技法２
水性技法
乾式技法

イラスト実習6 イラスト実習8

イラスト演習6

コンテンツ入門 グラフィック
デザイン基礎

視覚認知論
美術解剖学

イラスト演習8

デザイン
商品イラストレーション

デザイン
ポートフォリオ

自己プロデュースメデイアイラスト論

イラスト演習7

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

技法
デジタルイメージング
タブロー制作

描写
人体

描写
空間描写
人体・動物描写

描写
人体コンテンツ・演出構成

DTP

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

学
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・
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程
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イラストレーション演習２

文字（フォント）・配置・印刷のしくみなどのDTPにまつわる基礎知識を身につける。
自らの描く作品を素材にして広報用の印刷物を作成することで、DTP にまつわる
アプリケーションの使用法を実践的に学ぶ。

Adobe Illustrator や Photoshop の基本操作について復習しておいてください。
特に、文字の操作パネルについてはしっかりと復習しておくこと。　授業準備：さ
まざまな展覧会の広報物を収集しておく事。

授業態度　30％（出席などの受講態度）
課題作品　70％（作品とプレゼンテーション）

購入必須図書：『カラー図解 DTP ＆印刷スーパーしくみ事典 2017 年度版』（ワー
クスコーポレーション）データ持ち運びのための USB メモリ必携。印刷用の紙や
合評時発表のための B2 イラストボードなどが必要。持参物は適時指示あり。

オリエンテーション　授業の進め方などの説明
講義＋ワークショップ　印刷・グラフィックデザイン序説、文字組の基礎知識
Work1 文字のみで名刺を作る
合評　完成した名刺の文字周りを再検討
Work2 展覧会の広報物（A4 チラシ＋ DM + α）を作る
プランニング　ラフスケッチを見せながらプレゼンテーション
制作 1　展覧会タイトルのロゴタイプをデータで作成する
制作 2　メイングラフィックのトリミング、色補正、配置
中間発表　レイアウトした仮出力とラフスケッチ
制作 3　実作詰め：文字の細かい詰め、チラシ完成
制作 4　実作詰め：DM、α完成に向けて
制作 5　実作詰め：DM、α完成
合評の準備　印刷物のプレゼンテーション技法の紹介
合評　（授業内で合評を完了させます）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

印刷物・広報物に関する基本的な知識（文字、印刷機、紙など）を知る。
DTP にまつわるアプリケーション技術の習得をし製作に使用する事ができる。
タイポグラフィとイラストの密接な関係を学び今後の作品に活かす事ができる。

(1)
(2)
(3)

岡澤　理奈
イラストレーション領域 2年生

グラフィックデザイン基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション演習３

インターネットの仕組み、サーバーの仕組みを理解し、WEB ページのシステム・
作成方法・公開方法をマスターしてもらいます。
HTML 基礎・画像の加工・サイト全体の制作・ファイルのアップロードまでを、
Photoshop、Dreamweaver、FTP ソフトを使用し、現代社会において情報発信
に欠かせないWEB サービスを活用したWEB サイト制作を実習していきます。

・各回の内容は必ず翌週までに完成させ、次回授業に臨むこと
・制作物の準備の指示があった場合は、各自で調査・制作し準備しておくこと

授業態度　80％
課題作品　20％

USB フラッシュメモリなどの外部保存メディア

インターネット、WEB サイトの仕組み
HTML・基礎
HTML・イメージ・リスト
HTML・テーブル・リンク
スタイルシート
ロールオーバー
サイト設計とホームページ作成サービスの概要
ホームページ作成サービスの基本操作
ホームページ作成サービスを使ったサイトカスタマイズ①
ホームページ作成サービスを使ったサイトカスタマイズ②
ホームページ作成サービスを使ったサイトカスタマイズ③
WEB サイト制作
WEB サイト制作
まとめ①
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

WEB の仕組みを理解し、テキストと画像で構成したページを作成、公開できる
WEB サービスを利用し、情報伝達を目的とするWEB サイト制作ができる

(1)
(2)

人見　悠介
イラストレーション領域 2年生

WEB サイトのデザイン・制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション演習４

サイズや目的があらかじめ定められた、雑誌や書籍の挿画など、本来の「図版」とい
う意味でのイラストレーションを考え、実践シミュレーションをします。作家として
の絵柄とは何かを、何度もシリーズ物を書ききってみることで試し、考えます。自分
の感情ではなく、伝わらなければいけないことが伝わるものになっているか、そのた
めに必要なリサーチをすることを学びます。雑誌や書籍の作られ方、段取り、入稿な
どについて、実際の仕事を見せながら解説。チームで作っていく紙面構成の一員とし
てアイデアを出すトレーニングをします。

普段から、特に人の観察をしておくこと。

授業態度　40％（授業内の取組姿勢） 
課題作品　60％（課題目標の達成度）

プリント配付。資料、画材は各自（特別なものは必要ありません）。

時間内にその場で考えてもらうことが大事ですので、なるべく休まないようにしま
しょう。やむをえず休んだときは早めに前回の内容を聞きに来てください。

初回ガイダンス／デモンストレーション
描き分けトレーニング１
描き分けトレーニング２
描き分けトレーニング３
ラフ合評（１）
雑誌の実用イラスト１
雑誌の実用イラスト 2
シリーズの理解
ラフ合評（２）
挿絵１
挿絵２（ラフ合評１）
挿絵 3（ラフ合評１）
仕上げ
仕上げ
納品作業

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分にそれぞれ必要なスキルやリサーチ方法を知ることができる。
情報の優先順位を整理し、発信する責任について考えることができる。
下書き直前クオリティのラフを期限までに仕上げることができる。
曖昧なテーマではない目的にそったアイデアを多数出すことができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

MON・まつむら まきお
イラストレーション領域 2年生

実用イラスト入門
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション演習 1

マルチメディア・オーサリングソフト「Adobe Animate」を使い、アニメーショ
ン及びインタラクティブコンテンツの制作実習をおこないます。制作を通して、イ
ンターネットやゲームなどマルチメディアコンテンツの基本的考え方を学び、その
中で自分の作品をいかに展開していくかを実習します。 作品提出は前半アニメー
ション作品、後半インタラクティブ作品の計 2 回の予定です。

授業時間外で、計画書の作成や、実制作が発生します。
製作工程は毎回指示します。

授業態度　40％ 
課題作品　60％ ※ただし 2/3 以上出席であること。

プリント配付。データ保存用 USB メモリを各自用意。

毎回、必要となる技術を積み上げていくため、欠席が続くと制作ができなくなります。
やむを得ず休んだ時は、その回のテキストを参照して、自習しておくことが必須です。

ガイダンス　絵を描く
フレームとキーフレーム
レイヤーとシンボル
トゥイーン
画像とサウンド
様々なテクニック～制作
制作
提出 / 再生を制御する
ムービーを場面としてつかう
仕掛けの演出とサウンド
仕掛けの応用
制作
制作
合評
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

動きの表現（アニメート）ができる。
複数の場面を構成できる。
選択・分岐・オブジェクト指向という考え方を身につけ、コンテンツを制作できる。

(1)
(2)
(3)

まつむら　まきお
イラストレーション領域 2年生

Adobe Animate（旧称 Flash）によるコンテンツ制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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イラストレーション演習 8

クリエイティブ職にとって、作品の出来も重要ですが、それ以上に相手の立場を理
解し、その作品の意図や意味を説明できることが必須です。この授業では、自分自
身の進路を見据えながら、自分の作品・制作姿勢を第三者にプレゼンテーションす
る方法を学びます。 具体的には前期の実習及び演習課題を素材とし、自分自身の
制作の考え方やスキルを、図版とテキストを使った記事としてまとめ、演習 5 で
制作したポートフォリオに追加します。

3 年の実習・演習の制作過程を記録しておく（ガイダンス時に説明します）。

授業態度　50％（内容理解、受講態度） 
課題作品　50％

適宜、プリント等を配付。授業内で参考図書を紹介する。

イラストレーション演習5および、イラストレーション実習 5 ～ 8 のいずれかひとつ
以上を履修済みであること。

ガイダンス
課題 1：現状プレゼン 1
課題 2：現状プレゼン 2 ＆課題２ガイダンス
課題 2：作品解説記事の制作
同上
同上
講義・展示とプロモーション
課題 2: 合評
課題 3: 自己アピール記事の制作
同上
同上
同上
課題 3: 合評
ゼミ選択ガイダンスと面談
ゼミ選択ガイダンスと面談

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

進路の目標と自分のスキルについて自己分析できる。
自分の作品やとりくみについて、その意図や意味を第三者に説明できる。
その説明をポートフォリオの記事として制作できる。

(1)
(2)
(3)

永江 弘之、まつむら まきお、田中 真一郎、岸田 保
イラストレーション領域 3年生

ポートフォリオ制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション演習 6

３年生では専門研究課程（４年ゼミ・卒制）の前段階として応用・表現に重点を置い
て学びます。これまで人体を主軸にして対象を短時間で観察し的確に捉える練習と
して、また、クロッキー自体を楽しんで描いてきました。本授業では、それらをベー
スに自分の作品や絵柄に応用することをより一層意識してクロッキーに取り組みま
す。年齢や性別の違い、さまざまなコスチューム、日常や映画やマンガのシーンをも
とにしたシチュエーション、乗り物や建物など周囲の状況と人物の関係、顔・表情な
どを、実際のモデルを観察して練習し、自分の作品に応用します

１．授業でやった内容をもとに、継続的に、日常的に身の回りの人や状況をクロッキーす
る習慣をつけ、作品制作においてもクロッキーの応用を実践する。 ２．毎週、クロッキー
のポーズをもとに、自分の絵柄や目的に応じた絵柄でそのポーズを描く練習をする。

授業態度 50％ 　課題作品 50％

初回時にクロッキー帳が必要です。
自分が使いやすいサイズのクロッキー帳を用意してください。

外部よりモデルさんを呼んだり、学内の学生や教職員を描くことがあります。挨拶
や時間を守る等のマナーは徹底してください。モデルポーズ中の入退室は厳禁です。

クロッキー１　ガイダンス、学生相互クロッキー 
※以下の予定は仮です。モデル等の状況により、詳細は授業時にお知らせします。
クロッキー 2　顔・表情を描く①
クロッキー 3　シチュエーションクロッキー①
クロッキー 4　自分の絵柄で描く①
クロッキー 5　周囲の空間・状況との関係で描く①
クロッキー 6　年齢や性別の違いを描く①
クロッキー 7　さまざまなコスチュームを描く①
クロッキー 8　自分の絵柄で描く②
クロッキー 9　顔・表情を描く②
クロッキー 10 シチュエーションクロッキー②
クロッキー 11 周囲の空間・状況との関係で描く②
クロッキー 12 年齢や性別の違いを描く②
クロッキー１3 さまざまなコスチュームを描く②
クロッキー１4 自分の絵柄で描く③
まとめ、合評＝クロッキー ＋ 作品に応用（自分の絵柄、目的に応じた絵柄で描く）

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

対象を単体でとらえるだけでなく、群像や周囲の空間・状況との関係の中でとらえて描くことができる。
日常のさまざまなシチュエーションにおける対象を多角的に捉え、　姿勢やバランス、フォルムや
動きを読み取り、描くことができる。
クロッキーを作品制作に応用できる。＝自分の絵柄や目的に応じた絵柄で描くことができる。

(1)
(2)

(3)

上原 結子 ・ 駒井 春樹
イラストレーション領域３年生

クロッキー応用１
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション演習７

３年生では専門研究課程（４年ゼミ・卒制）の前段階として応用・表現に重点を置いて学び
ます。これまで人体を主軸にして対象を短時間で観察し的確に捉える練習として、また、ク
ロッキー自体を楽しんで描いてきました。本授業では、それらをベースに自分の作品や絵柄
に応用することをより一層意識してクロッキーに取り組みます。年齢や性別の違い、さまざま
なコスチューム、日常や映画やマンガのシーンをもとにしたシチュエーション、乗り物や建物
など周囲の状況と人物の関係、顔・表情などを、実際のモデルを観察して練習し、自分の作
品に応用します。

１．授業でやった内容をもとに、継続的に、日常的に身の回りの人や状況をクロッキーす
る習慣をつけ、作品制作においてもクロッキーの応用を実践する。
２．毎週、クロッキーのポーズをもとに、自分の絵柄や目的に応じた絵柄でそのポーズを描
く練習をする。

授業態度 50％ 　課題作品 50％

初回時にクロッキー帳が必要です。自分が使いやすいサイズのクロッキー帳を用意
してください。

外部よりモデルさんを呼んだり、学内の学生や教職員を描くことがあります。挨拶
や時間を守る等のマナーは徹底してください。モデルポーズ中の入退室は厳禁です。

クロッキー１　ガイダンス、学生相互クロッキー
※以下の予定は仮です。モデル等の状況により、詳細は授業時にお知らせします。
クロッキー2　顔・表情を描く①
クロッキー3　シチュエーションクロッキー①
クロッキー4　自分の絵柄で描く①
クロッキー5　周囲の空間・状況との関係で描く①
クロッキー6　年齢や性別の違いを描く①
クロッキー7　さまざまなコスチュームを描く①
クロッキー8　自分の絵柄で描く②
クロッキー9　顔・表情を描く②
クロッキー10 シチュエーションクロッキー②
クロッキー11 周囲の空間・状況との関係で描く②
クロッキー12 年齢や性別の違いを描く②
クロッキー１3 さまざまなコスチュームを描く②
クロッキー１4 自分の絵柄で描く③
まとめ、合評＝クロッキー ＋ 作品に応用（自分の絵柄、目的に応じた絵柄で描く）

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

対象を単体でとらえるだけでなく、群像や周囲の空間・状況との関係の中でとらえて描くことができる。
日常のさまざまなシチュエーションにおける対象を多角的に捉え、姿勢やバランス、フォルムや
動きを読み取り、描くことができる。
クロッキーを作品制作に応用できる。＝自分の絵柄や目的に応じた絵柄で描くことができる。

(1)
(2)

(3)

上原 結子 ・ 駒井 春樹
イラストレーション領域３年生

クロッキー応用 2
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション演習５

この授業では DTP 技術習得の仕上げとして、InDesign を使ったページものの制
作と、オフセット印刷のためのデータ管理について学びます。単ページものと異な
り、複数ページからなる印刷物では、レイアウトフォーマットの設計が重要となり
ます。レイアウトの法則を学ぶことは、挿絵など印刷イラストの活かし方を知るこ
とでもあります。授業の後半では、前半に得た知識を活かし、自分のポートフォリ
オの制作を行います。

Adobe InDesign は Adobe Illustrator、Photoshop で作った素材を統括して実行する
ページ編集ツールであり、これらを知らなければ有効に使うことはできません。Adobe 
Illustrator、Photoshop の基本操作を復習しておくこと。また、自分の制作物のデジタルデー
タ化、データの整理をしておくこと。（授業内で指示します）

授業態度　50％
課題作品　50％

必要なテキストは授業内で配付および教室で閲覧。

Adobe Illustrator、Photoshop の基本操作を理解していること。

InDesign の基礎（オリエンテーション／書籍の基礎知識）
InDesign の基礎（マスターページ）
InDesign の基礎（フォント／画像）
InDesign の基礎（スタイル）
InDesign の基礎（レイアウト／グリッドシステム）
InDesign の基礎（入稿）
課題 1：与えられた素材を使ってレイアウトをする
課題 1：与えられた素材を使ってレイアウトをする
課題 1：与えられた素材を使ってレイアウトをする
課題 1：与えられた素材を使ってレイアウトをする（合評）
課題 1：プレポートフォリオの制作
課題 2：プレポートフォリオの制作
課題 2：プレポートフォリオの制作
課題 2：プレポートフォリオの制作
課題 2：プレポートフォリオの制作（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

冊子のためのデータを編集し、まとめることができる。
冊子デザインにおける入稿までの基本的な知識を修得する。
自分の制作物をデジタルデータ化し、プレゼンテーションなどに活用できる。

(1)
(2)
(3)

外山　央
イラストレーション領域 3年生

Adobe InDesign を使って、冊子デザイン（ポートフォリオ）、ページ編集の基礎を学ぶ。
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件



学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域

平
成
28（
2
0
1
6
）年
度
以
前
入
学
生

43

イラストレーション実習２

1．人体の構造を理解することと解剖学的知識は密接に関係しています。実際のク
ロッキー、デッサンを通して、美術解剖学的理解を深めることを目指します。2．
生身のモデルだけでなく、骨格模型等のデッサンも行います。3．イラストレーショ
ンやアニメーション、ゲームでは様々なポーズの人体が描ける必要があります。そ
のために数多くのモデル、ポーズを授業内で描きます。小田クラスと入れ替えがあ
りますが、1 週目と 12 週目に合同でのクラスを開講します。

毎回描いたクロッキーやデッサンをじっくり１枚ずつ見直す習慣をつけてください。

授業態度　50％（受講態度 30％・取組姿勢 20％） 
課題作品　50％

目でみる筋力トレーニングの解剖学（推奨）、骨単（推奨）、肉単（推奨）、触って分
かる美術解剖学（推奨）、人物デッサンのすべて（推奨）の他にプリントを配付する
ことがあります。クロッキーブックは指定のものを使用（B3サイズ、木炭紙大サイズ）。

遅刻は厳禁。ポーズ中は鍵をかけます。モデルへのマナーは徹底します。

ガイダンス、イントロダクション　小田、村上
ストラクチャーの基礎（人体を描くために欠く事のできない知識）村上
女性ヌードクロッキー　小田
プロポーション＆メジャリング（理想の身体を描く為の方法と考え方）村上
男性ヌードクロッキー　小田
マネキンタイズ＋ベーシックシェイプス（シンプルに考えるコツ）村上
男性ヌードドローイング　小田
ジェスチャードローイング（エクザジュレーション）村上
女性ヌードドローイング　小田
アナトミードローイング（関節について・筋肉について・模写）村上
頭骨デッサン　小田
キャラクターデザイン（キャラクターをデザインする事）小田、村上
男性ヌードデッサン　村上
女性ヌードデッサン　村上
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

基礎的な美術解剖学への知識を身につける。形を正確に描く。
線・ラインコントロールを自在に、リアリティのある人体が描けるようになる。
3Ｄ・立体表現性を高め、様々なポーズをモデルを見なくても描けるようになる。
人体を構造的に捉え自由変形し違和感のないキャラクターを描けるようになる。
得た知識を使い、様々な表現へとつなげる脳の柔らかさを養う。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

村上　雅彦
イラストレーション領域 2年生

人体描写応用
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習３

イラストレーション技法として、デジタルペイントと、マチエール技法を習得します。
紙やキャンパスに着彩するのではなく、下地に凹凸やざらつきのあるテクスチャー
を加えることで材質感、素材感、感覚的、視覚的にインパクトがあたえ、絵肌に変化
のある表現を試みます。授業では保存性、耐久性、使いやすさなど考慮して、既存
のテクスチャージェル 5 種類を用意し、見本作りをしてからマチエールが作品にど
う生かせるか考え、基本的な表現を制作してもらいます。

スケジュールに間に合わない場合は各自、自主制作してください。 
特にテクスチャージェルは乾燥に時間がかかる為、着彩を始める授業日までに必ず
乾燥できるよう事前に塗っておくこと。

授業態度　10％ 
課題作品　40％ ※岸田５０％＋谷口５０％で評価します。

プリント配付。課題制作の為の絵具代、パネル代は自己負担。使用するテクスチャー
ジェル及びペインティングナイフは大学が用意。

※授業開始時に課題説明など重要な話をするので遅刻は厳禁。 ※初回授業にカッターナイ
フ・カッターマット・30cm 以上の定規（三角定規不可）・筆洗・ティッシュ・筆記用具を持参してください。

授業ガイダンス、実習 1［テクスチャージェルの見本制作］下地塗り
〃　下地塗り続き・乾燥したｶーﾄﾞから着彩　　実習 2 の課題説明
〃　見本完成・提出時に面談　　実習 2 のエスキースチェック及び下地塗り
実習 2［テクスチャージェルを使用した作品制作］本制作　着彩
〃　前回の続き
〃　個別に原画チェック
授業内合評
※この授業は半期 7 週ずつデジタルペイント（岸田）と交代します

まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分にあったテクスチャージェルを見つけ、表現の幅を広げる事が出来る。
シンプルなモチーフでも色の塗り重ねにより、質感や深みが増す表現が可能になる。
容易に塗り直しが出来るので、より完成度の高い作品制作を目指せる。

(1)
(2)
(3)

谷口　愛
イラストレーション領域 2年生

技法１　マチエール
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習２

1．人体の構造を理解することと解剖学的知識は密接に関係しています。実際のクロッ
キー、デッサンを通して、美術解剖学的理解を深めることを目指します。2．生身のモデル
だけでなく、骨格模型等のデッサンも行います。3．イラストレーションやアニメーション、
ゲームでは様々なポーズの人体が描ける必要があります。そのために数多くのモデル、
ポーズを授業内で描きます。村上クラスと入れ替えがありますが、1週目と12週目に合同
でのクラスを開講します。

毎回描いたクロッキーやデッサンをじっくり1 枚ずつ見直す習慣をつけてください。

授業態度　50％（受講態度 30％や取組姿勢 20％） 
課題作品　50％

目でみる筋力トレーニングの解剖学（推奨）、骨単（推奨）、肉単（推奨）、触って分か
る美術解剖学（推奨）、人物デッサンのすべて（推奨）の他にプリントを配付すること
があります。クロッキーブックは指定のものを使用（B3サイズ、木炭紙大サイズ）。

遅刻は厳禁。ポーズ中は鍵をかけます。モデルへのマナーは徹底します。

ガイダンス、イントロダクション　小田、村上
女性ヌードクロッキー　小田
ストラクチャーの基礎（人体を描くために欠く事のできない知識）村上
男性ヌードクロッキー　小田
プロポーション＆メジャリング（理想の身体を描く為の方法と考え方）村上
頭骨デッサン　小田
マネキンタイズ＋ベーシックシェイプス（シンプルに考えるコツ）村上
男性ヌードドローイング　小田
ジェスチャードローイング（エクザジュレーション）村上
女性ヌードドローイング　小田
アナトミードローイング（関節について・筋肉について・模写）村上
キャラクターデザイン（キャラクターをデザインする事）小田、村上
男性ヌードデッサン　小田
女性ヌードデッサン　小田
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

基礎的な美術解剖学の知識を身につける。形を正確に描く。
線・ラインコントロールを自在に、リアリティのある人体が描けるようになる。
3Ｄ・立体表現性を高め、様々なポーズをモデルを見なくても描けるようになる。
人体を構造的に捉え自由変形し違和感のないキャラクターを描けるようになる。
得た知識を使い、様々な表現へとつなげる脳の柔らかさを養う。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

小田　隆
イラストレーション領域 2年生

人体描写応用
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習 1

世界観を描く上で、空間表現は要となる重要な要素です。【遠近法】（透視図法や色
彩遠近法）と【構図設計】【視点設計】【光線設計】【ヒューマンスケール】を理論的に
学び、効果的に応用して空間を演出するスキルを身につけます。単なる場所の広が
りや奥行き、高さだけではなく、季節・時刻・天気・気温・湿度・光・陰影・空気感など
が感じられる【情景】（見る人の気持ちを動かす風景）として表現し、複数の人物でシー
ンを演出した作品を制作します。完成後に学内で展覧会を開催する予定です。

・授業内練習課題（小課題）は、次回授業で提出です。（③はスケッチ課題なので別途指示）。 ・第１～第３課題では、アイデ
ア出し（構図スケッチ）や資料収集などの量が完成作品の質を左右します。事前学習として、日常的に取材やヒント探し
に取り組み、風景・空間資料集（スクラップブック）を作成し提出。 ・日常的に風景スケッチをする習慣をつけてください。

授業態度 30％ 課題作品 70％（授業内容の理解に基づく課題作品のクオリティー、スキルの達成度）

・授業時にプリントを配付します。ファイリングして整理すること。 ・課題作品制作のための画材や支持体は自
己負担です。 ・参考図書：「風景デッサンの基本」湯浅誠著　ナツメ社¥1,900　ISBN-13: 978-4816355127 「学
校では教えてくれない風景スケッチの法則」増山修著　日貿出版社　¥2,160　ISBN-13: 978-4817037329

・毎週授業前半に屋外や講義室で空間技法を説明します。遅刻厳禁！ ・単位修得後
の長期休暇明けに学内ギャラリーで【空間描写展】を開催し、成果発表の予定。

遠近法入門（透視図法など）／ヒューマンスケール ＝ 人物と空間の整合性とスケール感　小課題①
／第１課題（A3）説明
視点設計 ＝ 地平線、視野、画角、視高、仰角など　　　　　　　　　　　　　　　小課題②
構図設計 ＝ 主題表現、主役の明確化、人物の大小など／第１課題の写生・アイデアチェック 小課題③
小課題①、②の鑑賞・アドバイス／第１課題アイデアチェック、制作
まとめ１　第１課題合評／第２課題（Ａ３）説明
光線設計 ＝ 太陽光・人工光（点光源）による陰影表現／（第２課題アイデアチェック、制作） 小課題④
色彩遠近法 ＝ 空気感（季節、時間帯、天候など）の表現／第２課題アイデアチェック、制作
個別指導と補足説明／第２課題」制作
個別指導と補足説明／第２課題」制作
まとめ 2　第２課題合評／第３課題（B2～Ｂ１）説明
多様な遠近表現 ＝ 三点透視図法、パノラマ、アイソメ、アクソメほか概説／第３課題アイデアチェック、制作
空間構成要素の特性と表現 ＝ 雲、樹木、水面、坂道、森など／第３課題アイデアチェック、制作
個別指導と補足説明／第３課題制作
個別指導と補足説明／第３課題制作
まとめ 3　第３課題合評／総括

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

身の回りの実景などから風景の魅力を発見し、風景の構造を読み取り、表現に活用することができる。
【遠近法】【構図設計】【視点設計】【光線設計】【ヒューマンスケール】を理解し応用できる。
空間に人物を配し、シーンを演出し、主題を明確に表現することができる。
作品世界の魅力を説得力のある表現に高め、完成させる。

(1)
(2)
(3)
(4)

永江 弘之 ・ 待井　健一
イラストレーション領域 2年生

空間描写
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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イラストレーション実習４

イラストレーション技法として、水性技法と、乾式技法を習得します。 水彩技法では、
透明水彩絵具を使用し、その特性をいかした美しい作品づくりを目指します。

授業内で完成しなかった課題は、次回授業までに完成させるように努力し授業に
臨むこと。

授業態度　10％ 
課題作品　90％

適宜プリント配付。
使用する画材については授業内で紹介します。

特になし

はじめに　水性画材について　水彩絵具になれる　様々な水彩技法
カマイユ・グリザイユ技法を使って描く
アラプリマ技法を使って描く
ペンと水彩絵具で描く（模写）
自由作品の制作
自由作品の制作
授業内合評
※この授業は半期 7 週ずつ乾式技法（横山）と交代します

まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

透明水彩絵具による様々な技法を試し使えるようになる。
自分の表現に合った紙や技法を選び表現の幅を広げられるようになる。
自分が描きたいイメージを透明水彩絵具の特性をいかして描けるようになる。

(1)
(2)
(3)

上原　結子
イラストレーション領域 2年生

技法２　水性技法
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習４

イラストレーション技法として、水性技法と、乾式技法を習得します。 鉛筆・色鉛筆・
パステル等、画材そのもので直接描画するものを乾式画材とくくります。 スケッ
チ等に手軽に扱える画材ですが、組成を知り、試行錯誤することで思いの他様々な
表現が可能です。本実習では主に鉛筆・色鉛筆・パステル・オイルパステルを主と
して扱い、作品制作を通してそれぞれの画材の基本的な取り扱いと技法を学びます。

構図や下書き等は期日に見せられるよう事前に準備した上で授業に臨むこと。

授業態度　40％ 
課題作品　60％ ※締め切り厳守

備品以外の画材費は個人負担となります。 
授業時にプリント・参考資料等を配付します。

備品が多数ありますので、取扱い・管理を徹底して下さい。

ガイダンス及び鉛筆編　歴史と組成について　技法提案及び試作
色鉛筆編　　　　　　　　　　　　　　〃
パステル編　　　　　　　　　　　 　　〃
オイルパステル編　　　　　　　　 　 　〃
作品制作
作品制作
授業内合評
※この授業は半期 7 週ずつ水性技法（上原）と交代します

まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

乾式画材の基本的な扱いと技法を学び、作品表現の幅を広げることができる。
各画材の組成や特色を知り、画材に対する理解を深めることができる。
作品制作を通して、自分に合った画材や表現を見つけることができる。

(1)
(2)
(3)

横山　路漫
イラストレーション領域 2年生

技法２　乾式技法
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習５

「マンガ」「絵本」は、イラストレーション応用として、幅広く愛されている表現です。 これらの制作は、状況を
描写するという点では「挿絵」と同じですが、物語そのものを創作することが大きな目的となります。物語を
構成することと、絵を描くことは似ています。様 な々モチーフを取捨選択し、それらを「構成」していくことで、
物語は成立します。そして、その物語を伝えるためになされる表現の工夫が「演出」です。これら「構成」と「演
出」を、物語作りを通して学ぶことがこの授業の目的となります。この実習では、与えられたテーマからインス
パイアされた、シンプルな出来事や、キャラクター像の創出からスタートし、試行錯誤を重ねながら「16ペー
ジ」の物語作品を完成させます。なお、フィクション、ノンフィクションといった内容、マンガ、絵本といった表
現スタイル、表現技法は自分が表現したい内容と表現できる技術にあわせて、授業内で決めていきます。

実習時間内はレクチャー、個別指導を行うため、課題制作は実習時間内のみでは終
わらない可能性が高い。授業外での製作時間の確保が必要となる。

授業態度 40％ 課題作品 60％（作品評価は「出来事など物語内容が明確に伝わっている。」
「キャラクター、世界観、エピソードそれぞれに、作品を魅力的にする創意工夫が見られる」
「内容に即した表現となっている」「作品のテーマが明確である。」などを総合的に評価します。） 
※出席が2/3以下の場合は単位を認めません。

必要資料は授業内で配付します。 原画制作材料費（技法は問わない）は自己負担。

印刷データは InDesign で作成するので、該当科目を履修済もしくは履修中であること
が望ましい。絵については画面づくり（構図など）の指導が中心。作画技術については
指導対象外（授業内でマンガキャラクターの作画方法などの指導はしない）。

ガイダンス、基礎講座
3 場面での構成／作品研究
物語の構造／企画立案
アイデアの展開
ラフ制作／原画試作
ラフ制作／原画試作
中間合評
構成手直し～原画制作
原画制作
原画制作
原画制作
原画制作
データ作成
印刷・製本
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

伝えたいイメージを展開し、物語として構成できる。
物語を魅力的に見せるために、作劇、描写双方に対しての演出を工夫することができる。
自作の絵本、マンガを印刷データとして仕上げることができる。

(1)
(2)
(3)

まつむら　まきお
イラストレーション領域３年生

コンテンツ A　ストーリー構成・演出
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習３

イラストレーション実習３ではイラストレーション技法として、デジタルペイント
とマチエール技法を習得します。デジタルペイントではデジタル画材を使用した制
作の基礎を身につけます。画材や技法という既存のカテゴリーに縛られず、こだわ
りなく柔軟な発想で新たな自分の表現を模索します。また、プリンタ出力を介した
デジタル技法とアナログ技法を融合（併用）する表現方法を学び、より自由度の高い
表現の可能性を広げます。

授業計画を確認の上、計画的に課題を制作した上で、次の授業に臨むこと。　

授業態度　15％ 
課題作品　35％ ※岸田５０％＋谷口５０％で評価します。

テキストは授業内で配付。インクジェットプリンター用紙と木パネルが必要になります。 
また、データ保存用にＵＳＢメモリーかＵＳＢハードディスクが必要になります。

Photoshop（スキャニングとブラシ）とデジタルコラージュ制作
Photoshop（３種類のマスクとレイヤー操作）とデジタルコラージュ制作
Photoshop（色調補正と正しい印刷方法）とデジタルコラージュ制作
デジタルとアナログのミクストメディア技法について
ミクストメディア作品制作（デジタル作業）
ミクストメディア作品制作（アナログ作業）
合評
※この授業は半期７週ずつマチエール（谷口）と交代します。

まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デジタル画材の基礎を身につける。
アナログとデジタル両方の画材使って制作をすることができるようになる。
アナログとデジタル両方の画材で視覚刺激のコントロールができるようになる。

(1)
(2)
(3)

岸田　保
イラストレーション領域 2年生

技法１　デジタルペイント
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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イラストレーション実習６

デジタル画材は今までのアナログ画材に取って代わるものではなく、絵画制作のた
めの新しい選択肢のひとつです。デジタル画材もアナログ画材と同様に正しい知
識と、経験による習熟が必要です。この授業ではデジタル画材として主に Adobe 
Photoshop を使用します。同ソフトで絵を描くために必要な機能の説明と応用方
法、デジタル画材のメリットを生かした作品づくりの方法を勉強します。また、デ
ジタル画材を使用した視覚刺激のコントロール方法も学びます。

イラストレーション実習 3（デジタルイメージング基礎）のテキストを事前に復習
しておくこと。

授業態度　25％ 
課題作品　75％

初回にテキストを配付。インクジェットプリンター用紙が必要になります。 
また、データ保存用にＵＳＢメモリーかＵＳＢハードディスクが必要になります。

イラストレーション実習３（デジタルイメージング基礎）を履修していることを
前提に授業をするので、受講していない場合は要相談。

ガイダンスと画材の歴史・解像度・線数など
Photoshop 操作の基本・ブラシのカスタマイズなど／ブラシ作成課題の説明と制作
Photoshop ブラシのカスタマイズと活用事例など／ブラシ作成課題の制作
Photoshop レイヤー操作と活用事例／広告原画課題の説明とアイディア出し
Photoshop 色調補正機能と活用事例／広告原画課題のアイディア出し
Photoshop カラーマネージメントとプリントアウト／広告原画課題の面談
視覚刺激のコントロール方法の実際／広告原画課題の面談
その他のアプリケーション（ClipStudioPaint）との連携について／広告原画課題の制作
その他のアプリケーション（Illustrator）との連携について／広告原画課題の制作
広告原画課題の制作
　　　　　　〃
広告原画課題の制作とその他情報のレイアウト
　　　　　　〃
入稿データの作成
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デジタル画材の長所を活かした制作ができるようになる
目的に合わせた視覚刺激のコントロールができるようになる。
印刷用の入稿データを作れるようになる。

(1)
(2)
(3)

岸田　保
イラストレーション領域 3年生

技法 A　デジタルイメージング応用
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習６

A　テクスチャーを活かした作品制作　上級編 【課題内容】　大作に使用しても安価で絵の
具のノリも良いセメントを使い、１枚の画面に数種類の技法を組み合わせてテクスチャー
を構成します。　着色後、出来上がったものからイメージを膨らませて作品に仕上げま
す。　原則、何を描くか決めずに、出来上がったテクスチャーの面白さを活かして作品
を描いてみる実験的な試みです。 B　飾ることを目的とした作品制作 【課題内容】　A課
題とは反対のスタンスで、何を描くかしっかり計画して制作します。　イラスト原画と
してではなく、自由に自分の表現したい作品制作に取り組みます。　モチーフ、テーマ、画
材、技法、支持体もすべて自由。　Ａとは別の課題なので、テクスチャーの有無も自由です。

スケジュールに間に合わない場合は、各自、自主制作をしてください。

授業態度　30％ 
課題作品　70％

テキスト　プリントを配付 参考図書　無し 
材料費　樹脂粘土、ベニヤ板等、2000 円程度の予定

B 課題は自由度が高い分、自己管理をしっかりして臨んでください。

A  セメントを使用した下地作り　6 点　
A  樹脂粘土等、各種素材を使用して、１で作った下地にテクスチャーの深みを加える。
A  ２で作った下地に着色
A  ３で着色した下地から良いものを数点を選んで、作品試作
A  同上
A  同上
A  簡単な合評
B  飾ることを目的とした作品制作。随時、面談をしながら技法、画材も考えて作品を制作していく。
B  同上
B  同上
B  同上
B  同上
B  同上
B　合評
合評で受けたアドバイスを参考にしながら、ブラッシュアップ。ポートフォリオのための複写撮影。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

A　２年生で学んだテクスチャーの技法にさらに様々な技法を加えて、新しい表現
　　方法を実験する事ができる。
B　自分に合った技法、画材、テーマを追求する事ができる
インテリアとしての絵画、イラスト表現を意識することで新たな作風を模索することができる。

(1)

(2)
(3)

宝永　たかこ
イラストレーション領域３年生

技法Ｂ　A テクスチャー研究 上級編　B アートイラスト
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習６

初心者でも扱いやすい粘土を使用し、思い描いている人物・動物などのキャラクター
を立体化します。半年かけて 1 点物の完成度の高い作品を目指します。更にそれ
を写真に収めて、絵を描くだけでは表現しきれない「別の表現の切り口」を模索・
立体作品をより良く魅せるための紙面デザインを考えるきかけを作ります。「立体
作品」の最大魅力である「そこに実際に居る・在る」という表現を展開します。

授業内だけでは作品を完成させるのは難しいので、空いた時間に少しずつ制作を進
めて行くよう心がけてください。

授業態度　60％ 
課題作品　40％（作品の完成度）

比較的扱いやすく安価な石粉粘土（400 ～ 500 円程度）を使います。その他、工
具や専用の道具が必要になりますが出来るだけ手に入りやすい方法で制作します。
例：紙ヤスリ、スポンジペーパー、彫刻刀、カッターナイフ、デザインナイフなど。

刃物を扱いますので怪我をしないように注意する事。怪我のしにくいナイフ・彫刻
刀などの扱い方もレクチャーします。

ガイダンス、素材・立体造形に関連する仕事の紹介・作業工程についてのレクチャー
粘土やその他素材を使って立体デッサン
造形の下準備（設計図を書く・芯を作る）
人や物の形を立体的に表現する方法について
おおまかな造形。造形資材の販売されている店舗や企業、立体作品を鑑賞できるギャラリーなどについて
原型を製作して、樹脂などで複製・量産の方法
造形のテクニック、異素材の上手な使い方など
細かい造形について
仕上げにむけてのレクチャー
ヤスリかけ～下地の制作、塗装について
立体作品の平面への展開方法（写真・印刷物）
展示方法、展示の際の梱包・運搬、保管方法について
まとめ①仕上げ
( 予備日 )
まとめ②合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

立体で作ることにより、絵では出来ない表現方法を模索して普段触れない素材も試すことが出来る。
造形することの楽しさ、実際に作ったものを並べて展示することの面白さを知ることが出来る。
実際に作った作品を写真に撮って、印刷物にする事の楽しさと重要性を得る事が出来る。

(1)
(2)
(3)

なかの　由峰
イラストレーション領域３年生

技法 C　立体イラストレーション（フィギュア・ドール制作）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習５

イラストレーションとは元々の「図版」の意味から、基本的には、オーダーによって絵を描き、最
終形態メディアにより複製されるものです。オーダーでなおかつ複数描くことにこそ、どう目的
を料理するかのアイデアの幅が求められます。また、サイズが決まっていて、効果を演出するか
らこそ「構図」が決まってきます。 この授業では、オーダーでイラストを描くことを前提としなが
ら、テーマに対して複数のアイデア出しをし、１枚ずつではなく、いつも仕上がりの全体（本や各
ページのレイアウト、組み作品など）を見すえながら、同クオリティで複数枚を制作することで、
自分の個性を生かすアイデアや画材やフィニッシュを模索し、「自分の作品」を積み、作者として
の幅を広げていきます。入稿原稿／入稿データとしての制作です。

いきなりアイデアは出ないので、ふだんから、興味があること、好きなものなどを
スクラップブックにしたり、メモっておく習慣をつけるとよい。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（基礎スキル＋内容／各自設定目的に応じた工夫など）

＊印刷製本方法は各自と打合せ ＊印刷／画材は各自（目的と予算に応じた印刷方法を
適時アドバイス） ＊授業WS中のシルクのデジタル製版費用とインクはクラス持ち

＊翌学期に最終課題の小さな展示会を考えています ＊受講にあたっての注意点：
アイデアは家で十分に考えてくること＝授業では、まず現時点でのアドバイスを受
ける準備をしてくるということ＝ミーティングや打合せの基本です

ガイダンスと小課題１
小課題２
版の考え方など印刷の基礎知識／２色のオーダー課題
２色の版下でシルクスクリーン実践WS（デジタル製版予定）
課題１（モノクロの小さなカット複数／テーマは選択）-１
課題１-２
課題１-３
課題２（カレンダー、絵本，短編などのイラスト複数）-１＊最終形態は印刷・出力された冊子
　　　　＝表紙やロゴ等デザインも必要（別途レクチャー）／ストーリーは作りません
課題２-２
課題２-３
課題２-４
課題２-５
課題２-６
課題２-７
課題２-８

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.

絵柄やタッチを統一して複数枚を仕上げる
複数アイデアを具体的に提案することができる
印刷入稿の基礎知識を身につける

(1)
(2)
(3)

MON
イラストレーション領域３年生

コンテンツ B　メディアイラスト／オーダーでイラストを描く
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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イラストレーション実習８

編集とは、複数の素材をどう見せるかの構造をデザインすることです。本に限らず、展示やイ
ベントにも応用される考えです。見た目のグラフィックデザインも、内容をどう見せたいかの
イメージがクリアにならないと良いデザインにはなりません。良いデザインとは「作品」ではな
く、目的を遂行すること。本を実際に作ってみて、自分にとってドキドキわくわくすること、好
きなこと、おもしろいと思うことなど、伝えたいことの「核」「種」を知るきっかけに触れ、それら
をもっとおもしろく見せるためのアイデアや可能性を考えます。

いきなりアイデアは出ないので、ふだんから、ちょっとでも興味のあること、気に
なることをメモったり、スクラップブックを作っておくとよい。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（基本スキル＆各自目標の到達度や工夫など）

＊WS 内デジタル製版とインクはクラス持ち ＊画材や手法は自由／データを作る
際のソフトも自由（目的を遂行するために実践的に使うことで覚えます） ＊印刷は
目的に応じて各自好きな方法（予算と目的に応じた印刷方法を適時アドバイス）

＊翌学期に最終制作本の小さな展示会を考えています ＊受講にあたっての注意点：
　アイデアは家で十分に考えてくること ＝ 授業では、まず現時　点でのアドバイ
　スを受ける準備をしてくるということ ＝ ミーティングや打合せの基本です

本のしくみについて（用語の解説など／いろいろな綴じかたの実践）
編集と予算や流通について（予算と流通／イベントなど／いろいろなZINEやアートブックの
実際を見る／ハード・ソフト両方の「素材」の考え方／本の可能性を模索する自由なアイデア出し）
印刷について（いろいろな印刷方法／版の考え方／入稿について／版の考え方＝２色の版下を作る）
２色のシルクスクリーン実習WS（デジタル製版予定）
かたち、内容、仕様も自由なZINE／アートブックを２種類作る-１※２種類のZINE
はシリーズである必要はない
ZINEを作るー２
ZINEを作るー３
ZINEを作るー４
ZINEを作るー５
ZINEを作る-６
ZINEを作る-７
ZINEを作る-８
ZINEを作る-９
ZINEを作る-１０
ZINEを作る-１１

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.

印刷の基礎知識、書籍の入稿と面つけスキルを身につける
基本的な台割りを書くことができる
自由な発想をかたちにする

(1)
(2)
(3)

MON
イラストレーション領域３年生

デザインB　エディトリアル＆ブックデザイン／ZINEやアートブックを作る
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習 7

アニメーションの背景や美術ボードなどをはじめ、挿絵、絵本、マンガなど、イラストレーション表現
において風景を描くスキルは大切です。この授業では、風景写生と演出空間の表現を学び、作品制作
に取り組みます。前半は、風景を【現場で実際に見て描く】ことを重視し、「風景を読み取る力」を養
います。最初に、15分程度で描く「風景速写」を習得し、理論と実践を通して構図や表現技法、光の
所作、空気感の表現などを学びます。屋外写生などは、主に授業以外での自主制作になります。授
業では描いてきた作品の講評を通して主題（主役）を明確に魅力的に表現する力を伸ばします。また、
写真等を活用して空間の演出方法を学びます。最終課題は、各自で企画を考えてテーマ制作をします。
例えば、カレンダーやポストカード原画、ガイドブックの挿絵、室内装飾のタブロー、アニメーショ
ンやゲームや映画のコンセプトアート、マンガや絵本の中での風景表現など、目的に応じて、メディ
ア・表現・絵柄・画材・技法（アナログ、デジタル、版表現など）・サイズ・枚数などを決めて、作品制
作に取り組みます。風景速写も含め最終課題までのトータルの提出枚数は、50枚以上とします。

・風景資料集を作成する。（制作に参考になる魅力的な風景画、風景写真、空間表現などの画像を集め、
ファイルする） ・風景スケッチは授業以外に自主制作が必須。毎週、目標を設定し、身近な日常
の景色にも美しさや魅力を発見する眼を養い、気負わずスケッチする習慣を身につけ、実践する。

授業態度30％ 課題作品70％（授業内容の理解に基づく課題作品の枚数とクオリティー、スキルの達成度）

・授業時にプリント等を配付します。ファイリングして整理すること。 
・課題作品制作のための画材や支持体および、学外実習交通費等は自己負担です。

・学外実習に最低２回を目安にできるだけ参加すること。 ・12月の公募風景展（ギャ
ラリーアートサイト）へ出品を目指します。（基本的に全員出品です）

ガイダンス　　風景速写入門
構図の基本 -絵画や写真における構図と主題の考察-／風景速写の相互鑑賞／写真模写
風景画の持つ要素と遠近法／屋外写生
空気遠近法 ・ 色彩研究　-光と空気感の表現-
風景速写の相互鑑賞／写真による構図と主題研究
写真による構図と主題研究　つづき／演出空間研究　-視点ポジションの演出-
8号風景画の構図チェック（スケッチ＋写真）／B2パネル用のスケッチセレクト
テーマ制作個別相談
まとめ１　　風景写生合評
テーマ制作１希望者面談＋制作
テーマ制作２希望者面談＋制作／演出空間研究 -光線設計-
テーマ制作３希望者面談＋制作
テーマ制作４希望者面談＋制作
テーマ制作５希望者面談＋制作
まとめ２　　テーマ制作合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

風景速写を含めて50枚以上を描く。
風景の魅力を感じ取り、主題を明確に表現することができる。
しっかりと風景と向き合い、光の移ろいや空気感を感じ、8号程度の風景画を仕上げる。
目的やテーマに応じて、メディア、絵柄、画材、技法などを選び、制作することができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

永江　弘之
イラストレーション領域３年生

描写 B　風景・空間表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習８

商品にイラスト表現を生かすことに取り組む。 ユーザーの動機や商品との出会い・使用
シーンなどを考え、ディフォルメや省略、カラートーン、デザイン的処理を考慮しながら、
絵的表現を軸にフォルム＋カラーで商品の魅力を醸成。 ＊狙いに合わせてモチーフの
ディテールを積み重ねる／要素をこしとり純化／要素を掛け合わせセットを組む等を試
み、明快で強い印象のフォルムを磨き出す。 ＊色の組み合わせで人に与える印象を左右
するカラートーンを考慮。 ＊多くの場合、確実に伝えるためには、絵と文字の組み合わせ
が不可欠だが、それらの造形的な補完関係や相乗効果を考える。 ＊連想を生み出す要
素を仕込み、群表現（シリーズ化）における説得力やオリジナリティーを模索。

＊絵が使われている商品は身の周りにあふれています。普段からそれらをよく観察し、この絵はなぜここにこういう風に使われているのか？その
意図を洞察し、自分ならどうするかを考える習慣をつけよう。 ＊同様に、モチーフに対しても、その魅力のエッセンスを観察し、派生するイメージ
につなげながら考えていくことも有効です。 ＊狙いを表現するためには、テーマや対象の性質・特徴を知り、アイデアを多数出しながら的確に
選択し、完成度を高めていくことが大切です。

授業態度：40% 課題作品：60%（作品の量と質）

＊参考書：「なるほどデザイン」筒井美希著　MdN社刊　￥2,000+税 （非常に良い本なので、購入することを薦めます。
文中にある「デザイン」という言葉を、全て「イラスト」に置き替えながら読んでいくと、とても参考になリます） ＊一部支給
材料もありますが、基本的に材料費は自己負担（1,000～3,000円程度）。レーザーカッターWSでは実費材料費が必要

＊合評は、評価の場ではありません。他者の成果を自分に引き寄せ、自分の持つものと掛け合わせ、次へのヒントを得る場所です。
どの作品でも課題範囲以外にプラスワン提案を加えることを奨めます。

［課題①］提示：「◯◯Shop」のための文字絵(プラスONE)／例：文字加飾、絵文字、象形文字など
［課題①］制作：「何の店か？どんな店か？」モチーフを考えフォルムを見つける／絵に意味を与える
［課題①］制作：省略やディフォルメを加え明快なフォルムを研ぎ出すように描く
［課題①］合評：フォルムと印象について考える→プラスONE提案（Shopカード、タグなど）
［課題②］提示：「季節の贈り物」のための連続パターン(プラスONE)／例：ラッピングペーパー、風呂敷など
［課題②］制作：「いつ？何を包む贈り物？」季節や目的に沿った構成要素（粒絵）を考え、カラートーンを生かし色彩計画（ラフ1）
［課題②］制作：粒絵の構成方法（方向性や密度感、絡み方、サイズ感など）などについて考える（ラフ2→フィニッシュワーク）
［課題③］提示：「シリーズ」ためのパッケージ(プラスONE)／例：プレッツェルのパッケージなど／アイデア
　　　　　　　ディスカス／［課題②］データ提出
［課題③］レーザーカッターのワークショップ
［課題②］合評：実際に「贈り物」をラッピングし、包装上の加飾効果も考えプレゼン→プラスONE提案
　　　　　　　（ディスプレイ演出効果など）
［課題③］制作：商品との接点をシーンで考え、印象の連鎖を広げ、テーマやモチーフを見つけ、シリーズ化につなげる（ラフ1）
［課題③］制作：空き箱に落書きをする感覚でラフを進める。ラフなペーパーワーク（1次試作）
［課題③］制作：外側（＋内面）全面を有効に使った面構成（展開）を考え、絵・文字・色の補完関係や造形的効果を仕込む（ラフ2）
［課題③］制作：展開図／面構成・レイヤ表現／フィニッシュワーク。ペーパーワーク（2次試作）
［課題③］合評：モノと絵と文字の関係を統合的に考える→プラスワン提案（店頭展示や販促物など）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

9.
10.

11.
12.
13.
14.
15.

人々とモノの関わり方をもとにコンセプトを考えることができる
省略やディフォルメを行い、シンプルでストレートなフォルムを作ることができる
カラートーンを理解し、目的に合わせて使いこなすことができる

(1)
(2)
(3)

田中真一郎
イラストレーション領域 3年生

デザインＡ　商品イラスト（フォルム＋カラー）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション実習７

2年生までは人体を中心に描いてきましたが、『美術解剖学応用』では、さらに詳しく人体
を知ること描くこと、そして動物、幻獣、メカへと応用範囲を広げていきます。写真や映像
だけでは動物などの構造を正確に把握することはできません。骨格標本などの資料を使
い、立体的な構造の把握をすることで、より応用範囲の広いスキルを身につけることがで
きるようになります。常に本物に触れる、良質な資料にあたる、それらを制作に活かすこと
ができるようになることが重要です。知識や経験を応用し、新たな生命を自分の世界の中
に創り上げることを目指します。

良質な資料にあたる。繰り返し資料を確認する。普段から人体や動物の構造や動きを、よ
く観察するように心がける。資料を整理し、いつでも参照できるようにしておく。

授業態度　50％ 
課題作品　50％ ※出席は原則として2／3 以上

目でみる筋力トレーニングの解剖学（推奨）、骨単（推奨）、肉単（推奨）、触って分かる美術解
剖学（推奨）、An Atlas of Animal Anatomy for Artsits（推奨） の他にプリントを配付
することがあります。画材は各自準備してもらいます。粘土等を使用することがあります。

Hiro 氏の美術解剖学応用の授業は 6 限～開講の予定です。

自分のイメージだけで動物を描いてみる
動物の骨格図、筋肉図を学ぶ
動物園で実際にスケッチをする
自分なりのタッチで学んだことを活用して動物を描く（課題 1）
Hiro 氏の美術解剖学応用　動きによって変化する筋肉のレリーフ 1
人体の骨格図、筋肉図をおさらい
Hiro 氏の美術解剖学応用　動きによって変化する筋肉のレリーフ 2
人体と他の生物をどう組み合わせるか 1
人体と他の生物をどう組み合わせるか 2
生物の仕組みをメカに応用する 1
生物の仕組みをメカに応用する 2
幻獣またはメカをデザインする 1
幻獣またはメカをデザインする 2
幻獣またはメカをデザインする 3（最終課題）
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

動きを伴う人体の美術解剖学を知ることができる。
人体以外の動物の構造を知ること、またそれらの動物の特徴を捉えられるようになることができる。
人体、動物の構造を立体的に把握することができる。
人体、動物の特徴をよく理解したうえでデフォルメすることができる。
人体と動物を組み合わせた幻獣、生物の構造を取り入れたメカなどを創造し、作品化することができる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

小田　隆
イラストレーション領域３年生

描写 A　美術解剖学応用　人体、動物、幻獣、メカ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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卒業研究 2

前期に引き続き専門教員のゼミに所属し、研究・制作テーマを自主的・自律的に深化
させます。 積み重ねてきた学びや研究・制作成果を発展させ、教員の指導のもと卒業
制作として制作・発表します。

制作はもちろん、個別面談のための準備を行うこと。

研究・制作態度　２０％、研究・制作のアプローチ４０％、
研究・制作の成果４０％を目安とし、ゼミごとの基準で評価します。

制作費・交通費自己負担。
その他ゼミごとに指示します。

授業以外でも重要な活動や連絡が多い。就職活動と両立し、計画的、積極的に行動す
ること。無断遅刻・無断欠席は厳禁。 提出物の期限等を厳守すること。

前期と同じゼミに所属し、教員の指導のもと、それぞれがテーマ策定～実制作
を行います。 個別面談が中心となりますが、ゼミによっては期中に発表活動が
設定されます。
制作、進行はそれぞれ異なるため、教員への「ホウレンソウ（報告・連絡・相談）」
が最も重要となり、毎週 1 回相当の状況報告が義務づけられます。  
制作した作品は卒業制作展にて発表を行います。  
詳細は、初回授業でゼミごとに連絡します。

1.

4 年間の集大成として、自身のテーマに沿った研究・制作に取り組み、成果を発表
することができる。
総合的な制作能力を持ち、スケジュールや予算管理ができる。
将来にわたって創作を続けていくための、自分に合った方法論を確立する。

(1)

(2)
(3)

イラストレーション領域４年生

卒業制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
小田 隆・岸田 保・田中 真一郎・永江 弘之・宝永 たかこ・まつむら まきお・Mon

卒業研究１

卒業研究はそれまでの実習・演習とは異なり、自分自身で「テーマの設定」「制作・発
表計画の立案」「実行と結果検証」を行います。 そのために、自分の傾向や関心、指向性
に応じたゼミに所属、ゼミごとに設定された実践的な授業計画に沿って、研究・制作・
発表活動を行います。

制作はもちろん、個別面談のための準備を行うこと。
具体的な準備はゼミごとに指示します。

研究・制作態度　２０％、　研究・制作のアプローチ４０％、
研究・制作の成果４０％を目安とし、ゼミごとの基準で評価します。

制作費・交通費自己負担。
その他ゼミごとに指示します。

授業以外でも重要な活動や連絡が多い。就職活動と両立し、計画的、積極的に行動すること。
無断遅刻・無断欠席は厳禁。 提出物の期限等を厳守すること。

１週目から15 週目まで、講義、個別指導、各自制作、ゼミ活動（広報・発表など）
により構成されるゼミごとのスケジュールで授業を進めていきます。  
各ゼミではそれぞれ、具体的な目標と機会が設定され、それに沿って、各自が
テーマ設定～計画～制作～発表を行います。  
詳細は、初回授業でゼミごとに連絡します。

1.

自身のテーマに沿った研究・制作・発表活動に取り組み、目標とする成果を達成する
ことができる。
企画、計画、制作、発表の総合力を磨くとともに、スケジュールや予算管理ができる。
将来にわたって創作を続けていくための、自分に合った方法論を確立する。

(1)

(2)
(3)

小田 隆・岸田 保・田中 真一郎・永江 弘之・宝永 たかこ・まつむら まきお・Mon
イラストレーション領域４年生

コンテンツ制作・発表（ゼミ）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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「描くこと」「つくること」「表現すること」を基本に、感性を通して自然の世界や日常生活の環境を見つめ、その中で豊かな想像力を育
み、自らのテーマ(目標)を設定し制作した作品を社会に向けて発信できる表現力を持つ人材を育成する。

美術領域

美術領域人材育成目標について

実習や演習を通して様々な「技法」「知識」「表現力」を高め、美術に必要な基礎技術を養い、美術概論や美術論では「なぜ作品を制作
するのか」「何を社会に伝えたいのか」など、美術とは何かを修得しながら考える力を培います。このような積み重ねが、卒業後のそれ
ぞれの就職先で幅広く生かされ多くの人材が活躍しています。

美術領域の特色・各課程での学びについて

基礎造形実習科目の学修目標は、一つには平面・立体表現の基礎を学び、そして日本画・洋画・現代アートのそれぞれの専門教育の
導入として専門分野の基礎を修得します。また、演習では現代の若手芸術家の活動や作品を通じて紹介しながら「描く」「つくる」「表
現する」行為について考察します。

専門導入課程（１年生）

演習科目において、様々な「技法」「素材」「表現方法」について知的に学び、さらに専門分野の表現の根幹となる「技術力」「造形力」そ
して「感性」を磨きます。実習課題は思考しながら自らの作品のテーマを定め、独創性ある表現方法を実践していきます。

専門基盤課程（２～３年生）

美術の表現者としての自覚と、人としての生き方を考え、専門分野の研究を更に広げ深めることを目標に、自らの研究試行の段階で指
導と助言を受けながら確固たるものにしていく手法を学びます。

専門研究課程（４年生）
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基礎造形実習１Ａ

基礎造形実習２Ａ

基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

基礎造形実習２Ｂ

基礎造形実習４Ｂ

基礎造形実習３C

基礎造形実習４C

基礎造形実習２D

基礎造形実習４D

基礎造形実習１E

美術基礎演習１
美術基礎演習２
美術演習１
美術演習３
美術演習２-a
美術演習４-a
美術演習５-a
美術演習６-a
美術演習７-a
美術演習８-a
美術実習1-a
美術実習2-a
美術実習3-a
美術実習4-a
美術実習5-a
美術実習6-a
美術実習7-a
美術実習8-a
美術演習２-b
美術演習４-b
美術演習５-b
美術演習６-b
美術演習７-b
美術演習８-b
美術実習1-b
美術実習2-b
美術実習3-b
美術実習4-b
美術実習5-b
美術実習6-b
美術実習7-b
美術実習8-b
美術演習２-c
美術演習４-c
美術演習５-c
美術演習６-c
美術演習７-c
美術演習８-c
美術実習1-c
美術実習2-c
美術実習3-c
美術実習4-c
美術実習5-c
美術実習6-c
美術実習7-c
美術実習8-c
卒業研究1
卒業研究2
美術概論
美術論1
美術論2
美術論3
美術論4

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
講義
講義
講義
講義
講義

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
○

＊学科共通科目
美術領域開講科目

＊学科共通科目
美術領域開講科目

＊学科共通科目
美術領域開講科目
＊学科共通科目
美術領域開講科目

領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
日本画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
洋画コース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目
現代アートコース科目

写真C（白スタジオ限定）ライセンス

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

4
6

芸術学科　美術領域　

専
門
導
入
科
目

専
門
基
盤
科
目

専
門
研
究
科
目
芸
術
応
用
科
目

領域の芸術応用科目
10単位修得すること

領域の専門研究科目
10単位修得すること

領域共通および
各コースの専門基盤科目
32単位を修得すること

領域の基礎演習を
４単位修得すること

基礎造形実習1～4　
計８単位を修得すること

単位数
必
修

受
講
指
定

選
択

開講期・年次
特記事項 受講方法取得可能ライセンスカリキュラム

授
業
形
態

1
年
2
年
3
年
4
年
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芸術学科　日本画コース　スタンダードカリキュラム

専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

基礎造形実習3C

基礎造形実習4C

基礎造形実習1A

基礎造形実習2A

卒業研究2卒業研究1

写生表現 静物表現

動物表現植物表現

日本・現代・美術Ⅱ古美術研究

3コースの基礎を
経験①
＊領域共通科目

3コースの基礎を
経験

日本・現代・美術Ⅰ

＊領域共通科目
  ＜地域貢献＞

絵画・平面表現の基礎

＊領域共通科目

彫刻・立体造形
の基礎
＊領域共通科目

美術入門

＊領域共通科目

美術基礎演習1 美術基礎演習2

美術実習1-a 美術実習3-a

美術実習2-a 美術実習4-a

美術演習1 美術演習3

人物表現 風景表現
美術実習5-a 美術実習7-a

美術実習6-a 美術実習8-a

美術演習７-a 美術演習８-a

コスチューム表現

材料研究Ⅰ　
歴史と技法

材料研究Ⅱ　
箔　絹に描く

各自のテーマ
による表現

日本画研究Ⅲ
絵具をつくる

日本画研究Ⅳ
現代

美術論1 美術論2
比較絵画論美術概論

美術概論
近代日本画作家研究　 近代以降の絵画と

視覚文化の研究

美術論3 美術論4
現代アート概論
「彫刻」を
キーワードに

美術演習２-a 美術演習４-a

日本画研究Ⅰ　
古典

日本画研究Ⅱ　
マテリアルを知る

美術演習５-a 美術演習６-a

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

＊領域共通科目
  ＜地域貢献＞ ＊領域共通科目

＊領域共通科目

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

領域授講推奨科目

・特別講義3
・現代美術論A
・現代美術論B
・絵画材料学

美
術
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目
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学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

美
術
領
域

専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

基礎造形実習3C

基礎造形実習4C

基礎造形実習1A

基礎造形実習2A

卒業研究2卒業研究1

油彩画専門基礎1 油彩画専門基礎3

油彩画専門基礎2

日本・現代・美術Ⅱ古美術研究

3コースの基礎を
経験①
＊領域共通科目

3コースの基礎を
経験

絵画・平面表現の基礎

＊領域共通科目

彫刻・立体造形
の基礎
＊領域共通科目

美術基礎演習1 美術基礎演習2

美術実習1-b 美術実習3-b

美術実習2-b 美術実習4-b

美術演習1 美術演習3

美術実習5-b 美術実習7-b

美術実習6-b 美術実習8-b

美術演習７-b 美術演習８-b

版画技法2
(リトグラフ・銅版画技法)

版画技法1
（シルクスクリーン）

ドローイング研究Ⅰ　 ドローイング研究Ⅱ　

自由制作2

方法論の展開 自由制作1

テーマの発見と
研究計画の立案

作家作品研究

美術演習２-b 美術演習４-b

油彩画技術と表現Ⅰ 油彩画技術と表現Ⅱ

美術演習５-b 美術演習６-b

3年 4年1年 2年
前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

＊領域共通科目
  ＜地域貢献＞

＊領域共通科目
  ＜地域貢献＞

日本・現代・美術Ⅰ

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

美術論1 美術論2
比較絵画論美術概論

美術概論
近代日本画作家研究　 近代以降の絵画と

視覚文化の研究

美術論3 美術論4
現代アート概論
「彫刻」を
キーワードに

美術入門

芸術学科　洋画コース　スタンダードカリキュラム

領域授講推奨科目

・特別講義3
・現代美術論A
・現代美術論B
・絵画材料学
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

基礎造形実習3C

基礎造形実習4C

基礎造形実習1A

基礎造形実習2A

卒業研究2卒業研究1

立体表現 素材研究

場と表現平面表現

日本・現代・美術Ⅱ古美術研究

3コースの基礎を
経験①
＊領域共通科目

3コースの基礎を
経験
 
＊領域共通科目

日本・現代・美術Ⅰ

＊領域共通科目
  ＜地域貢献＞

絵画・平面表現の基礎

＊領域共通科目

彫刻・立体造形
の基礎
＊領域共通科目

美術入門

＊領域共通科目

芸術学科　現代アートコース　スタンダードカリキュラム

美術基礎演習1 美術基礎演習2

美術実習1-c 美術実習3-c

美術実習2-c 美術実習4-c

美術演習1 美術演習3

美術実習5-c 美術実習7-c

美術実習6-c 美術実習8-c

美術演習７-c 美術演習８-c

展覧会の
広報メデイア制作

アーティスト研究 社会と表現

自由制作2

企画・制作・展示 自由制作1

ポートフォリオ
制作

身体表現

美術演習２-c 美術演習４-c

自己と表現 複合メディア実験
美術演習５-c 美術演習６-c

美術論1 美術論2
比較絵画論美術概論

美術概論
近代日本画作家研究　 近代以降の絵画と

視覚文化の研究

美術論3 美術論4
現代アート概論
「彫刻」を
キーワードに

＊領域共通科目
  ＜地域貢献＞ ＊領域共通科目

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

領域授講推奨科目

・特別講義3
・現代美術論A
・現代美術論B
・絵画材料学

美
術
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目



学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
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基礎造形実習 1A　

対象をしっかり見ることと描くことを通して、基礎的な描写力の向上と共に、自身
の世界に対する認識や理解を広げます。各課題では絵画の歴史を参照し、主題や表
現についての考察や、支持体と描画材料の関係を理解し、また写真による課題では、
独自の視点の発見を試みます。そして講評会により、お互いの個性や価値観を認め
ることや、客観的に自身の作品を見つめることで豊かな視点や感性を養います。

授業内で完成しなかった課題は、次回授業までに完成させること。
絵画作品や作家を調べたり、美術館やギャラリーで作品を見る機会を持つこと。

授業態度　60%（受講態度 30%、取組姿勢 30%）
課題作品　40%（課題作品評価、合評の参加態度）

必要に応じてプリントを配付する。

デッサン道具、クロッキー帳を初回授業までに用意しておくこと。

鏡の中の自分　（鉛筆描写 ）
鏡の中の自分　（完成）
自然物を描く　（観察、スケッチ）
自然物を描く　（水彩、完成）
風景を描く　（スケッチ　布貼り）
風景を描く　（下描きから絵の具による描写）
風景を描く　（絵の具による描写、完成）
合評会１
映像について　（カメラオブスキュラ制作）
映像を使った表現（計画、制作）
映像を使った表現（完成）
人物描写（クロッキー）
人物描写 
人物描写（完成）
まとめ　合評会２

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

描写力を養うことができる
色々な描画材料の特性を知ることができる
自身の視点を探る手掛かりになる

(1)
(2)
(3)

伊庭　靖子、中川　トラヲ
美術領域 1年生

絵画表現基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習２Ａ　

彫刻・立体造形の基礎を実践して、「つくること」から「表現すること」や「アートとして見ること」
の大切さを学び、表現者（アーティスト）としての資質を養います。課題１.「グロステッツ」（でっ
かい頭の被り物）は、張り子の技法を応用して外型取りの技法を修得するとともに、身近な素
材を使ってオリジナリティーのある被り物を制作します。また、自身の作品を被り、特定の場（学
内）で撮影して、ポートレート作品として発表します。課題２.「石膏像」の制作では、彫刻的な視
点から対象を観察して、素描・塑像・石膏取りに取り組みます。表現の基礎となる観察力を養う
とともに、粘土による原型制作から石膏取りを通じて内型取りの技法を修得します。

課題制作は、授業計画に沿って行程ごとに進めます。授業内で制作出来なかった場合は、自習時間を
使って積極的に制作に取り組み、次回の授業に臨んで下さい。また、各自の制作に必要な、道具や素
材、作業着（粘土や石膏など、汚れるので作業しやすい服装）など、事前に準備して臨んで下さい。

授業態度　30％（受講態度、取り組み姿勢） 作品評価　40％（課題作品評価）
合評　　　30％（合評での表現力、提案力）

テキスト：適宜配付します。参考図書：適宜紹介します。　材料費：基本的な道具や素材
は準備しています。それ以外に必要な道具や素材に関しては各自で用意して下さい。

初回授業は、造形ラボ B・鉄工ラボ B の、ライセンス講習を受講します。 クリエイティブ・サポート
活用ハンドブック、作業着（汚れても良い服）、作業靴（動きやすいもの）を必ず用意して下さい。

ガイダンス ／ ライセンス講習（造形ラボ B ・ 鉄工ラボ B）
課題 1．「グロステッツ」：イメージスケッチ
課題 1．「グロステッツ」：原型制作
課題 1．「グロステッツ」：紙片による張り込み
課題 1．「グロステッツ」：脱型、組み立てと修正
課題 1．「グロステッツ」：彩色と仕上げ
課題 1．「グロステッツ」：自作を被り特定の「場」（学内）で撮影
課題 1．「グロステッツ」：作品発表と講評会
課題２.「石膏像」: 対象を観察する（素描）
課題２.「石膏像」: 粘土原型制作　塑像（粗付け作業）
課題２.「石膏像」: 粘土原型制作　塑像（仕上げ作業）
課題２.「石膏像」: 切り金入れ　石膏説明　石膏型制作
課題２.「石膏像」: 粘土だし　石膏張り込み
課題２.「石膏像」: 石膏割り出し　仕上げ
課題２.「石膏像」: 作品発表と講評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自身のアイデアを表現に繋げる造形感覚を養うことができる。
素描や塑像を通じて、表現の基礎となる観察力を養うことができる。
外型取り（張り子の応用）と内型取り（石膏像の制作）の技法が修得できる。
造形ラボ B ・ 鉄工ラボ B のライセンスを取得できる。

(1)
(2)
(3)
(4)

宇野 君平、松村 晃泰
美術領域 1年生

彫刻・立体造形 基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習 3C　

洋画基礎（油彩入門）と現代アート基礎（立体表現入門）の課題を通じて、素材の特
性から美術の基礎を学びます。各課題では、それぞれの専門性に繋がる基本的な技
法を学び、表現を通じて素材の可能性を多角的に学びます。洋画基礎では、木炭や
コンテによる素描から油彩までの流れの中で、素材の特性を生かした表現を試しな
がら自分なりの対象の捉え方を探ります。現代アート基礎では、鉄という素材から、
その物質的な性質や基本的な加工技術を学ぶとともに、鉄というモノとの関わりを
考え、モノづくりの魅力から、モノで表現することの意味を考えます。

課題は授業時間外も積極的に進め、授業に関連する作家や作品は自主的に調べて授業に
臨むこと。

授業態度　30％（受講態度、取り組み姿勢）課題作品　40％（課題作品評価）
合評　　　30％（合評での表現力、提案力）

テキスト : 適宜配付　参考図書 : 適宜紹介
材料費 : 課題によって自己負担あり。画材を持っている学生は持参すること。

洋画基礎は、デッサン道具、クロッキー帳を初回授業までに用意しておくこと。現代
アート基礎は、制作の内容に応じて、fabco、鉄工ラボ、造形ラボ等の施設を利用す
る場合があります。時間外の制作では自主的に教室の使用許可を申請して活用して下
さい。また、作業内容に応じた服装（作業着等）を準備して安全に心掛けて下さい。

洋画基礎導入　
木炭による素描
素描完成
油彩制作導入
油彩制作　下地
油彩制作　描写１
油彩制作　描写２
油彩制作　描写３
油彩制作　描写４
洋画基礎合評
現代アート基礎導入
アイデアスケッチ・模型制作
実制作　溶接と溶断加工
実制作　仕上げと展示
現代アート基礎合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

美術における素材の可能性を多角的に学ぶことができる。
油彩の流れを段階を踏みながら学ぶことで、基本的な技法と特性を理解することができる
鉄を通じて、モノづくりの魅力や、モノで表現することの意味を学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

洋画基礎（小柳 裕・増田 佳江）、現代アート基礎（宇野 君平・国谷 隆）
美術領域 1年生

素材から美術の基礎を学ぶ　（油彩入門＋立体表現入門）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術基礎実習 4C　

現代アート基礎（現代アート入門）と日本画基礎（日本画入門）の課題を通じて、自
然をキーワードに美術の基礎を学びます。各課題では、それぞれの専門性に繋がる
基本的な技法や考え方を学び、表現を通じて美術と自然との多様な関わりを学びます。
現代アート基礎では、自然界における、物質・重力・時間・空間といった様々な要素
に注目して、身近な素材を使って様々な要素が関係する動く立体作品、又は動画作品
の制作に取り組み、現代アートの基礎となるモノの見方や考え方を学びます。
日本画基礎では、自然の写生から本画制作に至るプロセスを経験し、日本画材料の
特性とその扱い方を学び、日本画表現における自然の捉え方を学びます。

課題は授業時間外も積極的に進め、授業に関連する作家や作品は自主的に調べて授
業に臨むこと。

授業態度　30％（受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　40％（課題作品評価）
合評　　　30％（合評での表現力、提案力）

テキスト : 適宜配付　参考図書 : 適宜紹介
材料費 : 課題によって自己負担あり。画材を持っている学生は持参すること。

日本画基礎は、鉛筆デッサンの用意を持参すること。
現代アート基礎は、制作の内容に応じて、fabco、鉄工ラボ、造形ラボ等の施設を利
用する場合があります。時間外の制作では自主的に教室の使用許可を申請して活用し
て下さい。また、作業内容に応じた服装（作業着等）を準備して安全に心掛けて下さい。

現代アート基礎導入／課題説明：「物質・重力・時間・空間」をテーマに作品のアイデアを構想する
課題制作：素材集め・試作・実験
課題制作：本制作
課題制作：仕上げ
現代アート基礎合評　（作品のプレゼンテーションと実演）
日本画基礎導入／鉛筆写生１　
鉛筆写生２
水彩絵具による写生１
水彩絵具による写生２
日本画制作：日本画材の説明・水張り
日本画制作：胡粉の溶き方
日本画制作：水干絵具の使い方
日本画制作：水干絵具による彩色
日本画制作：仕上げ
日本画基礎合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自然をキーワードに、美術の基本的な技法や考え方を学ぶことができる。
現代アートの基礎となる、モノの見方や考え方を学ぶことができる。
写生から本画制作に至るプロセスを経験し、日本画材料の基本的な技法を学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

現代アート基礎（宇野 君平・国谷 隆）、日本画基礎（福田 浩之・井出本 貴子）
美術領域 1年生

美術基礎実習 4C
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術基礎演習１

近代の作家を西洋・東洋に関わらず取り上げ、その作品の表現と技法について研究
します。作家の個性的な生き方と作品内容、その時代における表現の意義を理解し
た上で実際に作家の技法を用いた課題作品を制作します。この体験を通じて作家の
思考をより深く理解し、個人の制作における表現の可能性を広げることができる。

授業内で紹介した作家や技法に対して、積極的に事前調査・研究し授業に臨んでく
ださい。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（完成度）

必要に応じて資料プリントを配付します。

積極的に授業参加すること。

オリエンテーション
第１課題　作家・技法紹介
技法研究 　色彩からイメージする
技法研究
第２課題　作家・技法紹介
技法研究 　コラージュで構成する
技法研究
第３課題　作家・技法紹介
技法研究 　素材からの立体表現
技法研究
第４課題　作家・技法紹介
技法研究 　東西遠近法と画面構成
技法研究
技法研究
まとめ（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作家の作品内容や表現と思考を深く理解することができる。
様々な技法を理解・修得することができる。
個人の制作における表現の可能性を広げることができる。

(1)
(2)
(3)

高田　学、馬場 晋作
美術領域１年生

美術入門
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 2-a

日本画を描く際に使用する様々な画材について実物を実際に見ながら一つ一つ詳し
く学びます。具体的には岩絵具、水干絵具、金属箔、和紙、筆、膠などです。また、
銀箔を和紙に押し、その上に日本画絵具類で描いてみます。以上の事により日本画
における画材の特徴を理解し表現方法を学習します。

普段から日本画材を使った作品の展覧会に足を運び、画材や技法に対する理解と興味
を深めておく。授業時に配付されたプリントは保管し制作時に照らし合わせて活用す
ること。授業内で進度が遅れている場合は、次回授業までに制作を進めておくこと。

授業態度　50％　（受講態度 30％、課題に対する取組姿勢 20％） 
課題作品　50％　（課題の完成度）

授業ごとにプリント配付。

積極的に授業に参加すること。

日本画における画材の歴史
絵の具（１）　水干絵具、胡粉、墨、水絵具
絵の具（２）　岩絵具
筆、刷毛
和紙
膠（にかわ）、ドーサ
和紙以外の基底材
本銀箔を押す（１）　箔をあかす　押す
本銀箔を押す（２）　補修　　　　ドーサ引き
本銀箔の画面に彩色する（１）
　　　　〃　　　　　　（２）
　　　　〃　　　　　　（３）
　　　　〃　　　　　　（４）
提出課題（作品を仕上げる）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本画における画材について学び、その特徴を詳しく理解できる。
日本画の代表的な画材による表現が実践できる。
日本画という概念を画材を通して学び実感できる。

(1)
(2)
(3)

高田　学
美術領域 2年生

材料研究 　歴史と技法
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術基礎演習 2

現在の美術には、旧来の絵画や彫刻など「もの」や「技」にくわえて、「プロセス」を重
要視するものがあります。本演習では、そのような動向から、「サイトスペシフィック・
アート」・「リレーショナル・アート」をテーマに、関連する作家の紹介や美術用語の解
説から見識を広げます。また演習課題では、デジタル一眼レフカメラの基本的な操作
方法を学びながら、写真を使って地域をリサーチしたり、グループワークでアイデアを
発表して、現在の美術の「見かた」や「考えかた」を考察します。

写真を使用したフィールドワークを行ないますので、プリンターで出力可能なカメラの準
備をしておいてください。授業内で完成しなかった課題につて、次回までに完成させて授
業に臨むようにしてください。その他授業で紹介された作品、作家について、調査、研究を
進めてください。

授業態度　50％（フィールドワーク・グループワークなどの参加姿勢）：50％ 
課題作品　30％（日常課題） 　レポート　20％

適宜レジュメを配付する。

特に無し

オリエンテーション　現在の美術について
デジタル一眼レフカメラの基本操作：構造と機能
デジタル一眼レフカメラの基本操作：撮影と効果
サイトスペシフィック・アート：パターン１（机の上）　課題説明　作家紹介
サイトスペシフィック・アート：パターン２（床／地面　グループワーク）
サイトスペシフィック・アート：パターン３（空中グループワーク）
サイトスペシフィック・アート：フィールドワーク 課題説明　作家紹介　パターン1 ～３発表・講評会
サイトスペシフィック・アート：フィールドワーク 実制作
サイトスペシフィック・アート：フィールドワーク 発表・講評会
リレーショナル・アート 1：行為と表現について　課題説明　実例とキーワード
リレーショナル・アート 2：行為の考案
リレーショナル・アート 3：行為の考案 実践準備
リレーショナル・アート 4：実践と検証
リレーショナル・アート 5：プレゼンテーション準備
リレーショナル・アート 6：プレゼンテーション・講評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

現在の美術の動向を知ることができる。
デジタル一眼レフカメラの基本的な操作方法を学ぶことができる。
「プロセス」を重要視する美術を提案することができる。

(1)
(2)
(3)

馬場 晋作 ・ 森 太三
美術領域 1年生

現代美術考察
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習１

寺社仏閣などの古美術を研究し、その歴史的な成り立ちや文化的な意味を理解すること
で、そのあり方が現代の私たちの社会や生活と密接に関わり影響していることを理解す
る。そして現代の美術もまた過去からの流れの中にあることを再認識し、自身の制作を考
える上でこれらの体験が生かされることを期待する。また現地を訪れる前に調査、研究す
ることで、現地での体験をより深く有意義なものにする。

神社、寺院の時代や歴史的な成り立ち、日本文化等について事前に各自調べておくこと。

授業態度　60％ 
レポート　40％

参考図書：日本美術史

現地調査の日は、後日連絡します。必ず出席すること。不定期のためスケジュール管理に
十分注意してください。

古美術研究の意義について
グループによる古美術調査研究１
グループによる古美術調査研究２
グループによる古美術調査研究３
古美術調査研究発表1
古美術調査研究発表2
古美術の現地調査研究1　
古美術の現地調査研究2
古美術の現地調査研究3
古美術の現地調査研究4
古美術の現地調査研究5
古美術の現地調査研究6
古美術の現地調査研究7
古美術の現地調査研究8
まとめ　事後学習　レポート提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

神社、寺院の成り立ちが理解できる。
仏像・障壁画・建築などの時代性を感じ取ることができる。
神社、寺院の自然空間での立地環境を学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

西久松吉雄、高田 学、伊庭 靖子、宇野 君平、馬場 晋作
美術領域 2年生

古美術研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術演習 2-c

この授業は、現代アート研究の第一歩です。 課題 1.「アーティスト研究」では、各自が
興味のある作家や作品を調査・研究して授業内でプレゼンテーションします。 課題 2.「自
己の表現」では、事例を起点に作家や作品を分析・実践することで考察を深め、「時間」・
「空間」・「光」をテーマに作品を構想してみます。 ２つの課題を通じて、「つくること」・
「見せること」・「見ること」とはどのような関係にあるのか、「現代アートとは何か」といっ
た問題を意識するとともに、自主的に現代アートを研究していく素地を養います。

各自のテーマに沿って、前回までの授業内で行った内容を復習し、必要な事項を調
べて授業に臨んでください。

授業態度　60％（受講態度、取り組み姿勢） 
課題作品　40％（プレゼンテーション・ポートフォリオ・課題作品で評価します。）

適宜、授業内で紹介します。

授業で行ったことを毎回記録してポートフォリオにまとめてください。 発表とディ
スカッションを中心とした対話型の授業なので、遅刻や欠席は厳禁です。

初回ガイダンス
課題 1.「アーティスト研究」：調査・発表・ディスカッション
課題 1.「アーティスト研究」：分析・発表・ディスカッション
課題 1.「アーティスト研究」：実践・発表・ディスカッション
課題 1.「アーティスト研究」：考察・発表・ディスカッション
課題 1.「アーティスト研究」：プレゼンテーション
課題 1.「アーティスト研究」：合評
課題 2.「自己の表現」：時間から構想する
課題 2.「自己の表現」：時間から表現する
課題 2.「自己の表現」：空間から構想する
課題 2.「自己の表現」：空間から表現する
課題 2.「自己の表現」：光から構想する
課題 2.「自己の表現」：光から表現する
課題 2.「自己の表現」：展示
課題 2.「自己の表現」：合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

現代アートの見識を広げることができる。
作家や作品を研究して、自己の表現に繋げることができる。
自主的に現代アートを研究することができる。

(1)
(2)
(3)

国谷 隆志
美術領域 2年生

現代アート研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 4-a

日本画の支持体として長い歴史をもつ絹本を用いて、植物をテーマに作品制作を行
う。木枠への張り方、ドーサの引き方など、絹本による作品制作における基礎的な
知識や扱い方を学ぶ。また、古典絵画の絹本作品における技法や表現方法を学習・
研究し、今日的絵画に活かせる表現方法や技法を探る。

制作の準備として、植物の写生をたくさん行っておくこと。
絹本による古典絵画作品や作家を調べ、興味を持って授業に臨むこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％　（課題作品の完成度）

特になし

作品制作の進行が遅れないように、植物写生は早めに行っておくこと。

オリエンテーション　絹本素材の特徴について
木枠に絹を張る
ドーサ引き　写生①
写生②
写生③
下絵を作る
墨による線描き（骨描き）　隈取り
胡粉を塗る
彩色をする①マスキング
彩色をする②広い面を塗る
彩色をする③
彩色をする④
彩色をする⑤
課題提出（作品を仕上げる）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

伝統的な支持体である絹本に描くことで、作品表現の幅を広げる事ができる。
絵絹を木枠に張り、ドーサなどの下準備をし、基底材として完成する技術を修得
する事ができる。
絹本における古典技法を学び、今日的な表現に繋げることができる。

(1)
(2)

(3)

高田　学
美術領域２年生

材料研究Ⅱ　箔　絹に描く
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 3　

美術の現場は、作家が作品を制作するだけでなく、評論家や学芸員など様々な専門
家の現場があります。本演習ではこのような美術関係者（作家、評論家、学芸員、ギャ
ラリスト、コレクター、美術ライターなど）の講演会や美術の現場（アートイベン
ト、作家のアトリエ、展覧会など）の見学を通して、日本の現代の美術を調査・研
究します。また、各自の制作・研究とも向き合いながら今日の美術の状況を考察し
て、美術に携わるものとしてのモチベーションを高めます。

授業に関連するテーマや講演者については、事前に調べて予習しておくこと。
講演会や学外見学の後には、復習としてそれぞれにレポートを提出すること。
（１０００字程度）

授業態度　４０％（受講態度、取り組み姿勢）
レポート　６０％（観察力、考察力）

テキスト・参考図書は適宜紹介します。
学外見学は交通費が必要になります。（京都市内）

この授業は、講演会や学外見学など開講日時が変則的になります。詳細な日程は初
回ガイダンスでお知らせしますので、スケジュールを確認して授業に臨んで下さい。

ガイダンス
研究１：講 演 会（担当：宇野君平）
研究１：講 演 会（担当：宇野君平）
研究１：まとめ・レポート提出（担当：宇野君平）
研究２：講 演 会（担当：馬場晋作）
研究２：講 演 会（担当：馬場晋作）
研究２：まとめ・レポート提出（担当：馬場晋作）
研究３：講 演 会（担当：高田学）
研究３：講 演 会（担当：高田学）
研究３：まとめ・レポート提出（担当：高田学）
研究４：講 演 会（担当：伊庭靖子）
研究４：講 演 会（担当：伊庭靖子）
研究４：まとめ・レポート提出（担当：伊庭靖子）
研究５：学外見学（担当：宇野君平・馬場晋作・高田学・伊庭靖子）
研究５：学外見学／まとめ・レポート提出　（担当：宇野君平・馬場晋作・高田学・伊庭靖子）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

美術を中心とした様々な現場から、自身の見識を深めることができる。
表現分野の壁を越えて、自己の制作研究を考えることができる。
美術に携わる者としてのモチベーションを高めることができる。

(1)
(2)
(3)

宇野君平・馬場晋作・高田学・伊庭靖子
美術領域 2年生

美術の現場を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 2-b

「ドローイング研究」では、線だけで描く描線や絵画の下絵ではなく、それ自体が
独立した絵画や作品として成立できるだけの視覚的な物質性やテーマ性をいかに獲
得できるかを研究します。授業では、人体表現の現在について考察し、ドローイン
グによる効果や面白さを発見します。また、支持体や素材、技法などから偶然に生
まれる効果や身体表現の研究によって描くことの意味を考え、幅広く能力を伸ばす
ことを目指します。

毎回描いた作品を保管し、それぞれが目的にあわせて自由制作につなげてゆく。

授業態度　５０％（出席状況など） 
課題評価　５０％

適時、資料を配付。
制作に必要な素材や画材は各自で準備すること。

時間内に制作して、まとめのところで講評をおこなう。
無断欠席がないように心がけましょう。

ドローイングについて様々な作品を紹介。　人体表現の現在について
人体ドローイング　点と線による表現　
人体ドローイング　面による表現
人体ドローイング　他素材による表現
まとめ　絵画表現を構成する基礎的な要素について
支持体と素材　モノクローム①
支持体と素材　モノクローム②
偶然と発見　色彩①
偶然と発見　色彩②
まとめ　ドローイングの多様な表現について
身体表現①
身体表現②
身体表現③
ドローイングの見せ方
まとめ ( 合評 )

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ドローイングの歴史について学び、幅広い表現と可能性を知ることができる。
表現方法の幅が広がり、制作の過程での発想を柔軟にすることができる。
今日的な解釈や発想からも試みることで独自な表現の面白さを発見することができる。

(1)
(2)
(3)

長尾　浩幸
美術領域 2年

ドローイング研究 1
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術演習 5-a

主に明治時代以前の日本絵画の表現と技法を研究する。 特に日本の歴史の中で
成立した、さまざまな表現技法は、画材と共に受け継がれている。それぞれの時代
に描かれた絵画の表現と技法の必然性を読み解く。

古典絵画における表現を鑑賞しておく。

授業態度　50％　（制作態度） 
課題作品　50％

適宜レジメを配付する。

特になし。

古典絵画の表現方法についての説明
現状模写についての説明
模写の手本を探す
ドウサ引き、巻芯作製等、模写の準備
墨による骨描き１
　　〃　　　   ２
墨による隈取り
彩色をする１
　　〃　　２
　　〃　　３
　　〃　　４
　　〃　　５
　　〃　　６
まとめ①　課題提出
まとめ②　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

現状模写の上げ写し技法を理解し実践できる。
古典絵画の模写を通じ紙本における古典技法を修得し実践できる。
紙本における古典技法を学び今日的な表現に繋げることができる。

(1)
(2)
(3)

林　孝二
美術領域 2年生

日本画研究 　古典
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 5-b

美術実習１-b、２-b における課題制作のために必要な知識や技術を学ぶためのガ
イダンス的授業。スライドレクチャーや講義を交え、西洋絵画の成り立ちや歴史を
考察しながら進める。絵画を成り立たせている様々な要素、例えば溶剤、画地、色
材などについてそれぞれ理解を深める。テンペラや初歩的な油彩画について画材の
取り扱いや技法を学ぶ。

あらかじめ提示した事柄の準備と予習をすること。授業で行った内容を授業終了後
に反復練習・確認・自主研究すること。この授業において認識した事柄を美術実習
１-b、２-b の実制作において反映すること。

授業態度　50％ （受講態度、取り組み姿勢）  
課題作品　50％ （発表内容）

プリントを随時配付する。

この授業は美術実習１-b、２-b と連動しています。この授業を履修する者は必ず
美術実習１-b、２-b も履修してください。

卵黄テンペラによる板絵制作　スライドレクチャー
テンペラ画のプロセスについて
絵画の３要素について
西洋古典絵画について
人物表現とクロッキーについて　スライドレクチャー
人物のプロポーションと動静（ムーヴマン）について
支持体について
油彩の地塗りと絵具層について
筆、油、パレットなどについて
油彩画における人物表現について 　スライドレクチャー
油彩画における人物表現について 　スライドレクチャー
視聴覚資料（ＤＶＤ）鑑賞
人物表現について 　個人発表
人物表現について 　個人発表
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

テンペラ画と油彩画の素材・技術・歴史的背景に関する知識を身につけることができる。
油彩画の基本的技術を学ぶことができる。
油彩画の道具の基本的取り扱いができる。

(1)
(2)
(3)

小柳　裕
美術領域 2年生

油彩画技術と表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 4-c　

ハイコンテクストなポストモダニズム以降のアートは、我々の多様な社会と時代を
色濃く映し出しています。本授業では、モダニズムからポストモダニズムに変遷す
る芸術の動向から社会を捉え直し、拡張し続ける現代の「アート」を読み解くため
のヒントを探ります。また現在進行しているアートの方法論を考察することによっ
て、自らの表現方法とそれらを同一平面上に接続する見かたを学びます。

研究発表の回では参考図書内から議題テーマを要約し、発表してもらいます。
参考図書を準備し、自主的に研究を行って下さい。

授業態度　３０％（受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　３０％（提出物、制作物）
合評　　　４０％（ディスカッション、研究発表の内容）

「アート : “芸術” が終わった後の “ アート” ( カルチャー・スタディーズ ) 」松井 みどり著
／朝日出版社（必須）
その他プリントを随時配付する。

研究発表およびディスカッションでの積極的な授業参加を期待します。

ガイダンス　モダニズムとポストモダニズムについて
モダニズムとモダニズムアート：垂直的な思考・モダニズム批評の紹介
モダニズムからポストモダニズム：水平あるいはリゾーム的な思考・ポストモダニズム批評の紹介
テーマ研究発表：セクシャリティ／フェミニズム／トランスジェンダー
テーマ研究発表：サイトスペシフィック／アプロプリエーション／シミュレーショニズム
ディスカッション①：芸術におけるオリジナリティについて
日常とリアル：おぞましい身体／文化多元主義／脱植民主義
作家研究発表①
作家研究発表②
作家研究発表③
ディスカッション②：表現の多様性と美術の条件
関係性の表現：リレーショナルアート・作家と批評
関係性の芸術：敵対概念・ソーシャリーエンゲージドアート
ディスカッション③：各自の主題と表現について
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

多様性を持った社会と芸術の関係性を能動的に捉えることができる。
ポストモダニズムの芸術的特徴について考察し、自らの表現に反映させることができる。
表現の方法及び内容について、関連資料を検索し、自身の言葉で語ることができる。

(1)
(2)
(3)

馬場　晋作
美術領域 2年生

現代社会と表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 4-b

「ドローイング研究」では、線だけで描く描線や絵画の下絵ではなく、それ自体が
独立した絵画や作品として成立できるだけの視覚的な物質性やテーマ性をいかに獲
得できるかを研究します。授業では、映像をまじえたレクチャーによって、古今東
西のドローイングを紹介し、自らも絵画表現のもつ即興性や自由さと面白さを体験
します。また、ドローイングによる表現の可能性を学び、課題によってさまざまな
素材や技法を試みて自由制作につなげます。

毎回描いた作品を保管し、それぞれが目的にあわせて自由制作につなげてゆく。

授業態度　５０％（出席状況など） 
課題作品　５０％

適時、資料を配付。制作に必要な素材や画材は各自で準備すること。

時間内に制作して、まとめのところで講評をおこなう。
無断欠席がないように心がけましょう。

ドローイングについて様々な作品を紹介。効果的な素材や支持体、画材を説明
レコーディング &ドローイング　点と線による表現　
色面による表現
ものとかたち
まとめ　ビジュアル・インフォメーションについて
菓子箱ドローイング①　
菓子箱ドローイング②　
フィンガードローイング①
フィンガードローイング②
過去帳ドローイング①
過去帳ドローイング②
画像と文字と言葉によるドローイング①
画像と文字と言葉によるドローイング②
ドローイングの見せ方について
まとめ ( 合評 )

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

素材や画材、技法を研究して多様な絵画表現を身につけることができる。
今日的な解釈や発想からも試みることで独自な表現の面白さを発見することができる。
絵画や作品として視覚的な物質性やテーマ性を獲得できる。

(1)
(2)
(3)

長尾　浩幸
美術領域 2年生

ドローイング研究Ⅱ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術演習 6-a

様々な基底材（和紙・布・板）に日本画材料（膠・墨・箔・岩絵具・水干絵具）を
使用して表現研究を行います。各々の自由な感性で日本画材料と向き合い、独自の
表現技法を模索します。板と布に各自の表現の工夫を加えて作品をつくり、技法と
表現の魅力についてディスカッション形式で合評します。作品の大きさは各４号程
度。

古典絵画を参考に、基底材について常に興味関心を持ち、調べておく。

授業態度　50％　（制作態度） 
課題作品　50％

必要な時は、資料を用意します。

特になし。

基底材の説明
板に描く　ドウサ引き
　〃　　　下絵
　〃　　　下地づくり
　〃　　　着彩
　〃　　　表現工夫
　〃　　　完成
布に描く　布張り、ドウサ引き
　〃　　　下絵
　〃　　　下地づくり
　〃　　　着彩
　〃　　　表現工夫
　〃　　　完成
まとめ①　課題提出
まとめ②　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本画材料についてより深く理解できる。
自由な感性で技法研究することで表現の幅を広げることができる。
基底材と描く材料の相性や表現の可能性について考察できる。

(1)
(2)
(3)

林　孝二
美術領域 2年生

日本画研究Ⅱ　マテリアルを知る
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 5-c　

本演習は、「自己の表現とは何か」という根源的な問いと向き合う授業です。課題
1.「マイ・フェイバリット」では、現代アートに限らず最も興味のある事柄を選び、
その魅力を伝えるプレゼンテーションを行います。課題 2.「自分にしかできない
こと」では「言葉」「物」「日常」をテーマに自己の表現を模索します。毎回、ワー
クショップやディスカッションを通じて自己の表現の根源を探求します。

ディスカッションやプレゼンテーションに備えて、事前準備を怠らないようにして
下さい。

授業態度　60％（受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　40％（プレゼンテーション・ポートフォリオ・課題作品で評価します。）

必適宜、授業内で紹介します。

授業で行ったことを毎回記録してポートフォリオに纏めて下さい。
発表とディスカッションを中心とした対話型の授業なので遅刻や欠席は厳禁です。

ガイダンス
課題 1.「マイ・フェイバリット」：過去についてディスカッションする
課題 1.「マイ・フェイバリット」：現在についてディスカッションする
課題 1.「マイ・フェイバリット」：未来についてディスカッションする
課題 1.「マイ・フェイバリット」：興味の根源を考察する
課題 1.「マイ・フェイバリット」：プレゼンテーションの準備
課題 1.「マイ・フェイバリット」：プレゼンテーション・合評１
課題 2.「自分にしかできないこと」：言葉から構想する
課題 2.「自分にしかできないこと」：言葉から表現する
課題 2.「自分にしかできないこと」：物から構想する
課題 2.「自分にしかできないこと」：物から表現する
課題 2.「自分にしかできないこと」：日常から構想する
課題 2.「自分にしかできないこと」：日常から表現する
課題 2.「自分にしかできないこと」：展示準備
課題 2.「自分にしかできないこと」：展示・発表・合評２

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日常の様々な出来事から、自己の表現を構想する方法を学ぶことができる。
自己の表現について自らの言葉で語ることができるようになる。
自己の表現の根源を探求することができる。

(1)
(2)
(3)

宇野 君平
美術領域２年生

自己と表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 6-b　

美術実習３ー b における課題制作のために必要な知識や技術を学ぶためのガイダンス的
授業。スライドレクチャーや講義を交え、西洋絵画の成り立ちや歴史を考察しながら進
める。絵画を成り立たせている様々な要素、例えば溶剤、画地、色材など洋画材料の取
り扱いについて理解を深める。グリザイユ技法やラズール技法、カマイユ技法など古典
技法と主題の関係を考察し、現代的な技法と主題の関係について考えるきっかけとする。

あらかじめ提示した事柄の準備と予習をすること。授業で行った内容を授業終了後
に反復練習・確認・自主研究すること。この授業において認識した事柄を美術実習
3-b の実制作において反映すること。

授業態度　５０％（受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　５０％（提出物、制作物）

プリントを随時配付する。

この授業は美術実習 3-b と連動しています。
この授業を履修する者は必ず美術実習 3-b も履修してください。

構図における基礎知識
グリザイユ技法の歴史的解釈と技法の実際について　スライドレクチャー
明度設計の考え方　明暗の流れ
媒剤研究 ①　油絵の具の組成、ダンマルワニスの作成方法
媒剤研究 ②　描画オイルの調合、ラズール技法の実際
下地 研 究 ①　油彩画の下地処理について、半吸収性下地における下膠
下地 研 究 ②　半吸収性下地（エマルション地）地塗り
下地 研 究 ③　半吸収性下地（エマルション地）仕上げ
絵画の目的と技法について　スライドレクチャー「大切な記憶を描く」
主題と技法① スライドレクチャー
主題と技法② 現代の絵画、写真・デジタル機器の活用、転写
カマイユ技法による発色法について
主題と技法③ 支持体・技法の自主研究
主題と技法④ 支持体・技法の自主研究、言語化とプレゼンテーションの準備
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

油彩画の組成技術に関する知識を身につけることができる。
油彩画の専門基礎的な技術を使うことができる。
油彩画の技法と主題との関係を考察し、研究することができる。

(1)
(2)
(3)

馬場　晋作
美術領域 2年生

油彩画技術と表現Ⅱ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美 術 演 習 6 - c　

現代アートは、絵画や彫刻といった伝統的な表現を基軸とする一方で、メディア・
アートなど、テクノロジーの発展と共に、常に新たな表現を獲得し続けています。
この授業では、メディアやテクノロジーの発展とアートの関係を積極的に捉え、実
験や体験を通じて、その影響関係や新たな可能性を模索します。

作品情報の発信手段としての映像メディアと、表現手法としての映像メディアにつ
いて、既出例を積極的に検証すること。

授業態度　２５％（受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　７５％（課題作品 50% 技術修得評価 25%）

適宜、授業内で紹介します。

特になし。

オリエンテーション　モノがみえるという事と、動いてみえるイメージ
時間を切り取るメディア「写真」、時間を持つメディア「映像」
記録と表現 1　「写真」の撮影と編集
記録と表現 2　「映像」の撮影と編集 1
記録と表現 3　「映像」の撮影と編集 2
グラフィックデザインと映像 1　モーショングラフィックス
グラフィックデザインと映像 2　デジタルサイネージ
素材としてのアニメーション 1　静から動へ
素材としてのアニメーション 2　アイキャッチとしての要素
音と映像の関係 1　効果音、BGMについて
音と映像の関係 2　ビジュアルミュージック、サウンドビジョナリーについて
映像メディアを取り入れた表現 1　視聴環境の考察
映像メディアを取り入れた表現 2　投影と反射
映像メディアを取り入れた表現 3　光と音としての映像による空間表現
成果合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

映像メディアを取り扱うスキルを習得することができる。
表現のためにこれらのメディアを取り入れ、活用する能力を身につける事ができる。

(1)
(2)

谷口 正博
美術領域 2年生

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術演習 7-a

自然界にある鉱物や身近にある石から、岩絵具を作り、その絵具の持つ力を引き出
す表現を探ります。また、和紙の浸み込みやにじむなどの特長を活かした表現の見
本作りもします。そして、作り出した岩絵具と墨、胡粉を使用して 4 号 f の大きさ
に素材表現の可能性を深めます。モチーフは、いろいろな「顔」を想定して表現し
ます。

作品鑑賞時に素材や技法について注視しておくこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％　（岩絵具作り、和紙と岩絵具による表現見本作り、顔作品）

授業で使用する資料は用意します。

岩絵具づくりにマスクを用意してください。

岩絵具についての説明と素材表現の説明
岩絵具づくり　天然緑青づくり
岩絵具づくり　素材探し
岩絵具づくり　数種の絵具づくり
和紙による表現　もみ紙など
和紙による表現　墨の表現
岩絵具による表現　マチエールづくり
岩絵具による表現　箔とマチエールづくり
「顔」の小下絵と草稿
本紙制作　墨と胡粉
本紙制作　作製した絵具使用
本紙制作　創意工夫
本紙制作　展開
和紙と岩絵具による表現と「顔」制作の提出
和紙と岩絵具による表現と「顔」制作の講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

岩絵具について学び、岩絵具をつくることができる。
和紙について学び、その特長を知ることができる。
素材によるいろいろな表現方法を考えることができる。

(1)
(2)
(3)

西久松　吉雄
美術領域 3年生

日本画研究Ⅲ　絵具をつくる
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 7-b

受講生が自身の研究テーマや研究手法、計画について主体的に考えるゼミ形式の授
業です。研究とはどのような行為なのかを理解し、造形・制作をめぐる様々な要素
について分析的に考察していく中で、自分の研究テーマを見つけてください。授業
の成果として研究計画案をまとめた口頭発表とポートフォリオ制作を課します。こ
のゼミでの一連の経験を、後期の進級制作のコンセプトメイクに繋げましょう。

自分がどのようなテーマに興味があるか、興味が持てるか事前に考えておくこと。
シラバスの内容を確認のうえ、研究対象や関連対象の事前調査を行い、計画立案に
必要な資料整理を行い授業に望むこと。

授業態度５０％（ポートフォリオ整理を含む）
合評　　５０％（発表内容）

プリントを随時配付する。

スケジュールを厳守し、事前準備を怠らないように。

オリエンテーション1：研究とは何か
オリエンテーション2：研究の例
演習１：＜研究対象／関連対象＞評価する物事を取り上げ、その理由を説明する①
演習１：＜研究対象／関連対象＞評価する物事を取り上げ、その理由を説明する②
演習１：＜研究対象／関連対象＞評価する物事を取り上げ、その理由を説明する③
演習２：＜造形のプロセス＞自らの制作プロセスを分析する
演習３：＜構想とプランニング＞ファクター分析（ワークショップ形式）
演習３：＜構想とプランニング＞ファクター分析（個別研究対象のファクター分析）
研究計画の立案　チュートリアル１（研究計画書のチェック）
研究計画の立案　チュートリアル２（研究計画書のチェック・発表準備）
演習４：口頭発表とディスカッション１
演習４：口頭発表とディスカッション２
演習４：口頭発表とディスカッション３
演習４：口頭発表とディスカッション４
まとめ①（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自らの研究に必要な情報を手に入れることができる。
自らの研究テーマと、過去の研究と関係づけることができる。
自分の研究テーマに新規性や独自性を持たせることができる。
自らの研究テーマを要約し、発表することができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

安河内 宏法
美術領域３年生

テーマの発見と研究計画の立案
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 8-a

主に明治時代以降の日本絵画の表現と技法を研究する。明治以降西欧美術の流入は、
日本画表現にとって、大きな転換期となった。伝統と革新の間で多くの画家達は新
たな表現を模索してきた。明治から現代までの日本画家に焦点をあて、その作家研
究を行う。

明治時代以降から現代までの日本画家について、
展覧会の機会があれば鑑賞しておくこと。資料作成と研究発表の準備をすること。

授業態度　60％ 
課題作品　40％ （研究発表のスピーチ）

必要に応じて配付します。

美術論１の講義内容も参考にしてください。

作家研究の説明
作家研究①　図書館にて作家選定
作家研究②
中間発表　作家決定後の調査方法
作家研究③
作家研究④
作家研究⑤
作家研究⑥
中間発表　研究調査報告
作家研究⑦
研究発表１　資料またはデータによる発表
研究発表２　資料またはデータによる発表
研究発表３　資料またはデータによる発表
研究発表４　資料またはデータによる発表
まとめ　資料提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

明治以降の日本絵画の流れを知ることができる。
西洋美術の影響を知ることができる。
画家の生活や作家活動が理解できる。

(1)
(2)
(3)

西久松　吉雄
美術領域３年生

日本画研究Ⅳ　作家研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美 術 演 習 7 - c　

現代アートでは、自身の制作・研究を提案・発信・発表するために、企画書・ポー
トフォリオ・論文など、文章表現や画像や映像を撮影・編集するスキルも求め
られます。この授業では、実際にクリエイティブソフトの Adobe illustrator ・
Photoshop などを活用して、自身のポートフォリオや展覧会ポスターなどの実制
作から、様々なメディアを使った情報公開に関しての基礎知識を学びます。

既存の作品図録、冊子の観察と検証を行ってください。

授業態度　２５％（受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　７５％（課題作品 50% 技術修得評価 25%）

適宜、授業内で紹介します。

特になし。

オリエンテーション　デザイン要素と考え方の基本
伝え方と伝わり方　必要な知識と技術　鑑賞者の視点
話すこと、書くこと 　言語表現とタイポグラフィ
情報編集1　表現媒体について
情報編集 2　アプリケーションスキル
情報編集 3　情報編集の準備　情報の収集
情報編集 4　情報編集の準備　情報の編集
印刷データの作成　DM ～A4サイズ
印刷データの作成　ポスターサイズ
インターネット広報について1　FaceBook の活用　、アクセス、リーチ率集計
ポートフォリオの制作 1　作品集としての「本」
ポートフォリオの制作 2　ポートフォリオ製本冊子制作
ポートフォリオの制作 3　ポートフォリオ製本冊子制作
ポートフォリオの制作 4　WEB ポートフォリオへの展開
成果合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

記録写真、映像素材を適正に補正修正するスキルを習得することができる。
記録写真、映像素材を活用し、プロモーションに必要なツールを作成する事が
できる。

(1)
(2)

谷口 正博
美術領域 3年生

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術演習 8-b

フレスコ技法は、もっとも古い歴史のある絵画技法で、砂や石灰、顔料、水などの
シンプルな自然素材を用いた古典技法です。ワークショップ形式を中心としたフレ
スコ技法による作品制作を体験することで、絵画の起原である技法と素材に触れる
と共に、現代を生きる自らの作品制作を考え、創造的な表現の能力を伸ばすことに
繋がります。

・フレスコ技法を使用している作家を調べておくこと ・参考図書を調べておくこと

授業態度　50％（受講態度30％・取り組み姿勢20％） 
課題作品　30％ 　レポート　20％（授業内レポート） 
※出席状況の如何にかかわらず、課題作品・授業内レポート未提出の場合、不可とする。

参考図書 『フレスコ画への招待』大野彩著　岩波書店

後期土曜日不定期開講の授業なので、初回ガイダンス時に配付するスケジュールを
確認すること。 初回授業の日程は決まり次第連絡します。

ガイダンス　授業の概要と進行計画や評価方法についての説明
ブオンフレスコ技法（基本の湿式法）①
ブオンフレスコ技法②
ブオンフレスコ技法③
ブオンフレスコ技法④
ブオンフレスコ技法⑤
ストラッポ技法（フレスコの応用技法）①
ストラッポ技法②
ストラッポ技法③
ストラッポ技法④
ストラッポ技法⑤
ストラッポ技法⑥
ストラッポ技法⑦
ストラッポ技法⑧
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

フレスコ技法の基本的な技術や素材を知ることができる。
フレスコ技法の制作方法を体験できる。
(1)(2) を踏まえ、自分の作品制作と関連付けて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

松本　和子
美術領域３年生

絵画の起原、フレスコ技法を体験する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 1-a

前期授業のうち前半は自然の中にある植物の写生を徹底して行います。特に樹木と
地面（草木）の関わりを観察することから始めます。また前期の後半では、完成し
た写生をもとに 30 号～ 50 号の作品を制作します。ここでは、材料のあつかいや
制作の手順を確認しながら、日本画制作の基礎を学びます。

画家の写生やデッサンを図書で見た上で授業に臨むこと。

授業態度　50％（写生期間の根気と熱意） 
課題作品　50％（写生と制作）

特になし

屋外写生期間の雨天日の内容は随時連絡します。

樹木と地面の屋外写生　　写生の仕方説明
　　　　〃　　　　　　　描画材料の説明
　　　　〃　　　　　　　観察
　　　　〃　　　　　　　線と面
　　　　〃　　　　　　　仕上げ
植物制作（樹木と地面）　草稿
パネル作り、ドウサ引き、水張り
本紙制作　転写
　〃　　　骨描き
　〃　　　下地塗り
　〃　　　着彩
　〃　　　描写
　〃　　　仕上げ
植物制作作品提出
植物制作作品合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

的確な自然物の写生が出来る。
観察力と描写力を養うことが出来る。
写生から制作への手順が理解出来る。

(1)
(2)
(3)

林　孝二
美術領域 2年生

写生表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 1-b

西洋絵画の専門的な基礎を高めることがねらいである。第１課題では、古典絵画（卵
黄テンペラによる板絵）を制作する。油彩画の前身であるテンペラを経験すること
で、絵画のメチエについて、またタブローとは何かを考察する機会を持つ。第２、
３課題では人物画の制作をする。油彩画の基礎を学びながら人物画について研究す
る。

総ての課題において、毎週２時間以上の自習の制作を行うこと。
人物油彩画に関しては、モデルがいない時でも描画できるように、クロッキーやデッ
サンをしっかり準備しておくこと。

授業態度　５０％ ( 受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　５０％（提出物・提出作品）

プリントを随時配付する。

古典技法は手順が大切です。遅刻欠席は厳禁。美術実習１-b と２-b は共通課題で
すので注意してください。美術実習１-b と２-b を履修する者は必ず美術演習５-
b も履修してください。

第１課題　卵黄テンペラによる板絵１　基底材作り
第１課題　卵黄テンペラによる板絵２　描画（アンダーペインティング）
第１課題　卵黄テンペラによる板絵３　描画（オーバーペインティング）
第１課題　卵黄テンペラによる板絵４　描画（オーバーペインティング）
第２課題　人物油彩画（ヌード）１　レクチャー　制作準備
第２課題　人物油彩画（ヌード）２　描画
第２課題　人物油彩画（ヌード）３　描画
第２課題　人物油彩画（ヌード）４　描画
第２課題　人物油彩画（ヌード）５　描画
中間合評　第１課題　第２課題
第３課題　人物油彩画（着衣群像）１ クロッキー ポーズ決め デッサン 木炭による下書き
第３課題　人物油彩画（着衣群像）２　描画
第３課題　人物油彩画（着衣群像）３　描画
第３課題　人物油彩画（着衣群像）４　描画
まとめ　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

卵黄テンペラによる板絵の制作ができる。
人物油彩画（ヌード）の制作ができる。
人物油彩画（着衣群像）の制作ができる。

(1)
(2)
(3)

小柳　裕
美術領域 2年生

油彩画専門基礎２
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術演習 8-c　

1960 年代以降の身体表現を含む現代アートの作家を研究して、その引用から再演・
発表に取り組みます。この演習を通じて、表現の構想を具体な ‘ 形 ’ にすることを
目指し、現代アートにおける身体表現の可能性を体感します。
再演作品の発表は、学内のギャラリー等で展覧会またはイベント形式で行うととも
に、web の専用 facebook ぺ―ジで発表します。

専用 facebook ページ　
TAT　<https://www.facebook.com/touchartisttouch/>　の過去の表現と引用作
品を調べておくこと。

授業態度　５０％（受講態度、取り組み姿勢）　
課題作品　５０％（課題作品評価、合評での表現力、提案力）

パブロ・エルゲラ ( 著 )　ソーシャリー・エンゲイジド・アート入門 アートが社会
と深く関わるための 10 のポイント

授業計画の詳細は変更する場合があります。初回のオリエンテーションに必ず出席
し、スケジュールを確認して授業に臨むこと。

オリエンテーション／これまでの TAT プロジェクト紹介
多様な身体表現の世界１（パフォーマンス）
多様な身体表現の世界２（ボディアート）
多様な身体表現の世界３（ファッション）
課題１（引用作品選択）
課題１（表現構想）
課題１（表現、講評会）
多様な身体表現の世界４（映像作品）
多様な身体表現の世界５（写真作品）
多様な身体表現の世界６（ストリート表現）
課題２（引用作品選択）
課題２（表現構想）
課題２（表現、講評会）
課題２（記録、ウェブ配信）
まとめ（総評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

1960 年代以降の身体表現を含む現代アートの理解を深めることができる。
現代アートにおける身体表現の可能性を体感することができる。      
表現活動を社会に発信するスキルを学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

岡本　光博
美術領域 3年生

身体表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術実習 2-a

自然の中にある植物の生態を写生する屋外写生をします。特に樹木や草木と地面の
かかわりを考え、植物の生命力を感じ取り、描写力を養います。また、その写生を
もとに 50 号の作品制作を行います。写生から小下絵、草稿、制作へのプロセスを
学びます。ドウサや水張り、パネルづくりの指導も行います。

画家の写生やデッサンなどの図書などを見ておくこと。

受講態度　50％（写生期間の根気と熱意） 
課題作品　50％（写生と制作）

特になし

野外写生期間の雨天日は、実習室にて別課題をします。

樹木と地面の野外写生　　写生の仕方説明
樹木と地面の野外写生　　描画材料の説明
樹木と地面の野外写生　　観察
樹木と地面の野外写生　　線と面
樹木と地面の野外写生　　仕上げ
植物制作（樹木と地面）　　草稿
植物制作（樹木と地面）　　パネルづくり、ドウサ引き、紙水張り
本紙制作　　転写
本紙制作　　骨描き
本紙制作　　下地塗り
本紙制作　　着彩
本紙制作　　描写
本紙制作　　仕上げ
本紙制作　　まとめ
本紙制作　　講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

的確な自然物の写生ができる。
観察力と描写力を養うことができる。
写生から制作への手順が理解できる。

(1)
(2)
(3)

西久松　吉雄
美術領域 2年生

植物表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 2-b

西洋絵画の専門的な基礎を高めることがねらいである。第１課題では、古典絵画（卵
黄テンペラによる板絵）を制作する。油彩画の前身であるテンペラを経験することで、
絵画のメチエについて、またタブローとは何かを考察する機会を持つ。第２、３課
題では人物画の制作をする。油彩画の基礎を学びながら人物画について研究する。

総ての課題において、毎週２時間以上の自習の制作を行うこと。人物油彩画に関し
ては、モデルがいない時でも描画できるように、クロッキーやデッサンをしっかり
準備しておくこと。

授業態度５０％ ( 受講態度、取り組み姿勢）
課題作品５０％（提出物・提出作品）

プリントを随時配付する。

古典技法は手順が大切です。遅刻欠席は厳禁。美術実習１-b と２-b は共通課題で
すので注意してください。美術実習１-b と２-b を履修する者は必ず美術演習５-
b も履修してください。

第１課題　卵黄テンペラによる板絵１　基底材作り
第１課題　卵黄テンペラによる板絵２　エスキース　原寸大下絵　トレース
第１課題　卵黄テンペラによる板絵３　描画 ( アンダーペインティング）
第１課題　卵黄テンペラによる板絵４　描画 ( オーバーペインティング）
第１課題　卵黄テンペラによる板絵５　描画 ( 仕上げ）
第２課題　人物油彩画（ ヌード ）１　ポーズ決め デッサン 木炭による下書き
第２課題　人物油彩画（ ヌード ）２　描画
第２課題　人物油彩画（ ヌード ）３　描画
第２課題　人物油彩画（ ヌード ）４　描画
第２課題　人物油彩画（ ヌード ）５　描画
第３課題　人物油彩画（着衣群像）１　描画
第３課題　人物油彩画（着衣群像）２　描画
第３課題　人物油彩画（着衣群像）３　描画
第３課題　人物油彩画（着衣群像）４　描画
まとめ　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

卵黄テンペラによる板絵の制作ができる。
人物油彩画（ヌード）の制作ができる。
人物油彩画（着衣群像）の制作ができる。

(1)
(2)
(3)

馬場　晋作
美術領域 2年生

油彩画専門基礎２
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 2-c

実習形式の授業を通して、写真表現に対する理解度を深めるとともに、実践的技術
の修得をめざす授業。カメラオブスクラを体験し、写真の基本構造を理解した後、
デジタル一眼レフカメラを使った撮影、Adobe Lightroom ／ Photoshop での現
像処理、基礎的な加工技術を学ぶ。個々の制作を通して現代アートにおける写真と
いうメディアの可能性を考察する。

興味のあることや制作に関係する作家や作品を積極的に調べること。調べた情報は
ファイリングしておくこと。

授業態度　60％（受講態度、取り組み姿勢）　
課題作品　40％（課題作品評価、合評での表現力、提案力）

必要に応じてプリントを配付する。 作品制作費、及びプリント代が必要。

デジタル一眼レフカメラを手配できる場合は持ってきてください。 （購入の必要は
ありません）

オリエンテーション
写真を使った表現１　( 手作りカメラを制作。カメラの基本的な構造を学ぶ )
写真を使った表現 2　( デジタル一眼レフカメラの使い方 1・撮影実習 1)
写真を使った表現 2　( デジタル一眼レフカメラの使い方 2・撮影実習 2)
写真を使った表現 2　( 各自撮影 )
写真を使った表現 2　( 撮影データの現像処理 )
写真からイメージへ （2000 年代以降の現代美術における写真表現の紹介）
テーマを考える　
作品制作 1　( 個別のテーマにおける写真制作の実践 )
作品制作 2　( 個別のテーマにおける写真制作の実践 )
作品制作 3　( 個別のテーマにおける写真制作の実践 )
作品制作 4　( 個別のテーマにおける写真制作の実践 )
フォトブックの作成
展示を考える
合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デジタル一眼レフカメラの基礎技術を修得できる。
現代アートにおける問いや方法論への理解を深めることができる。
自身の興味を探る手掛かりになることができる。

(1)
(2)
(3)

植松　琢麿
美術領域 2年生

写真表現を考える
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習１-c　

現代アートにおける立体表現では、伝統的な手技によるものからデジタルファブリケーション
（コンピュータと接続されたデジタル工作機械を用いた加工技術）を活用したものまで、そ
の可能性は広がっています。本実習では、レーザーカッターや３Dプリンターを活用したワー
クショップを通じて、これらの基本操作を習うとともに、デジタルファブリケーションを活用し
た立体表現に挑戦します。課題制作では、「遊戯（ゲーム）」をテーマに作品制作に取り組み
ます。この課題では、デジタルファブリケーションと手技を組合せた立体表現を体験します。

授業時間内に制作が進まなかった場合は、次回までに自主制作をして授業に臨んで下
さい。課題制作では、自主的に取り組んで一定の質が表現できるように努めて下さい。

授業態度　５０％（受講態度、取り組み姿勢）　
課題作品　５０％（課題作品評価、合評での表現力、提案力）

テキスト：必要に応じてプリントを配付する。　参考図書：適宜紹介する。
材料費：ワークショップの材料費は必要ありません。課題制作は各自で材料を用意
して臨んで下さい。

制作の内容に応じて、fabco、鉄工ラボ、造形ラボ等の施設を利用する場合があり
ます。時間外の制作では自主的に教室の使用許可を申請して活用して下さい。また、
作業内容に応じた服装（作業着等）を準備して安全に心掛けて下さい。

オリエンテーション／課題説明：「遊戯（ゲーム）」をテーマに作品を構想・制作・発表する。
ワークショップ１：ペーパークラフトと立体表現
　　　　　　　　レーザカッター講習
　　　　　　　　ペーパークラフトのバージョンアップ
ワークショップ２：立体物のスキャニングとプリント
　　　　　　　　3Dスキャン講習　（立体物のスキャニング）
　　　　　　　　3D データ講習　  （データの合成・編集）
　　　　　　　　3Dプリント講習 　（データのプリント）
課題制作１: 作品の構想を発表する／ディスカッション（アイデアについて）
課題制作２: 作品の試作と実験／ディスカッション（素材と技法について）
課題制作３: 作品の実制作１／ディスカッション（サイズや展示方法について）
課題制作４: 作品の実制作２／ディスカッション（制作状況について）
課題制作５: 作品の実制作３／ディスカッション（仕上げについて）
課題作品の展示と発表の準備
まとめ　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

レーザーカッターの基本操作を習得することができる。
立体物をスキャニングする方法を学ぶことができる。
3D プリンターの基本操作を習得することができる。
デジタルファブリケーションと手業を組合せた立体表現を体験することができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

宇野 君平
美術領域 2年生

立体表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件



学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

美
術
領
域

61

美術実習 3-a

日本画材を使って日本画特有の平面表現技法を修得する。静物と動物をモチーフに
20 号～ 30 号の作品を 2 点制作。写生から下絵、草稿、本紙制作のプロセスを学
び日本画の特質と描き方を修得する。

日頃より静物画のモチーフにするものを考えてみること。

授業態度　50％（写生の熱意） 
課題作品　50％（写生と作品制作）

特になし。

写生をしっかり行う姿勢が大切です。
描画材料等の準備をしておいてください。

静物画のための集合モチーフ写生　　 構図のとり方
　　　　　　〃　　　　　　　　　　鉛筆による描写
　　　　　　〃　　　　　　　　　　着彩による仕上げ
静物画制作　　小下絵と草稿
　　〃　　　　転写
　　〃　　　　着彩
　　〃　　　　仕上げ
動物の写生　　クロッキー
　　〃　　　　鉛筆による描写
　　〃　　　　着彩
　　〃　　　　仕上げ
動物の制作　　草稿
　　〃　　　　彩色
動物の制作作品　提出
静物画作品と動物制作作品の合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本画制作の手順が理解できる。
日本画材の使い方が理解できる。
日本画の特質と描画法が理解できる。

(1)
(2)
(3)

林　孝二
美術領域 2年生

静物表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 4-a

日本画専門の材料を使って、日本画特有の平面表現技法の修得を目的に、静物画の
ための集合モチーフの写生と動物の写生をします。それらをモチーフとして作品制
作をします。20 号から 50 号程度の作品を 2 点制作します。写生をしっかり行い、
小下絵、草稿、本紙制作の手順過程において日本画の特質と描法を修得する事を目
標とします。 また、合評会を通して作品の客観的な見方が出来るようにします。

日頃より静物画のモチーフになるものを考えておくこと。

授業態度　50％（写生の熱意） 
課題作品　50％（写生と作品制作）

特になし

写生をしっかり行う姿勢が大切です。
描画材料等の準備をしっかりしておいてください。

静物画のための集合モチーフ写生　　構図の取り方
静物画のための集合モチーフ写生　　鉛筆による描写
静物画のための集合モチーフ写生　　着彩による仕上げ
静物画制作　　小下絵と草稿
静物画制作　　転写
静物画制作　　着彩
静物画制作　　仕上げ
動物の写生　　クロッキー
動物の写生　　鉛筆による描写
動物の写生　　着彩
動物の写生　　仕上げ
動物の制作　　草稿
動物の制作　　彩色
動物の制作　　まとめ
静物画と動物画作品の講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本画制作の手順が理解できる。
日本画材の使い方が理解できる。
日本画の特質と描画法が理解できる。

(1)
(2)
(3)

西久松　吉雄
美術領域 2年生

動物表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 3-b　

古典技法（グリザイユ技法 + ラズール技法）を起点に油彩画の技術的核心を学ぶ。
第１課題では静物画を制作する。第２課題には技術的展開例としてカマイユ技法に
も取り組む。イメージ、イリュージョンをキーワードに近代絵画や写真・映像・記
憶との関係も考察する。また、個別面談を通して、自由制作における今後の取り組
みも含めて指導する。

総ての課題において、毎週２時間以上の自習による制作を行うこと。指定されたスケ
ジュールに対して遅れが出ないように毎週準備すること。作業の進行方法については
授業中に指導する。

授業態度　５０％
課題作品　５０％（提出物、制作物）

プリントを随時配付する。

古典技法は手順が大切です。遅刻欠席は厳禁。
この授業を履修する者は必ず美術演習 6-b も履修してください。

第１課題 グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画１　静物モチーフ構成エスキース木炭による下書き　
第１課題 グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画２　アンダーペインティング
第１課題 グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画３　アンダーペインティング
第１課題 グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画４　アンダーペインティング
第１課題 グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画５　アンダーペインティング
第１課題 グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画６　オーバーペインティング
第１課題 グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画７　オーバーペインティング
中間合評 第１課題 ディスカッション
第２課題 カマイユ技法＋ラズール技法によるテーマ制作１ エスキース　
第２課題 カマイユ技法＋ラズール技法によるテーマ制作２アンダーペインティング
第２課題 カマイユ技法＋ラズール技法によるテーマ制作３ アンダーペインティング
第２課題 カマイユ技法＋ラズール技法によるテーマ制作４ オーバーペインティング
第２課題 カマイユ技法＋ラズール技法によるテーマ制作５ オーバーペインティング
第２課題 カマイユ技法＋ラズール技法によるテーマ制作６ オーバーペインティング
まとめ　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

グリザイユ技法＋ラズール技法による静物画の制作ができる。
カマイユ技法＋ラズール技法によるテーマ制作ができる。
古典的な油彩画の画面構築方法を理解したうえで、油絵の具を扱うことができる。

(1)
(2)
(3)

馬場　晋作
美術領域 2年生

油彩画専門基礎３
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 3-c　

現代アートにおける素材とは、およそ全てのモノが表現素材となり、その技法も様々
ですます。本実習では、モノづくりの基礎として、彫刻（カービング）や型取り（キャ
スティング）のワークショップを通じて、素材と技法の関係を学びます。課題制作
では、現代アートにおける立体作品を各自が選び、それを調査・研究して複製作品
（レプリカ）の制作に取り組みます。この課題を通じて、名作のもつ魅力や質を発
見して、現代アートにおける素材の扱い方や考え方を養います。

授業時間内に制作が進まなかった場合は、次回までに自主制作をして授業に臨んで下さい。課題制作や研
究発表は、多くの作品を鑑賞して、特に素材と表現の関係に興味をもって調査・研究に臨んで下さい。また、
授業時間外も展覧会を鑑賞したり、自主的に作品制作に臨み、一定の質が表現できるように努めて下さい。

授業態度５０％（受講態度、取り組み姿勢）　
課題作品４０％（課題作品評価、合評での表現力、提案力）
レポート１０％（研究レポート発表）　※レポートはパネルにして作品とともに展示・発表します。

テキスト：必要に応じてプリントを配付する。
参考図書：適宜紹介する。
材 料 費：ワークショップの材料費は必要ありません。課題制作は各自で材料を用意して臨んで下さい。

制作の内容に応じて、fabco、鉄工ラボ、造形ラボ等の施設を利用する場合があります。
時間外の制作では自主的に教室の使用許可を申請して活用して下さい。
また、作業内容に応じた服装（作業着等）を準備して安全に心掛けて下さい。

オリエンテーション／課題説明 ：「レプリカ」の制作と調査・研究について
ワークショップ１： 彫刻（カービング）／モチーフのスケッチから素材の墨付け
　　　　　　　　　彫刻（カービング）／素材の粗彫り１
　　　　　　　　　彫刻（カービング）／素材の粗彫り２
　　　　　　　　　彫刻（カービング）／素材の中彫り
　　　　　　　　　彫刻（カービング）／素材の仕上げ
ワークショップ２： 型取り（キャスティング）／モチーフの雌型制作
　　　　　　　　　型取り（キャスティング）／雌型から複製品を制作
課題制作１: 対象となる作品の調査・研究の中間発表
課題制作２:「 レプリカ」／ディスカッション（素材や技法について）
課題制作３: 「レプリカ」／ディスカッション（サイズや展示方法について）
課題制作４:「 レプリカ」／ディスカッション（制作状況について）
課題制作５: 「レプリカ」／ディスカッション（展示と発表について）
課題制作（作品と研究レポート）の展示
ま と め 　合評（作品の講評と研究レポートの発表）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

彫 刻（カービング）の実習を通じて、素材と技法の関係を学ぶことができる。
型取り（キャスティング）の実習を通じて、素材と技法の関係を学ぶことができる。
現代アートにおける素材の扱い方や考え方を養います。

(1)
(2)
(3)

松村 晃泰
美術領域現代アートコース 2年生

素材研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術実習 4-c

学外の自然や都市空間などパブリックな場でフィールドワークを重ね、現場から作
品を発想したり現地制作を試みる事で、表現における場所性（サイトスペシフィッ
ク）について考えます。また、他者と協働するグループワークを体験したり、地域
や人と関わるプロジェクトアートを構想することで、人・場所・空間にかかわる自
らの表現のモチベーションを高めます。

様々な展覧会に足を運び、実際の作品を鑑賞する機会を持つこと。

授業態度　50％ （受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　50％ （課題作品評価、合評での表現力、提案力）

授業内で適時紹介する。

授業で行ったことを毎回記録し、ポートフォリオをつくること。

授業概要説明　作家研究のガイダンス
フィールドワーク１／紙を用いての展開　説明・制作
フィールドワーク１／紙を用いての展開　発表・プレゼンテーション
フィールドワーク２／集める行為からの展開　説明・制作
フィールドワーク２／集める行為からの展開　発表・プレゼンテーション
フィールドワーク３／身体性からの展開　説明・制作
フィールドワーク３／身体性からの展開　実施・発表　
フィールドワーク４／限定された条件からの展開　説明・制作
フィールドワーク４／限定された条件からの展開　制作
フィールドワーク４／限定された条件からの展開　発表・プレゼンテーション
１day exhibition　説明・企画ミーティング
１day exhibition　企画ミーティング・制作①
１day exhibition　企画ミーティング・制作②
１day exhibition　搬入
１day exhibition　実施・合評・まとめ　

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

サイト・スペシフィックワークの成り立ちや歴史について述べる事ができる。
場所の特性を活かした作品を制作できる。
様々な人との関わりの中から、自らの表現を立ち上げることができる。

(1)
(2)
(3)

森　太三
美術領域 2年生

場と表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 5-a

人物（着衣人物、人体、自画像など）の制作を 80 号程度の大きさに 2 点制作しま
す。 水干絵具、岩絵具、箔などの材料と筆、墨、膠などの扱い方を修得しながら、
人物制作を通して自己の内面をいかに形や色、空間などに表現すればよいかを研究
します。

人体図やポーズ集など参考になる図書を参照しておく。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（写生と制作）

必要な時は、資料を用意します。

特になし。

人物制作 1　写生、草稿
パネル作り、水張り
本紙制作　転写
本紙制作　彩色
本紙制作　表現の工夫
仕上げ
人物制作 2（コスチューム）写生、草稿
パネル作り、水張り
本紙制作　転写
本紙制作　彩色
本紙制作　表現の工夫
本紙制作　表現の確認
仕上げ
人物制作作品　提出
人物制作合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

人体デッサンによって人体の把握ができる。
日本画材の表現が深まることができる。
人物制作による表現の幅が広がることができる。

(1)
(2)
(3)

西久松　吉雄
美術領域 3年生

人物表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 4-b　

版画技法の一つであるシルクスクリーンを学びます。直接手で描く絵画とは違う版画のプロ
セスや、版を通すことでイメージが定着すること、また複数のエディションが制作できるこ
となどを理解し、自身の絵画表現の可能性をより広く探ることを期待します。授業では手描
きイメージからのポジ作成、コンピュータによるデジタル画像の加工から４色分解、製版や
刷りなど、実際に印刷工程を体験し、シルクスクリーンの原理の理解と技術を習得します。

・初回授業までに、テストピースの下絵 2 枚を完成させておくこと。（写真を使った     
  コラージュ / 4 色以内の手描きイメージ、それぞれ 18x24cm 以内）
・授業内で完成しなかった課題について、次回授業までに完成させること。

授業態度　60%（受講態度 30%、取組姿勢 30%)
課題作品　40%（課題作品評価、合評での参加態度）

必要に応じてプリントを配付する。

初回授業で USB メモリーが必要。
授業開始直後に説明することが多いので、遅刻厳禁。

導入　/ 　課題１　四色分解のためのポジ作成、出力（photoshop 使用）　/　紗枠の準備
課題１　製版、刷り、完成
課題 2　手描きポジの作成、製版
課題 2　刷り
課題 2　刷り、完成 / 課題 3のためのエスキースチェック
課題 3　シルクスクリーンを使った自由制作1
課題 3　ポジ作成
課題 3　製版、刷り
課題 3　製版、刷り、完成
課題 4　シルクスクリーンを使った自由制作 2
課題 4　ポジ作成
課題 4　製版、刷り
課題 4　製版、刷り、完成
まとめ1　課題講評会
まとめ２　合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

シルクスクリーン技法を習得できる
間接的にイメージを定着させることを理解できる
自身の絵画制作の幅を広げることができる

(1)
(2)
(3)

伊庭　靖子
美術領域 2年生

版画実習（シルクスクリーン）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 5-b　

現代の芸術に関連するテーマやキーワード、技法を含んだ課題を複数提示する。現
代絵画の動向や価値を洞察するための要点を考察し、それを自らの制作に重ね合わ
せていくことをねらいとする。テーマごとに適したプランニングの方法論を試行す
る。考察、造形的アイディアと多数のエスキース作り、及び対話、ディスカッショ
ンに重点を置くゼミ的授業。

授業終了後には、授業で行った内容を復習しさらに自主研究をしておくこと。次回
授業には予習と準備をした上で臨むこと。授業において認識した事柄を自主制作に
反映させ、また関連する絵画や表現形式についての研究を継続すること。

授業態度　50%（受講態度 20%、取組姿勢 30%）
課題作品　50%（課題作品評価、発表・ディスカッションでの表現力）

必要に応じてプリントを配付する。

特になし。

課題１　色彩とマチエールの幅を広げる
課題１　テストピース制作
課題１　発表・ディスカッション
課題２　他の絵画からのサンプリングをきっかけに作る　アイディア発表
課題２　テストピース制作
課題２　発表・ディスカッション
課題３　マケットから写真・ドローイングへの展開　アイディア発表
課題３　マケットの制作
課題３　マケットの中間発表　
課題３　写真・ドローイング制作
課題３　発表・ディスカッション　課題４のためのテーマ確認
課題４　課題１～３からの展開
課題４　制作１
課題４　制作２
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

現代芸術の表現の多様性について認識できる
表現の幅を広げるためのアイディアを多数出すことができる
様々な方法論を積極的に試行・展開することができる

(1)
(2)
(3)

伊庭　靖子
美術領域 3年生

方法論の展開
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術実習 6-a

人物（着衣、裸婦、自画像など）を制作するために、まずデッサンから始めます。
その後 80 号～ 100 号程度の作品を 2 点制作します。表現素材も水干絵具や岩絵
具だけではなく箔などの扱い方も修得します。

普段から身近な人物のデッサン・クロッキーなどを重ね、対象を観察する目を養っ
ておくこと。授業時間内で完成しなかった場合は、次回授業までに制作を進めてお
くこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（課題作品の完成度）

特になし

人体デッサン、コスチュームデッサンを集中的に行います。作品制作の進行が極端
に遅れないように計画性を持つこと。

人物制作 、写生から草稿
パネルづくり、本紙水張り
本紙制作①
本紙制作②
本紙制作③
仕上げ
人物制作 （コスチューム）、写生から草稿
パネルづくり、本紙水張り
本紙制作①
本紙制作②
本紙制作③
本紙制作④
仕上げ
まとめ①（作品提出）
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本画材の扱い方を修得し、より高度な技術を身につけることができる。
自己の内面にある構想を絵画表現できるプロセスを知ることができる。
人体表現のためのデッサン力を身につけることができる。

(1)
(2)
(3)

高田　学
美術領域 3年生

コスチューム表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 6-c　

本実習は美術実習 5-c と連携して、これまで学んだ様々な手法を駆使・応用した
作品を、全員が学内のギャラリーで個展形式で発表します。個展は学生主導で開催
し、その都度合評を行います。個展ごとの DM・フライヤー等を各自作成、配付す
るなどのセルフ・プロデュースを経験します。各自の問題意識を掘り下げ制作の構
想を具体的な “ 形 ” にできることを目指し表現の幅を広げます。また作家研究を通
して現代アートの理解を深めます。

現代アートにおける多様な表現に触れ、自らの興味の方向性を把握しておくこと。

授業態度　５０％（受講態度、取り組み姿勢）
作品作品　５０％（個展内容を総合的に評価、合評での表現力、提案力）

テキスト：適宜配付
参考図書：松井 みどり  ( 著 )　アート :“芸術 ”が終わった後の “アート” ( カルチャー・スタディーズ )
材 料 費：自己負担

授業計画の詳細は、学外見学の日程調整に伴い変更する場合がありますので、初回
オリエンテーションは必ず出席し、スケジュールを確認して授業に臨んで下さい。
※この授業は美術実習 5-c と連携していますので、合わせて履修することを推奨します。

オリエンテーション
個展プロデュース１：ディスカッション／作家研究１:「レジェンド」
個展プロデュース２：展示プランを構想する ／作家研究２：「自然・環境」　
個展プロデュース３：広報プランを構想する ／作家研究３：「ユーモア」
展覧会研究１：ギャラリーとキューレション（学外見学）
個展プロデュース４：展示プランのプレゼンテーション１
個展プロデュース５：展示プランのプレゼンテーション２
個展プロデュース６：DM・フライヤー等の作成１
個展プロデュース７：DM・フライヤー等の作成２
展覧会研究２：美術館とキューレション（学外見学）
展覧会の記録について
個展１：合評（※合評は各個展会場でおこなう）
個展２：合評（※合評は各個展会場でおこなう）
個展３：合評（※合評は各個展会場でおこなう）
まとめ（総評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

展覧会のセルフ・プロデュースを経験することができる。
個展を通じて、現代アートの理解を深めることができる。
表現の構想を具体的な “ 形 ” にすることができる。

(1)
(2)
(3)

岡本 光博
美術領域 3年生

学内個展（セルフプロデュース）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 5-c　

本実習は美術実習 6-c と連携して、これまで学んだ様々な手法を駆使・応用した
作品を、全員が学内のギャラリーで個展形式で発表します。個展は学生主導で開催
し、その都度合評を行います。個展の開催に向けて、展示計画を立案し、アートの
現場で企画・制作・展示に対応できるスキルを習得します。また、実践的体験を通
して、より深く表現の問題に触れ、アートリテラシーの習得に取り組みます。

展示計画や作品制作の状況をまとめ、ディスカッションやプレゼンテーションの準
備をして授業に臨んで下さい。また、各自の作品制作は授業時間外も活用して、自
身の表現として一定の質が表現できるよう心掛けて下さい。

授業態度　５０％（受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　５０％（個展内容を総合的に評価、合評での表現力、提案力）

テキスト：適宜配付    参考図書：適宜紹介    材料費：自己負担

各自の制作内容に応じて、fabco、鉄工ラボ、造形ラボ等の施設を利用する場合が
ありますので、自主的に教室の使用許可を申請して計画的に活用して下さい。
※この授業は美術実習 6-c と連携していますので、合わせて履修することを推奨します。

オリエンテーション
企画１：自作の構想を練る／現代アート研究１：インスタレーションの成立ち
企画２：自作の構想を試作する／現代アート研究２：サイトスペシフィックとアート・プロジェクト
企画３：自作の構想を発表する／現代アート研究３：参加型アートの共同性と個の責任
制作１：作品制作とディスカッション（作品プランと展示空間）
制作２：作品制作とディスカッション（素材と技法）
制作３：作品制作とディスカッション（制作状況の確認）
制作４：作品制作とディスカッション（中間合評）
制作５：作品制作とディスカッション（制作状況の確認）
制作６：作品制作とディスカッション（仕上げについて）
展示と搬入・搬出について
個展１：合評（※合評は各個展会場でおこなう）
個展２：合評（※合評は各個展会場でおこなう）
個展３：合評（※合評は各個展会場でおこなう）
まとめ（総評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

アートの現場で企画・制作・展示に対応できるスキルを習得することができる。
現代アートにおける作品と展示の関係を学ぶことができる。
実践的体験を通してアートリテラシーの習得に取り組むことができる。

(1)
(2)
(3)

宇野 君平
美術領域 3年生

学内個展（企画・制作・展示）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 6-b

版画の歴史や独特の技法を学び、その成り立ちと版画による表現の可能性を研究し
ます。前半は、リトグラフ ( 石版画 ) の技法を学び、描写や製版、刷りの行程を習
得します。後半は、古典技法の一つである銅版画技法の基礎的な技術と構想の立て
方を習得します。この授業では、エッチングによる独自なマチエールの研究やリト
グラフによる印刷技術を学びます。さらに版表現による効果や絵画空間の表出を
しっかりと視野に入れて、自らの表現につなげていきます。

積極的に展覧会に足を運び、実際の作品を鑑賞する機会を持つように心がける。

授業態度 60% ( 受講態度 30％、理解度・取り組み 30%) 
課題作品 40%

リトグラフ技法および銅版画技法のテキストを配付する。

制作しやすい服装。プレス機や特殊な溶剤の取り扱いについて、使用上の注意がある。
無断欠席はしないように。

版画の歴史　欧米、日本の版画について考察する。原画、下絵の制作
リトグラフの特徴を紹介し、素材や技法について説明する。原画、下絵の制作
描画、製版
描画、製版、試し刷り
試し刷り、乾燥、サイン、講評
銅版画の特徴を紹介し、素材や技法について説明する。原画、下絵の制作
描画、腐食、試し刷り①
描画、腐食、試し刷り②
描画、腐食、試し刷り③
試し刷り、乾燥、サイン
試し刷り、乾燥、サイン、講評
自由制作
自由制作
自由制作
まとめ　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

版画の歴史や版画作品の可能性について理解できる。
版画技法 (リトグラフや銅版画)の基礎技術が習得できる。
異なる技法を習得することで、さまざまな絵画表現ができるようになる。

(1)
(2)
(3)

長尾 浩幸
美術領域 3年生　

版画技法２( リトグラフ・銅版画技法 )
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術実習 7-a

まず風景写生を徹底します。その後 80 号～ 100 号程度の作品 1 点制作します。
また各自がテーマや課題を設定し、100 号～ 150 号程度の大きさ 1 点を制作しま
す。

夏期休暇中に風景の写生をしておくこと。授業時間内で完成しなかった場合は、次
回授業までに制作を進めておくこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（課題作品の完成度）

特になし

作品制作の進行に計画性を持つこと。

風景制作、写生から草稿
パネルづくり、本紙水張り
本紙制作①
本紙制作②
本紙制作③
仕上げ
テーマ設定による制作、写生から草稿
パネルづくり、本紙水張り
本紙制作①
本紙制作②
本紙制作③
本紙制作④
仕上げ
まとめ①（作品提出）
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

屋外制作で必要な集中力を身につけることができる。
風景の捉え方や表現を、自身とどのように結びつけて描くかを学ぶことができる。
自分のテーマで創造的な作品づくりに取り組むことができる。

(1)
(2)
(3)

高田　学
美術領域 3年生

風景描写
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 7-b

授業を通じて見聞を広めたり、知見を深め、自由制作への取り組みの方向性を絞り
込んでいく。作品作りのテーマや、方法論や技法、素材の検討も行っていく。各々
が構想を持ちながらドローイングやエスキースなどを制作し、テーマを絞り込み 4
年次の制作へと結び付けていく。個人指導を徹底して行う。

美術館やギャラリーに出向き、見識を広めたうえで授業に臨むこと。

授業態度　40％（受講態度 20％、取り組み姿勢 20％） 
課題作品　60％

必要に応じてプリントを配付する。

特になし。

授業趣旨の説明
自由作品のシリーズ制作１　イントロダクション
自由作品のシリーズ制作１　
自由作品のシリーズ制作１　
自由作品のシリーズ制作2　イントロダクション
自由作品のシリーズ制作２　
自由作品のシリーズ制作２
中間合評
個人面談、自由制作 1　
個人面談、自由制作２
個人面談、自由制作３
個人面談、自由制作４
個人面談、自由制作５
個人面談、自由制作６
まとめ　

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

思考を表現に結びつけることができる。
必要に応じて、表現の幅を広げることができる。　
自分の考えをまとめ、作品に結実させることができる。

(1)
(2)
(3)

中川　トラヲ
美術領域 3年生

自分の表現方法や制作テーマを見いだし、発表可能レベルまで質を高めていく
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 8-a

地域の風景を写生するところからはじめます。その写生をもとに風景制作 100 号
程度 1 点を作品制作します。また、テーマを課題設定して 100 号以上の大きさで
作品制作します。日本画としての風景の捉え方や表現が自己の表現とどのように結
び付けて描くのかを作品制作を通して追求していきます。また、テーマを課題設定
して自己の創造的な作品づくりに取り組みます。

近江の風景をテーマに風景を制作します。
描く前に、事前に対象となる風景場所の確認をしておく。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（写生と課題作品）

特になし。

屋外写生の雨天日の内容は、随時連絡します。

風景制作　写生現場探索
風景制作　描画材料と表現
風景制作　写生と草稿
本紙制作　風景描写
本紙制作　技法の工夫
本紙制作　表現の工夫
本紙制作　表現の確認
テーマ設定による制作　写生
テーマ設定による制作　写生と草稿
本紙制作　墨と胡粉の下地
本紙制作　技法の工夫
本紙制作　表現の工夫
本紙制作　テーマの確認
作品提出
風景制作とテーマ制作合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

風景画を通して表現の幅が広がることが出来る。
テーマを設定する事によって制作意図が明確になることができる。
写生による風景の捉え方が明確になることができる。

(1)
(2)
(3)

西久松　吉雄
美術領域 3年生

各自のテーマによる表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 7-c

これまでの様々な実習・制作体験をふまえて、全員がグループ展形式で作品発表に取り組み
ます。実際の展示空間を想定した各自のプレゼンテーションから、展覧会のプランをまとめ、
グループ展を開催します。グループ展を体験することで、他の出展者や展覧会関係者との恊
働・協調を絶えず心掛けることや、自己のよりよい表現のために主張・説得していくことの大
切さを学びます。【プランニングと実制作】・自己の表現プランを、企画書及びマケットでプレ
ゼンテーションします。・他の出展者や展覧会関係者とも協議して、グループ展全体のプラン
を纏めます。・プランニングに基づき、必要な素材や技法を駆使して実制作に取り組みます。

3年前期までの各自の制作内容をポートフォリオにまとめ、進級制作に向けた作品の方
向性を確認しておくこと。（初回ガイダンス時に持参すること。）

授業態度　10％　（合評への参加度） 
合評　　　90％　（作品発表の内容） 
※作品内容は、自身のテーマに対する取り組みの深さ、実作品としての空間の完成度、展
示に対する意識の高さ等を基準として評価する。

授業内容に応じて随時紹介する。

初回にガイダンスを行うので、必ず出席すること。

ガイダンス
作品プランの制作
プランニングに基づくディスカッション
展示プランの作成
展示プランのプレゼンテーションとディスカッション
スケールモデル等による展示モデルの作成
グループ展ディスカッション/実空間を想定して
実制作 〈作品のあり方に適した素材・技術の選択〉
実制作 〈制作手順の確定・素材の手配・収集〉
実制作 〈各自の選択による制作〉
実制作 〈展示を前提とした作品の完成について再考する〉
実制作 〈完成像の確定〉
実制作 〈仕上げ作業（各自の方法による）〉
グループ展　搬入・展示
グループ展　合評・搬出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自己の表現をプレゼンテーションすることができる。
他の出展者や展覧会関係者と恊働・協調して、グループ展を作り上げることができる。
自己の表現を発信する為に、主張・説得していくことの大切さを学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

泊　博雅
美術領域 3年生

グループ展
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術実習 8-c

これまでの様々な実習や制作体験を振り返り、自己の表現に関連する素材や技法の
実験と検証、作家や作品の研究に取り組み、自己の表現の “ 核 ” を築くことを目指
します。 【実験と検証】・これまでの様々な実習や制作体験を振り返り、自己の表
現の核を探ります。・写真、映像、立体、平面など、素材や技法の実験と検証から
自己の表現の可能性を広げます。・自己の表現に関連する作家や作品の研究を通じ
て、自己の表現のコンセプトを考察します。 【作品の制作と発表】・実験と検証を
ふまえて各自の作品プランを構想して実制作に取り組みます。・作品は、学内ギャ
ラリーを使ってグループ展（１day exhibition）で発表します。

授業内で説明したことを、次回授業までに積極的に調べた上で授業に臨むこと。

授業態度　50％ （受講態度、取り組み姿勢）
課題作品　50％（課題作品評価、合評での表現力、提案力）

必要に応じて紹介。作品制作のための材料費が必要

授業計画の詳細は変更する場合があります。初回のオリエンテーションに必ず出席
し、スケジュールを確認して授業に臨むこと。

オリエンテーション　
写真、映像系素材研究と新たな試みの実験１
立体（木、鉄、FRP 他）素材研究と新たな試みの実験２
立体（３Dプリンター他）素材研究と新たな試みの実験３
平面（描写系）素材研究と新たな試みの検証 1
平面（出力系）素材研究と新たな試みの検証 2
作品構想１（イメージドローイング）
作品構想２（計画・予算）
企画プレゼンテーション
作品制作１（素材入手ほか）
作品制作２と同じ方向性を持つ作品研究
作品制作３と展覧会関係者との打ち合わせ
最終チェック
グループ展　搬入・展示
グループ展　合評・搬出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分の言葉で作品のコンセプトを説明することができる。
素材や技法の実験・検証から自己の表現の可能性を広げることができる。
自己の表現の “ 核 ” を築くことができる。

(1)
(2)
(3)

植松　琢麿
美術領域 3年生

自己の表現の “ 核 ” を築く
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

卒業研究１

3 年間を通して試みた課題制作の中から将来の活動の支えになるようなテーマやモ
チーフを見つける。美術に限らず、時代の興味や実社会での問題を見つめ、その中
で自身が伝えたいメッセージを独自の表現を通して発信するのだという姿勢で制作
する。またアトリエや工房で作られた作品をどのような空間や場所に展示すれば良
いのかについても考える。

図書や作品など自己の作品制作に必要なことを積極的に調べた上で授業に臨むこと

授業態度　５０％ 
課題作品　５０％

特になし

自己管理を考え、研究方向をめざす。

導入、各自のテーマを考える
各自のテーマを考える
テーマにそったプランニングやエスキース作り
プランニングやエスキースの確認
実制作１
実制作２
中間合評
実制作３
実制作４
実制作５
実制作６
実制作７
実制作８
まとめ①　完成
まとめ②　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

表現に必要な情報や技術を自立的に研究できる
表現の多様性を積極的に探ることができる
独自のテーマを持ち制作することができる

(1)
(2)
(3)

西久松 吉雄、高田 学、岡田 修二、長尾 浩幸、宇野 君平
美術領域 4年生

自己の研究テーマを深め展開する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

卒業研究２

大学での最終制作として、各自が一定の構想を持ちながら作品づくりを繰り返し行
い、更に新たな表現方法を実験的に試みることを含めて、構想から制作、発表まで
の自身の表現を展開する独自の制作方法の完成を目指す。

図書や作品など自己の作品制作に必要なことを積極的に調べる

課題作品　１００％（作品制作の熱意、実習室での取り組み状態など）

特になし

自己管理に徹して、充実した研究をすること

導入　　-ガイダンス
面談１　-テーマ設定
面談２　-プランニングやエスキース
面談３　-制作計画
面談４
面談５
中間合評ー制作方向の確認
面談６
面談７
面談８　-制作方向の再確認
面談９
面談１０
面談１１
まとめ①　完成
まとめ②　合評　研究成果発表

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作品制作の計画実行を確認することができる
表現したいものをプラン通り制作することを知ることができる
卒業制作の完成と発表について学ぶことができる

(1)
(2)
(3)

西久松 吉雄、高田 学、岡田 修二、伊庭 靖子、宇野 君平
美術領域 4年生

自己の研究テーマを社会に発信する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術実習 8-b

個人面談によって主題や表現について具体的な研究課題を見つけて自己の絵画表現
につなげていきます。授業の前半は課題によるドローイングを制作し、写真や版画、
CG なども取り込みながら表現領域の拡大を目指します。後半には、グループ展に
向けて各自がエスキースや展示プランを提案して内容を深めていきます。また、前
期で学んだ版画技法を深めながら、希望者の中から全国大学版画展 ( 町田市立国際
版画美術館 ) に出品参加します。

積極的に展覧会に足を運び、実際の作品を鑑賞する機会を持つように心がける。

授業態度 60% (受講態度 30％、理解度・取り組み 30%) 
課題作品 40%

適時プリントを配付する。

無断欠席はしないように。

ガイダンス、授業の進め方、グループ展や全国大学版画展の取り組み方について説明。
個人面談、今後の研究計画、原画、下絵の制作
個人面談、ドローイング制作、自由制作
個人面談、ドローイング制作、自由制作
個人面談、ドローイング制作、自由制作
個人面談、ドローイング制作、自由制作
まとめ　エスキース・ポートフォリオ提出、合評
個人面談、自由制作
個人面談、自由制作　
個人面談、自由制作
個人面談、自由制作　全国大学版画
ま と め 　自由制作　仕上げ
個人面談、自由制作　仕上げ
個人面談、エスキース・ポートフォリオ提出
まとめ　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

主題と表現を明らかにして、さまざまな素材や技法を使って表現できる。
自分のテーマをみつけて自由に表現できるようになる。
絵画表現の多様性を積極的に探ることができる。

(1)
(2)
(3)

長尾 浩幸
美術領域３年生

自由制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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さまざまなメディアについて基礎から学び、応用力を培いながら複数のメディアをまたぐメディアミックスによる表現の可能性を広げる。
それとともに社会や文化について思索を深め、次世代に対応した新しいコミュニケーションを創造できる人材を育成する。 

メディアデザイン領域

メディアデザイン領域人材育成目標について

メディアデザイン領域では、写真・グラフィックデザイン・映像について基礎から学び、メディアミックスによる表現の可能性を広げていく。
情報を発信する人と受信する人をつなぐインタフェースを、より魅力的なものとして提案していくことが「メディアデザイン」の役割。そ
のために、社会や文化について自分自身で考える力や、コミュニケーション能力を育む。 

メディアデザイン領域の特色・各課程での学びについて

メディアデザイン領域での造形活動の基礎力を身につける。（発想力、知識、描写力、映像、写真、グラフィックデザインによる表現）
専門導入課程（１年生）

各コースの専門分野で学ぶための基礎技術の習得及び基礎知識を修得し、独自の自己表現を追究するためのテーマの発展につなげる。
また、制作活動を通じて技術力を向上させ、社会への発表活動を通して表現力を充実させる。

専門基盤課程（２～３年生）

各自の専門分野表現者としての総合力を研究・制作を行う。また集大成として４年間の学修成果をまとめ上げる。
専門研究課程（４年生）

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目
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基礎造形実習１Ａ
基礎造形実習２Ａ
基礎造形実習３Ａ
基礎造形実習４Ａ
基礎造形実習２Ｂ
基礎造形実習４Ｂ
基礎造形実習３C
基礎造形実習４C
基礎造形実習２D
基礎造形実習４D
基礎造形実習１E
メディアデザイン基礎演習１
メディアデザイン基礎演習２
メディアデザイン演習１
メディアデザイン演習２
メディアデザイン演習３
メディアデザイン演習４
メディアデザイン演習７-ａ
メディアデザイン演習７-ｂ
メディアデザイン演習７-ｃ
メディアデザイン演習７-ｄ
メディアデザイン演習８-ａ
メディアデザイン演習８-ｂ
メディアデザイン演習８-ｃ
メディアデザイン演習８-ｄ
メディアデザイン演習５-ａ
メディアデザイン演習６-ａ
メディアデザイン実習１-ac

メディアデザイン実習２-a
メディアデザイン実習３-a
メディアデザイン実習４-a
メディアデザイン実習５-a
メディアデザイン実習６-a
メディアデザイン実習７-a
メディアデザイン実習８-a
メディアデザイン演習５-ｂ
メディアデザイン演習６-ｂ
メディアデザイン実習１-b
メディアデザイン実習２-b
メディアデザイン実習３-b
メディアデザイン実習４-b
メディアデザイン実習５-b
メディアデザイン実習６-b
メディアデザイン実習７-b
メディアデザイン実習８-b
メディアデザイン演習５-ｃ
メディアデザイン演習６-ｃ
メディアデザイン実習１-ac

メディアデザイン実習２-c
メディアデザイン実習３-cd

メディアデザイン実習４-c

メディアデザイン実習５-c
メディアデザイン実習６-c
メディアデザイン実習７-c
メディアデザイン実習８-c
メディアデザイン演習５-ｄ
メディアデザイン演習６-ｄ
メディアデザイン実習１-d
メディアデザイン実習２-d
メディアデザイン実習３-cd

メディアデザイン実習４-d
メディアデザイン実習５-d
メディアデザイン実習６-d
メディアデザイン実習７-d
メディアデザイン実習８-d
卒業研究1
卒業研究2
メデイアデザイン概論
メデイアデザイン論1
メデイアデザイン論2
メデイアデザイン論3
メデイアデザイン論4

実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習

実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
実習

実習
実習

実習

実習
実習
実習
実習
演習
演習
実習
実習
実習

実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
講義
講義
講義
講義
講義

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯

◯
◯
◯
◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯
◯

◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

＊学科共通科目 メディアデザイン領域開講科目

＊学科共通科目 メディアデザイン領域開講科目

＊学科共通科目 メディアデザイン領域開講科目
＊学科共通科目 メディアデザイン領域開講科目 写真Cライセンス

映像撮影機材C

領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目

DTPルームライセンス
DTPルームライセンス
DTPルームライセンス
DTPルームライセンス

DTPルームライセンス
写真Bライセンス
写真B(暗室系､写真コンピュータルーム)ライセンス

DTPルームライセンス
DTPルームライセンス
写真B(スタジオ撮影系)、DTPルームライセンス

映像サウンド機材C､コンピュータスタジオBライセンス
コンピュータスタジオBライセンス
写真B(撮影用品)､
コンピュータスタジオAライセンス
コンピュータスタジオAライセンス

映像サウンド機材C､映像サウンド機材B､
映像照明機材B､ブロードキャスティ
ングスタジオ(スタジオ/調整室)､
コンピュータスタジオAライセンス

映像サウンド機材C､映像サウンド機材B､
映像照明機材B､ブロードキャスティ
ングスタジオ(スタジオ/調整室)､
コンピュータスタジオAライセンス
映像サウンド機材C､コンピュータスタジオAライセンス
写真B(撮影用品)､
コンピュータスタジオAライセンス
映像撮影機材B､映像照明機材B､
スタビライザー（RONIN）、映像サウンド機材B、
映像サウンド機材C､コンピュータスタジオA､
ブロードキャスティングスタジオ
(スタジオ/調整室)､シンプルスタジオ､
写真B(撮影用品)ライセンス

領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
領域共通選択科目
写真コース科目
写真コース科目
写真コース科目

写真コース科目
写真コース科目
写真コース科目
写真コース科目
写真コース科目
写真コース科目
写真コース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
グラフィックデザインコース科目
映像・放送コース科目
映像・放送コース科目
映像・放送コース科目

映像・放送コース科目
映像・放送コース科目

映像・放送コース科目

映像・放送コース科目
映像・放送コース科目
映像・放送コース科目
映像・放送コース科目
アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目

アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目
アニメーション・ＣＧコース科目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

4
6

芸術学科　メディアデザイン領域　

専
門
導
入
科
目

専
門
基
盤
科
目

専
門
研
究
科
目
芸
術
応
用
科
目

領域の履修計画に基づき
基礎造形実習1～4
計８単位を修得すること

領域の基礎演習を
４単位修得すること

領域共通専門基盤科目を
8単位を修得すること

領域共通選択科目
を4単位修得すること

コース専門の基盤科目を
20単位修得すること

領域の専門研究科目を
10単位修得すること

領域の芸術応用科目を
10単位修得すること

単位数
必
修

受
講
指
定

選
択

開講期・年次
特記事項 受講方法取得可能ライセンスカリキュラム

授
業
形
態

1
年
2
年
3
年
4
年

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期

芸術学科　メディアデザイン領域　写真コース　
スタンダードカリキュラム                   

メディア
デザイン論1   

情報デザイン/構造デザインの応用1
Web制作基礎   
＊領域共通科目  

写真術の歴史の変遷から
将来の予測する力を養う

卒業研究2卒業研究1

個展に向けた作品
制作

選択 選択

選択

選択

選択

選択

選択 選択

２科目４単位
選択履修

テレビ番組の
企画と制作

写真作品制作の流れ/
テーマの発見

学内の機材・設備／
写真表現技術

グラフィックデザイン
基礎から応用

情報デザイン/構造デザインの応用2
Web制作応用   
＊領域共通科目  

個々の作品テーマ
を見つける

作品制作のための
作家研究

写真による表現力・
技術力の向上

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

メディアの歴史 写真史 グラフィックデザイン史 映画史  アニメーション史

メディアデザイン
実習１-ac

メディアデザイン
実習３-a

メディアデザイン
実習２-a

メディアデザイン
実習４-a

メディアデザイン
実習５-a

メディアデザイン
実習６-a

メディアデザイン
実習７-a

メディアデザイン
演習５-a

メディアデザイン
演習６-a

メディアデザイン
実習８-a

Webサイト制作
＊領域共通科目 ＊写真コース必修科目 ＊写真コース必修科目

Webサイト企画
＊領域共通科目

写真基礎

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目 ＊領域共通科目

＊領域共通科目

映像・
アニメーション基礎

メディアデザイン
基礎演習２

メディアデザイン
基礎演習１

基礎造形実習4D基礎造形実習2D

基礎造形実習1A 基礎造形実習3A

メディア
デザイン演習１

メディア
デザイン演習２

メディア
デザイン演習３

メディア
デザイン演習４

写真の原理と実験

写真・GD シナリオ・絵コンテ

描写基礎 グラフィック
デザイン基礎

メディア
デザイン概論1 

メディア
デザイン論２

メディア
デザイン論３

メディア
デザイン論４

選択

インタフェース研究１
＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

インタフェース研究２
＊領域共通選択科目

ドキュメンタリーの企画  
＊領域共通選択科目
ドキュメンタリーの実制作  

モーション
グラフィックス 

インスタレーション（メディア
デザインにおける空間展示）

パース（背景美術） ポートフォリオ 
スケッチ・デッサン

メディア
デザイン演習７-c

メディア
デザイン演習７-b

メディア
デザイン演習７-a

メディア
デザイン演習８-c

メディア
デザイン演習８-d

メディア
デザイン演習７-d

メディア
デザイン演習８-b

メディア
デザイン演習８-a

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

領域授講推奨科目

・メディアアート概論

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域

学
芸
員
課
程
科
目
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級
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目
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目
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

芸術学科　メディアデザイン領域　グラフィックデザインコース　
スタンダードカリキュラム

情報デザイン/構造デザインの応用1
Web制作基礎   
＊領域共通科目  

卒業研究2卒業研究1

選択 選択

選択

選択

選択

選択

選択 選択

２科目４単位
選択履修

タイポグラフィ・
組版

広告デザイングラフィックデザ
インにおける写真

製版・
シルクスクリーン

情報デザイン/構造デザインの応用2
Web制作応用   
＊領域共通科目  

パッケージデザイン
＜地域貢献＞

Web広告

インフォーメショナル
デザイン

アートディレクション
＜地域貢献＞

メディアの歴史

メディアデザイン
実習１-b

メディアデザイン
実習３-b

メディアデザイン
実習２-b

メディアデザイン
実習４-b

メディアデザイン
実習５-b

メディアデザイン
実習６-b

メディアデザイン
実習７-b

メディアデザイン
演習５-b

メディアデザイン
演習６-b

メディアデザイン
実習８-b

Webサイト制作
＊領域共通科目

Webサイト企画
＊領域共通科目

写真基礎

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目 ＊領域共通科目

＊領域共通科目

映像・
アニメーション基礎

メディアデザイン
基礎演習２

メディアデザイン
基礎演習１

基礎造形実習4D基礎造形実習2D

基礎造形実習1A 基礎造形実習3A

メディア
デザイン演習１

メディア
デザイン演習２

メディア
デザイン演習３

メディア
デザイン演習４

エディトリアル
デザイン

写真・GD シナリオ・絵コンテ

描写基礎 グラフィック
デザイン基礎

メディア
デザイン概論1 

選択

インタフェース研究１
＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

インタフェース研究２
＊領域共通選択科目

ドキュメンタリーの企画  
＊領域共通選択科目
ドキュメンタリーの実制作  

モーション
グラフィックス 

インスタレーション（メディア
デザインにおける空間展示）

パース（背景美術） ポートフォリオ 
スケッチ・デッサン

メディア
デザイン演習７-c

メディア
デザイン演習７-b

メディア
デザイン演習７-a

メディア
デザイン演習８-c

メディア
デザイン演習８-d

メディア
デザイン演習７-d

メディア
デザイン演習８-b

メディア
デザイン演習８-a

ブランディング

メディア
デザイン論1   
写真史 グラフィックデザイン史 映画史  アニメーション史

メディア
デザイン論２

メディア
デザイン論３

メディア
デザイン論４
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

領域授講推奨科目

・メディアアート概論

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域
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専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

芸術学科　メデイアデザイン領域　映像・放送コース　
スタンダードカリキュラム

メディア
デザイン論1   

情報デザイン/構造デザインの応用1
Web制作基礎   
＊領域共通科目  

卒業研究2卒業研究1

ドラマ制作

選択 選択

選択

選択

選択

選択

選択 選択

２科目４単位
選択履修

テレビ番組の
企画と制作

実写映像の撮影、
編集技法

人形アニメ（カメラ
ワーク、絵コンテ）

サウンド実習

情報デザイン/構造デザインの応用2
Web制作応用   
＊領域共通科目  

シナリオ制作

映像社会学 作家研究

映像の実験

メディアの歴史 写真史 グラフィックデザイン史映画史  アニメーション史

メディアデザイン
実習１-ac

メディアデザイン
実習３-cd

メディアデザイン
実習２-c

メディアデザイン
実習４-c

メディアデザイン
実習５-c

メディアデザイン
実習６-c

メディアデザイン
実習７-c

メディアデザイン
演習５-c

メディアデザイン
演習６-c

メディアデザイン
実習８-c

Webサイト制作
＊領域共通科目

Webサイト企画
＊領域共通科目

写真基礎

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目 ＊領域共通科目

＊領域共通科目

映像・
アニメーション基礎

メディアデザイン
基礎演習２

メディアデザイン
基礎演習１

基礎造形実習4D基礎造形実習2D

基礎造形実習1A 基礎造形実習3A

メディア
デザイン演習１

メディア
デザイン演習２

メディア
デザイン演習３

メディア
デザイン演習４

ドキュメンタリー
作品制作

写真・GD シナリオ・絵コンテ

描写基礎 グラフィック
デザイン基礎

メディア
デザイン概論1 

メディア
デザイン論２

メディア
デザイン論３

メディア
デザイン論４

選択

インタフェース研究１
＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

インタフェース研究２
＊領域共通選択科目

ドキュメンタリーの企画  
＊領域共通選択科目
ドキュメンタリーの実制作  

モーション
グラフィックス 

インスタレーション（メディア
デザインにおける空間展示）

パース（背景美術） ポートフォリオ 
スケッチ・デッサン

メディア
デザイン演習７-c

メディア
デザイン演習７-b

メディア
デザイン演習７-a

メディア
デザイン演習８-c

メディア
デザイン演習８-d

メディア
デザイン演習７-d

メディア
デザイン演習８-b

メディア
デザイン演習８-a
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

領域授講推奨科目

・メディアアート概論

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目
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芸術学科　メデイアデザイン領域　アニメーション・ＣＧコース
平成28（2016）年度以前入学生　スタンダードカリキュラム

情報デザイン/構造デザインの応用1
Web制作基礎   
＊領域共通科目  

卒業研究2卒業研究1

作品制作

選択 選択

選択

選択

選択

選択

選択 選択

２科目４単位
選択履修

３DCG基礎

作画基礎(RETAS!)人形アニメ（カメラ
ワーク、絵コンテ）

VFX(After Effects&
3ds Max)

情報デザイン/構造デザインの応用2
Web制作応用   
＊領域共通科目  

作品制作・
グループワーク
＜地域貢献＞

キャラクター
デザイン

絵本制作

企画構想
イメージボード

メディアの歴史

メディアデザイン
実習１-d

メディアデザイン
実習３-cd

メディアデザイン
実習２-d

メディアデザイン
実習４-d

メディアデザイン
実習５-d

メディアデザイン
実習６-d

メディアデザイン
実習７-d

メディアデザイン
演習５-d

メディアデザイン
演習６-d

メディアデザイン
実習８-d

Webサイト制作
＊領域共通科目

Webサイト企画
＊領域共通科目

写真基礎

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目 ＊領域共通科目

＊領域共通科目

映像・
アニメーション基礎

メディアデザイン
基礎演習２

メディアデザイン
基礎演習１

基礎造形実習4D基礎造形実習2D

基礎造形実習1A 基礎造形実習3A

メディア
デザイン演習１

メディア
デザイン演習２

メディア
デザイン演習３

メディア
デザイン演習４

キャラクター
デザイン

写真・GD シナリオ・絵コンテ

描写基礎 グラフィック
デザイン基礎

メディア
デザイン概論1 

選択

インタフェース研究１
＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

＊領域共通選択科目

インタフェース研究２
＊領域共通選択科目

ドキュメンタリーの企画  
＊領域共通選択科目
ドキュメンタリーの実制作  

モーション
グラフィックス 

インスタレーション（メディア
デザインにおける空間展示）

パース（背景美術） ポートフォリオ 
スケッチ・デッサン

メディア
デザイン演習７-c

メディア
デザイン演習７-b

メディア
デザイン演習７-a

メディア
デザイン演習８-c

メディア
デザイン演習８-d

メディア
デザイン演習７-d

メディア
デザイン演習８-b

メディア
デザイン演習８-a

専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

芸
術
応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

メディア
デザイン論1   
写真史 グラフィックデザイン史映画史  アニメーション史

メディア
デザイン論２

メディア
デザイン論３

メディア
デザイン論４
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

領域授講推奨科目

・メディアアート概論

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域



メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目
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基礎造形実習１Ａ

平面表現の感覚を養うため、手描きによる描写を総合的に学習します。具体的には
描写力の基本を養う基本形態モチーフのデッサン、人物の描写力を養う人体デッサ
ン、画面構成と配色調和を考察する色彩表現の課題を制作します。また実習の始め
に人体クロッキーを行うとともに、随所にワークショップ形式のドローイング体験
を盛り込み、描写表現のセンスを柔軟に体得してゆきます。

人物クロッキーを習慣的に行ってください。１枚でも毎日描くことが大切です。
課題が実習時間に完了しなかった場合は次回授業までの自主制作となります。

授業態度　40％（受講態度 20％、ドローイングのトレーニング状況 20% ） 
課題作品 60％（課題①～⑤の提出物評価）

デッサンや着彩で必要な、鉛筆、用紙、着彩用具、B3 クロッキー帳、カルトン等
は各自で準備が必要です。詳細は初回オリエンテーションで説明します。テキスト
はありません。授業でプリントを配付します。

初回授業に 2B よりも濃い鉛筆を持参して下さい。また持っている人はカルトンや
画板を持参して下さい。

[ 前半 ] オリエンテーション／ [ 後半 ]【ドローイング１】人物クロッキー
[ 前半 ]【ドローイング２】パースの体験／[ 後半 ]【課題①】基礎デッサン「単体モチーフ」
（課題①つづき）、及び講評
[ 前半 ]【ドローイング３】視覚と手を連動する人体クロッキー／ [ 後半 ]【課題②】
基礎デッサン「組みモチーフ」
（課題②つづき）、及び講評
[ 前半 ]【ドローイング４】顔のクロッキー／ [ 後半 ]【課題③】人体頭部のデッサン
【ドローイング 5】シルエットで描く人体クロッキー
【課題④】人体デッサン「全身像」
（課題④つづき）
[ 前半 ]（課題④つづき）／ [ 後半 ]【課題④】の講評と【課題⑤】導入
【課題⑤】色彩表現「主人公と空間」制作
課題⑤つづき
課題⑤つづき
課題⑤つづき
まとめ（制作の振り返り、主に課題⑤について）

1.
2.
3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デッサンの基礎が身に付く。
パースペクティブ（遠近法）が体感、理解できる。
人体描写力が向上する。
構成力、色彩感覚が探求できる。
平面の表現センスが身に付く。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

岡田　毅志
メディアデザイン領域１年生

描写
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習２Ｄ

ルイ・ジャック・マンデ・ダゲールにより写真術が発表され、世界にその方法が拡がって発
展を始めたのは 1839 年。以来、映画・テレビへと映像時代が始まり、ほぼ 180 年になろ
うとしている。人類はレンズを通した疑似体験をすることができるようになり、その自然観
は大きく変革をしてきた。この実習では、アナログからデジタルまで写真技術の変遷を体験す
る。また、自らの感受性と潜在能力を写真というメディアを使って自己表現に結びつけていく。

授業内での説明や配付物を理解するために、必ず次週に向けて復習をし、実習がス
ムーズに進められるように準備しておくこと。ワークショップの内容によっては、
翌週や指定期間までに制作や撮影をしてくる課題もある。

授業態度 10％（授業参加度） 課題作品 60％（授業内容をまとめた個人教科書・作品ファ
イルの完成度） 合評 30％（日常課題合評時の作品及びスピーチ）

参考図書：「新ブック・オブ・フォトグラフィ」ジョン・ヘッジコー著（MPC）付属
図書館での閲覧及び貸出可。フィルム・印画紙・現像代・印刷用紙などの材料費が必要。

上のスケジュールは変更の可能性もある。また詳細な内容と予定は授業開始時に配付する。

光をコントロールする 1- カメラを知る 1 及びオリエンテーション
光をコントロールする 2---------- カメラを知る 2
オリジナルな視点 -------------- 撮影日
自らの感受性と潜在能力をさぐる -- 合評展覧会　及び２週目の課題の発表
自作スライドショー -- 作品セレクション→編集→拡大プロジェクション
“ 限りなくマン・レイに ”------ フォトグラムの実験→プリントを作る
モノクロームプリント ------- コンタクトプリントからプリントの完成まで 1
モノクロームプリント ------- コンタクトプリントからプリントの完成まで 2
デジタルフォトの基礎技術 1-- デジタルカメラについてと撮影実習
デジタルフォトの基礎技術 2---- スキャンからプリントの完成まで
プリント実習 1----------------- 課題制作
プリント実習 2----------------- 課題制作
C ライセンス施設・機材の使い方、及びプリント実習 2----- 課題制作
課題制作日
オリジナルファイルの展覧会とスピーチ -- 合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

写真術の変遷や基礎的なスキルの理解ができる。
写真を通して自己の感受性を発見できる。
写真機材/施設の基本的な使い方を修得（Cライセンスの取得）できる。

(1)
(2)
(3)

金澤 徹・天野 憲一
メディアデザイン領域 1年生

写真表現の基本技術と多様性。感受性の発見。
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習３Ａ

情報を視覚化する過程において、制作意図に基づき対象の本質を蒸留 / 抽出し、と
きに誇張し単純化することで明快で説得力のある造形を生み出すことができる。 
当講では観ることからスタートし、「観察 / 凝視」→「着眼 / 発見 / 洞察」→「抽出」
→「編集 / 加工」「推敲 / フィニッシュ」→「プレゼンテーション」の各制作ステッ
プを通じ、カタチを創りだしていく方法を考える。

履修に必要な用具は事前に準備し持参する。欠席した授業内容は友人やメールで先
生に問い合わせて次回の授業に遅れたり差し支えのないようにする。

授業態度　 40％ 
授業内試験 60％

資料プリントは適宜配付。 材料費約 500 円

用具：鉛筆（HB ～ 2B）、水性ペン（1mm、2mm）、油性マッキーペン（太、細-体）、
消しゴム、定規、コンパス（サインペンが取り付け可能なもの）、カッターナイフ、
カッティングマット。A3 クリアファイル（課題、資料収納用 20 ポケットタイプ）

授業の内容説明。学生相互による「顔」の描写（観察、凝視、抽出）
「顔」の素描完成後パターン化（線描 1，2．ブロック 1，2）
編集、加工。点 / 線 / 画で表現する（ドット）
編集、加工。点 / 線 / 画で表現する（線の疎密）
（合評-1）
古典美「紋の」分析、模写、巴の紋を作画する
アイデンティティの視覚化「自分の紋章」アイデア展開（キーワードの視覚化100）
アイデンティティの視覚化「自分の紋章」シンボライズ制作
（合評ー 2）
動物のピクトグラム。動物の造形のルール化を行う。
動物のピクトグラム造形と展開（単純化、視認性、意味性、統合性など）
動物のピクトグラム造形と展開（単純化、視認性、意味性、統合性など）
動物のピクトグラム造形と展開（３～ 5 種類の動物の下絵完成）
動物のピクトグラム造形と展開（コンパス、定規を使い墨入れ制作完成）
合評（合評 -4）課題作品をファイルしたポートフォリオを提出する

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

家紋の歴史やその造形美を知ることで過去から未来への知識や表現力ができる。
顔の描写を点、線、面に置き換えることで多様な造形表現ができるようになる。
動物の絵文字の創作を通じて言葉や文字を超えた視覚伝達ができるようになる。

(1)
(2)
(3)

板東　勲
メディアデザイン領域１年生

シンボライズ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習４Ｄ

ビデオカメラや、デジタル一眼レフで撮影した映像や、マイク、ＩＣレコーダーで
録音した音声を映像編集ソフト Premiere Pro で編集出来るようにする。映像の
基本的な制作手法を習得する。

出題された課題は、授業日以外の時間も活用して制作すること。

授業態度　60％　（受講態度 30％、課題への取り組み姿勢 30％） 
課題作品　40％

作画時にペン、鉛筆、絵の具など 他　授業内で資料を配付

映像撮影機材 Cライセンス

オリエンテーション　映像について
撮影機材の取扱い
編集ソフト　PremierePro の取扱い
〔課題１〕音声ドラマの制作
制作
〔課題１〕合評
〔課題２〕自己紹介映像
企画
〔課題３〕ピクシレーションアニメ制作
企画
制作
制作
制作
制作
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

正確、安全に機材の扱いができる。
映像の仕組みを理解し、初歩的な撮影、編集ができる。

(1)
(2)

翠緯　泰
メディアデザイン領域１年生

映像・アニメーション基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン基礎演習１

デザインや芸術の役割を考えながら、写真を使って感性を表現したり、平面構成や
簡単な編集を学びます。またグラフィックデザインのエレメントについてそれらを
分析し、表現や構造を読み解き、コミュニケーションの手法、考え方を理解します。

学期始めに配付する授業の詳細スケジュールを必ず確認し、各授業にそなえること。
また後半のグラフィックデザインでは、授業時間に完成しなかった課題を次回授業
までに仕上げてくること。

授業態度　30％（参加態度） 課題作品　50％（授業内で課したレポート・課題作品を
まとめたファイルで、ファイルは前半、後半をとおして課題を編集してまとめたもの） 
合評　20％（授業内でのプレゼンテーション） ※初回授業で詳細を説明。

金澤：レンズ付きフィルム代、同時プリント代、ケント紙代などが必要。 
南：テキスト、課題制作用紙は適宜、支給。

前半の写真は、3 回単位のワークショップ形式。欠席した場合は必ず内容を同じ授
業を受講している人に確認し、自分で補っておくこと。

①写真　担当：金澤　ガイダンス
レンズ付きフィルムを使った写真演習１
レンズ付きフィルムを使った写真演習 2
レンズ付きフィルムを使った写真演習 3
フォトキュビズム 1
フォトキュビズム 2
最終プレゼンテーションファイルについて　金澤・南
②グラフィックデザイン　担当：南　タイプフェイス 文字の種類と分類
レタリング 文字の構造を知る 明朝体とゴシック体 ローマン体とサンセリフ
構成の基本 点・線・面による構成
レイアウトの基本 写真と文字による構成
視覚伝達の基本 造形と意味性 歩く、走る、跳ぶを伝えるピクトグラム１
視覚伝達の基本 造形と意味性 歩く、走る、跳ぶを伝えるピクトグラム２
プレゼンテーションファイルの制作
合同最終プレゼンテーション　金澤・南

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

写真の編集を体験することができる。
文字について基礎を学ぶことができる。
視覚伝達の手法を学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

金澤 徹・南 琢也
メディアデザイン領域 1年生

写真とグラフィックデザインの基礎演習
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン基礎演習 1

デザインや芸術の役割を考えながら、写真を使って感性を表現したり、平面構成や
簡単な編集を学びます。またグラフィックデザインのエレメントについてそれらを
分析し、表現や構造 を読み解き、コミュニケーションの手法、考え方を理解します。

写真演習では授業内・外での撮影・構成・編集などを翌週までに仕上げることを課
すことがある。グラフィックデザインの演習では授業時間外での課題制作を課すこ
とがある。

授業態度　50%（受講態度 30%、取り組み姿勢 20%）
課題作品　50%（課題作品、授業ファイルで評価。授業ファイルは授業・課題をまとめたもの）
※初回授業で詳細を説明。

レンズ付きフィルム購入費用、写真同時プリント代、ケント紙、授業ファイルの制
作費などが必要。各自 USB メモリを持参すること。詳細は授業内で説明。

欠席した場合は必ず授業内容を同じ授業を受講している人に確認し、自分で補って
おくこと。

ガイダンス　授業ファイルの説明
レンズ付きフィルムを使った写真演習１
レンズ付きフィルムを使った写真演習２
レンズ付きフィルムを使った写真演習３
プレゼンテーションファイルの制作
書体（タイプフェイス）　文字の種類と分類
文字の構成を知る　レタリングを通して文字の構成を理解する
構成の基本　点・線・面による構成
レイアウトの基本　写真と文字による構成
デジタルカメラを使った写真演習１
デジタルカメラを使った写真演習２
デジタル写真データ演習１
デジタル写真データ演習２
デジタル表現の可能性
最終プレゼンテーション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

写真撮影の基本を理解し、基礎的な撮影技術を習得できる。
写真の編集を体験し、基礎的なデジタル調整を習得できる。
文字のについて学び、文字の構造が理解できる。
視覚伝達の手法を理解できる。

(1)
(2)
(3)
(4)

浅野　豪
総合領域１・２年生

写真とグラフィックデザインの基礎演習
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン基礎演習２

１．映像作品制作の企画書の作成方法ができる。 
２．物語を中心としたシナリオ表現ができる。 
３．カメラワークの種類と意味を理解できる。 
４．絵コンテの表現方法が理解できる。 前半 8 回をシナリオ制作、後半７回を
     絵コンテ制作

事前にレジュメおよび配付資料をよく読み授業に臨むこと。

受講態度　20％ 
課題作品　80％　（ショートムービーのシナリオ 40％、コンテ課題 40％）

なし

なし

企画書の概要、コンセプト
シナリオ作成（テーマ）
シナリオ作成（シノプシス）
シナリオ作成（プロット、構成）
シナリオ作成（書式）
シナリオ作成（人物描写）
シナリオ作成（ト書き、セリフ）
シナリオ作成（リトマス法）
絵コンテ概説（既存のアニメ映画を読む）
カメラワーク（フレーミングの意味）
カメラワーク（動きのあるカメラワーク）
編集１（映像の単位）
編集２（モンタージュ、音）
絵コンテ作成（映像の設計）
絵コンテ作成（映像の設計）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

映像作品制作の企画書の作成が出来る。
物語を中心としたシナリオの表現方法の理解と実践が出来る。
カメラワークを活かした演出が出来る。
絵コンテによる映像作品の設計が出来る。

(1)
(2)
(3)
(4)

櫻井 宏哉
メディアデザイン領域 1年生

シナリオ作成の基礎と絵コンテ制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 1

デザインという活動は、デザイナー 1人が満足するために行うのではなく、デザイ
ンされたものを使用するユーザー、デザインを依頼するクライアントなどが共に創
りあげるものです。 様々なステークホルダーに納得・満足してもらうために、ヒア
リングや調査分析を行い、目的や構造を共有し、コンセプトを立てるという、一連
の企画・構想プロセスを学んでいきます。

前半は、ほぼ毎回小さな課題を出します。
授業前日の 18:30 までに PDF で提出してください。

授業態度 30％（遅刻厳禁） 課題作品 30％（日常課題の提出状況とそのクオリティ） 
合評 40％（最終課題の作品クオリティ・合評での表現力）　 
※ 3 回以上の無断欠席・無断遅刻で単位取得不可

購入必須図書：特になし 参考図書：PDF・プリント配付または、授業ブログ上で紹介。 
材料費等：各課題の提出用出力費が必要です。 USBメモリ（またはハードディスク）
必須。成績優秀者のみ合評用に B1 出力をお願いします。

グループ作業では、他のメンバーへ負担をかけないよう留意してください。

ガイダンス・PDF 作成方法・書類のネーミング・アンケート
Web サイト構築プロジェクトの流れ／サイト分析 -1
ナビゲーションデザイン・情報構造モデル／サイト分析 - ２
ペルソナ法とシナリオ法／サイト分析 -3
サイトコンセプトについて考える／サイト分析-４
スタイリングデザインとインタラクションデザイン／サイト企画 -1
企画概要の発表／サイト企画 -2
スケッチ・モックアップ・プロトタイプ／サイト企画 -3
ユーザビリティ・エクスペリエンスデザイン／サイト企画 -4
モックアップ案提出と制作相談
Web デザイン分野の傾向について考える／企画書制作と相談
「Web サイト企画書」完成版提出・プレゼンテーション -1
プレゼンテーション -2
まとめ①　ソーシャルサービスの潮流について考察する
まとめ②　合評（αβ　2 講座合同）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

クライアントとユーザーの目的を把握し、デザイナーとして仕事を捉えることができる
Web サイトを構造的に捉えて、目的に則したデザインを提案できる
コンセプトに基づいて、企画書をグラフィカルにまとめることができる

(1)
(2)
(3)

大草　真弓
メディアデザイン領域 2年生

Weｂサイト企画
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン演習２

Adobe Flash を用いたアニメーション制作及びインタラクティブコンテンツの制
作方法について、実際の作品制作を通して学びます。

必要に応じて予め企画書や素材作りなどを授業外で行うこと。

課題作品　50％ 
合評　　　50％（プレゼンテーション力）

授業内で紹介します。

無断欠席及び無断遅刻 2 回以上、作品未提出は原則単位取得不可

オリエンテーション／ Flash コンテンツの事例紹介
Flash の基礎 1（Flash の基本機能）
Flash の基礎 2（アニメーションの作り方）
Flash の基礎 3（ボタンの作り方）
Flash の基礎 4（シーンの作り方）
Flash の基礎 5（音の使い方）
Flash の基礎 6（Action Script 3.0 によるムービー制御）
Flash の基礎 7（Action Script 3.0 によるマウスインタラクション）
Flash を用いた作品の制作 1（企画立案）
Flash を用いた作品の制作 2（企画立案）
Flash を用いた作品の制作 5（Flash への実装）
Flash を用いた作品の制作 6（Flash への実装）
Flash を用いた作品の制作 7（Flash への実装）
Flash を用いた作品の制作 8（Flash への実装）
作品のプレゼンテーション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

Flash の基本操作を習得できる。
Flash によるアニメーションの制作方法を習得できる。
Flash によるマウスインタラクションを習得できる。

(1)
(2)
(3)

真下　武久
メディアデザイン領域 2年生

Flash によるアニメーション、インタラクティブコンテンツ制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習３

Web サイト構築に必要なスキルを身につける。HTML と CSS の基本的な技術を
学ぶとともに、Web サイト制作に必要な情報デザイン、構造デザインについても
学ぶ。グラフィックデザイン、写真、映像など様々なメディアを応用する可能性を
探る。

必要に応じて予め企画書や素材作りなどを授業外で行うこと。

課題作品　50％ 
合評　　　50％　（プレゼンテーション力）

授業内で紹介します。

無断欠席及び無断遅刻 2 回以上、作品未提出は原則単位取得不可。

オリエンテーション
HTML の基本 1（HTML とは何か）
HTML の基本 2 （デザイン）
HTML の基本 3（コーディング）
HTML の基本 4（復習）
テーマに基づく制作 1（リサーチ）
テーマに基づく制作 2（企画書の作成）
テーマに基づく制作 3（企画書のチェック）
テーマに基づく制作 4（必要な技術のリサーチ）
テーマに基づく制作 5（実装作業）
テーマに基づく制作 6（実装作業）
テーマに基づく制作 7（実装作業）
テーマに基づく制作 8（実装作業）
合評
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ウェブサイト制作の基礎知識が得られる。
実際にウェブサイトを完成させることができる。
インターネットを利用した情報発信の方法を学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

真下 武久・岡澤 理奈
メディアデザイン領域 2年生

基礎的なウェブサイトの制作方法を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習４

コンピュータ基礎演習 3 を踏まえてWeb サイト構築に関する発展的な知識や技能
を身につける。より効率的にWeb サイトを制作するために、Dreamweaver など
のソフトウェアを用いたり、必要に応じて Javascript など様々な技術を併用しな
がらWeb サイト制作の幅を広げる。

必要に応じて予め企画書や素材作りなどを授業外で行うこと。

課題作品　50％ 
合評　　　50％（プレゼンテーション力）

授業内で紹介します。

無断欠席及び無断遅刻 2 回以上、作品未提出は原則単位取得不可。

オリエンテーション
コーディングソフトの基本 1（Dreamweaver などの紹介）
コーディングソフトの基本 2（Dreamweaver など HTML の組み方）
コーディングソフトの基本 3（Dreamweaver での CSS の組み方）
コーディングソフトの基本 4（jQuery などの組み方）
テーマに基づく制作 1（リサーチ）
テーマに基づく制作 2（企画書の作成）
テーマに基づく制作 3（企画書のチェック）
テーマに基づく制作 4（必要な技術のリサーチ）
テーマに基づく制作 5（実装作業）
テーマに基づく制作 6（実装作業）
テーマに基づく制作 7（実装作業）
テーマに基づく制作 8（実装作業
合評
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ウェブサイト制作の一般的知識が得られる。
ウェブサイトに関連する様々な技術を学ぶことができる。
最新の情報発信に関する知識を知ることができる。

(1)
(2)
(3)

真下 武久・岡澤 理奈
メディアデザイン領域 2年生

基礎的なウェブサイトの制作方法を発展的に学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 5-a

図書館にある写真集、雑誌、DVD などを利用して、既成作家の研究を行い、
多様な写真表現の可能性を知る。

図書館で写真集をみること

授業態度　30％ 
課題作品　40％ 
レポート　30％（研究ファイル）

授業内で適宜紹介します。材料費は不要です。

ガイダンス 講義　写真の多様性
作家研究 1
リサーチ（資料収集）1
リサーチ（資料収集）２
研究テーマと研究対象となる作家のセレクト
講義 写真作品のアプローチ（展覧会と出版）
作家研究 ２　
リサーチ（資料収集）1
リサーチ（資料収集）２
講義 写真と広告（デザイン）
作家研究の発表
講義 写真と映像
講義 写真と歴史
まとめ１ （ファイル提出）
まとめ２

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

資料を集め、選択できる
作家の作品テーマを解釈できる
写真というメディアの可能性を応用できる

(1)
(2)
(3)

津田　睦美
メディアデザイン領域３年生

作品制作のための作家研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン演習 5-b

サーベイによる情報の収集、分析。それらを整理、統合して基本プランを策定し造形
システムに基づいた案内・誘導のための情報の視覚化の方法を学ぶ。情報をどのよ
うに整理分類して分かりやすく、見やすく視覚化するか。視認性や意味性、統合性
をふまえ、ピクトグラムやタイポグラフィ、カラーシステム等を含め公空間における
サイン・グラフィックを学ぶ。

ターミナルや駅、空港のサインをサインの分かりやすさ、表示方法について注意して見
ておくこと。

授業態度　30％ 
課題作品　70％　（トータルデザイン能力：視覚情報としてトータルにデザインする能力と展開力） 
※＜10／１５の出席厳守＞特に検討会の出席を重視。

参考資料、テキストは必要に応じて配付する。材料費としてプリント出力費、パネ
ル代（A1サイズ2枚）が必要。

ハードなスケジュールで進行するので、欠席しないようにすること。

オリエンテーション　公／商空間における視覚情報について
１）公共施設におけるサイン計画　誘導、表示、指示の現状と分析　空港のサイン計画の実際
調査に基づく動線と表示アイテムの設定　誘導・表示・指示システムの計画
　 調査書、企画書作成
　 調査書、企画書の検討会
2) ピクトグラム制作-１　システムによる造形法
ピクトグラム制作-２　サインの意味性と視認性
ピクトグラム制作-3　統合性と実用性
ピクトグラム -4　検討会
3) シグネイチャーの設計と制作
タイプフェースの選定
カラーシステムの策定
設置現場での検証　サイズの確認、素材の選定、レイアウトの決定
デザイン提案パネルの制作
プレゼンテーション　合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

テーマに沿った情報の収集能力とその分析力の習得ができる。
基本構想力と企画書の作成方法の習得ができる。
システム造形の手法が習得ができる。
デザイン統合の手法が習得ができる。
プランニングからデザインまでの行程が実践的に習得できる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

岩村 隆昭
メディアデザイン領域３年生

インフォメーショナルデザイン　＜サイン・グラフィック計画の手法を学ぶ＞
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 5-c

社会学の視点で映像を読み解き、映像と社会の関連を調査、研究します。 
映像作品を検討する際、社会の動向把握、社会学のフィルターを通すことを把握します。

事前にレジュメおよび配付資料をよく読み授業に臨むこと。

授業態度　30％ 
課題作品　70％

なし。

なし。

オリエンテーション
社会科学と映像 1（報道、著作権、政治）
社会科学と映像 2（報道、著作権、政治）
社会科学と映像 3（報道、著作権、政治）
社会科学と映像 4（報道、著作権、政治）
産業と映像 1
産業と映像 2
歴史と映像 1
歴史と映像 2
科学と映像 1
科学と映像 2
芸術と映像 1
芸術と映像 2
その他 1
その他 2

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

映像作品に潜在する社会のしくみを発見することができる
社会学の視点を自分の映像表現に組み込むことができる

(1)
(2)

櫻井　宏哉
メディアデザイン領域３年生

映像作品に潜在する社会のしくみを発見し、研究する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 5-d

一口に「キャラクター」といっても様々なものがある。 この授業では、アニメーショ
ンのためのキャラクターをデザインするスキルを身につける。

授業中に指定するレジュメを読むこと。

授業態度　70％ 
課題作品　30％（授業内課題） ※5回欠席した人は不合格とします。

オリエンテーション
テレビアニメーションのキャラクター分析（ドラえもん）
テレビアニメーションのキャラクター分析（新世紀エヴァンゲリオン）
テレビアニメーションのキャラクター分析（ガールズ＆パンツァー）
劇場アニメーションのキャラクター分析（となりのトトロ）
劇場アニメーションのキャラクター分析（天空の城ラピュタ）
劇場アニメーションのキャラクター分析（時をかける少女）
ハリウッド映画のキャラクター分析（マッドマックス 怒りのデス・ロード）
短編アニメーションのキャラクター分析（頭山）
キャラクターのシルエット・配色
小道具の設定
性格・感情表現
キャラクターの成長・変化
アクション・リアクション
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

既存作品のキャラクターを分析できる
視聴者を楽しませる仕組みをキャラクターに設定できる
アニメーション向きのキャラクターの造形ができる

(1)
(2)
(3)

森田　健
メディアデザイン領域 3年生

キャラクターデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 6-a

雑誌・新聞やWeb 上の情報等を各学生が持ち寄り、写真を取り巻く環境・歴史や
今を考える。そのことを通して、ディスカッションをし、将来を予想する力を身に
つける。また、この授業の中で自身の作品について考える時間を設け、自身の作品
のポートフォリオ作りに繋げる。

写真機材等の情報を新聞・テレビ・web 等で得ること。
実際の店舗などで実物を見て触れること。

授業態度　30％（授業への参加態度とスピーチ） 
課題作品　40％（ポートフォリオの完成度） 
レポート　30％（学んだことを踏まえてのレポート）

テキスト参考書は特にないが、必要に応じて、図書館にある書籍等を使うこともあ
る。ポートフォリオや作品制作や発表にかかわる消耗品や経費は各自の負担。

上記スケジュールは変更する可能性もある。詳細な内容と予定は学期はじめに配付する。

カリキュラム説明
写真技術を歴史から振り返りどのように変遷してきたかを考える
現在の写真技術動向 1
リサーチ課題についてのディスカッション 1
現在の写真技術動向 2
リサーチ課題についてのディスカッション 2
各学生の作品確認とディスカッション 1（ポートフォリオ作り含む）
現在の写真技術動向 3
リサーチ課題についてのディスカッション 3
現在の写真技術動向 4
リサーチ課題についてのディスカッション 4
各学生の作品確認とディスカッション 2（ポートフォリオ作り含む）
各自にてレポートとポートフォリオ制作
まとめ①これまでの授業を通して得た情報を基に、10年後の写真技術の予測を発表（レポート化）
まとめ②レポート提出と写真コース合同合評にて各自制作中の作品と共にポートフォリオ発表

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

写真技術の変遷を知識とし、将来の写真がどのように変化していくのかを予
測する力をつけることができる
現在自身が使っている写真機材などの置かれている状況を知ることができる
自身の作品のポートフォリオ作りに繋げることができる

(1)

(2)
(3)

金澤　徹
メディアデザイン領域３年生

写真の歴史の変遷から社会の流れと写真技術の変化を考察し、その将来を予測する力を養う
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン演習 6-c

映像作品、映像作家、作品テーマ、表現方法を研究。ジャンルは劇映画、テレビ番組、
ドキュメンタリー、ミュージッククリップ、実験映画など多岐にわたる。 
教員による発表と学生による発表で構成される。

事前にレジュメおよび配付資料をよく読み授業に臨むこと。

授業態度　70％（受講態度 30％、授業 / プレゼンテーションへの参加姿勢 40％） 
課題作品　30％（提出物のクオリティー） ※最低 10 回の出席が必要。

なし。

なし。

オリエンテーション
個人映画と実験映画（１）
個人映画と実験映画（２）
アニメーション（１）
アニメーション（２）
ドキュメンタリー（１）
ドキュメンタリー（２）
ドキュメンタリー（３）
ドキュメンタリー（４）
ドラマ（１）
ドラマ（２）
ドラマ（３）
ドラマ（４）
その他表現（１）
その他表現（２）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

映像表現の多様性を知ることができる。
主要ジャンルにおける表現方法の相違を学ぶことができる。

(1)
(2)

櫻井　宏哉
メディアデザイン領域３年生

映像作家研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 6-d

シンプルでわかりやすく、なおかつ驚きをもった絵本を作る。絵本は絵と言葉で物
語を作るが、冗長な要素を省略し、面白さの要点を見つけ出すのに適している。
短編アニメーションを視野に入れた絵本を作る。

いろいろな絵本を読み、気に入ったものを何冊か見つけて持ってきてください。

授業態度　40％ 
課題作品　60％（課題への取り組み・授業理解度 30％、作品評価 30％）

毎回クロッキー帳１冊（A3 程度）用意してきてください。 
必要に応じて資料を配付します。

オリエンテーション
企画・アイデア
シナリオ①
シナリオ②
コマ割り①
コマ割り②
ダミー制作①
ダミー制作②
まとめ①（中間チェック）
絵本制作①
絵本制作②
絵本制作③
絵本制作④
印刷・製本
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

絵本制作を通してアニメーションの企画・発想力を身につける。
画面作りとレイアウトする能力を高める。
オリジナルの絵本を制作できる。

(1)
(2)
(3)

高橋　登美子
メディアデザイン領域 3年生

絵本制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 7-a

写真・映像の分野において、社会の様々な様子を撮影／記録し発表する事により、
我々が普段気がつかない新しい事実を明らかにする事が可能である。本授業ではド
キュメンテーションを制作する上で重要なテーマの設定や、テーマに基づいたリ
サーチの方法、及びそれらをどのような形で発表するかについて、様々なドキュメ
ンテーションの事例を調査・分類し、分析及び議論を行う事でその理解を深める。
またドキュメンテーションにおいて重要な取材などの方法についても学ぶ。　

課題の進行状況をまとめ、事前に確認した上で、授業に臨むこと。

授業態度　50％（授業 / プレゼンテーションへの参加姿勢 40％） 
課題作品　50％（提出物のクオリティー）

必要なプリントは配付する。情報収集のための経費は各自にて捻出。

MD 領域の映像又は写真系授業の履修済みが望ましいが、ドキュメンタリーの発想
を学ぶことが目的なので未経験者も履修可。上記予定は変更することもある。

オリエンテーション / ドキュメンタリーの例（1）　櫻井・金澤
ドキュメンタリーの例（2）　金澤
ドキュメンタリーの例（3）　櫻井
ドキュメンタリーについての対談とディスカッション /課題発表　櫻井・金澤
ドキュメンタリーの例（4）　櫻井・金澤
課題研究の進捗状況確認及びアドバイス　櫻井・金澤
8 週目に向けて課題情報収集（各自にて）
研究課題途中経過発表　櫻井・金澤
情報収集（各自にて）　金澤質問など個別対応
情報収集（各自にて）　櫻井質問など個別対応
研究課題最終発表　ドキュメンタリー制作案についての課題発表　櫻井・金澤
ドキュメンタリー制作に関する計画書発表とアドバイス　櫻井・金澤
制作計画書完成に向けての自主研究　（質問に対する個別対応　櫻井・金澤）
まとめ①　制作計画書完成に向けての自主研究
まとめ②　制作計画書の発表と提出　櫻井・金澤

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ドキュメンタリーの多様性を知ることができる。
ドキュメンタリーに於いて、自己のテーマの立て方を学ぶことができる。
研究と調査に基づきドキュメンタリー制作計画を完成できる。

(1)
(2)
(3)

櫻井 宏哉・金澤 徹
メディアデザイン領域 3年生を含めて最高で 20人

ドキュメンタリー研究 1
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 6-b　

市場のデザイン調査と分析研究を踏まえ、商品を対象にしたブランドイメージの構
築法を学ぶ。商品ブランド構築に必要なベーシックデザイン（ロゴ、パッケージ）
を中心に販売促進に必要なポップ、ノベルティーグッズなどをトータルにデザイン
計画する。

市場におけるブランドに注目し、企業ブランド、商品ブランドに興味を持ち、理解
しておくこと。

授業態度　40％（出席率を重要視、10/15 以上の出席厳守）
課題作品　60％（調査分析力／企画能力／トータルデザイン表現力）

参考資料、テキストは必要に応じて配付する。材料費としてプリント出力費、パネ
ル代（A1 サイズ 2 枚）が必要。

調査分析からプランニング、デザイニングに沿った授業進行のため、欠席、遅刻無
く受講のこと。

オリエンテーション　ブランドとは何か　企業ブランド、商品ブランド、地域ブランドについて
市場におけるブランド調査と分析研究 バリュープロミスとコミュニケーション
商品のブランディング企画の立案
ブランディングのためのベーシックデザイン -1 マーク、ロゴ
ブランディングのためのベーシックデザイン-２　カラー計画
ブランディングのためのベーシックデザイン-３　ブラッシュアップ
中間検討会-１　 企画に基づいたデザインの検討
パッケージ、ディスプレイに関する調査
アプリケーションデザイン-１　パッケージデザイン
アプリケーションデザイン-2　パッケージデザイン、ディスプレイ
中間検討会-２　調査に基づいたパッケージの検討
アプリケーションデザイン-3　ポップなどの販売促進ツール
アプリケーションデザイン-4　イベント、ノベルティーグッズなどへの展開
ブランディングにおけるトータルイメージメイキングとしてプラン全体の確認
プレゼンテーション　合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

調査に基づいたデザイン展開の方法が習得ができる。
ベーシックデザインの表現力が習得ができる。
統合的にデザイン計画するコーディネート能力が習得ができる。

(1)
(2)
(3)

浪本 浩一
メディアデザイン領域３年生

ブランドにおける調査から企画、デザイニングにいたるまでのプロセスを学ぶ。
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン演習 7-c

文字は書体選択や配置方法により多くの意味を表現することが出来ますが、動きや
サウンドのデザインを加えることで、より豊かで複雑な情報を伝えることが出来ま
す。授業では、時間軸を伴ったビジュアルによる情報伝達について考察しながら、
タイポグラフィに動きの要素を加え、文字の意味をより深く伝えるための映像コン
テンツを制作します。

動画編集の基礎知識がある事が望ましい。
素材の準備、撮影等は授業外で作業し、準備すること。

授業態度　４０％
課題作品　６０％
による総合評価。

随時指示します。

Illustrator, Photoshop, Flash を使用します。

オリエンテーション
キネティックタイポグラフィ研究
プランニング（アイデアの検討）
プランニング（動画編集技法の検討）
試作 1（素材制作方法と動画編集技法の確認）
試作 2（試作 1 の問題点を解決する）
中間チェック-プレゼンテーション
モーションタイポグラフィ制作（タイポグラフィデザイン）
モーションタイポグラフィ制作（タイポグラフィデザイン）
モーションタイポグラフィ制作（モーションデザイン）
モーションタイポグラフィ制作（モーションデザイン）
モーションタイポグラフィ制作（オーサリング 1）
モーションタイポグラフィ制作（オーサリング 2）
動画書き出しフォーマットの調整　　プレゼンテーション準備
作品プレゼンテーション・発表

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

モーション表現の技法を習得できる。
情報の空間的および時間的な構成力を習得できる。

(1)
(2)

南　琢也
メディアデザイン領域 3年生

モーショングラフィックス
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 7-d

アニメーションのための背景を描く際に、パース（透視図法）の知識と技術は難し
い課題になる。背景美術制作、パース技法のトレーニングを行う。

描画力向上のため、日頃からクロッキー帳に絵を描く習慣をつけてください。

授業態度　40％ 課題作品　60％　（課題への取り組み・授業理解度 30％、作品
評価 30％）

３０cm ぐらいの直定規、三角定規、鉛筆、消しゴム、クロッキー帳１冊（A3 程度）
用意してきてください。 参考図書「なぞっておぼえる遠近法スケッチパース背景 /
小物編」　春日井 浩之 ( 著 )

オリエンテーション
１点透視図法
２点透視図法
３点透視図法
分割法
増殖法
箱描き　小物のパース
室内を描く①
室内を描く②
建物の外観を描く①
建物の外観を描く②
街並みを描く①
街並みを描く②
まとめ①（課題チェック）
まとめ②（作品のまとめ）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

透視図法の基本を学ぶことができる。
ものを立体的にとらえて描写する能力を養う。
作品の画面作りに役立つパース技術を身につける。

(1)
(2)
(3)

高橋　登美子
メディアデザイン領域 3年生

（テーマ）パース（背景美術）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 8-a

インタビューや取材を通し自分が興味を持った対象と深く関わっていくなかで、新た
な現実、新たな自分を発見しドキュメンタリーとして視覚化（静止画や映像）して
いく。作品として必要な要因は社会にメッセージを与えるテーマの開拓である。こ
の演習では写真やビデオを活用することにより社会のフィールドワークを行い情報
を発見、収集し、テーマを考察していく。　

事前にレジュメ、配付資料を熟読し、疑問点を明確にし、授業に臨むこと。

授業態度　50％（授業 / プレゼンテーションへの参加姿勢 40％） 
課題作品　50％（提出物のクオリティー）

必要なプリントは配付する。取材及び課題作品制作のための経費は各自にて捻出。

MD領域以外からの履修希望者はMD演習 3を履修済みが望ましいが、担当者どち
らかとの面談で未経験者も履修可とすることもある。上記予定は変更することもある。

オリエンテーション　　櫻井・金澤
前期に作った制作計画書の確認（新たに書き直すことも可能）　　櫻井・金澤
計画書に基づいて各自にて制作　　櫻井面談対応
計画書に基づいてリサーチ・制作を開始したものについて発表 　櫻井・金澤
計画書に基づいて各自にて制作　　金澤面談対応
制作開始したドキュメンタリーの中間発表　　櫻井・金澤
制作計画書を基に取材の継続及び修正　　櫻井・金澤
計画書に基づいて各自にて制作　　櫻井面談対応
計画書に基づいて各自にて制作　　金澤面談対応
ドキュメンタリー作品の中間発表　制作計画書の実施継続及び修正
計画書に基づいて各自にて制作　　櫻井面談対応
計画書に基づいて各自にて制作　　金澤面談対応
中間発表　櫻井・金澤
まとめ①　計画書に基づいて各自にて制作（完成まで）
まとめ②　合評　櫻井・金澤

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

計画に基づいてドキュメンタリー作品を制作できる。(1)

櫻井 宏哉・金澤 徹
メディアデザイン領域 3年生を含めて最高で 20人

ドキュメンタリー研究 2
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 7-b

Web サービス、アプリ、プロダクト製品等におけるインタフェース・デザインの
分野で、グラフィックデザイナーからのアプローチを行う際に必要な基礎的な考え
方やテクニックを学びます。

ほぼ毎回小さな課題を出します。
授業当日の 10:00 までに提出してください。

授業態度 30％（遅刻厳禁） 課題作品 30％（日常課題の提出状況とそのクオリティ） 
合評 40％（最終課題の作品クオリティ・合評での表現力）　 
※ 3 回以上の無断欠席・無断遅刻で単位取得不可

購入必須図書：特になし 参考図書：PDF・プリント配付または、授業ブログ上で紹介。 
材料費等：各課題の提出用出力費が必要です。 USBメモリ（またはハードディスク）
必須。成績優秀者のみ合評用に B1 出力をお願いします。

Photoshop、Illustrator、Animte または Powerpoint の基本操作ができること。

ユーザー・インタフェース（UI）デザインとユーザー・エクスペリエンス（UX）デザイン
アイデア共有のためのスケッチと道具の使い方
課題 -1：問題を発見する
課題 -1：問題を発見する
課題 -1：問題を発見する
オリエンテーション：人間中心設計プロセス概説
課題 -2：柔軟に発想する
課題 -2：柔軟に発想する
課題 -2：柔軟に発想する
課題 -3：魅力的なサービスをデザインする　１- アイデア展開
課題 -3：魅力的なサービスをデザインする　2- 詳細デザイン
課題 -3：魅力的なサービスをデザインする　3- インタラクションデザイン
課題 -3：魅力的なサービスをデザインする　4- 企画パネル制作
まとめ①　課題 -3 のプレゼンテーション
まとめ②　課題 -3 のプレゼンテーション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ヒューマン・インタフェースの原則を学び、理解できる
指定された課題に対して、魅力的なビジュアルを提案できる
様々な発想法を自分の企画につなげることができる

(1)
(2)
(3)

大草　真弓
メディアデザイン領域 3年生

インタフェース研究１
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン演習 8-d

アニメーション作品において、人物の表現は重要である。
人物のプロポーションの理解を進めるため、スケッチやデッサンを行う

課題の進行状況をまとめ、事前に確認したうえで授業に臨むこと。

授業態度　70％ 
課題作品　30％ ※ 5 回欠席した人は不合格とします。

オリエンテーション
人体クロッキー
延長した鉛筆で人体クロッキー
利き手と反対の手で人体クロッキー
写真模写 １
写真模写 ２
上下逆さにした写真で模写 １
上下逆さにした写真で模写 ２
デフォルメして人体スケッチ １
デフォルメして人体スケッチ ２
アクションを表現する： 野球の投球
アクションを表現する： 全力で自転車をこぐ
アクションを表現する： 食卓で行儀悪くスープを飲む
ポートフォリオの手法 1
ポートフォリオの手法 2

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

人型キャラクターをより理解して描くことができる
描画力トレーニングの考え方がわかる
ポートフォリオの作り方を理解できる

(1)
(2)
(3)

森田　健
メディアデザイン領域 3 年生

ポートフォリオ・スケッチ・デッサン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 8-b

Web サービス、アプリ、プロダクト製品等におけるインタフェース・デザインの
分野では、デザインを必要とするサービスや製品機能をよく理解し、ユーザーが置
かれる環境・状況を想定して、早い段階から具体的な形にしていくことが重要です。
この授業では、人間中心設計の考え方をベースに、ユーザー・インタフェースデザ
インのプロセスを体験します。

ほぼ毎回小さな課題を出します。
授業当日の 10:00 までに提出してください。

授業態度 30％（遅刻厳禁） 課題作品 30％（日常課題の提出状況とそのクオリティ） 
合評 40％（最終課題の作品クオリティ・合評での表現力）　 
※ 3 回以上の無断欠席・無断遅刻で単位取得不可

購入必須図書：特になし 参考図書：PDF・プリント配付または、授業ブログ上で紹介。 
材料費等：各課題の提出用出力費が必要です。 USBメモリ（またはハードディスク）
必須。成績優秀者のみ合評用に B1 出力をお願いします。

Photoshop、Illustrator、Animte または Powerpoint の基本操作ができること。

オリエンテーション
人間中心設計プロセスについて学ぶ
フォト・エッセイまたはラピッド・エスノグラフィーによるユーザー調査
操作プロセスの洗い出しと問題点抽出
デザイン対象とする機器・サービス・テーマについての機能・技術動向調査
9 コマシナリオ法によるペルソナとシナリオの記述
手描きでのストーリーボードとペーパープロトタイプの制作
ペーパープロトタイプの発表、デザインの方向性確認と修正 -1
ペーパープロトタイプの発表、デザインの方向性確認と修正 -2
デジタルプロトタイプによる UI デザイン案の制作・ディスカッション
デジタルプロトタイプによる UI デザイン案の制作・ディスカッション
デジタルプロトタイプによる UI デザイン案とプレゼンテーション資料の制作
デジタルプロトタイプによる UI デザイン案プレゼンテーション
まとめ①　自主制作期間　プロトタイプのブラッシュアップ
まとめ②　合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ユーザー・インタフェース・デザインのプロセスを理解できる
ユーザーを観察して問題点を発見し、解決方法を考案できる
デザイン・アイデアをプロトタイプによってわかりやすく伝えることができる

(1)
(2)
(3)

大草　真弓
メディアデザイン領域 3年生

インタフェース研究 2
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 1-ac

テレビ、パソコン、携帯には映像があふれ、地デジ、ワンセグ、ネット放送……と、映像コンテ
ンツ（内容）は様々な媒体（メディア）によって放送・配信されている。どのような「媒体」のど
のような「番組」として、映像コンテンツを視聴者に届けるのか、社会的な目的を考察し、テ
レビ番組を企画・制作することにより、社会的意義のある映像表現が創造できるようになる
ことを目的とする。また、映像制作に不可欠な工程の管理などを学習し、制作上必要なアプ
リケーションを学ぶ。実社会で重要視されるスケジュール管理、コスト管理を学習する。

授業外に各自のプランで、撮影・編集を行って下さい。

授業態度　50％　（受講態度 25%、 課題への取り組み 25% ） 
課題作品　50％　（グループ課題と個人課題）

テキスト：『映像制作ハンドブック』（玄光社MOOK）、 参考図書：授業内で適宜配付 
データ保存用のメディア（ＵＳＢフラッシュメモリ）を持参して下さい。

オリエンテーション
グループワーク1（撮影）
グループワーク2（編集）
グループワーク3（照明）
グループワーク4（ナレーション）
グループワーク5（タイトルデザイン）
個人制作1（テレビ番組の企画）
個人制作2（調査・研究）
個人制作3（企画書、撮影計画）
個人制作4（ナレーション原稿）
個人制作5（撮影素材チェック）
個人制作6（最終チェック）
個人制作7（プレゼンテーションについて）
個人制作8（プレゼンテーション）
まとめ①

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

［知識］：専門用語を使って、課題作品の意図を説明できる。
［態度］：計画的に企画・撮影・編集のマネジメントができる。
［技能］：撮影・録音機材、編集ソフトが使いこなせるようになる。

(1)
(2)
(3)

泊　博雅
メディアデザイン領域 2年生

テレビ番組の企画と制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン演習 8-c

卒業制作展ほかグループ展や個展など、今後の発表を意識して、展示空間をどのよ
うに計画し、作っていくかを学ぶ。展示会場の情報収集や尺度を意識した製図や模
型づくりや、展示空間の演出のための照明やサインなどを総合的に考え、マネージ
メント出来るようになることを目標にする。また、メディアアートなどにみられる
インスタレーション作品などの企画も奨励する。

展示計画の為の製図や模型制作等を行って下さい。

授業態度　25％　
課題作品　75％　（授業理解度 25% 作品評価（授業ファイル A4）50％）
※授業で配付された資料、自分で調べまとめた書類、企画書、設計図、システム図
などを A4 ファイルにまとめて提出。

テキスト：とくにありません。
参考図書：授業中に適宜指示します。ほか授業内で適宜配付

初日に、授業の進め方や、課題などのオリエンテーションを行うので欠席しないよ
うに注意して下さい。

オリエンテーション
展示研究 1（リサーチ）
展示研究 2（リサーチ）
展示研究 3（プレゼンテーション）
展示技術 1（会場下見）
展示技術 2（図面）
展示技術 3（模型）
展示技術 4（映像・音響機器設営の知識）
展示技術 5（サイン、照明、ほか）
展示企画 1（構想）
展示企画 2（プラン、設計図、システム図）
展示企画 3（企画書）
展示企画 4（プレゼンテーション）
展示企画 5（プレゼンテーション）
まとめ①

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

［知識］：展示技術用語を用いて、展示計画を説明できる。
［態度］：美術館やギャラリーで、特に展示の工夫に注意を払うようになる。
［技能］：展示において、様々な展示技術を使えるようになる。

(1)
(2)
(3)

泊　博雅
メディアデザイン領域 3年生

インスタレーション
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン実習 1-b

文字の歴史、またその意匠と概念を学び、文字の視覚認知についての考察を深めま
す。ポスター制作とページレイアウトの実践をとおして、印刷物の可読性や視認性
を考慮した文字と組版のルールを学びます。

ポスターの企画案（ラフスケッチ）を 4 週目の授業までに準備すること。素材作
成や写真撮影は授業外に準備すること。

授業態度　３０％
課題作品　７０％
による総合評価。

DTP スーパーしくみ辞典（ワークスコーポレーション）

なし

オリエンテーション
タイポグラフィ研究
印刷技術研究
ポスター企画プレゼンテーション
ポスター企画案の決定／ワークフローの確認
ポスター制作（素材編集）
ポスター制作（レイアウト）
大型プリンタ操作講習（印刷／加工）     
誌面設計研究
InDesign 基本操作講習
ページレイアウト制作
ページレイアウト制作
ページレイアウト修正
印刷／加工
作品プレゼンテーション・発表

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

組版のルールを理解できる。
InDesign の基本操作を習得できる。
大型プリンタの使用方法を習得できる。

(1)
(2)
(3)

南　琢也
メディアデザイン領域 2年生

タイポグラフィ、組版基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 1-d

3ds Max の基礎的な操作方法の習得を目指す。3ds Max は映像業界やゲーム業
界で広く用いられているプロ用の 3DCG ソフトウェア。 ひと通りの使用方法を習
得し、シンプルなアニメーション作品を制作する。

毎回 90 分程度の宿題を出し、宿題のデータは次回授業で利用します。 全授業を
通して課題に取り組みますので、欠席の際は次回授業までに授業資料を回収し内容
を確認してください。

授業態度　70％ 
課題作品　30％（作品の完成度）

参考書籍 3ds Max ★ Beginners[ 改訂第 2 版 ] 出版社 : ビー・エヌ・エヌ新社 
価格：本体 4,500 円＋税

ガイダンス、3D について
モディファイヤについて
モデリングについて 1
キーフレームアニメーションについて
マテリアル、ライト、カメラについて
レンダリングと書き出しについて
キャラクターモデリング 1
キャラクターモデリング 2
マッピングについて
モーフィングについて
ボーンとスキンについて
課題制作
課題制作
課題制作
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

3ds Max の基本的な操作ができる。
3DCG アニメーションの制作における流れが理解できる。
3DCG アニメーション作品が制作できる。

(1)
(2)
(3)

森田　健
メディアデザイン領域 2年生

3ds Max を用いた 3DCG 実習 基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 2-a

展覧会の広報物をデザインするために必要な知識や技術を学びます。
また、写真集を編集・デザインするためのワークフローを学びます。
InDesign の基本操作方法、造本技術・印刷技術の基礎知識を習得します。

写真集に掲載する写真は授業外で撮影して準備すること。

授業態度　３０％
課題作品　７０％
による総合評価。

随時指示します。

グラフィックデザインコース以外の学生対象。
Illustrator と Photoshop の基本オペレーションを習得していること。

オリエンテーション
展覧会広報物研究
DM, チラシ、ポスターの制作
DM, チラシ、ポスターの制作
出力・加工
中間作品発表
写真集研究／造本技術・印刷技術の基礎
InDesign 操作方法基礎
写真集編集
写真集デザイン制作
写真集デザイン制作
写真集デザイン制作
写真集デザイン修正
印刷・製本
プレゼンテーション（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

InDesign の基本操作方法が習得できる。
展覧会告知物の情報編集とデザイン手法が習得できる。
写真集の情報編集ができる。

(1)
(2)
(3)

南　琢也
メディアデザイン領域 2年生

写真集の企画・編集・デザイン／展覧会の広報物デザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 2-a

展覧会やイベントのプロデュースを視野に入れた、広報ツールの企画と制作方法を
学びます。チラシ・パンフレット・ポスター・招待状等の印刷物デザインの基礎を
体験し、ワークフローを学びます。また、演習授業と連携して、パンフレットデザ
インを行います。

広報ツールの企画案（ラフスケッチ）を 4 週目の授業までに準備すること。素材
作成や写真撮影は授業外に準備すること。

授業態度　３０％
課題作品　７０％
による総合評価。

DTP スーパーしくみ辞典（ワークスコーポレーション）
パンフレット用紙代とプリント出力代が必要です。

なし

広報媒体研究
印刷の基礎知識
広報物ラフ案制作
ラフ案プレゼンテーション
広報物デザイン制作
広報物デザイン制作
広報物デザインプレゼンテーション
InDesign 基本オペレーション
ページレイアウト基礎
ページレイアウト基礎
パンフレットデザイン
パンフレットデザイン
パンフレットデザイン
印刷／加工
作品プレゼンテーション・発表

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

媒体の特性をふまえた広報ツールを制作できる。
InDesign の基本操作を習得できる。
ページデザインの編集とデザイン方法を習得できる。

(1)
(2)
(3)

南　琢也
総合領域 2年生

広報ツールの企画と制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン実習 2-b

カレンダー制作をテーマに、グラフィックデザインに不可欠なプランニングから、
デザイニング、タイポグラフィ、レイアウトの基本を学び、印刷に必要な適切なデー
タ作成法を習得する。製版から印刷（シルクスクリーン 4 色カラー印刷）までの
行程を理論と実践を通して印刷概念と版表現の可能性を学ぶ。

基本的なコンピュータの知識と技術（画像ソフト、レイアウトソフト）を理解し、
習得しておくこと。

授業態度　40％（出席率を重要視、10/15 以上の出席厳守） 
課題作品　60％（企画力／デザイン能力とデータ作成能力／版の理解と印刷表現力）

テキストを配付。刷り用紙代￥1,000 程度が必要。

プランニングからデザイニング、印刷までのプロセスに沿った授業進行のため、欠
席、遅刻無く受講のこと。

カラー印刷の原理とその行程、版についての講義
カレンダーの企画、クライアントとターゲットの設定とデザインアイデア
イラストレーション、カラー写真などによるグラフィック表現と制作
カレンダーに必要なレイアウトとタイポグラフィの基本と紙の知識
カラー印刷のための分版に必要なデータ作成
PS プリンターによる分版出力
刷版の制作 - １　スクリーン張り
刷版の制作 - ２　乳剤塗布、製版、印刷準備
シルクスクリーン印刷-１　C（シアン）版を刷るいろいろな紙に刷る（コート紙、非コート紙、色上質紙など）
シルクスクリーン印刷-２　M（マゼンタ）版を刷る
シルクスクリーン印刷-３　Y（イエロー）版を刷る
シルクスクリーン印刷-４　K（ ス ミ ）版を刷る
シルクスクリーン印刷-５　手書きの版をつくる
シルクスクリーン印刷-６　自分のシンボルマークを紙に刷る　
合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

テーマに沿ったプランニングの方法が習得ができる。
コンピュータによる写真やイラストレーションを使った表現力が習得ができる。
画像ソフト、レイアウトソフトを使用した印刷データ作成能力が習得ができる。
印刷までの行程と、紙や布における版表現の可能性が理解ができる。
シルクスクリーン印刷の製版から刷りまでの行程が技術的に習得できる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

岩村　隆昭
メディアデザイン領域 2年生

企画からデザイニング、印刷までの行程を理解し、版表現の可能性を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 2-d

メディアデザイン実習１-ｄで習得した 3ds Max をさらに使えるようになるた
めの応用的な技術の習得、AfterEffects の基礎技術と実写映像との合成を学ぶ。
3DCG を含めた様々な素材を用いて映像作品を組み立てられることを目標とし、
短編アニメーション作品を制作する。

毎回、課題を出すので、次の授業までに完成させ、提出すること。

授業態度　50％ 
課題作品　50％ ※課題は、授業内で毎回出される基礎課題＋オリジナル作品があ
る。5 回欠席した人は不合格とします。

授業中に指示します。

複数の課題提出を求めます。この実習は技術習得を目標としています。授業中に指
導した使い方だけをするのではなく、様々な機能を試し、自分で使い方を編み出し
てください。

オリエンテーション （面談で個別の授業方針を決定）
AfterEffects | 一通りの操作の流れを習得
AfterEffects | マスク、３Dレイヤー、アルファチャンネル
AfterEffects | 親子関係、プリコンポーズ
AfterEffects | タイムリマップ
AfterEffects | テキスト、キーイング（合成）
3ds Max | 頭のモデリング、 AfterEffects | ペイント
3ds Max | 体のモデリング、 AfterEffects | カメラワーク（フォロー、ドリー等）
3ds Max | UV マップ・テクスチャ、 AfterEffects | 作画（素材作成）
3ds Max | 髪の毛の表現、 AfterEffects | 作画（素材作成）
3ds Max | Bipedとスキン、 AfterEffects | カメラワーク（フォロー、ドリー等）
3ds Max | コンストレイント、 AfterEffects | 特殊効果（雨、キラキラエフェクト等）
3ds Max | 小道具・シーンの制作、 AfterEffects | 特殊効果
3ds Max | キャラクターアニメーション、 AfterEffects | 色の調整について
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

AfterEffects を使って合成とアニメーションを作れるようになる。
メディアデザイン実習 1-d で扱っていない範囲の 3ds Max の使い方を覚える。
CG と合成技法を用いた映像作品をつくる。

(1)
(2)
(3)

森田　健
メディアデザイン領域２年生

VFX (AfterEffects & 3ds Max)
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 3-a

大型プリンタやスキャナなどのアナログ・デジタル機材設備の使い方から、コマー
シャルスタジオなどで実践されて いるライティングや暗室ワークを体験して学び、
様々な写真表現技術を、身体的論理的表現力の観点からバランス よく習得する。
メディアセンター管理の写真機材・設備の B ライセンスの取得

教科書ファイル作りのためにノートをとること。時間をとり機材を活用し、課題作
品を作りながらよく慣れることが重要。

授業態度　30％（スピーチ・授業への参加態度等の授業態度） 
課題作品　40％（授業で習得したことを活かし、撮影計画書に基づいて制作して仕上げた作品 12点） 
レポート　30％　（レポートを含む課題をまとめた自己教科書ファイルの完成度）

必要なテキストは随時配付する。作品制作にかかわる材料などの消耗品や経費は各
自の負担。

上記スケジュールは変更する可能性もある。詳細な内容と予定は学期はじめに配付
する。

カリキュラム説明
光について考える1-1　スタジオ機材と中型カメラの使い方（テクニカル＆身体表現）
光について考える1-2　スタジオ機材と中型カメラの使い方（テクニカル＆身体表現）
光について考える1-3　スタジオ機材と中型カメラの使い方（テクニカル＆身体表現）
光について考える2-1　スタジオ機材と大型カメラの使い方（テクニカル＆構成写真）
光について考える2-2　スタジオ機材と大型カメラの使い方（テクニカル＆構成写真）
光について考える2-3　スタジオ機材と大型カメラの使い方（テクニカル＆構成写真）
カラープリント 1　 色彩表現と芸術性   多目的暗室の使い方
カラープリント 2 　色彩表現と芸術性   カラーネガプリント
カラープリント 3 　色彩表現と芸術性   スキャンの仕方
大型プリント  インクジェットプリンターを使ったプリント
デジタルプリント　インクジェットプリンターを使ったプリント
プリント　自己ファイルに合わせて必要な作品をプリント
まとめ①　教科書ファイル合評及び提出
まとめ②（合評）　写真コース合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

カラープリント（アナログ・デジタル）基礎技術の習得ができる。
スタジオでのライティングの基礎を学び表現の広がりを作ることができる。
写真機材・施設の B ライセンスの取得ができる。

(1)
(2)
(3)

金澤　徹
メディアデザイン領域2年生・原則、基礎造形実習2D合格者

学内の機材・設備の使い方を知り、写真表現技術を身につける
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 2-c

映像を必要とするジャンルは拡大の一途であり、デジタル技術をベースに新たな媒体が
次々と展開されている。その目的もまた多様で、プレゼンテーションやドキュメンテーショ
ンなどデザイン・アートの幅広い領域に様々な場面で用いられる。しかし基本となる表現
のための技術・文法は映画に学ぶところが大きい。当実習では、ビデオ映像に於けるサウ
ンドトラックの役割を「ドラマ＝心の葛藤を描く」という視点から説明するとともに、音声
の録音編集技術の理解・習熟を目標としている。ビデオ撮影時における録音の注意点、編
集時における問題点に気付く事で、人の心に感動を与える演出には何が必要かを考え、
音像の定義を再確認しながら実践する。

各自が講義時間外に、生活音などの学内での収録が困難な音を学外で録音作業をした
うえで授業に臨むこと。

課題作品　100％ ※練習課題２回と最終課題１回の提出内容を１：１：２の割合で評価す
る。各課題はそれぞれにテーマが異なり、テーマ内容に対する完成度（作業の丁寧さ）と理
解度（音声処理が必要なところで未処理の箇所は無いか？）を６：４の比率で算出する。

各回毎にプリントを配付。

映像制作に付随した音響作業となるため、パソコンによる映像編集のスキル（Adobe 
PremierePro)が最低限必要。

サウンドデザインの考え方
AdobeAuditionを使った、サウンド編集の基礎・１
AdobeAuditionを使った、サウンド編集の基礎・２
ロケ収録におけるマイクの使い方
ロケ収録後の音声編集ワークフロー
音楽トラックの編集基礎
課題説明／フォリーと効果音の違い／映像の文法・音像の文法
アフターレコーディングの基礎（スタジオ録音）・１
アフターレコーディングの基礎（スタジオ録音）・２
効果音収録の技法・１　（フォリー）
効果音収録の技法・２　（効果）
効果音収録の技法・３　（環境音）
効果（エフェクト）処理による空間表現の技法
最終ミックスの技法（台詞・効果・音楽トラックのバランスとデザイン）
講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

基準音量を理解し、音声の調整が行なえる
効果音を自分で録音、制作できる技術が得られる。
音楽を映像の長さに合わせて編集する術を得ることができる。

(1)
(2)
(3)

吹田　哲二郎
メディアデザイン領域 2年生

サウンドのデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン実習 3-cd

グループに分かれて、立体のコマ撮りアニメーション作品の製作を行います。 講
義前半では、映像の基本となる絵コンテの切り方、読み方を理解し、カメラ（ファ
インダー）を通して撮影する事により構図やカット割りの作り方、意味、目的を理
解する事が出来、それを元に講義後半には作品を制作する事が出来ます。

授業内で完成しなかった課題は、期日までに完成させる事 グループ制作で作る作
品の企画を考えておく事

授業態度　60％（出席態度 30％、課題への取り組み 30％） 
課題作品　40％

制作に必要な材料費（ネンド、布、板など）

写真 B（撮影用品）ライセンス

オリエンテーション　立体アニメの特性を考える
絵コンテ演習
企画ミーティング
企画ミーティング（グループ分け）
制作開始
制作（個別ミーティングとグループミーティングを随時行います。）
制作（個別ミーティングとグループミーティングを随時行います。）
制作（個別ミーティングとグループミーティングを随時行います。）
制作（個別ミーティングとグループミーティングを随時行います。）
中間発表
制作①
制作②
制作③
制作④
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

グループ制作で作品を完成させるようになる。
構図やカット割を覚え、目的を理解する事が出来るようになる。

(1)
(2)

翠緯　泰
メディアデザイン領域 2年生

人形アニメ（カメラワーク、絵コンテ）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 4-a　

課題テーマに沿って作品制作の一連の流れを学ぶ。
モノクロームとカラーのプリント作業を通して、その表現の可能性を
視野に置き、写真作品の展示までを考察する。
また一連の課題を通して、今後の作品制作のテーマ発見のきっかけを作る。

撮影テーマに対する予習、復習を欠かさず、根気強く実習に取り組む事。

受講態度 50%（受講姿勢）、
課題作品 25%（実技課題提出物）、
合評　　 25%

使用プリントとして適時配付します。
フィルム、印画紙、現像薬品代、及び消耗品は各自にて負担。

上記スケジュールは変更する可能性もある。

授業計画説明。
自分の身体を使ってドキュメントする 1。
自分の身体を使ってドキュメントする 2。
自分の身体を使ってドキュメントする 3。
自分の身近な人を使ってドキュメントする 1。
自分の身近な人を使ってドキュメントする 2。
自分の身近な人を使ってドキュメントする 3。
モノを使って自らをドキュメントする 1。
モノを使って自らをドキュメントする 2。
モノを使って自らをドキュメントする 3。
作品仕上げ、写真表現の多様性について。
カラーネガプリント中級 1。
カラーネガプリント中級 2。
課題制作日。
課題提出、合評。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作品としてのプリント制作ができる。
課題テーマに沿って、自身の潜在的な表現力を知る事ができる。
モノクロフィルム現像からプリントまでの正しい方法が理解できる。

(1)
(2)
(3)

桑島 秀樹
メディアデザイン領域２年生

写真作品制作の流れ／テーマの発見
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 3-b

グラフィックデザインでの写真の役割を考え、写真の表現方法やアイデアの具体化のた
めの方法を習得する。各種スタジオ機材や撮影機材の理解を深め、主にデジタルカメラ
を使用した基本的な写真撮影を体験したうえで実際の広告写真の制作過程を考え、絵コ
ンテの作成から撮影、広告物の制作までを実習する。また、各自の構想に基づいて撮影し
た写真データを元にオンデマンド印刷、製本をした1冊の写真集を制作する。

写真集のテーマは自由ですが、授業時間での撮影はポスター課題のみとなります、写真集で
使う写真撮影は各自の撮影となりますので授業で学んだ知識を基に撮影してください。

授業態度　60％　（授業態度20％、課題への取り組み姿勢40％） 
課題作品　30％ 
合評　　　10％

特撮影時に使用するＣＦカードもしくはＳＤカードは個人での購入とします。また、データ
保存のためのポータブルハードディスクの購入も勧めます。ポスター課題での材料は各自
調達となります。

履修後に写真Ｂ（スタジオ撮影系）ライセンスが付与されます

授業内容の説明とスタジオ機材及び撮影機材の使用方法を習得する（スタジオ）
実際に使用するカメラの仕組みを覚え、課題撮影や作品制作に使用するための知識を得る（スタジオ）
デジタルカメラの基本操作カラーマネージメントの実際、光のコントロールを習得。撮影後のデジタル
データを正しく処理し、のちの使用目的にあったフォーマットや色調整を覚える。
デジタルカメラを使った人物撮影。この時間は撮影するだけでなく、モデルの意識も体験し、撮影したい
表情の捉え方やそのためのライティングを工夫する（スタジオ）
正確な記録、複写や複製の技術を教え、さらに、正しい露出とは何かを考えその上で表現方法としての調
整ができるようにする（スタジオ）
商品撮影と食品撮影（商業広告物に使えるクオリティの高い撮影方法を習得する）
ポスター課題撮影実習1.（各自の撮影構想に基づいてスタジオにて構成、ライティングを行い撮影する）
ポスター課題撮影実習2.（各自の撮影構想に基づいてスタジオにて構成、ライティングを行い撮影する）
ポスター課題撮影実習3.（各自の撮影構想に基づいてスタジオにて構成、ライティングを行い撮影する）
ポスター課題撮影実習4.（各自の撮影構想に基づいてスタジオにて構成、ライティングを行い撮影する）
ポスター課題撮影実習予備日（再撮影もしくは予定撮影日に撮影できなかった場合の予備日とする）
今まで撮影した写真データをフォトショップを使いレイアウトし、写真集をデザインする（DTPルーム）
スタジオ撮影した写真データを配置してイラストレーターを使用してポスターを制作する（DTPルーム）
ポスターを制作並びに出力する（DTPルーム）
スタジオ及び照明機材の使い方復習

1.
2.
3.

4.

5.

6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

カメラ等撮影機材の基本操作を行うことが出来る。
スタジオ及び照明機材の扱うことが出来る。
具体的な撮影イメージを考え、必要な機材、材料などの選択、準備が出来るようになる。
デジタル画像データを正しく作ることが出来る。

(1)
(2)
(3)
(4)

中谷　基
メディアデザイン領域 2年生

グラフィックデザインにおける写真技術の習得
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 4-b　

造形デザイン作品を研究して自分のデザイン世界の構築を目指す。身近なデザインから、
興味のある物を分析して、自分なりに作りなおす事を学ぶ。　課題に応じた考えを企画書
に表現し、発表から作品として完成させる。学内での展覧会を企画する。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

手でものを作りカタチにする事、もの作りの試行錯誤を学ぶ(1)

藤田　隆
メディアデザイン領域２年生

手で考えて、頭で作る。考えた事を手を使って表現につなぐ。
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

身近に有る印刷物に興味を持ち、メッセージや表現方法を分析する

授業態度　60％　（受講態度30％、授業内のアイデア出し30％） 
課題作品　40％

カッター、カッティングボード、定規、両面テープ。

作品の制作と企画書の提出を評価するため欠席をしないようにして下さい。

自己紹介パネル制作、マインドマップ制作
空想のパーティの企画、その招待状DMのデザイン案の展開
デザイン書などを参考に２から３案のデザインを完成させる。
他の人の意見を聞いて自分の作品に反映させてブラッシュアップ。
封筒やDMの発展グッズ提案、発表。
立て万古の制作。自分なりのアレンジに発展、アイデアの展開と絞り込み
立て万古、アイテムの絞り込み、作成
立て万古のアレンジの発展、制作
中間合評、修正制作
紙を折って出来る形を探る（多角形折り）
多角形折りのアレンジ提案の企画書制作、絞り込み
パネル制作に向けてデザイン展開。
デザイン完成させる。　
展示会を企画して合評準備
まとめ（合評）
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メディアデザイン実習 4-d

アニメーション技法には様々なものがありますが、手で絵を書くことをベースとし
たアニメーションを対象とします。この実習授業では、デッサンなどの基礎描画力
の向上、アニメーション作画の基礎を指導します。また、アニメ制作ソフト「RETAS」
でコンピュータでの彩色・撮影方法を学び、短編作品の制作を通して企画から撮影
の一通りを経験することを目的とします。

描画力向上には継続が必要です。授業は週 1 回しかありませんので、クロッキー
帳に毎日絵を描く習慣をつけてください。

授業態度　70％　（受講態度 40％、課題への取り組み（授業内容の理解度）30％） 
課題作品　30％

タップ、動画用紙、鉛筆（B か 2B を数本。シャーペン不可）、消しゴム（いずれ
も購買部で購入可）参考図書「アニメーションの本̶動く絵を描く基礎知識と作画
の実際」　アニメ６人の会著　合同出版 ¥1,800

アニメーション原理 リピート
アニメ作画 1　自然の動き
アニメ作画 2 　慣性・予備動作
アニメ作画 3 　カメラワークとセル素材・タイムシート
作 品 制 作 1　企画
作 品 制 作 2　絵コンテ
作 品 制 作 3　 レイアウト
作 品 制 作 4　原画・中割り
作 品 制 作 5　トレス仕上げ
R E T A S  1　基本操作
R E T A S  2　TraceMan　スキャニング
R E T A S  3　PaintMan　着色
R E T A S  4　After Effects 撮影　カメラワーク
まとめ①（最終チェック）
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作画におけるアニメーション原理を習得できる。
RETAS の基本操作を習得できる。
短編作品を制作できる。

(1)
(2)
(3)

高橋　登美子
メディアデザイン領域 2年生

アニメーション作画の原理を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 5-a

モチーフをしっかり観察し、カメラを覗く前に、まず肉眼で撮影時の判断が出来る
力を身につける。その為にカメラの原型に近い大型カメラ、中型カメラを利用して、
必要な集中力や判断力を養う。ここで身につける力は今後の作品づくりや、依頼さ
れた仕事を正確に実現させる力となる。

予習、復習を欠かさず、根気強く実習に取り組む事。

受講態度 50%（受講姿勢）、
課題作品 25%（実技課題提出物）、
合評　　 25%

使用プリントとして適時配付します。
フィルム、印画紙、現像薬品代、及び消耗品は各自にて負担。

上記スケジュールは変更する可能性もある。

授業計画説明。
正確なフレーミングから撮影まで ( 人物 )1
正確なフレーミングから撮影まで ( 人物 )2
正確なフレーミングから撮影まで ( 人物 )3
正確なフレーミングから撮影まで ( 人物 )4
人物写真の仕上げ 1
人物写真の仕上げ 2
人物写真の仕上げ 3
正確なフレーミングから撮影まで ( 平面 )1
正確なフレーミングから撮影まで ( 平面 )2
正確なフレーミングから撮影まで ( 平面 )3
デジタルデータ処理について学ぶ。
1-12 で身につけた事を応用し、デジタル撮影を行う。
デジタルデータ出力実習。
作品提出、合評 - 総括。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

撮影を通して光学の根本的な原理を知る事が出来る。
精緻なフレーミング実習を通して、カメラポジションに対する意識が高まる。
撮影全般に対する判断力が養える。

(1)
(2)
(3)

桑島 秀樹
メディアデザイン領域3年生・原則メディアデザイン実習3-a を履修済であること

写真の原理と実験
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 5-b

書籍、雑誌を中心に編集デザインを学びます。情報要素の内容や文脈を理解して整
理、編集し、視覚的効果を配慮して構成するための誌面設計を習得します。

テキスト入力、図版の加工作業は授業外で作業し準備すること。

授業態度　２０％
課題作品　８０％
による総合評価。

タイポグラフィ・ハンドブック（研究社）
用紙代と印刷代が必要です。

InDesign, Illustrator を使用します。

オリエンテーション
誌面設計研究
InDesign による組版研究
書籍装丁・雑誌誌面デザイン研究
製本
書籍誌面設計
書籍誌面レイアウト
書籍装丁デザイン
印刷・製本
雑誌誌面設計
雑誌誌面レイアウト
雑誌誌面レイアウト
雑誌誌面レイアウト修正
印刷／加工
作品プレゼンテーション・発表

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

誌面設計のルールを習得できる。
媒体に応じた情報編集ができる。
作品制作におけるタスク管理ができる。

(1)
(2)
(3)

南　琢也
メディアデザイン領域 3年生

エディトリアルデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 4-c　

 １映像の撮影、録音、照明について機材の扱いを習得する
 ２映像によるコミュニケーション促進の工夫やアイデアを探る
 ３基本的な映像編集技術や方法論を体得する
 ４映像表現の多様性を知る

事前にレジュメおよび配付資料をよく読み授業に臨むこと。
授業内で完成しなかった課題について、次回授業までに完成させること。次の内容
をシラバス等で確認の上、事前に必要な事項を調べた上で授業に臨むこと。

授業態度　４０％
課題作品　６０％（提出物のクオリティー）

参考図書
「一人でもできる映画の撮り方」西村 雄一郎 著　洋泉社
「映像演出の教科書」藍河 兼一 著　玄光社

映像撮影、照明、録音機材、施設のライセンスの取得が出来る

オリエンテーション
撮影実習（水の撮影）  
編集実習 
デジタル一眼レフでの撮影と録音実習 
編集実習 
企     画（個別面談） 
撮影実習（スローモーション）　  
撮影実習（４Ｋカメラ）   
編集実習 
中間合評 
録音実習（スタジオ）   
撮影実習（スタビライザー） 
撮影実習（ドローン） 
自主制作日  
合評 

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

企画の基本的な発想や制作を行えるようになる
ライセンス機材と施設を利用できるようになる 
映像の撮影、録音、照明について専門の機材が扱える

(1)
(2)
(3)

櫻井 宏哉
メディアデザイン領域 2年生

実写映像の撮影、編集技法
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン実習 5-c

本授業では、ビデオカメラを通して「他者」や「自己」と向き合い、ドキュメンタリー作品と
して仕上げることを目的とします。ドキュメンタリーとは対象を単にカメラによって記録す
ることではありません。現実の人や出来事と向き合い対話を続ける中で、伝えるべきテー
マを発見するとともに、そのテーマを独自の表現形式（カメラワーク、編集、サウンドなど）
によって作品化する極めて創造的な営為です。そして完成した作品が、人の心に響き、感
動を与えることができるかどうかが問われるのです。

作品のテーマを探るために繰り返し情報収集を行うこと。独自の表現方法を探るた
めに、多様なドキュメンタリー作品を見ること。

課題作品　100％

必要に応じてプリント資料を配付します。

特になし

導入：課題説明、ドキュメンタリーとは何か？
リサーチ結果の発表：モデル作品の分析研究１
リサーチ結果の発表：モデル作品の分析研究２
リサーチ結果の発表：取材対象やテーマのリサーチ１
リサーチ結果の発表：取材対象やテーマのリサーチ２
企画プレゼンテーション、以降は各自の計画に沿って進行し必要に応じて企画の修正を行う。
　取材１
　取材２
　撮影１
　撮影２
　編集１
　編集２
プレビュー：問題の発見と修正の検討
修正
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

対象と深く関わり、現実と向き合うことができる
独自のテーマと表現方法を探り発見することができる
人の心に響く、感動を与える作品を創ることができる

(1)
(2)
(3)

森　公一
メディアデザイン領域３年生

ドキュメンタリー作品制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 5-d

アニメーション技法には様々なものがありますが、手で絵を描くことをベースとし
たアニメーションを対象とします。この実習授業では、基礎的なアニメーション作
画の技術・知識を踏まえた上でさらに高度な作画を指導します。歩きや走りなどの
アクション、パース図法（遠近法）などをマスターし、より豊かなアニメーション
作品を制作できることを目標とします。

描画力向上には継続が必要です。授業は週１回しかありませんので、クロッキー帳
に毎日絵を書く習慣をつけてたうえで授業に臨むようにしてください。

授業態度　70％（受講態度 40％、課題への取り組み（授業内容の理解度）30％）
課題作品　30％

タップ、動画用紙、鉛筆（B か 2B を数本。シャーペン不可）、消しゴム、クロッキー
帳 A3 程度を１冊。( いずれも購買部で購入可 )　参考図書「アニメーションの基
礎知識大百科」　神村幸子著　グラフィック社 ¥2,800

アニメ作画 1 　人間の歩き・基本と応用
アニメ作画 2　人間の走り・基本と応用
アニメ作画 3　アクションとタイミング
アニメ作画 4　動物の動き
キャラクターデッサン 振り向き
キャラクターの演技表現
パース図法 1 　基本
パース図法 2　パースを取り入れた動き
作品制作 1 企画・絵コンテ
作品制作 1　レイアウト
作品制作 2　原画・中割り
作品制作 3　トレース・スキャン・着色
作品制作 4　仕上げ・撮影
まとめ①（最終チェック）
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

動きのタイミングを習得することができる。
作画におけるデッサン力を上げることができる。
短編作品を制作できる。

(1)
(2)
(3)

高橋　登美子
メディアデザイン領域 3年生

アニメーション作画の実際
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 6-a

授業内やコース内の合評を数回開催するが、基本的には個別面談で各自のスケ
ジュールを立てそれに従って進めていく。また、学期初めの面談をふまえて、写真
を考察するワークショップを数回計画する。ワークショップと合評も各自のプラン
の中に加えること。ワークショップに関しては参加しなければならない回数を指定
する。この授業は受講すればそれで良いのではなく、自分の作品を日常的に作って
いて初めて役に立つ授業。

実習成果を作品に活かし、次の授業時に結果を持参するようにすることが準備学習。

授業態度　50％（個別面談及び、予定した授業内合評とワークショップへの参加） 
課題作品　50％（個展開催などの進級制作につながる最終制作した作品の完成度）

各自に必要なものを指示するか、配付する。作品制作や発表にかかわる消耗品や経
費は各自の負担。

単に授業を受講するだけでは無く、実作品と結びつけ自身の手を動かして実習する
こと。上記は過去の授業実績。学期はじめの個別面談を経て授業内容を調整して正
確なスケジュールを配付する。

カリキュラム説明及び個別面談
スケジュール発表　各自の作品確認及びカメラの使い方の基礎から応用 1
制作中の作品確認（現状報告）
光について考える（ライティングを考える）1
光について考える（ライティングを考える）2
デジタルやアナログ写真の現像について考える
現状報告
プリントについて考える　　デジタルやアナログでのプリントの注意点
写真の仕上げや展示について考える 1
写真の仕上げや展示について考える 2
個別面談
現状報告
合評に向けての作品制作
まとめ①　個展など進級制作に向けての作品チェック等
まとめ②　写真コース合同合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

学生一人ひとりの研究課題に必要な表現力や技術力を付けることができる。
個展開催やフェスティバル、公募展に参加できるレベルにすることができる。
自己の研究課題を自分でスケジュールを立て深めていくきっかけを作っていくことができる。

(1)
(2)
(3)

金澤　徹
メディアデザイン領域3年生・原則メディアデザイン実習5-aを
履修済であること

写真による表現力・技術力の向上
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 6-b

ソーシャルな課題に対して、実践的な表現やクリエイティブを体験する。 クライ
アントからの依頼に対してグループでアイデアを練り、その中から自分たちの方向
を見つけて制作し、依頼者に的確なプレゼンテーションを行う。また、クライアン
トの意見を踏まえた上でのデザインの修正にも力を注げる力量を身につける。

日頃から新聞・テレビ・ネットでの報道や広告に興味を持って接しておいてください。

授業態度 30％（遅刻厳禁） 課題作品 30％（日常課題の提出状況とそのクオリティ） 
合評 40％（最終課題の作品クオリティ・合評での表現力）　 
※3回以上の無断欠席・無断遅刻で単位取得不可

購入必須図書：特になし 参考図書：PDF・プリント配付または、授業ブログ上で紹介。 
材料費等：各課題の提出用出力費が必要です。 USBメモリ（またはハードディスク）
必須。成績優秀者のみ合評用に B1 出力をお願いします。

Photoshop、Illustrator などの基本操作ができること。 グループディスカッションや
プレゼンテーションなどで、積極的にコミュニケーション能力の向上を目指せる人。 
現地調査日程・クライアントへのプレゼンテーション日程は現在調整中です。 
詳細スケジュールは上記と変更になる可能性があります。

オリエンテーション、自分のデザイン世界の関係マップ制作
ソーシャルデザインとは？
現地調査-１
現地調査-2
グループでのブレーンストーミングとディスカッション（VI）
グループでのブレーンストーミングとディスカッション（キャンペーン）
各自のアイデア展開・カンプ制作
グループディスカッションとブラッシュアップ
シャッフルディスカッションと中間プレゼンテーションへのブラッシュアップ
クライアントへの中間プレゼンテーション
修正・調整案の制作
関連企画の展開
プレゼンテーションボードの検討・修正・完成
まとめ①自主制作期間　ブラッシュアップ
まとめ②合評・クライアントへのプレゼンテーション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

クライアントからの依頼内容・目的を理解した上で、自分らしい表現を探ることができる。
グループメンバーと共創的に意見を交換して作業を進めることができる。
求められた提案を効果的にプレゼンテーションした上で、それをベースに展開性に
チャレンジできる。

(1)
(2)
(3)

大草　真弓
メディアデザイン領域 3年生

アートディレクション
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン実習 6-d

キャラクターデザイン、コンセプトドローイング、イメージボードなどアニメーショ
ン制作の土台となる資料や設定集などを制作することを目的とします。画面構成、
レイアウトについて指導し、絵としての魅力を引き上げます。企画作品のプレゼン
テーションとして中間発表を行います。

作りたい作品のアイデアを考えて第１回目に企画を発表出来るよう、スケッチを描
いたり、資料になる物を集めるなど準備しておいて下さい。

授業態度　70％　（授業態度 40%、課題への取り組み（授業内容の理解度）30％）
課題作品　30％

毎回クロッキー帳１冊（A3 程度）用意してきてください。 
必要に応じて資料を配付します。

コンセプトドローイング１　企画発表　
コンセプトドローイング２　構図研究
キャラクターデザイン１　アイデアスケッチ
キャラクターデザイン２　色彩設計
背景設定１　アイデアスケッチ
背景設定２　美術設計
仕上げ
中間発表（合評）
キャラクターデッサン　ポーズ研究
キャラクターデッサン　表情研究
背景デッサン　建築物
背景デッサン　自然風景
コスチュームと小物研究
まとめ①（最終チェック）
まとめ②（ポートフォリオにまとめる）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

アニメーション作品のオリジナル設定集を制作することができる。
企画のプレゼンテーション能力をあげることができる。
プリプロダクション（作品の土台作り）を体験できる。

(1)
(2)
(3)

高橋　登美子
メディアデザイン領域 3年生

アニメーション企画構想とイメージボード
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 7-a　

個展などで自己の表現を社会に向けて発信できるように各自のテーマを見つけるた
めのコンセプトを構築していく。撮影計画書にもとづき、個別指導と合評を中心に、
作品制作をすすめる。

日頃から学内だけではなく、ギャラリーや美術館などで開催されている展覧会をよ
く見ておくこと

作品評価（作品、合評での表現力・プレゼンテーション力、課題など）60%
授業評価（授業参加態度）20%　授業理解度 20％

各自の年間収支計画に基づく。

写真を使った作品制作に関心のある他領域の学生も事前相談の上受け入れることも
ある。合評会参加は必須

ガイダンス
2 年次に制作してきた作品や、その発表を振り返る
2 年次の作品を見直す
作品制作スケジュールと撮影計画書の作成
個別指導
個別指導
まとめ 1
個別指導
個別指導
3-4 年合同合評会（予定）
個別指導
作品について考えるレクチャーと夏休みの制作計画作成
個別指導
2-3-4 年合同合評会（予定）
まとめ 2

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作品のテーマを見つける。
撮影計画書を仕上げる。
個展開催などに向けたスケジュールを管理できるようになる。

(1)
(2)
(3)

金澤　徹
メディアデザイン領域 3年生

作品のテーマをみつける
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 7-b

立体パッケージのデザインを通じて、空間的な思考になれる。その経験を生かして
ギフト商品のデザイン開発を体験する。又、自分のデザインにふさわしいロゴタイ
プを制作し、グラフィックデザインの表現につなげる。

身の回りの商品世界に興味を持っておく。

授業態度　60％（受講態度 30％、授業内のアイデア出し ３０％） 
課題作品　40％（合評での表現力、提案力）

カッター、カッターボード、両面テープ。

身の回りに有る様々な素材に関心を持って接しておく事。気に入った物を集め資料
にする癖を付ける。

オリエンテーション、商品のデザインを知る。
デザインコンテストの状況を分析研究する。
サムネールの制作、アイデアを展開させる。
サムネールの完成度を上げ、デザインの完成を目指す。
自分の立体作品をグラフィックデザインに展開する。
プレゼンテーションパネルの制作、分析
中間合評。
ギフトパッケージの紹介、研究。
実際の構造物の研究、体験。
自分らしいデザインを探る。ラフ案（複数案）の提出。
企画書の完成、パッケージ制作。
パッケージ完成、ポスター制作。
プレゼンテーション制作、完成。
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

紙素材を実際につかって商品デザイン制作を体験する。
その構造物を魅力的な画像デザインに展開する。
クライアントの求めに応えた結果になっているか。

(1)
(2)
(3)

藤田　隆
メディアデザイン領域３年生

ギフトパッケージデザインとそのポスター制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 6-c

サイレント映画の時代からなされてきた様々な映像の実験を踏まえ、各個人の作品制作
にとって新たな試みを、方法論とテーマの探求の両面から深めていく。 実験という科学
的な態度を身につけ、仮説と検証を行う。

単に映像作品を見るだけではなく、映像を使用したコンテンツ全般に幅広く関心を持っ
ておくこと。

授業態度　50％　（受講態度30％、課題への取り組み20％）
課題作品　50％　（テーマやコンセプトの実現度合・各種技術の創造的運用・映像の強度から作品を評価。）

テキストは特に使用せず適宜資料を配付する。データ保存用のメディア（ＵＳＢメモリフ
ラッシュ）を持参してください。

映像撮影機材Bライセンス以上を取得していることが望ましい。

オリエンテーション
作品研究１
作品研究２
プレゼンテーション
方法的実験１
方法的実験２
プレゼンテーション
企画立案
企画立案・個人面談
制作環境の整備
個別指導
個別指導
個別指導
個別指導
まとめ①作品最終チェック・プレゼンテーション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

映像特有の表現方法が理解出来る。
目指す表現の為に機材やソフトウェアを柔軟かつ横断的に活用できる。
自分独自のテーマを深めることができる。

(1)
(2)
(3)

泊　博雅
メディアデザイン領域 3年生

映像の実験
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン実習 7-c

シナリオにかかわる発想法や技術を研究し、シナリオを作成する。 10 本のシノプ
シス（あらすじ）を書き上げ、それを発想のよりどころとし、1 本のシナリオに立
ち上げる。作成したシナリオからカメラワークを考え絵コンテに書き起こす。

事前にレジュメおよび配付資料をよく読み授業に臨むこと。
次の授業内容をシラバス等で確認の上、事前に必要な事項を調べ授業に臨むこと。

授業態度　30％ 　課題作品　30％（提出物のクオリティー） 
合評　　　40％（授業 / プレゼンテーションへの参加姿勢）

参考図書：シナリオ創作演習十二講 (シナリオ創作研究叢書 ): 川邊 一外 
キャラクターメイカー：大塚 英志　アスキー新書

映像撮影、照明、録音機材、施設ライセンスの取得が出来る。

オリエンテーション
シナリオ表現　10 本のシナリオ制作
企画会議　テーマ、シノプシス決定
企画会議　プロット作成
企画会議　キャラクター設定、シナハン
企画会議　シナリオ作成
企画会議　シナリオ作成
ロケハン
コンテ作成
コンテ作成
キャラクター設計
キャラクター設計
動画コンテ制作
動画コンテ制作
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

テーマに応じた物語を発想し、シナリオ化できる
物語創作のための工夫の手段を考案、実践できるようになる
テーマにふさわしい構図とカメラワークを表現することができる。

(1)
(2)
(3)

櫻井　宏哉
メディアデザイン領域３年生

ドラマのシナリオ作成
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 7-d

短編アニメーション作品のグループ制作を通じて制作工程（プレ・プロダクション、
プロダクション、ポスト・プロダクション）のマネジメントとディレクション能力
を養うとともに、役割分担（シナリオ、原画、動画、彩色、特殊効果、編集、サウ
ンドなど）における各担当の責任と表現の可能性を実践的に学ぶ。

役割分担をして、みんなで一つの映像作品を制作します。各自の製作状況を把握す
るため、各授業時に進捗報告を義務化します。しっかり、各自のスケジュールを把
握してください。

授業態度　50％（出席、取り組む姿勢など） 
課題作品　50％ ※5回欠席した人は不合格とします。

授業中に指示します。

オリエンテーション、 企画説明、 制作担当決定
ロケハン（写真撮影、資料収集）
CG 担当：モデリング | 作画担当：キャラクター設定、 美術設定
CG 担当：モデリング | 作画担当：キャラクター設定、 美術設定
CG 担当：モデリング |  作画担当：レイアウト、美術制作 | オーディション用台本作成
CG 担当：モデリング | 作画担当：レイアウト、美術制作
CG 担当：キャラクターセットアップ | 作画担当：原画、美術制作 | 声優オーディション
CG 担当：キャラクターセットアップ | 作画担当：原画、美術制作
CG 担当：アニメーション | 作画担当：原画、美術制作 | 声優決定
CG 担当：アニメーション | 作画担当：原画、美術制作 | 収録本番
CG 担当：アニメーション | 作画担当：原画、美術制作 | 収録本番
CG 担当：合成作業 | 作画担当：着色、美術制作
編集
試写版完成
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

複数人で役割を分担して作品制作に取り組む経験を積むことができる。
一人ではできない高度な作品制作を行うことができる。

(1)
(2)

森田　健
メディアデザイン領域 3 年生

作品制作・グループワーク
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 8-a

各自が作品の完成めざし、個展開催をめざす。合評と個別面談を中心にした授業で、
自分の撮影計画書にそって作品制作をすすめる。

ふだんから展覧会を見て展示方法を研究しておくこと。

授業態度　20％ 課題作品　50％ 
合評　　　30％　（合評での表現力・プレゼンテーション力）

各自の年間収支計画に基づく。

合評会への参加は必須。

夏休みの活動報告と作品ファイル合評
授業内合評会 1（撮影計画書と作品）
個別指導
講義とディスカッション
個別指導
ファイル合評会
授業内合評会 2
中間合評会
講義とディスカッション
個別指導
授業内合評会 3（撮影計画書と作品）
個別指導
まとめ①写真合同合評会
個別指導
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作品テーマを具体的に説明できる。
自分の作品を社会に発表する。
作品制作のスケジュール管理ができる。

(1)
(2)
(3)

津田　睦美
メディアデザイン領域 3年生

個展に向けた作品制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 8-b　

iPad などの新しいメディアを用いたインタラクティブなコンテンツの制作を行う。
また、そのコンテンツを広告するためのデジタルサイネージやWeb サイトの制作
を行い、新しいメディアを用いたコミュニケーションや広告の可能性について学
ぶ。授業前半では iPad コンテンツを作成し、後半はコンテンツを広告するための
Web サイトやサイネージ制作などを行う。

必要に応じて予め企画書や素材作りなどを授業外で行うこと。

課題作品 100％（作品の内容と完成度）

授業内で紹介します。

無断欠席及び無断遅刻 2 回以上、作品未提出は原則単位取得不可。

スマートフォン／タブレット向けアプリの作成１（アプリ作成紹介／企画案・デザインカンプ作成）
スマートフォン／タブレット向けアプリの作成２（コンテンツの選定／素材作成／録音講習）
スマートフォン／タブレット向けアプリの作成３（アニメーション／インタラクション実装）
スマートフォン／タブレット向けアプリの作成４（プロトタイプ完成／修正点の指摘／修正）
スマートフォン／タブレット向けアプリの作成５（修正確認／再修正）
スマートフォン／タブレット向けアプリの作成６（修正確認／再修正）
スマートフォン／タブレット向けアプリの作成７（修正確認／再修正／納品）
デジタルサイネージの作成１（インタラクティブコンテンツの紹介／企画案・デザインカンプ作成）
デジタルサイネージの作成２（コンテンツの制作／進行チェック）
デジタルサイネージの作成３（コンテンツの制作／進行チェック）
デジタルサイネージの作成４（修正確認／再修正／仮納品）
デジタルサイネージの作成５（修正確認／再修正／進行チェック）
デジタルサイネージの作成６（修正確認／再修正／進行チェック）
デジタルサイネージの作成７（修正確認／再修正／納品）
課題作品発表／講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

スマートフォン／タブレットアプリ開発の仕組みが理解できる
グラフィックデザインを新しいメディアへ展開する方法を理解できる
実践的な作品の完成度の高め方を理解できる

(1)
(2)
(3)

真下 武久
メディアデザイン領域 3年生

Web 広告
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン実習 8-c

１）ドラマ制作等に必要な音楽著作権や撮影場所の許諾手続き等を行い、社会との   
      関わりの中で映像制作を進める。 
２）メディアデザイン実習 7c 制作したシナリオをグループ制作で映像化する。

授業内で完成しなかった課題について、次回授業までに完成させ、次回内容をシラ
バス等で確認の上、事前に必要な事項を調べた上で授業に臨むこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（提出物：映像作品の提出物のクオリティー） ※最低 10 回の出席が必要。

なし。

なし。

オリエンテーション
撮影準備、絵コンテ確認、ロケーションサービスについて
撮影準備
撮影実習
音楽著作権について
撮影実習
映像作品研究
撮影実習
中間合評
映像作品研究
編集実習
編集実習
編集実習
編集実習
まとめ（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

表現するテーマとスタイルを選択し深化できる。
ロケーションオフィスの活用、音楽著作権の手続きを知る事ができる。
カメラ、照明、録音機器を取り扱うことができる。

(1)
(2)
(3)

櫻井　宏哉
メディアデザイン領域３年生 原則、メディアデザイン実習７Ｃを受講した学生

ドラマ制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン実習 8-d

これまで修得した表現技術を組み合わせ、作品制作を行う。 研究テーマの確立と
その実現を目指す。その成果の進級制作展での発表。

授業開始時までに興味あることについて調べ、構想を練っておいてください。 企
画から制作、発表に至るスケジュール管理を心掛けてください。

授業態度　40％ 
課題作品　60％

オリエンテーション
グループディスカッション
個別面談１：アイデア検討
個別面談２：イメージボード
個別面談３：絵コンテ
個別面談４：レイアウト
個別面談５：レイアウト、作画
個別面談６：作画、音声検討
中間発表
個別面談７：作画、音声収録
個別面談８：作画、仮編集
個別面談９：編集
最終チェック
作品制作
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分で研究テーマを構想し、調査・研究し、研究成果をまとめることができる。
進級制作作品の構想をまとめ上げることができる。
展覧会のために役割分担して運営進行できる。

(1)
(2)
(3)

森田　健
メディアデザイン領域 3 年生

作品制作
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

卒業研究１　

この授業では、自分の制作活動の傾向や関心・志向性に応じた専門教員のゼミを選
択し、ゼミごとに授業を運営します。主に、自主的・自律的な研究・制作活動を柱
とします。これまでの３年間で学んだ専門的なを土台に、広範なデザイン領域の中
から、最もじっくりと掘り下げて学んでおきたい分野を明確にし、自分の専門だと
いえるように能動的な学び（アクティブ・ラーニング）を目指します。

自主的・自立的な研究・制作活動のもと、能動的学習を行ってください。

研究・制作態度２０％、研究・制作のプロセス４０％、
研究・制作の成果４０％を目安とし、ゼミごとの基準で評価します。

ゼミごとに指示します。

特になし。

１週目から15 週目まで、ゼミごとのスケジュールで授業すすめていきます。
詳細は、初回の授業でゼミごとに連絡します。

写真ゼミ（金澤 徹）
グラフィックデザイン < １> ゼミ（大草 真弓、真下 武久、南 琢也 ）
グラフィックデザイン < 2 > ゼミ（大草 真弓、真下 武久、南 琢也 ）
アニメーション・ＣＧゼミ（高橋 登美子、森田 健）
映像・放送ゼミ（櫻井 宏哉）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

専門性の明確化とプロ意識が確立できる。
自主的なプロセス設計とスケジュール管理ができる。
提案性と完成度の高い作品制作ができる。

(1)
(2)
(3)

金澤 徹、大草 真弓、真下 武久、南 琢也、高橋 登美子、森田 健、櫻井 宏哉
メディアデザイン領域４年生

コンテンツ研究・制作・発表（ゼミ）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

卒業研究 2　

前期に引き続きゼミごとに授業を運営します。主に、自主的・自律的な研究・制作
活動を柱とします。４年間の集大成として、広範なデザイン領域の中から、最もじっ
くりと掘り下げて学んでおきたい分野を明確にし、自分の専門だといえるような質
の高い作品を制作し、卒業制作展で発表します。

自主的・自立的な研究・制作活動のもと、能動的学習を行ってください。

研究・制作態度２０％、研究・制作のプロセス４０％、
研究・制作の成果４０％を目安とし、ゼミごとの基準で評価します。

ゼミごとに指示します。

特になし。

１週目から 15 週目まで、ゼミごとのスケジュールで授業すすめていきます。
詳細は、初回の授業でゼミごとに連絡します。

写真ゼミ（金澤 徹）
グラフィックデザイン <１> ゼミ（大草 真弓、真下 武久、南 琢也 ）
グラフィックデザイン <2 > ゼミ（大草 真弓、真下 武久、南 琢也 ）
アニメーション・ＣＧゼミ（高橋 登美子、森田 健）
映像・放送ゼミ（櫻井 宏哉）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

専門性の明確化とプロ意識が確立できる。
自主的なプロセス設計とスケジュール管理ができる。
提案性と完成度の高い作品制作ができる。

(1)
(2)
(3)

金澤 徹、大草 真弓、真下 武久、南 琢也、高橋 登美子、森田 健、櫻井 宏哉
メディアデザイン領域４年生

コンテンツ研究・制作・発表（ゼミ）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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生活の基本要素である「衣」・「モノ」・「住」をキーワードに、素材と向き合い、ものごとやしくみを形に表現する力を育み、「発見」から
「表現」「構築」、さらには社会に対して多様な価値を提案できる人材を育成します。

空間デザイン領域

空間デザイン領域人材育成目標について

空間デザイン領域が対象とする分野は、雑貨・衣服・テキスタイル・機器・家具・住宅など私たちの生活を取り巻くあらゆるものにおよ
んでいます。公共空間やショップ、ブランディング、身体表現、素材づくりからインスタレーションまで空間を創造し表現するための分野
を横断的に学ぶことができます。

空間デザイン領域の特色・各課程での学びについて

1年次では立体・素材・人体を中心に発想や造形など、2年次以降それぞれの専門を学ぶために必要な共通の基礎を学びます。あらゆ
るものごとに対する好奇心を大切にし、発見から発想につなげることのできる能力を養います。

専門導入課程（１年生）

2～3年次では専門の知識や技能を習得し、独自な考え方と視点を獲得します。また社会と自分を深く見つめることで問題や制作に
向きあう姿勢を身につけ、4年次での自律的な研究過程に備えます。

専門基盤課程（２～３年生）

4年次では、自らの進路を見すえて自律的に研究を行い、社会に対して具体的な提案を行います。自ら企画して行動に起こし成し遂げ
る、世の中で必要とされる人材をめざします。

専門研究課程（４年生）
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基礎造形実習１Ａ

基礎造形実習２Ａ

基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

基礎造形実習２Ｂ

基礎造形実習４Ｂ

基礎造形実習３C

基礎造形実習４C

基礎造形実習２D

基礎造形実習４D

基礎造形実習１E

空間デザイン基礎演習１
空間デザイン基礎演習２
空間デザイン演習5
空間デザイン演習7
空間デザイン演習1-a
空間デザイン演習2-a
空間デザイン演習3-a
空間デザイン演習4-a
空間デザイン演習6-a
空間デザイン演習8-a
空間デザイン実習1-a
空間デザイン実習2-ab
空間デザイン実習3-a
空間デザイン実習4-ab
空間デザイン実習5-a
空間デザイン実習6-ab
空間デザイン実習7-a
空間デザイン実習8-a
空間デザイン演習1-ｂ
空間デザイン演習2-ｂ
空間デザイン演習3-ｂ
空間デザイン演習4-ｂ
空間デザイン演習6-ｂ
空間デザイン演習8-ｂ
空間デザイン実習1-ｂ
空間デザイン実習2-ab
空間デザイン実習3-ｂ
空間デザイン実習4-ab
空間デザイン実習5-ｂ
空間デザイン実習6-ab
空間デザイン実習7-ｂ
空間デザイン実習8-ｂ
空間デザイン演習1-ｃ
空間デザイン演習2-ｃ
空間デザイン演習3-ｃ
空間デザイン演習4-ｃ
空間デザイン演習6-ｃ
空間デザイン演習8-ｃ
空間デザイン実習1-ｃ
空間デザイン実習2-ｃ
空間デザイン実習3-ｃ
空間デザイン実習4-ｃ
空間デザイン実習5-ｃ
空間デザイン実習6-ｃ
空間デザイン実習7-ｃ
空間デザイン実習8-ｃ
卒業研究1
卒業研究2
空間デザイン概論
空間デザイン論1
空間デザイン論2Ａ
空間デザイン論2Ｂ
空間デザイン論2Ｃ
空間デザイン論2Ｄ
空間デザイン論2Ｅ
空間デザイン論2Ｆ

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

実習

演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯

 

◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯

＊学科共通科目
空間デザイン領域開講科目
＊学科共通科目
空間デザイン領域開講科目
＊学科共通科目
空間デザイン領域開講科目

＊学科共通科目
空間デザイン領域開講科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
領域共通科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目
住環境デザインコース科目

プロダクトコンピュータルームライセンス
プロダクトコンピュータルームライセンス

プロダクトコンピュータルームライセンス

プロダクトコンピュータルームライセンス

プロダクトコンピュータルームライセンス

プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
プロダクトデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目
コスチュームデザインコース科目

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2

4
6

芸術学科　空間デザイン領域

専
門
導
入
科
目

専
門
基
盤
科
目

専
門
研
究
科
目

芸
術
応
用
科
目

基礎造形実習1～4
計８単位を修得すること

領域の基礎演習を
４単位修得すること

領域共通および
各コースの専門基盤科目
32単位を修得すること

領域の専門分野を選択して
10単位を修得すること

空間デザイン概論、
空間デザイン論1を
修得すること

空間デザイン論2Ａ～2Ｆより
３科目6単位を修得すること

単位数
必
修

受
講
指
定

選
択

開講期・年次
特記事項 受講方法取得可能ライセンスカリキュラム

授
業
形
態

1
年
2
年
3
年
4
年
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芸術学科　空間デザイン領域　住環境デザインコース　
スタンダードカリキュラム

専門導入課程 専門基盤課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

卒業研究1 卒業研究2

空間デザイン
実習1-a

空間デザイン
実習3-a

空間デザイン
演習1-a

空間デザイン
演習3-a

空間デザイン
演習2-a

空間デザイン
演習4-a

空間デザイン
演習5

空間デザイン
演習7

空間デザイン
演習6-a

空間デザイン
演習8-a

空間デザイン
実習2-ab

空間デザイン
実習4-ab

空間デザイン
実習5-a

空間デザイン
実習7-a

空間デザイン
実習6-ab

空間デザイン
実習8-a

小公園　フォーリー グリッドによる
レストラン

子供のための空間/
福祉空間

住宅の計画～
非日常／多世代

ディスプレイ／
ショップ

公共空間／
インテリア

照明器具　
照明計画

家具　
身体を支える

ドローイング
3D

ブランド
プロデュース

建築製図建築透視図法模型・トレース

ショップ
プロデュース

ポートフォリオ

ヨシの造形

基礎造形実習１Ｅ 基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

空間デザイン
基礎演習１

空間デザイン
基礎演習２

布の立体造形

＊領域共通科目

＊領域共通科目 ＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

脚のある造形／
2-Way

織・染・バスケタリー・
空間表現

フィールドワーク・
リサーチマッピング

断面図法と
空間ドローイング

基礎造形実習２Ａ

＊領域共通科目

群造形（柱・壁・床）
 

専門研究課程

空間デザイン概論 空間デザイン論1 空間
デザイン論2Ａ

空間
デザイン論2Ｃ

空間
デザイン論2Ｄ

空間
デザイン論2Ｂ

空間
デザイン論2Ｅ

空間
デザイン論2Ｆ

選択 選択

選択 選択

空間デザイン入門 マーケティング論
ファッション
デザイン論

ユーザー
インタフェース論

現代建築家論

インテリアデザイン史生産技術論空間表現論

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

1科目2単位
選択履修

選択



空
間
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イ
ン
領
域

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
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講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目
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芸術学科　空間デザイン領域　プロダクトデザインコース
スタンダードカリキュラム

専門導入課程 専門基盤課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

卒業研究1 卒業研究2

空間デザイン
実習1-b

空間デザイン
実習3-b

空間デザイン
演習1-b

空間デザイン
演習3-b

空間デザイン
演習2-b

空間デザイン
演習4-b

空間デザイン
演習5

空間デザイン
演習7

空間デザイン
演習6-b

空間デザイン
演習8-b

空間デザイン
実習2-ab

空間デザイン
実習4-ab

空間デザイン
実習5-b

空間デザイン
実習7-b

空間デザイン
実習6-ab

空間デザイン
実習8-b

PD基礎～
平面レイアウト・見立て・機構

商品企画・
ウェブショップ～
雑貨、アクセサリー

生活機器
［知識・気づき］の
デザイン

パブリックデザイン

ディスプレイ／
ショップ

リサーチ＆デザイン
ユニバーサルデザイン

照明器具　
照明計画

家具　
身体を支える

椅子実測図面 ブランド
プロデュース

先端技術
ワークショップ

ライノセロス
3DCG

工業製図・CAD

ショップ
プロデュース

ユーザー
インタフェース

スケッチ＆
モデリング

基礎造形実習１Ｅ 基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

空間デザイン
基礎演習１

空間デザイン
基礎演習２

布の立体造形

＊領域共通科目

＊領域共通科目 ＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

織・染・バスケタリー・
空間表現

フィールドワーク・
リサーチマッピング

断面図法と
空間ドローイング

基礎造形実習２Ａ

＊領域共通科目

群造形（柱・壁・床）
 

脚のある造形／
2-Way

専門研究課程

空間デザイン概論 空間デザイン論1 空間
デザイン論2Ａ

空間
デザイン論2Ｃ

空間
デザイン論2Ｄ

空間
デザイン論2Ｂ

空間
デザイン論2Ｅ

空間
デザイン論2Ｆ

選択 選択

選択 選択

1科目2単位
選択履修

選択

空間デザイン入門 マーケティング論
ファッション
デザイン論

ユーザー
インタフェース論

現代建築家論

インテリアデザイン史生産技術論空間表現論

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位
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芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上



学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

教
職
課
程
科
目

学
修
シ
ス
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ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

空
間
デ
ザ
イ
ン
領
域
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芸術学科　空間デザイン領域　コスチュームデザインコース　
スタンダードカリキュラム

専門導入課程 専門基盤課程 専門研究課程
3年 4年1年 2年

前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期前期　　　　　　　　後期

卒業研究1 卒業研究2

空間デザイン
実習1-c

空間デザイン
実習3-c

空間デザイン
演習1-c

空間デザイン
演習3-c

空間デザイン
演習2-c

空間デザイン
演習4-c

空間デザイン
演習5

空間デザイン
演習7

空間デザイン
演習6-c

空間デザイン
演習8-c

空間デザイン
実習2-c

空間デザイン
実習4-c

空間デザイン
実習5-c

空間デザイン
実習7-c

空間デザイン
実習6-c

空間デザイン
実習8-c

空間デザイン概論 空間デザイン論1 空間
デザイン論2Ａ

空間
デザイン論2Ｃ

空間
デザイン論2Ｄ

空間
デザイン論2Ｂ

空間
デザイン論2Ｅ

空間
デザイン論2Ｆ

選択 選択

選択 選択

1科目2単位
選択履修

選択

服飾造形基礎１～
ミシン縫製

服飾造形基礎２～
オリジナルコスチューム

服飾造形表現1～
舞台衣装制作・舞台公演
現場体験

服飾造形表現2～
素材から発想した
コスチューム

オリジナルコスチューム～
トータルプロデュース

オリジナルコスチューム～
実作・展開

染織造形基礎１～
染

染織造形基礎2～
織

素材加工
（ハンドメイキング）

ブランド
プロデュース

舞台芸術演習服飾芸術演習１～
デザイン画と立体造形

服飾芸術演習2～
コスチュームアート

空間デザイン入門 マーケティング論
ファッション
デザイン論

ユーザー
インタフェース論

現代建築家論

インテリアデザイン史生産技術論空間表現論

ショップ
プロデュース

市場研究

染織実験

専
門
科
目
／
54
単
位

必
修
科
目

／
10
単
位

応
用
科
目

／
10
単
位

領
域
指
定
科
目
／
54
単
位

46

芸術基礎科目　
4科目8単位以上

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
学
部
共
通
）
科
目

学
部
受
講
指
定
科
目

選
択
受
講
指
定
科
目

大学入門1 大学入門2 コミュニティ
デザイン概論

ファウンデー
ション実習A2

ファウンデー
ション実習B1

キャリア
デザイン概論1

キャリア
デザイン概論2

東洋・日本
美術史概説A

東洋・日本
美術史概説B

西洋
美術史概説A

西洋
美術史概説B

デザイン史
概説A

デザイン史
概説B

スタディ
スキル実習1

スタディ
スキル実習2

スタディ
スキル実習3

スタディ
スキル実習4

ファウンデー
ション実習A1

ファウンデー
ション実習A4

ファウンデー
ション実習B2

ファウンデー
ション実習A3

芸術応用科目　2科目4単位以上
地域貢献・プロジェクト科目　1科目2単位以上

キャリアデザイン科目　１科目2単位以上

基礎造形実習１Ｅ 基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

空間デザイン
基礎演習１

空間デザイン
基礎演習２

布の立体造形

＊領域共通科目

＊領域共通科目 ＊領域共通科目

＊領域共通科目

＊領域共通科目

織・染・バスケタリー・
空間表現

フィールドワーク・
リサーチマッピング

断面図法と
空間ドローイング

基礎造形実習２Ａ

＊領域共通科目

群造形（柱・壁・床）
 

脚のある造形／
2-Way
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基礎造形実習１Ｅ

布の立体造形についての基礎を学ぶ。空間をデザインを行うにあたって使用する素
材は多岐にわたるが、この授業では、布を中心にその立体造形と身体との関係性に
焦点を当てて進める。布は、ファッションデザイン・コスチュームデザインのみな
らず、インテリア、プロダクト等にも使用され、空間デザインにおける重要なマテ
リアルである。ボディーを布で包む、飾るということを通し、布という素材の特性
を理解する。また、ボディー（立体）とパターン（平面）の関係性のイメージを掴む。

課題制作は自習時間を活用し、充分に研究、熟考、創作すること。
プレゼンテーションの内容は事前に準備しておくこと。

授業態度　２５％
課題作品　５０％
合評　　　２５％　（プレゼンテーション）

資料配付。スケッチブック、色彩道具、必須。一般的な裁縫道具。
課題３では新聞一週間分。（ガイダンス及び一回目の授業で説明）

総てが連動していく授業内容なので、やむを得ず欠席した場合は必ず復習をすること。
　　　　　　　

課題１（オリエンテーション／イメージイラスト～布加工、裁ちバサミ、アイロン、グルーガン）
課題１（「ソフトオブジェ」発表～講評／ミシン実習、ソーイング基礎、立体造形）
課題２（ミシン実習、二枚の布の縫製、シャーリング、プリーツ、接着芯、チュール）
課題２（「オリジナルバッグ」発表～講評／衣服のフォルムの移り変わり、トルソー準備、紙の造形）
課題３（制作）
課題３（「ニューフォルム」発表～講評）
課題４（一枚の布による作品集、試作）
課題４（制作）
課題４（「一枚の布」発表～講評）
課題５（パターン転写、立体裁断）
課題５（デザイン案、試作）
課題５（試作、部分縫いなど）
課題５（全体像を掴む、プレゼンボード作成）
課題５（「ホワイト」講評会、作品展示設営）
まとめ：作品展示会、合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

布、主に布帛を中心とした裁断、縫製などの基礎技術を習得する
独自の発想や、想像した形を布帛で造形することができる
身体を、空間を含めた立体的な視点で捉えることができる

(1)
(2)
(3)

田中 秀彦・大野 知英
空間デザイン領域１年生

布の立体造形と身体装飾
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習３Ａ

機能と構造を満たし、素材や加工法の特性や魅力を引き出す造形表現を学ぶ。第 1
課題：「脚のある造形」では、型による複数生産を前提とした造形の基本を身に付
けるとともに彫塑的造形とそれを支える構造体の造形アプローチの違いを学ぶ。ま
た選択的に造形物に機能を実装することもできる。第 2 課題 :「2-way」では、複
合的な機能の考察を経て、トレードオフの条件下でのデザイン判断を体験する。

・自然物や人工物の形態をよく観察し、気になったものをスケッチしておく
・身のまわりの 2 通りの使い方ができるものを見つけておく

授業態度　20％
課題作品　80％（発想過程４０％、作品評価４０％）
※作品評価では仕上げに対する姿勢（クラフトマンシップ）が重要。

テキストは随時配付、個別に必要な材料費、塗料代等実費となる。

実作では、作業着、作業に適した靴が必要、また事前に造形ラボのライセンスを取
得しておくことが望ましい

第 1 課題　説明
第 1 課題制作
第 1 課題制作
第 1 課題制作
第 1 課題制作
第 1 課題制作
第 1 課題プレゼン資料制作
第 1 課題プレゼンテーション、講評
第 2 課題説明
第 2 課題制作
第 2 課題制作
第 2 課題制作
第 2 課題プレゼン資料制作
第 2 課題プレゼンテーション、講評
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

立体造形における発想方法を学び身につけ他の制作に活かすことができる
素材的特性と、型による生産を前提とした自由造形の基本を習得する
トレードオフの条件下でのデザイン判断ができる

(1)
(2)
(3)

石川 泰史・西尾 幸子
空間デザイン領域 1年生

立体デザイン基礎～「脚のある立体」：型を前提とした造形／「2-Way」：複合的な機能を満たす造形
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習４Ａ

古来より、人間は手を使ってものを作り、身の回りを豊かにしてきた歴史がある。
近代以前の工芸技術の多くは現代では機械化され、工業に移行したが、工芸技術を
学ぶことは、生活史を学ぶことであり、先人の知恵を発見することでもある。この
授業では、染め、織り、バスケッタリーをとおして、繊維素材を用いた工芸技術を
実際に体験し、作業の中で素材に対する感覚を養い、造形作品や用途あるものに展
開させることを目的とする。

各種技法（ステンシル、織物、バスケッタリー）についてあらかじめ調べておくこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％

プリント配付

初日はカッター、カッターマット、水溶性絵の具、パレット、筆洗、雑巾を用意の
こと。

ステンシル（型染）説明、試作
リピートをつかったデザイン展開
布に刷毛染め
講評会
織構造と編構造の説明
フレームをつかった織物制作
素材集め、素材サンプル制作
オリジナル素材による織物制作
バスケッタリーアート説明、斜め交差技法による試作
平織り編みによる試作
自由素材を使っての試作
中間講評
自由課題制作
制作（仕上げ）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

技術を理解し、その特徴を生かした表現ができる。
自らの作品のアピールポイントを押さえ、説明できる。
他者の作品に対して意見を述べることができる。

(1)
(2)
(3)

田辺 由子・林 塔子
空間デザイン領域 1年生

繊維素材の加工技術
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

基礎造形実習２Ａ

空間デザインの基礎である造形言語を模型制作を通して学ぶ。具体的には、柱、壁、床・
屋根、開口・光の造形言語を一つ一つ選び出し、一つの造形言語で、４５ｃｍ角の台紙の
上で模型を制作することによって、空間と形を創り出すことを学ぶ。最後に、自分の”お気
に入り”のものを選び、その展示空間を制作する。同級生の作品を講評の中で併せて見
ることで、造形言語の可能性を見出すように工夫されている。（模型素材は、スチレンボー
ド、スタイロフォーム、発泡スチロールなど、カッターナイフや熱線カッターで切断すれば
形になるものを使用する。）

同課題の他学生の作品をよく観察し、自分自身の表現の幅を広げるための参考とすること。 
気づいたことなどをノートに書きつけることを習慣づけること。

授業態度　30％ 
課題作品　70％

テキストは随時配付。材料一部支給。

二級建築士受験資格指定科目

「柱の群造形」講義および制作
「柱の群造形」制作
「柱の群造形」講評
「壁の群造形」講義および制作
「壁の群造形」制作
「壁の群造形」講評
「床・屋根の群造形」講義および制作
「床・屋根の群造形」制作
「床・屋根の群造形」講評
「開口と光の造形」講義および制作
「開口と光の造形」制作
「開口と光の造形」講評
「”お気に入り”の展示空間」課題説明および制作
「”お気に入り”の展示空間」制作
「”お気に入り”の展示空間」講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

基本的な模型の制作方法を学び今後の作品制作に活かすことができる
建築模型の主たる素材や用具・器具の使いこなすことができる
造形言語として造形の基礎的構成要素を学ぶことによって、課題に向かうときの手が
かりとして活用できる

(1)
(2)
(3)

三宅 正浩・木村 準
空間デザイン領域 1年生

基礎的造形言語と様々な空間表現
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン基礎演習１

フィールドワークは、様々なものごとが混じり合い混沌とした風景や世界から自分
の視点を見つけだすことを目的に、現場にて集めてきた画像や情報を分析しプレゼ
ンテーションをおこなう。リサーチマッピングは、テーマに沿った市場（マーケッ
ト）の情報を収集し、マッピングによって分類、分析して私たちのライフスタイル
を研究する。それぞれ創作のための世界を視る目を養うものである。

授業内で完成しなかった課題については、次回授業までに完成させた上で授業に臨
むこと

授業態度　40％
課題作品　60％

参考資料は都度配付。参考文献：「新・カラー・イメージ事典」小林重順・日本カラー
デザイン研究所 （編・著）

リサーチマッピングではグループで作業するため、役割を分担し補い合いながらす
すめること。

ガイダンス、フィールドワークに関する講義
フィールドワーク（現地）
フィールドワーク（現地）
分析作業
フィールドワーク　プレゼンテーション
フィールドワーク　プレゼンテーション／リサーチマッピングガイダンス        
マッピング作業（商品）
マッピング作業（商品）
マッピング作業（商品）
マッピング作業（商品）
マッピング作業（ことば）
マッピング作業（ことば）
マッピング作業（イメージコラージュ）
マッピング作業（イメージコラージュ）
リサーチマッピング　プレゼンテーション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

混沌とした世界から自分の眼差しを見つけることができる。
自分の視点を整理し、言葉に表現して他者に伝えることができる。
マーケット分析のスキルを習得できる。

(1)
(2)
(3)

石川　泰史
空間デザイン領域 1年生

フィールドワーク／リサーチマッピング
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 1-a

【ヨシの造形】（※地域貢献科目） 琵琶湖に生えるヨシは、生物の揺籃の地としての
役割を果たすとともに水質の保全にも役立ってきた。また古来より日本の原風景の
一部でもあり、簾（すだれ）の材料としても知られている。琵琶湖の生態系に大き
な役割を果たし、人の手による加工品としても役立ってきたヨシは近年衰退の危機
にある。こうした地元の素材をインテリア、家具、照明などに再活用を試み、ヨシ
の可能性をさぐる。

琵琶湖におけるヨシの予備知識を得ておく。完成までのスケジュールの管理、進行
状況をグループ内で確認しながら授業に臨むこと。

授業態度　40％（グループ内での制作態度） 
課題作品　60％（課題作品評価・グループ制作による協調性と提案力）

必要に応じて適宜配付。 
材料：ヨシは支給、その他の材料費：制作部品などは一部支給可能

この課題はグループ制作による課題のため、制作状況による連絡はグループ内で密
に確認して制作を進めること。

課題説明「ヨシの造形̶ヨシ素材の可能性」・
個人でのスタディ模型制作
スタディ発表・グループ分け・グループディスカッション
グループによるデザイン検討
実物造形への試作
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
グループ作品制作、制作指導
まとめ（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

１年次で学んだ素材表現から、環境や空間の中での造形表現、スケール感を意識した表現を習得する。
自然素材の特徴を引出し、生かす表現を追求する。素材からの柔軟な発想力をつける。
個人制作ではなくグループで制作をすることでデザインコミュニケーション能力を身につける。
実物制作（原寸大）のデザイン表現として完成度の高い作品づくりができる。
空間の中での造形表現と素材表現の可能性を見出すことができる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

立神　まさ子
空間デザイン領域 2年生

ヨシの造形
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 1-b

【スケッチ・モデリング】スケッチによる形の表し方の手法とデザインモデリング
における基礎的な知識と製作手法を学ぶ。ペーパー・スチレンボード・ウレタン
フォームなどを用いたデザインモデルの製作を通してモデリング材料の性質と加工
方法および工具・加工機械の使用方法、フィニッシュワークについて習得する。ま
た優れたプロダクトの「立体模写」をおこなうことで、先人の造形およびディティー
ルを読み取り、実践的な造形の手法を習得する。

遅れは作品の質低下を招くので、次回までに授業内で示した状態に必ず到達してお
くこと

授業態度　40％
課題作品　60％

授業内で参考資料を配付する　指定した画材（色鉛筆、マーカー、定規など）を準
備すること　材料費は自己負担（一部支給）

ガイダンス、用具、材料の説明
三面レンダリングスケッチ
三面レンダリングスケッチ
ペーパーモックアップ
ペーパーモックアップ
ペーパーモックアップ
透視図レンダリング１
透視図レンダリング２
透視図レンダリング 2
立体モデリング
立体モデリング
立体モデリング
立体モデリング
授業内講評
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

マーカー、パステルを用いたレンダリング手法の基礎を習得する
スチレンボードをによるペーパーモックアップが作れるようになる
ウレタンフォームによる立体モデリングとフィニッシュワークを習得する

(1)
(2)
(3)

石川　泰史
空間デザイン領域 2年生

スケッチ＆モデリング
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン基礎演習２

「断面」は空間を理解し、三次元空間を二次元平面で表現する上での不可欠の技法で
ある。ここでは「大地の回廊」、「箱の宇宙」、「貝殻の棲家」という3つの言葉から空間をイ
メージし、断面図法を使ったドローイングによる多角的な表現を学ぶ。平面表現としてス
ケッチ、イラスト、コラージュなどを使い、見開き2ページの中に断面的世界観を創造する。

同課題の他学生の作品をよく観察し、自分自身の表現の幅を広げるための参考とするこ
と。 気づいたことなどをノートに書きつけることを習慣づけること。

授業態度　30％（制作姿勢） 
課題作品　70％（課題作品、講評での発表力）

授業時間内に資料を適宜配付。材料費は自己負担。

二級建築士受験資格指定科目

「断面図法」とドローイングについての講義・第1課題説明
コンセプト
アイデアスケッチ
イメージドローイング
第1課題講評
第2課題説明、及び「空間構成」について講義
コンセプト
アイデアスケッチ
イメージドローイング
第2課題講評
第3課題説明、及び「シェル構造」について講義
コンセプト
アイデアスケッチ
イメージドローイング
第3課題講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

住空間を表現するための基本的な技法を習得することができる
課題のキーワードを読み取り、コンセプトを設定する力を身につけることができる
空間としての二次元表現の発想力、描写力、構成力を高めることができる
環境設定から建築的表現としての造形、内部空間としてのデザインを空間イメージ
として二次元表現できる

(1)
(2)
(3)
(4)

三宅　正浩
空間デザイン領域 1年生

断面図法と空間ドローイング
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン演習 1-c

繊維の特性、染料の特性を知ることで、繊維の種類、表現方法に適した染色法を理
解する。直接染料、酸性染料、分散染料、植物染料、化学藍などによる浸染を中心
に学ぶ。

各染料について、事前に配付したプリントで確認しておくこと。

授業態度　70％ 
課題作品　30％

プリント配付

他コースからの履修は、事前に担当教員に相談のこと。

繊維の種類と染色法について
直接染料による染色
サンプル制作
酸性染料による染色
サンプル制作
引き染め法
蒸熱処理法
分散染料による染色
熱転写法
植物染料による染色
植物染料による染色
サンプル制作
化学藍による染色
化学藍による染色
まとめ、テスト

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

繊維の種類に適した染色法を選び、実践できる。
染色室の設備管理ができる。
データを分析し、結果から推測ができる。

(1)
(2)
(3)

田辺　由子
空間デザイン領域 2年生

染色実験
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 2-c

ファッション・コスチュームの実制作を前提としたデザイン画の作成を行う。仕事
の種類や目的によって異なるデザイン画の描き方を知る。また、コンセプトに基づ
いたデザイン画、スワッチ（素材見本）、布を中心とした実作品の写真をひとつの
ブックにまとめ、プレゼンテーションを行う。

課題制作は自習時間を活用し、充分に研究、熟考、創作すること。
プレゼンテーションの内容は事前に準備しておくこと。

授業態度　５０％
課題作品　５０％

下記二冊を授業開始までに購入すること。
「ファッションデザインテクニック～デザイン画の描き方」高村是州著、グラフィック
社（ISBN978-4-7661-1579-6）定価2500円。
「世界服飾史」深井晃子監修、美術出版社（ISBN978-4-568-40077-9）定価2500円。
道具類の購入に関しては授業内で説明。

総てが連動していく授業内容なので、やむを得ず欠席した場合は必ず復習をすること。

オリエンテーション／施設、道具の確認と基礎（ファッションとコスチューム、
プレタポルテとオートクチュール）
制作１（デザイン画の基礎、スワッチ）
制作２（イメージ画の様々なスタイル）
制作３（ハンガーイラストの基礎）
制作４（モチーフに基づいたデザイン画）
制作５（テーマに基づいたデザイン画）
中間講評
制作：テーマに基づいた布によるモチーフの造形
制作：ボディーへのアプローチ
制作：反復
制作：テーマの掘り下げ
制作：全体像
作品写真撮影
ブック制作
まとめ　講評

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

テーマに基づいたイメージを、様々な手法で平面に表現できる。
デザイン画の基礎となる画法を基に、独自のスタイルでも表現できる。
描いたイメージを、立体で表現する素材と技法を発見し、創作することができる。

(1)
(2)
(3)

田中　秀彦
空間デザイン領域 2年生

服飾芸術演習１　デザイン画と立体造形
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 2-b　

工業製図（手書き製図・CAD 製図）
コミュニケーションの手段となる図面の描き方を学ぶことで、ハンドワークによる
作図を習得する。またモノの形を図面として表現する方法を学ぶことで、さまざま
な図面を読むことができる。曲線と直線が入り混じった複雑な形状は、CAD を使
うことで作図、設計検討が行える。

前回の配付資料を次回授業までに再読し、理解を深めた上で授業に臨むこと。

授業態度　４０％
課題作品　６０％（課題に対する完成度、理解度３０％、期末作品３０％）

テキスト：「製図」（実教出版）　A3 コピー用紙：毎授業ごとに3枚準備

履修上の注意：理解度を深めるために授業の課程で段階的に課題作成を行います。

ガイダンス・製図の基礎
製図の基礎
平面図の描き方：基礎的な図の描き方、直線と円弧を用いた線のつなぎ方
課題①
立体を平面で表す方法：投影法、投影図の配置と正面図の選び方
投影図と立体の関係：3 面図の描き方
課題②
図形の表し方：主投影図、断面図
大きさの表し方：寸法表示の仕方、寸法記入の方法
図面の作り方
課題③
課題④
課題③・④
課題⑤
まとめ　作品評価

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

モノの基本的な形の見方、図面としての表現方法、描き方が習得できる。
立体の図形化や図形の立体化という製図の基礎となる読図力が習得できる。
ハンドワークによる基礎的な作図ができることで、表現方法に幅ができる。

(1)
(2)
(3)

中谷 眞司
空間デザイン領域 2年生

工業製図（手書き製図・CAD 製図）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 2-a

【模型・トレース】 近代建築の三大巨匠の一人、ル・コルビュジェの設計した住宅の模型
を制作し、それをもとに設計図により、インテリアデザインにおける内部空間の重要性を
把握しながら、基礎的な図面（配置図、平面図、立面図、断面図、各図面の着彩）のトレー
スを行う。

ル・コルビュジェの住宅における設計思想を理解した上で制作に臨むこと。

授業態度　40％（授業態度３０％、授業理解度１０％） 
課題作品　60％（模型を含む）

１．授業時間内に参考資料を適宜配付。 ２．材料は各自で用意。

二級建築士受験資格指定科目。 模型制作後のトレースの作図は、整合性（正確性）を重
視する。

課題説明、及び「詳細模型のつくり方、図面の読み方」の講義
建築模型制作 ①　※土台、フレーム
建築模型制作 ②　※１階
建築模型制作 ③　※２階
建築模型制作 ④　※屋上階
建築模型制作 ⑤　※内部詳細
建築模型制作 ⑥　※外部、仕上げ
平面図のトレース ①　※図面枠、基準線、寸法線の作図
平面図のトレース ②　※外形線、外郭線の作図
平面図のトレース ③　※その他、補助線やハッチング、文字等の作図
断面図のトレース ①　※図面枠、基準線、寸法線、外形線、外郭線の作図
断面図のトレース ②　※その他、補助線やハッチング、文字等の作図
立面図のトレース ①　※図面枠、基準線、寸法線、外形線、外郭線の作図
立面図のトレース ②　※その他、補助線やハッチング、文字等の作図
仕上げ（整合性チェック及びテクスチャ）　※着採、ドローイングによる表現

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

建築の製図法における基本的な専門知識・技法が習得できる。
模型制作を通して設計図の意味や重要性が理解できる。
模型制作（100分の1スケール）の精度が上達する。

(1)
(2)
(3)

三宅　正浩
空間デザイン領域 2年生

模型・トレース
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン演習 3-a

前半はインテリアデザインを含む、エスキース、イメージスケッチ、コンセプト、
ラフスケッチ等を用いてデザインテーマを総合的に平面表現に描き起こす。後半は
スケッチを元に２次元 CAD にて設計図を作成し、その 2 次元 CAD を用いて３次
元 CAD にてパースを作成を行う。図面の種類は配置図、平面図、立面図、断面図等。
表現方法はドローイング、鉛筆による着彩など。

自分が思い描くイメージに近い作家（ドローイング）を把握した上で授業に臨むこと。

授業態度　40％（受講態度 30％、課題への取り組み 10％） 
課題作品　60％

１．授業時間内に参考資料を適宜配付。 ２．材料は各自で用意。

二級建築士受験資格指定科目。

課題説明、及び「エスキース、イメージスケッチの意味」について講義
エスキース、イメージスケッチ、下図（平面図、立面図、断面図）の作成①
エスキース、イメージスケッチ、下図（平面図、立面図、断面図）の作成②
講義 ( ２次元 CAD の基本操作・概念 )
設計図作成（配置図）
設計図作成（平面図）
設計図作成（立面図）
設計図作成（断面図）
講義 ( ３次元 CAD の基本操作・概念 )
モデリング
カラーリング
レンダリング＆レタッチ
プレゼンパネルの作成
まとめ①　自主制作
まとめ②　合評（発表内容を取りまとめ、事前に準備をしておく）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

製図とドローイングで高度なデザインテーマの総合的表現ができるようになる。
設計図におけるコンピュータを用いた表現の手法・技法が学べる。

(1)
(2)

木村　準
空間デザイン領域 2年生

ドローイング　２Ｄ・３Ｄ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 3-b

【椅子実測・図面制作】近代の家具デザインの歴史やデザイナーについての講義を理
解した上で、構造や造形を直接的に理解できる椅子の実測作業を行う。提出物は以
下 3 点。 ◎提出物 1　演習室にある椅子 10 点の写真を撮り、設計者、設計年（ま
たは製造年）、作品名、製造会社、サイズ、素材などを調べること。簡単な説明を
100 文字以内で加え、わかりやすくレイアウトしてレポートを提出すること。◎提
出物 2　椅子の実測作業で得た図面を元に、3 面図 1 枚にまとめ、青焼きすること。
◎提出物 3　椅子の実測作業で得た三面図をもとに、1 ／ 5 モデルを作成すること。

授業時間で課題の進捗状況を確認し、次回授業までの作業を指導します。次回授業
までに段階的に進めてください。また、シラバスに課題の進み具合の目安を明記し
ていますので、照らし合わせて必要ならリサーチや提出物作成を行うこと。

授業態度 20％ 課題作品 50％（提出物の完成度（正しいアプローチ方法によるリサーチの正
確性・レポートと最終提出作品の完成度・実測作業の正確さ・構造や造形への理解度）を重視する。） 
合評 30％（プレゼンテーションの総合評価を重視（設定時間内で論理的説明ができるかなど））

授業時間内に適宜指示する。計測道具は原則大学が用意するが、基本的なもので今
後も利用できるものは各自で用意すること。

作業量が非常に多いため各自で作業日程管理をしっかり行うこと。

課題説明と講義「近代家具の変遷」
提出物 1 のレポートを提出。実測作業開始
平面図実測作業
平面図実測作業
平面図実測作業
立面図実測作業
立面図実測作業
側面図実測作業
側面図実測作業
三面図1枚にまとめる　レタリングを行う
1／ 5 モデル制作
1／ 5 モデル制作
提出物 2 と 3 によるプレゼンテーション
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

椅子の実測作業を通して立体を詳細に観察し、造形力や構造の基礎力を身に付ける。
図面を書いてから立体を作るという通常作業に対して逆の手順を踏むことで、
自由な造形を図面に置き換える力がつく。
1／5モデル制作を通して素材探究力や表現力を身に付ける。

(1)
(2)

(3)

西尾　幸子
空間デザイン領域 2年生

椅子実測図面
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 4-a

近代建築の三大巨匠の一人、ミース・ファン・デル・ローエの設計した住宅の模型
を製作し、それをもとに建築透視図法の意味を把握しながら、基礎的な設計図（平
面図、立面図、断面図、）を用い、インテリアデザインにおける内部空間をアクソ
ノメトリックパース（パースペクティヴ法）表現の技法で学ぶ

図法に関する予備知識について調べた上で授業の臨むこと。

授業態度　40％（受講態度 30％、課題への取り組み10％） 
課題作品　60％（模型を含む）

１．授業時間内に参考資料を適宜配付。 ２．材料は各自で用意。

１．二級建築士受験資格指定科目。【単位数：その他　２単位　※必修】 
２．模型及びトレース図を用いた建築透視図は、整合性（正確性）を重視する。

課題説明、及び「詳細模型のつくり方、図面の読み方」の講義
建築設計図の作成　※平面図、立面図、断面図
建築模型製作 ①　※土台、建築模型の作成
建築模型製作 ①　※細部つくり込み
模型製作、設計図の採点及び「投影図の意味と参考事例紹介」の講義
ラフスケッチ（フリーハンド法） ①　※外観１カット以上をスケッチ
ラフスケッチ（フリーハンド法） ②　※内観１カット以上をスケッチ
ラフスケッチ（フリーハンド法） ②　※パースアングルの決定
軸測投影図法（アクソノメトリック）の作図 ①　※基準線の追い出し
軸測投影図法（アクソノメトリック）の作図 ②　※各部位の実線を作図
軸測投影図法（アクソノメトリック）の作図 ③　※詳細部の描き込み
着彩段階 ①　：カラーコンディショニング、色彩の配色
着彩段階 ②　：家具、人物の描き込み、及び仕上げ
まとめ①　自主制作、及び課題提出
まとめ②　合評（プレゼンテーション用ボードに集約）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

模型製作及び建築製図法における専門知識・技法・技術が習得できる。
模型及び製図を通して、透視図法の立体把握及び表現法が習得できる。
プレゼンテーションを通し、個々の素質の発見とヴィジュアル性に反映する
ことができる。

(1)
(2)
(3)

木村　準
空間デザイン領域 2年生

建築透視図法
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習３-ｃ

様々な素材の加工方法を学び、素材の特性と表現の違いを知る。独自で発見し、加工し
た素材を活用し、コスチューム作品へ応用する手法を学ぶ。

様々な加工法について、あらかじめ調べておくこと。

授業態度　５０％　 
課題作品　５０％

なし。

様々な素材の加工法を紹介
素材実験①
素材実験②
素材実験③
素材実験④
サンプル作成
サンプル作成
作品制作
作品制作
作品制作
作品制作
作品制作
作品制作
作品制作
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

素材の特色を踏まえた上で加工法を学ぶ。
実験をとおして新しい表現への可能性を追求できる。
オリジナルの加工法を発見し、立体にできる。

(1)
(2)
(3)

大野　知英
空間デザイン領域２年生

素材加工 ( ハンドメイキング )
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン演習 4-b

【3DCG モデリング】3D ソフトウェア “Rhinoceros” “Shade”、ほか 2D ソフト
ウェアなどを用いて、下書き、3D モデリング、レンダリングなどのデジタル表現
技術を習得する。作成したモデルは 3D プリンタで出力して提出する。

授業内で説明したことを、必ず復習し身につけた上で次回授業に臨むこと。

授業態度　40％
課題作品　60％

時間内に適宜指示する。

定員：10 名程度　欠席等で遅れが生じると次回に進むことができないので、遅れ
は自己責任で取り戻しておくこと　３D ソフト Rhinoceros を扱うためこれを修
得した他領域学生には空間デザインコンピュータ室のライセンスが与えられる

ガイダンス
基本操作　基本図形
押し出し・回転体・変形
自由曲面
演算
表面材質・マッピング
照明・背景・カメラアングル・レンダリング
作品制作
作品制作
作品制作
作品制作
作品制作
３Dプリンティング
プレゼンテーションとディスカッション
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

基礎的な３D形状をソフトウェア上で作成できる
作成したモデルに属性を定義してレンダリングを作成できる
作成したモデルを３Dプリンタで出力できる

(1)
(2)
(3)

石川　泰史
空間デザイン領域 2年生

ライノセロス　3DCG
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 4-c

従来の服飾造形法を踏まえつつ、自由な発想と感性で身体を装飾する立体造形と表
現力を高め、身体と服飾の関係、服飾と空間の関係の意味や意図を読み解く力をつ
ける。主に頭部のヘッドマネキンを使用したヘッドピースの制作を行う。

課題制作は自習時間を活用し、充分に研究、熟考、創作すること。
プレゼンテーションの内容は事前に準備しておくこと。

授業態度　５０％
課題作品　５０％

適宜プリント配付。

総てが連動していく授業内容なので、やむを得ず欠席した場合は必ず復習をすること。

ミシン技術１（部分縫い）
ミシン技術２（部分縫い）
ミシン技術３（部分縫い）
ミシン技術４（部分縫い）
リサーチ
デザイン構築
ヘッドピース　頭部とは
リサーチと異素材の実験
制作
制作
制作
制作
写真撮影
コンセプトブック制作
まとめ　講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

独自の視点と斬新な発想で素材の発見ができる。
新しく発見した素材の質感や特性を活かした服飾造形ができる。
造形の面白さだけでなく装着を想定した機能を兼ねることができる。

(1)
(2)
(3)

田中　秀彦
空間デザイン領域 2年生

服飾芸術演習２　コスチュームアート
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 5

ブランディングとは、顧客が信頼しうる価値の源である「ブランド」をつくり出す
ためのすべての活動を指す。この演習では人々の生活の諸要素「衣」「モノ」「住」
のそれぞれの専門分野の視点からグープワークに取り組み、ブランドの創出を目指
す。世の中の現状や生活者の動向を調査・分析することからはじめ、新しい生活志
向の兆候を見いだしポジショニングやイメージ展開を行い、最終的には企画書にま
とめプレゼンテーションを行うものとする。実社会では、様々な専門家が協同して
ひとつのデザインを完成させる例が少なくないため、互いの専門知識やスキルを尊
重し制作に活かすことで生まれる相乗効果を体得してもらいたい。構築したブラン
ドは空間デザイン演習 7 において具体的なデザイン展開を行う。

わからない専門用語については各自で調べて理解しておくこと

授業態度　30％
課題作品　50％
合評　　　20％（発表・レポート）

授業内で適宜プリントを配付する。

グループワークであるため各自の役割を認識し、他者を専門家として尊重して取り
組むこと

ガイダンス：ブランディングとは
グループディスカッション～市場動向調査
情報整理、分析
情報整理、分析
着目点の発表
構築作業～ターゲット分析
構築作業～ポジショニング分析
構築作業～仮説構築
構築作業～アイデンティティ構築
中間発表
企画書作成
企画書作成
企画書作成
プレゼンテーション
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

市場調査・分析からブランド創出への流れを習得する
ブランド企画書を作成し提案することができる
専門家としてのスキルを駆使したグループワークが行えるようになる

(1)
(2)
(3)

石川 泰史
空間デザイン領域 3年生（他領域 3年生も可）　
空間デザイン基礎演習１を受講済みであることが望ましい

ブランドプロデュース
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 6-a

前半はインテリアデザインを含む、エスキース、イメージスケッチ、コンセプト、
ラフスケッチ等を用いてデザインテーマを総合的に表現する。後半は建築製図法に
基づき基本設計図の作図を行い、建築設計における専門的知識を習得する。図面の
種類は配置図、平面図、立面図、断面図、部分詳細図（デザイン上必要と思われる
ディティール）等。着彩表現は各自自由に行うものとする。

自分が思い描くイメージに近い作家（ドローイング）を把握した上で、授業に臨む
こと。

授業態度　40％（受講態度 30％、課題への取り組み 10％） 
課題作品　60％

１、授業時間内に参考資料を適宜配付。 ２、材料は各自で用意

二級建築士受験資格指定科目

課題説明及び「いろいろな設計手法」の講義
エスキース、イメージスケッチ、下図（平面図）の作成
エスキース、イメージスケッチ、下図（立面図、断面図）の作成
エスキース、イメージスケッチ、下図（ディテール）の作成
「設計図とドローイング」の講義
設計図作成（平面図）①
設計図作成（平面図）②
設計図作成（配置図）
設計図作成（断面図）①
設計図作成（断面図）②
設計図作成（立面図）
ドローイング
授業内講評
まとめ①自主制作
まとめ②合評（発表内容を取りまとめ、事前に準備しておく）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

製図とドローイングで高度なデザインテーマの総合的な表現ができる。
設計図における表現の手法が学ぶことができる。

(1)
(2)

木村　準
空間デザイン領域 2年生

建築製図
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン演習 6-b

プロダクトデザイナーの役割のひとつに、生活に対するテクノロジーの翻訳がある。
この演習では、次世代技術に対する考え方を学ぶなかで、ものづくりの本質を見抜
く力を養うことを目的に、フィールドワーク、コンセプト立案、デザイン提案をグ
ループで行う。

デザイナー「松井龍哉」、「フラワーロボティクス株式会社」についてあらかじめ調
べて最近の活動を把握しておくこと

授業態度　50％（グループ内での役割、受講態度） 
課題作品　50％（提出作品とプレゼンテーションの内容）

参考図書は授業内で適宜紹介。

グループワークとなるため、自身の役割を把握して制作にあたること。 3 日間の
集中授業となり、最終日前の 1 週間の制作期間を実制作にあてること。

オリエンテーション
研究開発の思想と現状
技術者の視点とデザイナーの視点
フィールドワーク
テーマとなる技術を想定したデザインコンセプトの作成
ユーザープロファイリング
グループディスカッション
グループディスカッション
デザイン提案の制作
デザイン提案の制作
デザイン提案の制作
デザイン提案の制作
提案プレゼンテーションおよび講評
まとめ①
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デザインの最先端の現状が理解できる。
専門的なグループワークを遂行できる。
先端技術と人々の暮らしを結びつけた提案ができる。

(1)
(2)
(3)

松井　龍哉
空間デザイン領域 3年生

先端技術ワークショップ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 6-c

様々な舞台芸術全般の概要を知り、その表現方法の違いや系譜を理解する。専門用
語の用法、劇場機構、興行の仕組みや組織的運営、舞台美術、舞台衣装、身体表現
の幅広い表現を知る。題材、演出意図やコンセプトに沿って多様な表現がされた舞
台衣装の例を知り、発想と視野を広げる。ファッションショーの構築プロセスを学
び、発表の機会に備える。

授業態度　５０％
課題作品　５０％

授業で紹介する作品だけでなく、それに関する、または派生する作品を自主的に探し、
閲覧し、できるだけ広範囲の表現に積極的に触れること。

資料配付。映像資料貸し出しあり。

身体表現と舞台衣装、劇場芸術の世界
東洋と東洋の舞台上の身体（能楽、狂言、歌舞伎、クラシックバレエからコンテンポラリーダンスへ）
ダンス、フィジカルシアター、セリフ演劇、世界のコスチュームデザイナーたち
課題１：舞台衣装デザイン／題材の読解と演出イメージの構築）
リサーチとデザイン案
デザイン画と美術プラン
中間講評
ファッションショーができるまでのプロセス
プレタポルテとオートクチュール
課題２：コレクションデザイン／新しい美意識の探求
リサーチとデザイン案
デザイン画
二つの課題についてのディスカッション
まとめ１：授業内講評
まとめ２：合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

劇場の概要を知り、基礎知識、専門用語を学び、自身の制作の基盤にできる。
舞台芸術における特殊な服飾デザインの概要を理解できる。
演出、身体表現、舞台美術のコンセプトを理解し、連動したデザインを提案できる。

(1)
(2)
(3)

田中　秀彦
空間デザイン領域３年生

舞台芸術演習
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 8-a

【ポートフォリオをつくる】これまでの制作課題を通して培った技法やデザインを他者
へ明確に伝達する手段・手法を学ぶ。自らの過去作品を活用し情報のデータ収集・整理
を行うと共に、校正方法やプレゼンテーション能力を学ぶ。また、コンセプトの文章整
理や手書きドローイング、コンピューター（主にフォトショップ、イラストレーター）
を使った図面化などを用い、過去の作品を二次元表現として明瞭且つ簡潔にまとめる。

ポートフォリオのレイアウトなど構成を統一するためあらかじめ体制をイメージし
た上で授業に臨むこと。

授業態度　40％ 
課題作品　60％（模型を含む）

授業時間内に参考資料を適宜配付。 材料は各自で用意。

二級建築士受験資格指定科目 作品の情報処理はＰＣ上でデータ管理することが望
ましい。

課題説明、及び「ポートフォリオの事例紹介や作りかた」について講義
簡易なプレゼンテーション演習①
簡易なプレゼンテーション演習②
過去の作品の振り返り、整理、ポートフォリオ制作へのコンセプトづくり
制作コンセプト等の文章及びプレゼン資料としてのレイアウトや構成の素案作成
制作課題の図面化、スケッチ、ドローイング等の補足資料を作成①
制作課題の図面化、スケッチ、ドローイング等の補足資料を作成②
制作課題の図面化、スケッチ、ドローイング等の補足資料を作成③
ポートフォリオ制作①
ポートフォリオ制作②
中間発表
ポートフォリオ制作③
ポートフォリオ制作④
ポートフォリオ制作⑤＊成果物印刷
授業内講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

過去の作品をポートフォリオとして集約することができる
図面表現の様々な手法を学ぶことができる
情報の処理能力と整理術の向上ができる

(1)
(2)
(3)

吉田　裕枝
空間デザイン領域３年生

ポートフォリオメイキング
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 7

【ショッププランニング】2年次より「衣」　「モノ」　「住」のそれぞれの専門に分かれた空
間デザイン領域の学生が、3年次に再び集まってグループワークを行う。専門の学びで身
につけた、それぞれの分野の基礎的な知識と技能を駆使してショッププランニングに取り
組む。実社会では様々な専門家が協同してひとつのデザインを完成させる例が少なくな
い。お互いの専門知識やスキルを尊重し制作に生かすことが新しい発想や発見につなが
る。空間デザイン演習5にて行ったブランディングの結果を引き継ぐ。

夏休みに空間デザイン演習5で進めてきたブランディングについて、競合店をリサーチし
ておく。

授業態度　30％ 課題作品　50％ 
レポート　20％（小レポート）

授業内で適宜プリントを配付する。

ショッププランニング　ガイダンス・空間デザイン演習5の振り返り・競合店リサーチ報告会
空間／什器・照明／ツール・ユニホームなどのデザイン分析
各デザインのスタディ・検討1
各デザインのスタディ・検討2
各デザインのスタディ・検討3
各デザインの発表・講評
制作（模型・CG・デザイン画・モックアップなど）1
制作（模型・CG・デザイン画・モックアップなど）2
制作（模型・CG・デザイン画・モックアップなど）3
制作（模型・CG・デザイン画・モックアップなど）4
中間講評
制作（模型・CG・デザイン画・モックアップなど）5
制作（模型・CG・デザイン画・モックアップなど）6
制作（模型・CG・デザイン画・モックアップなど）7
プレゼンテーション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ブランディングデザインが理解できる
それぞれのコースのメンバーと協同してひとつのデザインを完成できる
ひとつのショップができるまでのフローを理解でき、そのプレゼンテーションができる

(1)
(2)
(3)

三宅 正浩
空間デザイン領域3年生・空間デザイン演習5を履修すること

ショッププロデュース
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン演習 8-b

テクノロジーの発達により、プロダクトは旧来のスイッチのような一方通行の操作
に加えて、より知的で多彩なユーザとの相互作用（インタラクション）が可能になっ
ています。本演習ではこのようなプロダクトのユーザインタフェース（UI）の具体
的なデザイン課題に取り組む事により、プロダクトと人の関係性についてより深く
洞察し、実践的な知識、技能の習得をめざします。

授業内で完成しなかった問題については次回授業までに制作をすすめておくこと。

授業態度　60％（授業態度、課題への取り組み姿勢） 
課題作品　40％（デザイン成果物とプレゼンテーション）

受講テキスト：不要　使用機材：カメラ、ビデオカメラ、PC 等 使用ソフトウェア：
PowerPoint もしくは Keynote、その他必要に応じて映像ソフト、3D モデリング
ソフト等

オリエンテーション・課題説明と事例紹介
ワークショップ：アクティングアウト（演技）による発想法の学習
ワークショップ：写真を使ったアイデア手法の学習
ユーザ観察とデザインポイントの抽出
対象プロダクトの選定とアイデアの検討
ワークショップ：プロジエクターを用いたプロトタイピング手法の学習
アイデアの確定とデザイン提案の制作
デザイン提案の制作
デザイン提案の制作
デザイン提案の制作
デザイン提案の制作
提案プレゼンテーションの制作
予行プレゼンテーション
提案プレゼンテーションの制作
プレゼンテーション・講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

人の認知・行動特性を理解し、人のふるまいから課題の抽出やアイデアの着想ができる
アイデアを UI として具体化し、プロダクトのデザインに適用できる
UI やインタラクティブな製品のプロトタイピング手法を理解し、利用できる

(1)
(2)
(3)

八田　晃
空間デザイン領域３年生

ユーザインタフェースデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン演習 8-c

ファッション産業における業種・業態を理解するため、リサーチをおこない、さま
ざまな知識を獲得する。ファッション企業を理解し自分の進むべき進路について考
察するとともに、各自が企業研究をおこない理解を深める。

ＨＰで企業情報を収集しておくこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％

配付プリント

授業は毎回出席するように。 提出期限を守ること。

アパレル業界の仕組み
アパレル業界の業態、業種、職種
アパレル業界の仕事内容
ファッションブランドとは
ブランディングとは
タイプ別ブランド
市場研究
　　〃
就職対策と自己ＰＲポートフォリオについて
企業研究
　　〃
　　〃
ポートフォリオ案作成
　　〃
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ファッション業界の全容と職種が理解出来る。
自己の希望就職企業の資料を作成することができる。
自己ＰＲポートフォリオのラフ案を作成することができる。

(1)
(2)
(3)

水谷　米博
空間デザイン領域３年生

市場研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 1-a

１年次に学んだ造形言語を組み合わせて、空間と形を造形することを学ぶ。第１課題では、床とい
う造形言語を主な手がかりとして、油土を使って、小公園を造形する。公園内には休憩や遊びのた
めの半地下/地下の小建築も併せて造る。施設内に半地下、手洗い・便所を設置することで、機能
的空間をインテリアとしてデザインをすること。大地は、上部の建築を支える重要な要素である。これ
を自由に造形する力が付けば、建築と併せ、二重に造形することができるようになるはずである。第２
課題では、フォリー（休憩所）を造形する。この課題では、１年次と第１課題で手にした造形言語を組
み合わせ、フォリーを造形する。とくに、ここでは、人工物としての建築が自然（特に地形）と向き合っ
てその解決策を如何に見出すかがテーマである。また人間の身体運動を支えるものとしての建築も併
せ考え、単なる休憩だけでなく、歩いたり、走ったり、語り合ったり、黙考したりする行動を支えるもの
として考えることが要請される。

制作素材になれること。また、空間での造形・デザイン表現力を生かすため、日頃
よりスケール感を意識すること。

授業態度　50％（授業理解度、授業態度、制作意欲） 
課題作品　50％（課題制作、表現力、提案力、完成度） ※両評価ともに、制作プロセスも評価の中に含む。

「小公園の造形」材料費：敷地模型台、レオン油土 10 個程度を支給、その他表現によ
り必要な油土は自己負担。

他の学生の作品をよく観察し、意見交換を行うこと。

「小公園の造形」課題説明・敷地模型の制作
敷地選定と公園計画の検討
本模型の個別検討・制作
中間講評
本模型の個別検討・制作
本模型の個別検討・制作
講評
「フォリーの造形」課題説明
敷地選定とコンセプトの発表
エスキースとスタディ模型の発表と検討
中間講評
本模型の個別検討・制作
本模型の個別検討・制作
講評
まとめ（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

１年次で学んだ造形言語を組み合わせて、空間と形をつくることに習熟する。
造形言語を建築的テーマに結びつけて表現することができる。
より多彩な素材を用いた模型づくりができる。
建築的造形が向き合うべき対象＝自然（とくに地形）について制作を通して学ぶ。
空間・環境における造形・デザインのスケール感を身につける。

(1)
(2)
(3)

立神　まさ子
空間デザイン領域 2年生

小公園の造形　フォーリーの造形
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 1-b

【PD 基礎～見立て、平面配置、機構】平面・色彩・立体・機構など、プロダクト
デザインに必要な要素を学ぶ。見立てによる価値観の変換、機能部品の平面レイア
ウト、遊具、機構のデザインなど、要素の異なる複数の課題をこなしプロダクトデ
ザインの基礎力を修得する。

授業内で完成しなかった課題について、次回授業までに完成させた上で授業に臨む
こと。

授業態度　50％（課題への取り組み）
課題作品　50％（プレゼンテーション・作品）

参考図書 : 授業内で適宜指示する　材料費 : 自己負担

作業量が多いので計画を立てて制作にあたること。

ガイダンス / 総論 / 第 1 課題説明
制作
講評 / 第 2 課題説明
制作
制作
講評 / 第 3 課題説明
制作
制作
制作
講評 / 第 4 課題説明
制作
制作
制作
講評
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

平面におけるデザインの基礎力を習得する。
既存製品を文化的な視点で見つめ直す着目億点を習得する
機構を構築して動きをデザインする力を獲得する。

(1)
(2)
(3)

石川　泰史
空間デザイン領域 2年生

PD 基礎　平面レイアウト・見立て・機構
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン実習 2-ab

◎第 1 課題：人の身体性を理解した上で、実用性のある家具をデザイン・製作す
る。器具としての美しさや使いやすさ、設置するインテリアとの調和（ソフト面）
と、材料や構造の考察（ハード面）の両方のあり方を考え、デザインに反映させる。 
◎第 2 課題：自分で選択したコンペティションに出品する。

授業時間で課題の進捗状況を確認し、次回授業までの作業を指導します。次回授業
までに段階的に進めてください。また、シラバスに課題の進み具合の目安を明記し
ていますので、照らし合わせて必要ならリサーチや制作、テストを行うこと。

授業態度　20％ 　課題作品　50％（提出物の完成度（テーマの創造性、正しいアプローチ方
法による問題解決能力、デザインプロセス、最終提出物の完成度）を重視する。） 
合評　30％（プレゼンテーションの総合評価（プレゼンボードやパワーポイントの完成度、設定時間内
で論理的な展開ができるかなど））

授業時間内に適宜指示する。材料費は自己負担（特殊なものはこの限りではない）。

作業量が多いため各自で作業日程管理をしっかり行うこと。各種ラボ使用の場合は
ライセンス取得の必要がある。

課題説明とアイデアスケッチ
草案チェック（調査・コンセプト、アイデアスケッチ、アイデア展開）
　　〃
アイデアとコンセプトの絞込み、スタディモデル製作
　　〃
モデルとスケッチを通して細部検討、修正を加える。
　　〃
プロトタイプモデル製作、プレゼン準備
　　〃
　　〃
　　〃
第 1 課題プレゼンテーション
第 2 課題プレゼンテーション
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デザインを考える上で無視できない人の身体についてあらためて着目し、重
心や体重や姿勢や可動範囲について理解を深めることができる。
実際に使用する家具を実制作するときに構造的な問題に直面することが多く、
その解決を通して実現可能なデザインに調整して行く力が身に付く。

(1)
(2)
(3)

西尾　幸子
空間デザイン領域 2年生

家具基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 2-c

スクリーンプリント法と引き染めを学ぶ。型のリピートを利用したテキスタイルデ
ザインとフリースタイルデザインを考え、シルクスクリーンプリントの反応染料と
顔料の知識を習得し、オリジナルの布を制作する。

描写材料を考えて、スケッチからデザインを起こすのでデッサンをしっかりしておく。

授業態度　50％ 
課題作品　50％

必要に応じてプリント配付。

時間短縮になったため、作業説明が多いのと授業の流れがあるので遅刻・欠席があ
ると作品制作まで到達出来ないので要注意。

スクリーン技法の説明とアイデア、イメージ作り
パターンの完成（４面連続の版の作り方）
製版の説明。版制作
プリント作業（顔料）
プリント作業
着色抜染の説明 - 制作（自主制作）
中間チェック
引き染めの説明。反応染料の説明（フリースタイル）
プリント
プリント
プリント
プリント
定着処理の説明。定着
仕上げ。ギャラリー搬入説明
ギャラリーにて展示予定。合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

道具・材料を正しく扱い確実に技法を習得する。
発想豊かな個性的デザインを制作が行える。
複雑なシルクスクリーン工程を理解する。

(1)
(2)
(3)

河原林　美知子
空間デザイン領域 2年生

染色造形基礎１　シルクスクリーン染め
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 3-a

第１課題では、設定された＜モチーフ＞（ここではグリッド）を手がかりに飲食と
展示の空間を造形することを学ぶ。またインテリアおよび建築的機能も少し複雑に
設定し、空間と形との関わりを考えながら、造形することを学ぶ。「森」という自
然的要素と人工的要素である建築およびその内部空間であるインテリア、そして庭
園（エクステリア）という中間領域の４つの領域を視野に入れながら、空間を造形
することを併せて学ぶ。 第２課題では、都市の内外において、うち捨てられた場
所に着目し、建築やインテリアなどデザインの力で新たな施設を構築し、都市生活
をさらに豊かにする提案をおこなう。

①課題に沿った参考事例を多く見つけると共に、独自の視点を養う。（５時間）
②課題の特徴を検証し、いくつかのアイデアをスケッチや模型で検討しておく。

授業態度　15％ 課題作品　50％（課題内容の理解度 15％、アイデア力35％） 
合評　　　35％（プレゼンテーション力）

・コンパクト建築設計資料集成（日本建築学会 ・編） ・初めての建築設計ステップ・
バイ・ステップ ( 建築文化シナジー )

特になし。

第 1 課題説明、課題レポート出題、敷地模型作成（1/100）
第１回エスキス、課題レポート提出、コンセプト・ラフ図面・スタディ模型（縮尺1/100）
第 2 回エスキス、コンセプト・図面・スタディ模型（縮尺1/100）
第 3 回エスキス、コンセプト・図面・スタディ模型（縮尺 1/50）
第 4 回エスキス、コンセプト・図面・スタディ模型（縮尺 1/50）
第 5 回エスキス、コンセプト・図面・模型（縮尺 1/50）
第 6 回エスキス、コンセプト・図面・模型（縮尺 1/50）
第 1 課題制作発表、コンセプト・図面一式・模型（縮尺 1/50）提出
第 2 課題説明、課題レポート出題、敷地模型作成（1/100）
第 1 回エスキス、コンセプト・図面・スタディ模型（縮尺1/100）
第 2 回エスキス、コンセプト・図面・スタディ模型（縮尺 1/50）
第 3 回エスキス、コンセプト・図面・スタディ模型（縮尺 1/50）
第 4 回エスキス、コンセプト・図面・模型（縮尺 1/50）
第 5 回エスキス、コンセプト・図面・模型（縮尺 1/50）
第 2 課題制作発表、コンセプト・図面一式・模型（縮尺 1/50）提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

毎回のエスキスを通して、立体的な空間構成のバリエーションについて多く発見できる。
建築空間の造形を通して、環境と人との関係を検証できる。
部分と全体の関係を意識し、一群の豊かな空間を創造できる。

(1)
(2)
(3)

京　智健
空間デザイン領域 2年生

グリッドによるレストラン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 1-c

・織布の服飾造形基礎技術を習得する。 
・ミシン縫製に必要な道具の使用方法を学び、制作において作品のレベルアップをおこなう。
・トップスとボトムの基礎造形を習得する。

授業内で指示した内容を、次週までに進めておくこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％

配付プリント

必要な持参物を確認のうえ、毎回の授業に臨んで下さい。提出期限は守ること。

服飾の基礎知識
トップスの理解①身頃
トップスの理解②衿
トップスの理解③袖
トップスの理解④応用
ボトムの理解①スカート
ボトムの理解②パンツ
作品コンセプト、デザイン決定
作品制作①
作品制作②
作品制作③
作品制作④
作品制作⑤
作品制作⑥
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

トップスとボトムスの基礎的な構造を理解する。
基礎的なパターンを理解し、作品の制作に応用できる。
道具の使用方法を理解して、作品の完成度を上げる。

(1)
(2)
(3)

望田　真
空間デザイン領域 2年生

服飾造形基礎１　ミシン縫製
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン実習 3-b

【商品企画／デザイン／ウェブショップ】 身近な生活体験からコンセプトを見つけ
だして簡単な構造のクラフトや雑貨、アクセサリーなどの商品を企画し素材や製作
方法、耐久性、安全性などを考慮して、製品、パッケージ、パンフレットなどをデ
ザイン、制作する。グループワークによってウェブショップを立ち上げ各自が制作
した商品のプロモーションを行う。

授業内で完成しなかった課題は、次回授業までに完成させた上で授業に臨むこと。

授業態度　50％（課題への取り組み） 
課題作品　50％（プレゼンテーション、作品）

授業時間内に適宜指示する。 材料費：自己負担。

自身のスケジュール管理を徹底すること。

ガイダンス　課題説明
コンセプトメイク
コンセプトメイク
アイデア展開
制作
制作
制作
ウェブショップ調査
コンセプトメイク
コンセプトメイク
制作
制作
プレゼンテーション
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日常生活の中から新たな商品のコンセプトが抽出できる。
コンセプトに沿ったアイデアの展開とまとめができる。
創出企画のプレゼンテーションができる。

(1)
(2)
(3)

竹下　俊也
空間デザイン領域 2年生

商品企画・デザイン・ウェブショップ　雑貨 / アクセサリー
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 4-ab

商業空間をデザインする。実存する企業・商品を選択し、現企業イメージや商品イメージの既成概
念にとらわれず、新しい企業・商品イメージを空間デザインの中から創造する。第 1 課題では、商
業を切り口にショーウィンドウをディスプレイデザインする。設定されたウィンドウ内に、選択
した企業・商品のイメージを空間にデザインすることで、商品やそのブランドの世界観を創り出
し、個性的に表現する。広告としての役割を果たすディスプレイとしてデザインすること。シー
ズンの設定、また夜の展示も含めてライティングの効果もデザインとして検討する。第 2課題で
は、企業を選択し、その企業及び商品のショールームデザインまたはショップをデザインする。
この課題では、企業アイデンティティやまたその商品イメージをリサーチし、ショールームまた
はショップの空間にデザインコンセプトを設定、コンセプトから発想したインテリアデザインを
表現する。コンセプトはシンプルなものに限定し、ストライプ、グリッド、キューブなど造形から
展開できる空間デザインを設定したワンコンセプトに徹底してインテリアデザインとして表現
することで、その企業のショップ・ショールーム空間に新しいデザインエレメントを造り出す。

課題開始前までに、デザイン的観点から課題の選択企業（ブランド）のリサーチ、情報収集を行うこと。

授業態度　50％（制作意欲、授業理解度、授業態度） 
課題作品　50％（課題作品、作品表現力・提案力・完成度） 
※授業評価・作品評価共に制作プロセスも評価に含む。

参考図書：コンパクト建築設計資料集成。

第1課題、第2課題の企業（ブランド）を統一、連動して制作も可能。

第 1 課題「ウィンドウディスプレイの造形」課題説明
企業（ブランド）決定、「窓の世界」：デザインイメージスケッチ」
エスキース、スタディ模型の制作
中間講評
ディスプレイ模型（実物大）の制作
ディスプレイ模型（実物大）の制作
講評
第2課題「ショップ・ショールームの造形」課題説明、企業概念と商品イメージの検討
企業（ブランド）決定、空間デザインコンセプトの検討・エスキース
エスキース、スタディ模型の制作
中間講評
建築及びインテリアの模型制作
建築及びインテリアの模型制作
講評
まとめ（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

商業という実存する世界でのインテリア的及び展示的空間表現を習得する。
空間表現としてデザインの魅力を導き出すことにより、企業・商品のイメージを創り出すことができる。
インテリアデザインとしての素材表現・照明効果などの可能性を習得する。
インテリア空間の動線計画、身体的スケールを習得する。

(1)
(2)
(3)
(4)

立神　まさ子
空間デザイン領域 2年生

ショップ・ショールーム
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 4-c

平織、綾織など、布の基本となる織物構造や格子柄による織物独自の色の効果を学
び、素材によるテクスチャーの違いを体感する。 最終的に身につけるもの（服地、
帯、ショール、アクセサリー）にすることで、一次元の糸が二次元の布となり、三
次元のコスチュームへと展開するプロセスを学ぶ。

日常の衣類やインテリアにある織物の細部に注目して、
織物構造（平織、綾織）を理解しておく。

授業態度　50％ 
課題作品　50％

プリント配付

織機を使う作業は時間を要するので、授業時間以外も制作を進める必要がある。　 
他コースからの履修は、事前に担当教員に相談のこと。

織機の仕組みと使い方、整経の仕方の説明
機掛けの仕方の説明、試織
格子柄の布の制作、整経作業
機掛け
平織り
綾織り
密度を変えて織る
オリジナルの布、アイデアチェック
素材探し
サンプル制作
織計画をたてる
制作
制作
仕上げ
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

織機の仕組みを理解し、使いこなすことができる。
織物組織を理解し、制作することができる。
コスチュームへの応用を前提に織計画をたてられる。

(1)
(2)
(3)

田辺　由子
空間デザイン領域 2年生

染織造形基礎２　織
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 3-c

・前期に習得した基礎技術に応用技術をプラスしながら、オリジナルコスチューム
を制作する。
・素材加工やパターンテクニックを駆使して、２年次の修了作品を創作していく。

授業内で指示した内容を、次回までに進めておくこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％

配付プリント

必要な持参物を確認雄うえ、毎回の授業に臨んで下さい。提出期限は守ること。

主旨説明、オリジナルコスチュームとは
テーマ、コンセプト、デザイン制作作業
テーマ、コンセプト、デザイン決定
トワル組立①
トワル組立②
トワル組立③
作品制作①
作品制作②
作品制作③
作品制作④
作品制作⑤
作品制作⑥
作品制作⑦
作品制作⑧
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

オリジナルコスチュームの制作プロセスを理解することができる。
平面製図と立体裁断により、自己の作品を造形表現できる。
デザイン、素材、パターンをトータルに構築していくことができる。

(1)
(2)
(3)

松田　優
空間デザイン領域２年生

服飾造形基礎２　オリジナルコスチューム
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン実習 5-a

【子供のための空間／福祉空間】第１課題では、子供の時に住んでいた（住んでいる）
地域のマップを描き、そこでの遊びや感情的体験などを想起し、子供のための空間
としての幼稚園のインテリアとそれを包む建築併せて公園を造形する。 第２課題
では、老人にとっての心よい安らぎのある空間とは何なのか、何が必要なのかなど
を分析評価し、老人のための空間（建築・インテリア・エクステリア）を造形する。

同課題の他学生の作品をよく観察し、自分自身の表現の幅を広げるための参考とす
ること。 気づいたことなどをノートに書きつけることを習慣づけ授業の臨むこと。

授業態度　20％ 
課題作品　80％

テキスト・資料は随時配付。

それぞれ課題に取り組みにあたって、インテリア＝内部空間の造形から始め外形を
始とする建築へ展開してもよいし外形的建築構成から始めてその後インテリア＝内
部空間へ展開してもよい。二級建築士受験資格指定科目。

第１課題：「子どもの生きる時間と空間」講義および課題説明
子どもの原風景を探る／手書き地図の作成と解説（個人発表）
幼稚園（あるいは子どもの遊び場）のエスキース・スタディ模型制作とチェック
エスキース・スタディ模型制作とチェック
模型制作とチェック
模型制作とチェック
第２課題：「老人の生きる時間と空間」講義および課題説明
老人の生きる時間と空間を探る（個人発表）
老人ホームに必要な時間と空間（個人発表）
エスキースおよびスタディ模型の制作とチェック
エスキースおよびスタディ模型の制作とチェック
模型制作とチェック
第１課題、第２課題の模型制作とチェック
講評
まとめ（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

子どもや老人など主たる構成員ではない人間（他者）の立場を理解して造形
することができる
人間の記憶をどのように空間デザインにいかすことができるか考えることができる
子どもや老人などがどのようなインテリアを好むのかを調査し、それを生かした
造形ができる

(1)

(2)
(3)

山根　健太郎
空間デザイン領域３年生

子供のための空間／福祉空間
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 5-b

私たちを取り巻く社会や生活の中には様々な問題がある。この実習では私たちを取
り巻く解決すべき問題に気づくこと体験を通して学び、 [ 知識・気づき ] をトリガー
にアイデアを展開しプロトタイピングを制作する。その提案が問題解決に役立つの
かどうかについて評価や、相互にデザイン批評をしあう関係性を通して目的とデザ
インの合致性について学ぶ。

日頃から身近に発生する “ 困った ” を気づく問題意識をもっておく、家族の使いに
くそうにしている現場、マーケティング主導、あるいはデザイナー不在で共感でき
ない製品群、など

授業態度　２０％
課題作品　６０％（制作のプロセス４０％、最終作品の完成度２０％）
合評　　　２０％（プレゼンテーション力およびデザイン批評力）

授業時間内に適宜支持する。材料費、社外授業での交通費は自己負担

デザイン批評のマイルストーンを４回設けている。そこでは、みんなで目標達成に
向けてコラボレーション＆コミュニケーションを実践する。その場を有効に活用し
て全員でよりよいデザインへ向かうように相互の影響力を発揮すること。

課題説明、 “ 困った ” をどのように発見し、気づくのかを計画する。
 “ 困った ” を気づく（使いにくいデザイン、醜いデザイン、なんでこうなるの？）
なんでこうなるの？を可視化しデザインテーマを設定
デザイン批評（“ 困った ” の背景、理由が明快になっているのか？）
アイデア展開（知識・気づきを根拠にアイデアを展開）
プロトタイピング１、その検証
アイデア展開（知識・気づきを根拠にアイデアを展開）
プロトタイピング２、その検証
デザイン批評（目的とプロトタイピングの整合性）
概念デザイン（複数）、ＵＩの展開（複数）、
概念デザイン（複数）、ＵＩの展開（複数）、
デザイン批評（なぜ、このカタチなのか？なぜ、このＵＩなのか？）
デザインレンダリング、ＵＩ、モックアップ制作
デザインレンダリング、ＵＩ、モックアップ制作
プレゼンテーション、デザイン批評（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ヒトや社会の “ 困った ” を可視化することができる。
解決するためのアイディエーションからプロトタイピングに展開できる。
他者へのプレゼンテーションの実践と相互の建設的なデザイン批評ができる。

(1)
(2)
(3)

小池　禎
空間デザイン領域３年生

生活機器～ [ 知識・気づき ] のデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 6-ab

◎第 1 課題：照明器具の製作または照明計画の設計を選択する。照明器具や照明
手法が異なれば同じ空間に異なる印象を与えることを理解した上で、生活空間に
おける照明器具または照明計画を完成させる。インテリアエレメントとしての照
明器具（ソフト面）、電化製品としての照明器具（ハード面）の両方のあり方を考え、
プロダクトデザインやインテリアデザインに反映させる。 
◎第 2 課題：生活空間における水まわりの役割を理解し、インテリアエレメント
としての美しい水まわり（ソフト面）と、給排水や防水の構造や材料の考察（ハード面）
の両方のあり方を考え、プロダクトデザインまたはインテリアデザインに反映させる。

授業時間で課題の進捗状況を確認し、次回授業までの作業を指導します。次回授業
までに段階的に進めてください。また、シラバスに課題の進み具合の目安を明記し
ていますので、照らし合わせて必要ならリサーチや制作、テストを行うこと。

授業態度 20％ 課題作品 50％（提出物の完成度（テーマの創造性、正しいアプローチ方
法による問題解決能力、デザインプロセス、最終提出物の完成度）を重視する。） 
合評 30％（プレゼンテーションの総合評価（プレゼンボードやパワーポイントの完成度、
設定時間内で論理的な展開ができるかなど））

授業時間内に適宜指示する。材料費は自己負担（特殊なものはこの限りではない）。

作業量が多いため各自で作業日程管理をしっかり行うこと。各種ラボ使用の場合は
ライセンス取得の必要がある。　

第１課題：「照明器具」の課題説明と照明について基礎知識の講義
草案チェック（調査・コンセプト、アイデアスケッチ、アイデア展開）
アイデアとコンセプトの絞込み、スタディモデル製作
モデルとスケッチを通して細部検討、修正を加える。
プロトタイプモデル製作、プレゼン準備
　　〃
第 1 課題プレゼンテーション。第 2 課題：「水まわり」課題説明
草案チェック（調査・コンセプト、アイデアスケッチ、アイデア展開）
アイデアとコンセプトの絞込み、スタディモデル製作
モデルとスケッチを通して細部検討、修正を加える。
プロトタイプモデル製作、プレゼン準備
　　〃
第 2 課題プレゼンテーション
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

照明器具や水まわりという「空間を引き立たせる装置」のデザインや制作を
通して、生活空間に対する感性を高めることができる。
光や水という抽象的な対象を器具として実制作または計画するとき、直面す
る問題の解決を通して実現可能なデザインに調整して行く力が身に付く。
インテリアのデザインに対する興味や考察が深まる。

(1)

(2)

(3)

西尾　幸子
空間デザイン領域 3年生

照明器具・照明設計・水まわり計画
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 5-c

舞台衣裳制作における専門的な知識、技術を習得し、舞台公演使用を目的とした衣裳制
作を学ぶ。舞台公演現場スタッフに必要なスキルを習得する。

一度定めた目標は、努力、責任感、協調性、強い信念を持って遂行して下さい。授業内で
完成しなかった課題について、自習時間を使って意欲的に制作に取り組み、次回授業ま
でに完成しておくこと。

授業態度　50％
課題作品　50％

課題に応じて適時指示をします。必要な材料費は個人負担。

意欲的に授業に参加し、授業計画スケジュールを厳守し、課題制作に取り組むこと。

オリエンテーリング　授業内容、方針について説明
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
課題による舞台衣裳制作
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

服飾造形基礎２で習得した知識、技術を基に、更に専門的な舞台衣裳制作する事
ができる。
舞台衣裳の特性、構造についての知識、技術を習得する事ができる。
舞台公演現場スタッフに必要なスキルを習得する事ができる。

(1)

(2)
(3)

松田　優
空間デザイン領域３年生

服飾造形表現１　舞台衣裳制作・舞台公演現場体験
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン実習 6-c

染織技法や様々な加工法による布作りを行い、コスチュームを視野に入れたディス
プレイ（またはインスタレーション）を行う。また、地場産業である近江の麻など
の繊維素材を学び、幅広い視野で素材にアプローチする

２年時に行った授業を振り返り、制作の方向性を決めておく。

授業態度　30％ 
課題作品　70％

材料費が各自で負担

他コースからの履修は、事前に担当教員に相談のこと。

興味ある加工技術のピックアップ
素材のリサーチなど
加工実験など
サンプル制作
アイデアチェック
作品制作
作品制作
中間講評
展示計画
作品制作
作品制作
最終チェック
展示作業
講評会
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

素材を生かしたデザイン提案ができる。
素材に適した加工技術を展開できる。
作品を魅力的に見せるディスプレイができる。

(1)
(2)
(3)

田辺　由子
空間デザイン領域 2年生

素材から発想したコスチューム
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 7-a

家族のかたち、共同社会のかたちが揺らいでいる中で、家族の住まう住宅の在り方、
他者と共に住まう住宅の在り方が問われている。第１課題では、「非日常性」をキー
ワードに、余りにも日常化した住まいの在り方を再考し、新たな住宅の可能性を追
求する。第２課題では価値観やライフスタイルの異なる他者を含む多様な生活を内
包する住宅の住まいの在り方を探求する。

普段から広い関心を持ち授業などで紹介する本や関連のある作品などを積極的に
調べた上で授業に臨むこと

授業態度　50％ 
課題作品　50％（課題作品、講評での発表力）

授業時間内に資料を適宜配付。
材料費：自己負担

二級建築士受験資格指定科目

課題説明　第１課題「非日常を内包した住宅」
「非日常性」の考察
研究、図面制作、指導①
研究、図面制作、指導②
第 1 課題講評
課題説明　第２課題：「多世代を内包した住宅」
作品制作（スケッチ、模型）、制作指導①
作品制作（スケッチ、模型）、制作指導②
作品制作（スケッチ、模型）、制作指導③
中間講評
作品制作（模型、図面）、制作指導①
作品制作（模型、図面）、制作指導②
作品制作（模型、図面）、制作指導③
第２課題講評
まとめ（自主制作）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

内部空間を意識することにより、スケール感（住宅・都市）を把握することができる。
生活を日常的なものだけで構成するのではなく、非日常的視点を取り入れるこ
とで豊かで包容力のあるものとして捉え直すことができる。
他者と向き合う視点を獲得し、多様さを受け入れるかたちの提案をすることができる。

(1)
(2)

(3)

水野　和子
空間デザイン領域３年生

住宅の計画　　非日常／多世代
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 7-b

「パブリックデザイン（公共のためのデザイン）」をテーマに、個人の生活と公共性
の接点に生じる問題を抽出してデザイン提案を行う。生活文化や歴史、地域性など、
既存のインフラストラクチャに対して再評価を行うとともに、モノとして存在する
ための物理的、技術的、経済的および心情的な要因を適切にこなしてデザイン提案
を行う。

授業内で完成しなかった課題については、次回授業までに完成させた上で授業に臨
むこと。

授業態度　50％（課題への取り組み・計画性）
課題作品　50％（プレゼンテーション・作品）

参考図書 : 授業内で適宜指示する。材料費 : 自己負担。

要素が複雑で、検討すべき項目が多いので計画を立てて制作にあたること。

課題説明、グループディスカッション      
リサーチ、市場分析
コンセプトワーク、仮説化
アイデア展開
アイデア展開
プロトタイプ製作
プロトタイプ製作
原寸図による構造検討
モデル制作
モデル制作
撮影・パネル計画
プレゼン資料制作
プレゼンテーション
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

社会環境の問題点を探り着目点を見つける能力を身につける。
法規的、倫理的諸問題を解決するための調査力と判断力を習得する。
構造的整合性を見極める能力を身につける。

(1)
(2)
(3)

石川　泰史
空間デザイン領域 3年生

パブリックデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 7-c

これまで学んだ技術や知識、経験をもとに独自の研究テーマを定め、オリジナルコ
スチューム作品を企画、制作する。ドラマ性のあるテーマ、デザイン画、スワッチ、
コンセプトをまとめたコンセプトブックを同時に制作。インスタレーション、パ
フォーマンス、ショーの想定も含めて、身体と服飾と空間に動きの時間が加わり一
体となった複合的な表現世界を構築する。モデルに着せるショーを想定したプラン
ニングを行う。

必要な情報、資料、道具は授業の事前に入手し、コンセプトブック制作、作品制作
に合理的に活用すること。

授業態度　５０％
課題作品　５０％

資料配付。各自に対応して必要な書籍、映像資料などを配付。

テーマの想定、研究、検討
テーマ、コンセプト、デザイン画、スワッチのまとめ
【コンセプトブック講評会】
素材実験、トワル制作、試作品制作
本布地制作、ボディー・マネキンへの試着
ショープラン構成と準備
【第一中間講評】
素材実験、トワル制作、試作品制作
本布地制作、ボディー・マネキンへの試着
全体像を掴む
【第二中間講評】
モデル試着撮影、トータルスタイリング、ウォーキングチェック
展示シミュレーション
まとめ１：授業内講評会
まとめ２：合評会

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

独自の視点で、テーマを想定し、調査・吟味・構成しオリジナリティーのあるデザイン
を提案できる。
テーマとコンセプトに基づき、デザイン画、スワッチ（素材見本）を構成し、ブックにまと
めることができる。
コンセプトに基づいたトータルスタイリング、ショーのトータルプロデュースができる。

(1)

(2)

(3)

田中　秀彦
コスチュームデザインコース３年

オリジナルコスチューム～トータルプロデュース
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン実習 8-b

【リサーチ＆デザイン／ユニバーサルデザイン】デザインにおける価値基準について調
査・考察を行い、整理や分析をすることで自らのデザイン行為のよりどころと理論を明
らかにする。これらをもとにユニバーサルデザインの諸条件について検討を行いコンセ
プトを構築し制作する。◎第一課題：デザインにおける価値基準について調査・考察を
行い、整理や分析をすることで自らのデザイン行為のよりどころと理論を明らかにす
る。代表的なフレームワークに慣れ、デザインを分析・研究する視点を持ち卒業制作や
その後のデザイン活動へ活かすことができる。◎第二課題：ある特定の製品を一つ選択
し、その製品について多角的かつ深くリサーチをおこなう◎第三課題：ユニバーサルデ
ザインの条件について考察し、器具やシステム、サービスのいずれかをデザインする。

授業時間で課題の進捗状況を確認し、次回授業までの作業を指導します。次回授業
までに段階的に進めてください。また、シラバスに課題の進み具合の目安を明記し
ていますので、照らし合わせて必要ならリサーチや制作、テストを行うこと。

授業態度 20％  課題作品 50％（提出物の完成度（テーマの創造性、正しいアプローチ
方法による問題解決能力、デザインプロセス、最終提出物の完成度）を重視する。） 
合評 30％（プレゼンテーションの総合評価（プレゼンボードやパワーポイントの完成度、
設定時間内で論理的な展開ができるかなど））

授業時間内に適宜指示する。材料費は自己負担（特殊なものはこの限りではない）。

作業量が多いため各自で作業日程管理をしっかり行うこと。各種ラボ使用の場合は
ライセンス取得の必要がある。　

第 1課題：ブレインストーミングを行い、特定の対象の軸の抽出と評価を行う
〃
〃
第３課題：課題説明とブレインストーミング・アイデアスケッチ
第３課題草案チェック（調査・コンセプト、アイデアスケッチ、アイデア展開）
第３課題アイデアとコンセプトの絞込み、スタディモデル製作
第３課題モデルとスケッチを通して細部検討、修正を加える。
第３課題プロトタイプモデル製作、プレゼン準備
第２課題中間プレゼンテーション
〃
〃
第２課題プレゼンテーション
第３課題プレゼンテーション
まとめ①
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

評価の軸となるキーワードをできるかぎり抽出することで、デザインを言葉で表現する力が身に付く。
デザインを多軸で図形的に評価することにより、視覚的に製品をとらえることができる。
（1）と（2）から、同じ軸を評価基準とし自らがデザインしたものの長所と短所を客観的にとらえることができる。

(1)
(2)
(3)

西尾　幸子
空間デザイン領域 3年生

リサーチ＆デザイン／ユニバーサルデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

卒業研究１

デザインおよび自己表現が社会に果たす役割について考察する。各自が視点を定め、
リサーチをおこなうことにより自分のテーマを探り設定する。将来の方向を見定め
ると同時に、卒業制作のテーマの探求につながる個別課題に取り組む。建築・イン
テリアの分野、およびモノ・機器およびシステムデザインの分野、服飾・人体表現
分野、素材表現分野において指導し、必要であれば複合的に指導を行う。

授業内で完成しなかった課題については、次回授業までに完成させた上で授業に臨
むこと。

授業態度　２０％　（課題への取り組み・計画性）
課題作品　８０％　（着眼点２０％、完成度６０％）

研究テーマに応じて紹介、材料費は自己負担

自己管理を徹底して、計画性をもって制作を進めること

ガイダンス
予備調査設定・スケジューリング
リサーチ・分析またはコンセプトワーク
コンセプトワーク
制作（アイデア、エスキース、実験、追加リサーチなど）
制作（アイデア、エスキース、実験、追加リサーチなど）
制作（展開、実作、試作など）
制作（展開、実作、試作など）
制作（実作）
制作（実作）
制作（実作、調整、仕上げなど）
制作（実作、調整、仕上げなど）、パネル制作等
授業内プレゼンテーション（講評）
まとめ①修正、調整など
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分の視点と社会のとの関係を考察しアプローチを定めることができる
自己の表現および提案を裏付けるためのリサーチを行い、結果を反映するこ
とができる
卒業制作のテーマ探求につながる課題を発見することができる

(1)
(2)

(3)

石川 泰史、三宅 正浩、西尾 幸子、田中 秀彦
空間デザイン領域４年生

テーマ追求～自己表現と社会
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 8-c

発表を前提に、いままで学んだ技術や知識、経験をもとに各自オリジナルコスチュー
ム作品の実物制作を行う。

各自でスケジュールを把握して、万全の状態で授業に臨むこと。

授業態度　50％ 
課題作品　50％

材料費、参考図書は各自負担

スケジュールを守り、納得の行く作品を制作すること。

テーマ、コンセプトを立案する
コスチュームデザイン画を作成する
トワル制作①
トワル制作②
パターン制作①
パターン制作②
裁断
制作①
制作②
制作③
制作④
制作⑤
制作⑥
制作⑦
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

オリジナルコンセプトから、デザイン画を表現することができる。
トワル制作で、イメージ通りの造形表現ができる。
実物制作において、自由にクリエイティブなオリジナルコスチュームを完成
させることができる。

(1)
(2)
(3)

望田　真
空間デザイン領域３年生

オリジナルコスチューム～実作・展開
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン実習 8-a

「公共空間」では地域コミュニティや高齢化社会、ホームレスなど、社会的な問題をテーマ
に公共空間を計画する。身近で小さなことがらからマクロ的な視点まで、世の中に対する
メッセージを考察し空間を提案する。具体的には駅前空間をリサーチした上で、地域の
人々と本との本質的な関係性をプログラムから提案し、その空間のあり方を追求する。ま
た「インテリア」では内部空間に着目し、インフィルのデザインにより空間のあり方が一変
する提案を考える。そこには内装だけではなく、家具や照明など様々な要素が関係し合い
ながら空間を構成する。

他の学生の作品をよく観察し、意見交換を行うこと。

授業態度　30％ 
課題作品　70％

授業時間内に参考資料を適宜配付。材料は自己負担。

二級建築士受験資格指定科目

第1課題「地域にひらかれた図書館」課題説明
プログラムの提案と現地調査レポート発表
事例調査・エスキースとスタディ模型の発表
中間講評
スタディ模型の個別検討
平面図・断面図・立面図の作図
建築模型制作
第1課題講評
第1課題「建築とインテリア」課題説明
現地調査レポート発表
事例調査・エスキースとスタディ模型の発表
スタディ模型の個別検討
平面図・断面図・立面図の作図
建築模型制作
第2課題講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

本質的なプログラムを提案することができる
建築造形の可能性を人間の営みを通じて追求できる
建築とインテリアの関係を理解し、その提案力を身につける

(1)
(2)
(3)

三宅　正浩
空間デザイン領域 3年生

公共空間／インテリア
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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卒業研究２

1 年次で造形表現の基礎を学び、2 年次・3 年次においては各コースの専門的なも
のづくりの技術と理論を学んだ。4 年次前期で設定したテーマと制作を基に、その
表現領域をより高度に活かすため、以下のとおり専門のゼミに分かれて個別指導が
行われる。建築・インテリアの分野、およびモノ・機器およびシステムデザインの
分野、服飾・人体表現分野、素材表現分野において指導し、必要であれば複合的に
指導を行う。

授業内で完成しなかった課題については、次回授業までに完成させた上で授業に臨
むこと。

授業態度　２０％　（課題への取り組み・計画性）
課題作品　８０％　（着眼点２０％、完成度６０％）

研究テーマに応じて紹介、材料費は自己負担

自己管理を徹底して、計画性をもって制作を進めること

ガイダンス
予備調査設定・スケジューリング
リサーチ・分析またはコンセプトワーク
コンセプトワーク
制作（アイデア、エスキース、実験、追加リサーチなど）
制作（アイデア、エスキース、実験、追加リサーチなど）
制作（展開、実作、試作など）
制作（展開、実作、試作など）
制作（実作）
制作（実作）
制作（実作、調整、仕上げなど）
制作（実作、調整、仕上げなど）、パネル制作等
授業内プレゼンテーション（講評）
まとめ①修正、調整など
まとめ②（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分の視点と社会のとの関係を考察しアプローチを定めることができる
自己の表現および提案を裏付けるためのリサーチを行い、結果を反映するこ
とができる
卒業制作のテーマ探求につながる課題を発見することができる

(1)
(2)

(3)

石川 泰史、三宅 正浩、西尾 幸子、田中 秀彦
空間デザイン領域４年生

テーマ追求～自己表現と社会
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件



共通教育センター科目（学部共通科目）とは、基礎科目群、応用科目群、社会実践科目群、教養科目群から構成され共通教育センター
所属の教員がこの科目群をバックアップしています。

①基礎科目群
芸術大学に進学した学生が等しく身につけるべき知識や技能を修得するために１年生全員が学ぶ科目で以下の科目で構成されます。

スタートプログラム科目……４年間の大学生活を自主的かつ円滑に進めるために必要な基礎学力を身につけるための科目です。
          ……芸術に対する認識の基盤となる理論の初歩を幅広く学び、広範な造形活動を支えるための科目です。
ファウンデーション科目……所属する領域に関係なく複数クラスに編成して、専門分野の枠を超えた教員組織の指導のもと、美術経

験の多少にかかわらず、表現することの面白さを体感することを通して芸術学部共通の造形基礎を学ぶ
科目です。「描く」「つくる」「発想する」の３つの基本的なテーマに沿って、実技、講義、ワークショップ、発
表、合評などで授業を構成し、表現課程での工夫や発見を通して、視野を広げていく楽しさと柔軟な思
考を養う「ファウンデーション実習Ａ」やコンピュータの基礎を学ぶ「ファウンデーション実習Ｂ」があり
ます。

②応用科目群
広範な芸術活動の専門性を理論的、実践的に支え、各領域の専門基盤課程、専門研究課程において必要とされる専門的知識・技能
を養うために必要不可欠な科目群です。

③社会実践科目群
「芸術による社会への貢献」を実践する科目群で自分の将来の姿を実現に近づけるための、キャリア支援科目と芸術による社会貢献
を実現するプロジェクトを単位化する地域貢献・プロジェクト科目があります。

④教養科目群
各学生の専門や志向に有益な学問領域について自主的に学ぶことができる科目群で、教養科目、外国語科目、単位互換事業科目で
構成されます。

　共通教育センター科目（学部共通科目）

芸 術 基 礎 科目

共通教育センター科目（学部共通科目）
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ファウンデーション実習A1
ファウンデーション実習A2
ファウンデーション実習A3
ファウンデーション実習A4
ファウンデーション実習B1
ファウンデーション実習B2
ファウンデーション実習C1
ファウンデーション実習C2
プレファウンデーション実習1
プレファウンデーション実習2
大学入門1
大学入門2
スタディスキル実習1
スタディスキル実習2
スタディスキル実習3
スタディスキル実習4
東洋・日本美術史概説A
東洋・日本美術史概説B
西洋美術史概説A
西洋美術史概説B
デザイン史概説A
デザイン史概説B
イラストレーション概論
イラストレーション論1
イラストレーション論2
イラストレーション論3
イラストレーション論4
美術概論
美術論1
美術論2
美術論3
美術論4
メデイアデザイン概論
メデイアデザイン論1
メデイアデザイン論2
メデイアデザイン論3
メデイアデザイン論4
空間デザイン概論
空間デザイン論1
空間デザイン論2Ａ
空間デザイン論2Ｂ
空間デザイン論2Ｃ
空間デザイン論2Ｄ
空間デザイン論2Ｅ
空間デザイン論2Ｆ
現代デザイン論A
現代デザイン論B
現代美術論A
現代美術論B
絵画材料学
メデイアアート概論
日本美術史A
日本美術史B
西洋美術史A
西洋美術史B
日本建築史
西洋建築史
工芸史
図法演習
色彩演習
人体表現演習
彫刻演習
工芸演習
絵画演習
デザイン演習
芸術鑑賞A
芸術鑑賞B
特別講義1
特別講義2
特別講義3
特別講義4
特別講義5
自然科学概論A
自然科学概論B
自然科学概論C
自然科学概論D
社会学A
社会学B
現代社会論A
現代社会論B
法学〔日本国憲法〕
人権教育
ボランティアワーク1
ボランティアワーク2
哲学A
哲学B
宗教学A
宗教学B
文化人類学A
文化人類学B

実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
実習
講義
講義
講義
講義
講義
講義
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○
○
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
　
　
　
○
○
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○
○
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1
1
1
1
1
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1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

単位数

必修 指定
科目 選択

配当学年
（望ましい履修学年） 特記事項

複数開講、通年開講、集中科目等について特記　等
科目一覧

共通教育センター科目（学部共通科目）　全学適用
授
業
形
態

1
年

2
年

3
年

4
年

基
礎
科
目
群

応
用
科
目
群

選
択
科
目
群

ス
タ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

芸
術
基
礎
科
目

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
科
目

芸
術
応
用
科
目

教
養
科
目

　
　
　
　
必修

　必修　

　
　
　
　

　
　
　
　　
必修
選択
必修
選択
選択
選択
　
　
　
　
　
必修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選択
選択
　
　
選択
選択
選択
選択
　
　
　
　
　
　
選択
選択
選択
選択
　
　
　
　
　
　
　

必修
必修
必修
必修

教
　
職

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
選択
選択
選択
選択
選択
選択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選択
選択

学
芸
員

１年次に６科目６単位を修得すること

① 所属する領域の理論科目を５科目１０単位以上
　 修得すること
　 総合領域学生は、各自の学びの流れに従って理論科目
　 を５科目１０単位以上修得すること
② ①以外の科目を２科目４単位以上受講すること

１年次に4科目8単位以上修得すること

１年次に6科目6単位以上修得すること

※

※
※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

※

※

※
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文化史A
文化史B
心理学A
心理学B
深層芸術心理学A
深層芸術心理学B
考古学A
考古学B
美学A
美学B
人間関係実習A
人間関係実習B
健康体力論
スポーツ実習A
スポーツ実習B
スポーツ実習C
スポーツ実習D
スポーツ実習E
英語入門Ⅰ

英語入門Ⅱ

英語Ａ
英語Ｂ
英語Ｃ
英語Ｄ
英語Ｅ
英語Ｆ
英語Ｇ
英会話Ａ
英会話Ｂ
英会話Ｃ
英会話Ｄ
英会話Ｅ
日本語Ａ
日本語Ｂ
日本語Ｃ
日本語Ｄ
コミュニティデザイン概論
コミュニティデザイン論1
コミュニティデザイン論2
琵琶湖の民俗史
近江学A
近江学B
プロジェクト演習1A～1Ｅ
プロジェクト演習2A～2Ｅ
プロジェクト演習3A～3Ｅ
プロジェクト演習4A～4Ｅ
キャリアデザイン概論1
キャリアデザイン概論2
キャリアデザイン論A
キャリアデザイン論B
就業力育成論1
就業力育成論2
就業力育成論3
就業力育成論4
就業力育成演習A
就業力育成演習B
就業力育成演習C
就業力育成演習D
ポートフォリオ演習
インターンシップA
インターンシップB
コンピュータ実践講座A
コンピュータ実践講座B
英語実践講座A
英語実践講座B
英語実践講座C
色彩実践講座A
色彩実践講座B

選
択
科
目
群

社
会
実
践
科
目
群

外
国
語
科
目

教
養
科
目

地
域
貢
献
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
実習
実習
講義
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
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演習
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演習
演習
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① コミュニティデザイン概論を修得のこと
② ①以外の科目を１科目２単位以上受講すること

　
　
　
　
　
　
　
　

① キャリアデザイン概論１及び2を修得のこと
② ①以外の科目を１科目２単位以上受講すること
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単位数

必修 指定
科目 選択

配当学年
（望ましい履修学年）科目一覧

授
業
形
態

1
年

2
年

3
年

4
年

教
　
職

学
芸
員

　
　
　
　
　

選択
選択
選択
選択
選択
選択
　
　
選択
選択
選択
選択
　
　
　
選択
選択
選択
選択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選択
選択
　
　
　
　
選択
選択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特記事項

複数開講、通年開講、集中科目等について特記　等

※

※

※

※

※
※

※

※

※科目については、平成29年度の開講はありません。科目概要については、平成28年度シラバスで確認することができます。必要な方は教務課で確認してください。
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ファウンデーション実習Ａ４　

「つくる」ということは、素材に対して物理的に働きかけることであるが、素材は
思ったようにはならない不自由なものであることを思い知ります。制作において、
素材をねじ伏せてイメージしたものに近づける方法もあるが、逆に素材の特性から
新しい表現のヒントを得ることもあります。この実習では素材の「変成」、「変形」、
「発展」などを体験する中で、これまでの「つくる」という概念をリセットし、「つ
くる」ことが新たな発想の起点となることを目的とします。

身のまわりの自然物や人工物の造形、構造、素材に興味をもって見つめる習慣をつけること。

授業態度　５０％
課題作品　５０％（提出物・制作物）

・授業時に資料などのプリントを配付する。
・大学で用意する画材や支持体もあるが、その他必要な材料費は自己負担。

・配付プリントの整理および作品保存用のA4サイズのクリアファイルを用意すること。

素オリエンテーション「つくる」～立体と素材
つくる１：カード／変形・加工
同上
つくる２：カード／応用・連続
同上
まとめ：つくる１＆２（講評、記録撮影）
同上
つくる３：綿棒１
同上
つくる４：綿棒２（まとう１）
同上
　　　　　綿棒２（まとう２）
同上
まとめ：つくる３＆４（講評、記録撮影）
同上

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

素材と向き合い、独自の表現を創出できる。
手を動かしながら考えることができる。
立体の造形言語を獲得できる。
発想法の一手段として造形を考えることができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

石川 泰史、田辺 由子、馬場 晋作、宝永 たかこ、
石川 亮、宮永 真実、小柳 裕、中川 トラヲ、福田 浩之

1 年生共通

つくる（つくることで造形表現の基礎を養う）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ａ１　

「表現する」という行為は、「感じ取る」ことによって生まれてきます。本授業では
五感に着目し、自分の感性や感覚を研ぎすませながら、深く体感する経験を促しま
す。実際には音楽を聴くことや、匂いを嗅ぐことからイメージを広げ、新しい表現
を試みます。触覚や味覚、嗅覚といった感覚を養うことは、造形について探る機会
となるはずです。ふだん意識して見ているものや感じていることも、視点を変えれ
ば新しい発見やものづくりの動機につながることを楽しく学びます。

授業に関して作家や作品のほか、映画や音楽や演劇などを調べ、興味を持って授業
に臨むこと。

授業態度　５０％
課題作品　５０％（提出物・制作物）

・授業時に資料などのプリントを配付する。
・大学で用意する画材や支持体もあるが、その他必要な材料費は自己負担。

・配付プリントの整理および作品保存用のA4サイズのクリアファイルを用意すること。

オリエンテーション「表現と感覚」：【味わう】を平面で表現してみる
【聴く】音楽から受けた印象を絵画で表現する
同上
【触る】触ることでイメージを膨らませて表現する
同上
まとめ１
同上
【嗅ぐ】匂いを契機にイメージや記憶を頼りにし、コラージュを交え表現する
同上
【視る】夢について考える。映画鑑賞
【視る】自分が視た夢を契機にイメージを膨らませて、様々な素材を用いて表現する
同上
同上
まとめ２
同上

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

造形活動に対する興味を持って、自由さやしなやかさを獲得できる。
芸術を学び制作することに対して、歓びを自覚し造形活動を続けることができる。
今後の大学での学習や社会との繋がりについて真摯に考えることができる。

(1)
(2)
(3)

長尾 浩幸、泊 博雅、宇野 君平、田辺 由子、
馬場 晋作、高田 学、石川 亮、宮永 真実、中川 トラヲ

1 年生共通

表現する（五感を使い感性を養う）描く 2
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ａ２　

本授業では新商品のテレビコマーシャル（CM）の企画を通して、様々な発想法を
学び、個々の創造性を押し広げます。
また、この授業では、グループで行ないます。グループワークでのディスカッショ
ン（ブレインストーミング）、プレゼンテーションを通じて、協同して創造するこ
とを学びます。

日頃から、メモやアイデアスケッチの習慣を身につける。

授業態度　６０％
課題作品　４０％（提出物・制作物）

・授業時に資料などのプリントを配付する。
・大学で用意する画材や支持体もあるが、その他必要な材料費は自己負担。

・配付プリントの整理および作品保存用のA4サイズのクリアファイルを用意すること。

オリエンテーション、
新商品の企画１：ブレインストーミング
新商品の企画２：アイデアスケッチ＆企画書作成
（同上）
CMの企画１：４コマシナリオ
（同上）
CMの企画２：絵コンテ
　　　　　　　絵コンテ制作１
　　　　　　　絵コンテ制作２
　　　　　　　絵コンテ制作３
プレゼンテーション１：プレゼン・リハーサル
（同上）
プレゼンテーション２：発表
（同上）        
まとめ：総評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

協同して創造することができる。
日頃意識して見ているものや感じていることも、視点を変えて新しい発見につなげることができる。
新しい発見に気付き、言葉や図表やイラストなどで、イメージを定着することができる。

(1)
(2)
(3)

長尾 浩幸、泊 博雅、宇野 君平、田辺 由子、
馬場 晋作、高田 学、石川 亮、宮永 真実、中川 トラヲ

1 年生共通

発想する（グループワーク）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ａ３　

本授業では「描く」を通して、絵を日常的に活用する力、「絵で伝える」「絵で記録す
る」「絵で考え、確かめる」ための描画力を伸ばします。
何のために「絵を描く」のか？　人は主に「表現」「記録」「伝達」「確認」などの手
段として絵を描きます。必ずしも「絵＝作品」ではありません。くらしや学びや仕事
の中で、言葉や文字、身振り手振りや音などと同じように、あるいはそれらを併用し
て、「絵」をコミュニケーションツールとして気軽に活用できるようになりましょう。

・意識して「見る、観る、視る」習慣を身につける。
・日常の何気ないもの、身近なものの美しさや魅力を気負わずスケッチする習慣を身につける。
・学んだことを日常的に使いこなせる力にするために、自主練習を推奨。
・絵地図制作のための取材をする。

授業態度　５０％
課題作品　５０％（提出物・制作物）

・授業時に資料などのプリントを配付する。
・大学で用意する画材や支持体もあるが、その他必要な材料費は自己負担。

・配付プリントの整理および作品保存用のA4サイズのクリアファイルを用意すること。

オリエンテーション ： 日常的に絵を活用する力
透かし描き ： 形を写実的に描くコツ 
イラストスケッチ ： 身近なものをおもしろ画材で描く
　　　　〃
絵地図の説明
キアロスクーロ ： 光を白で描く
まとめ１ ： イラストスケッチの鑑賞と講評
アイソメ ： 立体物を描くコツ
絵地図 ： 人に説明するための絵と伝わる工夫（1）下絵
　　　　〃
絵地図 ： 人に説明するための絵と伝わる工夫（2）仕上げ
　　　　〃
まとめ２ ： 絵地図の鑑賞と講評
　　　　〃
まとめ３ ： 総評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日常の何気ないものにも、美しさや面白さ、魅力を発見することができる。
絵を描いて、説明したり考えを伝えることができる。
描くことで対象の特徴をつかみ、伝わりやすく説得力のある表現を工夫できる。

(1)
(2)
(3)

石川 泰史、田辺 由子、馬場 晋作、宝永 たかこ、
石川 亮、宮永 真実、小柳 裕、中川 トラヲ、福田 浩之

1 年生共通

描く（日常的に絵を活用する力）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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ファウンデーション実習Ｂ１

コンピュータによる視覚表現の基礎が学べます。OSはMacintoshOSX を使用し、
主に Photoshop など代表的な画像処理ソフトを使って、文字や画像により、表現
をビジュアル化する方法が習得できます。単にひとつのソフトウェアをマスターす
るだけでなく、それぞれの考え方や特徴を理解し、道具として相互に活用しながら、
自由な表現ができるメディアのバランス感覚を身につけることが目標です。

配付プリントに記載するテキストの範囲を読んでおいてください。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（理解度、完成度）

テキスト：Photoshop CC 2014 スーパーリファレンス for Windows & MacOS
ソーテック社（本体 2,380 円＋税）その他、適宜プリントを配付します。

データ保存用のメディア（USB フラッシュメモリ）、テキスト、授業内で配付した
資料は毎回持参して下さい。また、特別な理由がない限り、遅刻・欠席は厳禁です。

ガイダンス、ネットワーク１（大学発行メアドの初期セットアップなど）
コンピュータの概説・基本操作１（各種 OS・Mac OSX の操作）
コンピュータの基本操作２（ファイル管理、圧縮、メディアのフォーマット）
デジタル画像処理１（ビットマップ画像の基礎、 Photoshop の概説）
デジタル画像処理２（選択範囲の操作、画像の合成）
デジタル画像処理３（画像サイズと解像度、画像の取り込み・レタッチ）
デジタル画像処理４（レイヤー、グラデーション）
課題説明、書類の形式について
デジタル画像処理５（ペイントと編集）
デジタル画像処理６（文字入力と装飾、その他応用）
デジタル画像処理７（マスク・チャンネルを使用した画像の修正・加工・合成）
環境設定、PC トラブル対応方法、課題制作
課題制作
課題制作
カラープリンターの出力方法、課題印刷、まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

Macintosh の構造、操作方法、ビットマップ画像の基礎が理解できる
Adobe Photoshop の基本操作ができる
学内のプリンターやスキャナー、ネットワークなどが利用できる

(1)
(2)
(3)

穴風　光惠
1 年生共通

Macintosh と Adobe Photoshop の基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ｂ１

コンピューターによる視覚表現の基礎が学べます。OSはMacintoshOSXを使用し、
主に Photoshop など代表的な画像処理ソフトを使って、文字や画像により、表現
をビジュアル化する方法が習得できます。単にひとつのソフトウェアをマスターす
るだけでなく、それぞれの考え方や特徴を理解し、道具として相互に活用しながら、
自由な表現ができるメディアのバランス感覚を身につけることが目標です。

授業時に指示するテキストの範囲を読んでおいてください。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（理解度、完成度）

毎回の授業ごとにプリントを配付します。準備学習（予習・復習）用の参考書として、
Photoshop CC 2014スーパーリファレンス for Windows & MacOS　ソーテック社
（本体 2,380 円＋税）を用意してください。

データ保存用のメディア（USBフラッシュメモリ）、授業内で配付した資料、テキストを
毎回持参して下さい。特別な理由がない遅刻や欠席は減点の対象です。

Macintosh(MacOSX）を恐れず触れるようになる
ネットワークで広がるコミュニケーション／ SEIAN Gmail メールを使おう
Mac での文字入力と編集の基本／ファイルの管理　
Photoshop ことはじめ、ビットマップ画像の基礎
Photoshop、選択範囲という概念、レイヤーという概念
Photoshop、基本操作のレッスン 1（画像サイズの変更など）
Photoshop、基本操作のレッスン 2（レタッチなど）
Photoshop、画像合成の実践、調整レイヤー
Photoshop、ちょっと高度な操作のレッスン
Photoshop、チャンネルという概念
課題説明／アルファチャンネルの応用
解像度という概念／スキャニング／課題制作
課題制作
Photoshop、その他の機能
カラープリンターの出力方法、課題印刷、まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

Macintosh の構造、操作方法、ビットマップ画像の基礎が理解できる
Adobe Photoshop の基本操作ができる
学内のプリンターやスキャナー、ネットワークなどが利用できる

(1)
(2)
(3)

谷本　研
1 年生共通

Macintosh と Adobe Photoshop の基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ｂ２

コンピュータによる視覚表現の展開が学べます。OSはMacintoshOSX を使用し、
Photoshop や Illustrator など代表的なグラフィックソフトウェアを使って、主に
印刷物などのメディア表現ができる力が習得できます。その他、様々なソフトウェ
アの特徴を理解し、相互に横断できる柔軟性と実践力を身につけることが目標です。

配付プリントに記載するテキストの範囲を読んでおいてください。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（理解度、完成度）

テキスト：Illustrator スーパーリファレンス CC 2017/2015/2014/CC/CS6
対応　ソーテック社 （本体 2,380 円＋税）　その他、適宜プリントを配付します。

データ保存用のメディア（USB フラッシュメモリ）、テキスト、授業内で配付した
資料は毎回持参して下さい。また、特別な理由がない限り、遅刻・欠席は厳禁です。

ガイダンス、イラストレーション１（ベクトル画像の基礎知識　他）
イラストレーション２（ベジェ曲線１：オブジェクトの作成、パスの基本）
イラストレーション３（ベジェ曲線２：トレース、グラデーション、ブレンド）
課題説明、ハガキの作り方（トリムマーク、ガイドライン）
イラストレーション４（描画１: パスファインダ、グラデーションメッシュ）
DTP １/DM 制作１（下絵の準備：スキャニング、加工、配置）
DTP ２/DM 制作２（下絵のトレース：パス操作実践、クリッピングマスク）
DTP ３/DM 制作３（地図の作成：アピアランスや整列を使った線路の描画）
DTP ４（文字の編集：テキストエリア、リンク、スタイル）
DTP ５/DM 制作４（文字のレイアウト：タブ、回り込み、アウトライン）
DTP ６（ベクトル画像とビットマップ画像の合成）、課題制作、出力説明
DTP ７（ブラシでの描画：カリグラフィ、散布など）、課題中間チェック
課題制作、Illustrator と Photoshop のパスの連携
課題制作
課題印刷、まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

Adobe Illustrator の基本操作ができる
ベクトル画像の特徴を学び、文字や図形が操作できる
ビットマップ画像のレイアウトを含め、DTP の基礎ができる

(1)
(2)
(3)

穴風　光惠
1 年生共通

Adobe Illustrator の基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ｂ２

コンピューターによる視覚表現の展開が学べます。OSはMacintoshOSXを使用し、
Photoshop や Illustrator など代表的なグラフィックソフトウェアを使って、主に
印刷物などのメディア表現ができる力が習得できます。その他、様々なソフトウェ
アの特徴を理解し、相互に横断できる柔軟性と実践力を身につけることが目標です。

授業時に指示するテキストの範囲を読んでおいてください。

授業態度　50％ 
課題作品　50％（理解度、完成度）

毎回の授業ごとにプリントを配付します。準備学習（予習・復習）用の参考書として、
Illustrator スーパーリファレンス CC 2017/2015/2014/CC/CS6 対応　ソー
テック社 （本体 2,380 円＋税）を用意してください。

データ保存用のメディア（USB フラッシュメモリ）、授業内で配付した資料、テキスト
を毎回持参して下さい。特別な理由がない遅刻や欠席は減点の対象です。

Illustrator 始めます
Illustrator、図形ツールで描く
Illustrator、ペンツールに慣れる／ベジェ曲線を編集する
高度な図形編集 1（パスファインダーや整列パネル）
高度な図形編集 2（線種の利用など）
オブジェクト編集の実践練習 1（拡大・縮小時の注意点など）
イラレでどこまでリアルな塗り表現ができるか？（グラデーションやメッシュ）
美しい文字のレイアウト
ビットマップ画像の配置
ベジェを使って地図を描く／課題説明
課題制作
課題制作
Illustrator ／その他の高度な機能
ベジェ・オブジェクトの応用展開～効果メニューを活用する
課題印刷、まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

Adobe Illustrator の基本操作ができる
ベクトル画像の特徴を学び、文字や図形が操作できる
ビットマップ画像のレイアウトを含め、DTP の基礎ができる

(1)
(2)
(3)

谷本　研
1 年生共通

Adobe Illustrator の基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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大学入門１

成安造形大学での新たな学生生活を有意義に過ごすためには、自主的に学ぶこと、
つまり計画的に自己開発していくことが重要です。しかし、その手がかりをつかめ
ないまま大学生活を過ごしてしまう学生も見受けられます。充実した学生生活を送
るために、この授業をとおして、大学での学び方を理解し、大学での生活に慣れ、
意欲的に学生生活を送るための基礎をつくりましょう。

授業で学んだことを、学生活に活用する工夫をすること。 事前の準備が必要な場
合は、前回の授業ならびに成安情報サービスで連絡します。

レポート　100％　（毎回、授業の最後に書くミニッツ・ペーパー 50％と学期末
に提出するレポート 50％で評価します。） 
※授業に参加する態度を重視し、2/3以上の出席をもって成績評価の対象とします。

教科書はありませんが、授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読み
ましょう。欠席した授業の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておい
てください。

授業の内容によって担当者が変わります。また、「スタディスキル実習１」「同２」
と授業の内容を関連づけることがあります。

ガイダンス期間：本学の基本理念と歴史
4月17日：この授業のねらい＋大学周辺の生活情報＋ゴールデンウィークに見るべき展覧会の紹介
　　　　　　　〃
5月8日：学生会と各サークルの紹介＋グループワーク/ディスカッションの意義
　　　　　　　〃
5月22日：関西の主要な美術館・ギャラリー・書店の紹介
　　　　　　　〃
6月 5日：卒業生による特別講演「成安でどう学んだか」
　　　　　　　〃
6月19日：レポート対策講座
　　　　　　　〃
7月 3日：「合評会」とは、どのような授業なのか
　　　　　　　〃
7月17日：大学生として知っておくべき現代社会の諸問題
　　　　　　　〃

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分が学ぶ成安造形大学について知り、「成安」の一員であることを自覚する。
学生生活を充実させるための知識や技能を身につける。
自らを表現する力を身につけ、コミュニケーション能力を高める。

(1)
(2)
(3)

千速 敏男・山川 裕樹・馬場 晋作
1 年生

成安造形大学での学び方 (1)
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

大学入門２

成安造形大学での新たな学生生活を有意義に過ごすためには、自主的に学ぶこと、
つまり計画的に自己開発していくことが重要です。しかし、その手がかりをつかめ
ないまま大学生活を過ごしてしまう学生も見受けられます。充実した学生生活を送
るために、この授業をとおして、大学での学び方を理解し、大学での生活に慣れ、
意欲的に学生生活を送るための基礎をつくりましょう。

授業で学んだことを、学生活に活用する工夫をすること。 事前の準備が必要な場
合は、前回の授業ならびに成安情報サービスで連絡します。

レポート　100％　（毎回、授業の最後に書くミニッツ・ペーパー 50％と学期末
に提出するレポート 50％で評価します。） 
※授業に参加する態度を重視し、2/3以上の出席をもって成績評価の対象とします。

教科書はありませんが、授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読み
ましょう。欠席した授業の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておい
てください。

授業の内容によって担当者が変わります。また、「スタディスキル実習３」「同４」
と授業の内容を関連づけることがあります。

  9 月 25 日：時間をじょうずに使おう
　　　　　　　〃
10 月 16 日：英語を学ぼう＋「芸術による社会への貢献」
　　　　　　　〃
10 月 30 日：レポート対策講座
　　　　　　　〃
11 月 13 日：情報をキャッチしよう、情報をファイルしよう
　　　　　　　〃
11 月 27 日：卒業生による特別講演
　　　　　　　〃
12 月 11 日：物語と心
　　　　　　　〃
  1 月 15日：一年間をふりかえって
　　　　　　　〃
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分が学ぶ成安造形大学について知り、「成安」の一員であることを自覚する。
学生生活を充実させるための知識や技能を身につける。
自らを表現する力を身につけ、コミュニケーション能力を高める。

(1)
(2)
(3)

千速 敏男・山川 裕樹・泊 博雅
1 年生

成安造形大学での学び方 (2)
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ｃ２

デッサンは基礎造形力を高める練習方法として、過去から現代に至るまで長きにわたり行わ
れてきた。限りある画材と表現の中で作品の完成度を高める事で、描写力や構成力を向上さ
せる。さらにものを見、観察する力が養われることで、造形活動だけでなくあらゆる分野に応
用できる能力の向上が予想される。本授業は デッサン経験者を対象に、胸像以上の大型の
石膏像を描く事で造形表現をより一層高める。また描く事の意味を再確認し、各々の分野に
フィードバックしていく事を目的とする。

授業で説明したことを元に描く事の意味を再確認し、各々の分野にフィードバック
することを心がけて下さい。

授業態度　30％ 
課題作品　70％

画用紙は配付。　

鉛筆、消しゴム、練り消しゴム等デッサン用の画材は各自忘れないようにしてくだ
さい。

デッサン (1)　石膏デッサン 1（中型首像・胸像）
デッサン (1)　石膏デッサン 1（中型首像・胸像）
デッサン (1)　石膏デッサン 1（中型首像・胸像）
デッサン (1)　石膏デッサン 1（中型首像・胸像）
作品講評
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
デッサン (2)　石膏デッサン 2 ( 大型胸像・半身像）
まとめ①（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

アイレベルが理解でき、統一感のある空間を前提にした形態把握ができる。
明度設計を理解し、階調幅の広い表現ができる。
作品制作の中で、主題と課題を発見する事ができる。

(1)
(2)
(3)

長尾 浩幸・田辺 由子
1 年生共通

デッサン応用
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ファウンデーション実習Ｃ１

デッサンは基礎造形力を高める練習方法として、過去から現代に至るまで長きにわたり行
われてきた。限りある画材と表現の中で作品の完成度を高める事で、描写力や構成力を向
上させる。さらにものを見、観察する力が養われることで、造形活動だけでなくあらゆる分野
に応用できる能力の向上が予想される。本授業は デッサン未経験者や経験の浅い学生を
対象に、基礎からデッサンを学び、造形表現に必要な基礎力を高める事を目的とする。

デッサン未経験者は鉛筆の準備、鉛筆による線描や塗りを日頃から練習しておいてください。

授業態度　30％ 
課題作品　70％

画用紙は配付。　

鉛筆、消しゴム、練り消しゴム等デッサン用の画材は各自忘れないようにしてください。

ガイダンス・線遠近法について、デッサンの姿勢や用具、基礎知識
鉛筆デッサン(1)　基本形態（直方体・円柱形・球体）
鉛筆デッサン(1)　基本形態（直方体・円柱形・球体）
鉛筆デッサン(1)　基本形態（直方体・円柱形・球体）
作品講評
鉛筆デッサン(2)　基本形態を含む有機形態（野菜・布）
鉛筆デッサン(2)　基本形態を含む有機形態（野菜・布）
鉛筆デッサン(2)　基本形態を含む有機形態（野菜・布）
鉛筆デッサン(2)　基本形態を含む有機形態（野菜・布）
作品講評
鉛筆デッサン(3)　小さな石膏を含む応用形態・複合的なモチーフ
鉛筆デッサン(3)　小さな石膏を含む応用形態・複合的なモチーフ
鉛筆デッサン(3)　小さな石膏を含む応用形態・複合的なモチーフ
鉛筆デッサン(3)　小さな石膏を含む応用形態・複合的なモチーフ
まとめ①（合評）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デッサンの基礎を理解し、モチーフの形態を正確に捉える事ができる。
明度の変化観察でき、適切な階調を用いて明暗の表現を行う事ができる。
構成の基礎を理解し、バランスのとれた構図を作る事ができる。

(1)
(2)
(3)

西久松 吉雄・田辺 由子
1 年生共通

デッサン基礎
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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スタディスキル実習１

成安造形大学での学生生活を充実させるために、領域での専門的な学修の基礎となる
知識や技能を学びます。グループ・ディスカッションやワークショップをとおして、コミュニ
ケーションの能力を高めます。社会人として必要な基礎学力を確かめます。

事前の準備が必要な場合は、前回の授業ならびに成安情報サービスで連絡します。

レポート　100％　（授業の最後に書くミニッツ・ペーパーで約 66％、新聞記事
を用いた自宅課題で約 34％で評価します。） 
※授業に参加する態度を重視し、2/3以上の出席をもって成績評価の対象とします。

教科書はありませんが、授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読み
ましょう。欠席した授業の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておい
てください。

授業の内容によって担当者が変わります。また、「大学入門１」と授業の内容を関
連づけることがあります。

ワークショップ①
　　　　　　　〃
ワークショップ②
　　　　　　　〃
ワークショップ③＋グループ・ディスカッションの意義
　　　　　　　〃
ひととなりを知るための 25 の質問
　　　　　　　〃
新聞のしくみとその意義
　　　　　　　〃
関西三都──京都・大阪・神戸＋新聞課題①
　　　　　　　〃
関西の美術館をめぐるツアーを考えてみよう＋新聞課題②＋プレイスメント・テスト
　　　　　　　〃
領域助手の座談会を聴いて①＋新聞課題③

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

グループ・ディスカッションでお互いに意見交換することができる。
ワークショップで自らを表現することができる。
新聞をよく読み、広く社会の動きを知る。
芸術系大学で学ぶ学生として知っておくべき基礎知識を身につける。
国語や数学を中心とした基礎学力を身につける。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

千速 敏男・島先 京一
1 年生

大学での学びに親しむ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スタディスキル実習 2

成安造形大学での学生生活を充実させるために、領域での専門的な学修の基礎となる
知識や技能を学びます。グループ・ディスカッションやワークショップをとおして、コミュニ
ケーションの能力を高めます。社会人として必要な基礎学力を確かめます。

事前の準備が必要な場合は、前回の授業ならびに成安情報サービスで連絡します。

レポート　75％（授業の最後に書くミニッツ・ペーパーで 50％、新聞記事を用い
た自宅課題で 25％）   授業内試験　25％（期末におこなう筆記試験） 
※授業に参加する態度を重視し、2/3以上の出席をもって成績評価の対象とします。

問題集：『マナトレ数学基礎編』または『マナトレ数学標準編』（購買部扱い）。どち
らを使うかは、6 月 3 日のプレイスメント・テストの結果をふまえて個別にお知らせ
します。また、授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読みましょう。
欠席した授業の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておいてください。

授業の内容によって担当者が変わります。

領域助手の座談会を聴いて②＋基礎学力実習①
新書で教養を高める＋新聞課題①＋基礎学力実習②
　　　　　　　〃
気になる雑誌をあげてみよう＋新聞課題②＋基礎学力実習③
　　　　　　　〃
フィンガーフード・コンペの検討①＋新聞課題③＋基礎学力実習④
　　　　　　　〃
フィンガーフード・コンペの検討②＋新聞課題④＋基礎学力実習⑤
　　　　　　　〃
ワークショップ「フィンガーフード・コンペ」
　　　　　　　〃
ワークショップをふりかえって＋新聞課題⑤＋基礎学力実習⑥
　　　　　　　〃
夏休みに見るべき美術館と展覧会＋新聞課題⑥＋基礎学力実習まとめ
　　　　　　　〃

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

グループ・ディスカッションでお互いに意見交換することができる。
ワークショップで自らを表現することができる。
新聞をよく読み、広く社会の動きを知る。
芸術系大学で学ぶ学生として知っておくべき基礎知識を身につける。
国語や数学を中心とした基礎学力を身につける。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

千速 敏男・島先 京一
1 年生

大学での学びに親しむ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スタディスキル実習 3

成安造形大学での学生生活を充実させるために、領域での専門的な学修の基礎とな
る知識や技能を学びます。グループ・ディスカッションやワークショップをとおして、
コミュニケーションの能力を高めます。社会人として必要な基礎学力を確かめます。

事前の準備が必要な場合は、前回の授業ならびに成安情報サービスで連絡します。

レポート　75％（授業の最後に書くミニッツ・ペーパーで 50％、新聞記事を用い
た自宅課題で 25％）   授業内試験　25％　（期末におこなう筆記試験） 
※授業に参加する態度を重視し、2/3 以上の出席をもって成績評価の対象とします。

問題集：『マナトレ数学基礎編』または『マナトレ数学標準編』（購買部扱い）。また、
授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読みましょう。欠席した授業
の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておいてください。

授業の内容によって担当者が変わります。また、「キャリアデザイン概論２」と授
業の内容を関連づけることがあります。

夏休みに見た展覧会、読んだ本＋新聞課題①＋基礎学力実習①
　　　　　　　〃
自分をたとえると＋新聞課題②＋基礎学力実習②
　　　　　　　〃
自分のこだわりを図にしてみると＋新聞課題③＋基礎学力実習③
　　　　　　　〃
あなたのふるさと、教えてください＋新聞課題④＋基礎学力実習④
　　　　　　　〃
行ってみたい土地、行ってみたい国＋新聞課題⑤＋基礎学力実習⑤
　　　　　　　〃
充実した大学生活のために＋新聞課題⑥＋基礎学力実習⑥
　　　　　　　〃
ワークショップ「身体でコミュニケーション」
　　　　　　　〃
ワークショップをふりかえって①＋基礎学力実習まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

グループ・ディスカッションでお互いに意見交換することができる。
ワークショップで自らを表現することができる。
新聞をよく読み、広く社会の動きを知る。
芸術系大学で学ぶ学生として知っておくべき基礎知識を身につける。
国語や数学を中心とした基礎学力を身につける。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

千速 敏男・島先 京一
1 年生

大学での学びに親しむ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スタディスキル実習 4

成安造形大学での学生生活を充実させるために、領域での専門的な学修の基礎とな
る知識や技能を学びます。グループ・ディスカッションやワークショップをとおして、
コミュニケーションの能力を高めます。社会人として必要な基礎学力を確かめます。

事前の準備が必要な場合は、前回の授業ならびに成安情報サービスで連絡します。

レポート　75％（授業の最後に書くミニッツ・ペーパーで 50％、新聞記事を用い
た自宅課題で 25％）   授業内試験　25％　（期末におこなう筆記試験） 
※授業に参加する態度を重視し、2/3 以上の出席をもって成績評価の対象とします。

問題集：『マナトレ数学基礎編』または『マナトレ数学標準編』（購買部扱い）。また、
授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読みましょう。欠席した授業
の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておいてください。

この授業は美術実習 3-b と連動しています。この授業を履修する者は必ず美術実
習 3-b も履修してください。

ワークショップをふりかえって②＋新聞課題①
比叡のふもと、琵琶湖のほとり＋新聞課題②＋基礎学力実習①
　　　　　　　〃
都市と田園＋新聞課題③＋基礎学力実習②
　　　　　　　〃
卒業生の特別講演を聴いて＋新聞課題④＋基礎学力実習③
　　　　　　　〃
今年の新語・流行語大賞は？＋新聞課題⑤＋基礎学力実習④
　　　　　　　〃
新聞課題をふりかえる＋新聞課題⑥＋基礎学力実習⑤
　　　　　　　〃
冬休みに見た展覧会、読んだ本＋新聞課題⑦＋基礎学力実習⑥
　　　　　　　〃
大学生は大人か、子どもか？＋新聞紹介⑧＋基礎学力実習まとめ
　　　　　　　〃

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

グループ・ディスカッションでお互いに意見交換することができる。
ワークショップで自らを表現することができる。
新聞をよく読み、広く社会の動きを知る。
芸術系大学で学ぶ学生として知っておくべき基礎知識を身につける。
国語や数学を中心とした基礎学力を身につける。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

千速 敏男・島先 京一
1 年生

大学での学びに親しむ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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東洋・日本美術史概説Ａ

東洋・日本美術史の基礎知識を、分野別にスライドを用いて解説します。また、開
催されている展覧会の情報や見どころも紹介します。様々な作品を知ることは、自
分を知ることにつながります。今後の自らの作品制作の方向性を決める手がかりに
してほしいと考えています。

授業でのスライドで満足せず、展覧会に出かけて実物を鑑賞すること。 
授業中に紹介した参考図書を用いて事前事後学習をすること。

授業態度　60％ 
レポート　40％（理解度・表現力）

授業中に参考図書を紹介します。

ガイダンスおよび美術史の時代区分
美術史とは？（美術品の見方・時代による表現の違い）
彫刻 1（仏像の基礎知識・仏の種類・仏像の素材と技法）
彫刻 2（中国および日本古代・北魏、隋、唐からの影響）
彫刻 3（日本古代・一木造から寄木造へ）
彫刻 4（日本中世・慶派の写実的表現）
工芸品 1（陶磁器・技法および中国・日本の各時代の表現）
絵画 1（基礎知識と日本古代・中国からの影響）
絵画 2（日本古代・仏教絵画）
絵画 3（日本古代および中世・絵巻物、肖像画）
絵画 4（中国および日本中世・水墨画）
絵画 5（日本近世・狩野派）
絵画 6（日本近世・琳派）
絵画７（日本近代・写生画・文人画）
絵画８（日本近代・浮世絵）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

各時代の日本美術の名品を通して、日本美術の流れを知ることができます。
制作の手がかりとなる作品に出会えます。
様々な美術品を知ることで、美術品の見方を身につけることができます。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
1、2年生向け科目

江戸時代以前の日本美術史（一部に中国を含む）の基礎を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

東洋・日本美術史概説Ｂ

美術・芸術という概念や制度が西洋からもたらされた明治時代以降、日本美術は急
速かつ広範な変化、展開を遂げてゆきます。洋画に対する概念として日本画という
ことばが生まれたのも明治時代に入ってからです。この講義では、日本画、洋画、
彫刻など日本美術の近代化の歩みをたどっていきます。

展覧会に行き、実物を鑑賞すること。 
授業中に紹介した参考図書を用いて事前事後学習すること。

授業態度　60％ 
レポート　40％（理解度・表現力）

授業中に参考図書を紹介します。

桃山時代の洋風画
江戸時代の洋風画（江戸、長崎、秋田）
幕末から明治初期の洋画
明治初期の日本画
美術教育（洋画）の始まり
美術教育（日本画）の始まり
近代の彫刻
明治時代の日本画（東京）
明治時代の日本画（京都）
大正時代の日本画
昭和戦前の日本画
明治時代の洋画（西洋アカデミズムの影響）
明治時代の洋画（印象派の影響）
大正の洋画
昭和戦前の洋画

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

明治時代以降、昭和時代初めまでの日本美術の流れが理解できる。
日本人が西洋から何を学んだかを知ることができる。
作家が作品制作に際して、何から影響を受けたかを知ることができる。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
1・2年生向け科目

西洋美術との出会いがもたらした日本美術の近代的展開
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

西洋美術史概説Ａ

美術作品の比較によって西洋美術史の本質を理解します。古代ギリシアから 20 世
紀前半までの西洋美術の歴史を概観します。視聴覚機器を用いて多数の作例を紹介
し、様式分析を中心に美術作品の見方、学び方の基礎をかためます。

毎回、展覧会を紹介するので、できるかぎり鑑賞しましょう。
また、美術全集などの画集をできるかぎり見るようにしましょう。

レポート　70％（授業の最後に書くブリーフレポートで 50％、課題レポート 20％） 
授業内試験 30％ ※授業に参加する態度を重視し、2/3 以上の出席をもって成績評
価の対象とします。

千足伸行監修『新西洋美術史』（西村書店，2800 円＋税）購買部扱い。「西洋美術史概
説Ａ」「同Ｂ」「西洋美術史Ａ」「同Ｂ」の４科目で共通の教科書です。また、授業のな
かで参考書などを紹介しますので、積極的に読みましょう。欠席した授業の配付資料は、
共通教育センター研究室で受け取っておいてください。

とくにありません。

美術作品を比較する (1)：細部を見比べてみよう。
美術作品を比較する (2)：ボッティチェリはなぜ神秘的か
美術作品を比較する (3)：立像とその軸線
美術作品を比較する (4)：この色はどこから来たのか
美術作品を比較する (5)：安定と運動
美術作品を比較する (6)：抽象へ、抽象から
西 洋 美 術 の 流 れ (1)：なぜ印象派はすごいのか
西 洋 美 術 の 流 れ (2)：なぜルネサンスは重要なのか
西 洋 美 術 の 流 れ (3)：なぜ古代ギリシアは手本とされるのか
西 洋 美 術 の 流 れ (4)：なぜ近代美術はメチャクチャでよいのか
西 洋 美 術 の 流 れ (5)：なぜ現代「アート」と呼ばれるのか
西 洋 美 術 の 流 れ (6)：なぜ中世美術は写実ではないのか
作品比較から様式論へ(1)：ルネサンスとバロック
作品比較から様式論へ(2)：美術史家ハインリヒ・ヴェルフリン
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

美術作品を見比べて違いを見分け、その様式上の特徴を説明できるようになる。
西洋美術史の流れを時代順に理解し、その概要を説明できるようになる。
西洋美術史を学ぶ方法を理解し、しっかりと学ぶことができるようになる。

(1)
(2)
(3)

千速　敏男
1 年生（2年生以上も受講できます）

作品比較から様式論へ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

西洋美術史概説Ｂ

美術作品の描写内容の把握によって西洋美術史の本質を理解します。古代ギリシア
から 20 世紀前半までの西洋美術の歴史を概観します。視聴覚機器を用いて多数の
作例を紹介し、図像分析を中心に美術作品の見方、学び方の基礎をかためます。

毎回、展覧会を紹介するので、できるかぎり鑑賞しましょう。
また、美術全集などの画集をできるかぎり見るようにしましょう。

レポート　70％（授業の最後に書くブリーフレポートで 50％、課題レポート 20％） 
授業内試験 30％ ※授業に参加する態度を重視し、2/3 以上の出席をもって成績評
価の対象とします。

千足伸行監修『新西洋美術史』（西村書店，2800 円＋税）購買部扱い。「西洋美術史概
説Ａ」「同Ｂ」「西洋美術史Ａ」「同Ｂ」の４科目で共通の教科書です。また、授業のな
かで参考書などを紹介しますので、積極的に読みましょう。欠席した授業の配付資料は、
共通教育センター研究室で受け取っておいてください。

とくにありません。

西洋の美術とその描写内容 (1)：キリスト教の主題（受胎告知）
西洋の美術とその描写内容 (2)：キリスト教の主題（キリストの降誕）
西洋の美術とその描写内容 (3)：キリスト教の主題（キリストの洗礼）
西洋の美術とその描写内容 (4)：キリスト教の主題（キリストの奇跡）
西洋の美術とその描写内容 (5)：キリスト教の主題（最後の晩餐）
西洋の美術とその描写内容 (6)：キリスト教の主題（キリストの磔刑）
西洋の美術とその描写内容 (7)：ギリシア・ローマ神話の主題（ウェヌスの誕生）
西洋の美術とその描写内容 (8)：ギリシア・ローマ神話の主題（ユピテルと女性たち）
西洋美術の本質 (1)：「古典古代」とは何か
西洋美術の本質 (2)：「ルネサンス」と「近代」
西洋美術の本質 (3)：「近代」と二つの「革命」
西洋美術の本質 (4)：「近代」と「現代」
作品記述から図像論へ (1)：イコノグラフィーとイコノロジー
作品記述から図像論へ (2)：美術史家エルヴィン・パノフスキー
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

美術作品の描写内容を理解し、その主題を説明できるようになる。
西洋美術史の流れを時代順に理解し、その概要を説明できるようになる。
西洋美術史を学ぶ方法を理解し、しっかりと学ぶことができるようになる。

(1)
(2)
(3)

千速　敏男
1 年生（2年生以上も受講できます）

作品記述から図像論へ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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デザイン史概説Ａ

18 世紀から 19 世紀にかけての産業革命は、人びとの生活を激変させた。特に、生活に
用いる、様ざまな道具やモノ、或いは環境を形成するものつくりの現場は、大きな影響を
受けた。それ以前には職人の手で一つひとつが手工作で制作されていたものが、機械
によって一度に大量に生産されるようになったのである。この講義では、ものつくりの
現場への機械の導入をめぐる、様ざまな工芸家やデザイナーの苦闘の跡を探っていく。
そのことを通して、近代デザインの考え方の基礎の成立について知ることを目的とする。

18 世紀から 19 世紀にかけてのヨーロッパの歴史について、概観しておくこと。

授業態度　　20％ 
授業内試験　80％

授業の進行に合わせて紹介します。

オリジナルのノート作成を心掛けてください。

歴史とは何か
産業革命の概要を考える。
産業革命とものつくり
イギリス社会の階層性
アルバート公とヘンリー・コールのデザイン改革
1851 年の万国博覧会
ウィリアム・モリスの活動の概要
ウィリアム・モリスのデザイン思考の革新性　1 回目
ウィリアム・モリスのデザイン思考の革新性　2 回目
美術工芸運動
アール・ヌーヴォーの概要
フランスとベルギーのアール・ヌーヴォー
スコットランド、カタロニア、オーストリアのアール・ヌーヴォー
アール・ヌーヴォーのデザイン史上の意味
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

歴史という概念の相対性について考えることができる。
デザインが社会のあり方に影響を受ける造形であることを知ることができる。
産業革命とデザインの関係について知ることができる。
ウィリアム・モリスの先進性について知ることができる。
アール・ヌーヴォーの歴史的意義について知ることができる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

島先　京一
1・2年生向け科目

産業革命成熟後のヨーロッパのデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

デザイン史概説Ｂ

19 世紀の末から 20 世紀の初頭にかけて、ものづくりの現場への機会の導入はさら
に進んだが、先進的なデザイナーたちの様ざまな努力にもかかわらず、機械を使い
こなすための確固たる方法論は未だ見出されていなかった。この授業では、アメリ
カの建築、ドイツ工作連盟、抽象絵画の成立、オランダのデ・ステイル、そしてバ
ウハウスを取り上げ、モダンデザインの成立について考えることを目的としている。

第 1 次世界大戦前後のヨーロッパの歴史について復習しておいてください。

授業態度　　20％ 
授業内試験　80％

授業の進行に応じて紹介します。

オリジナルのノート作成を心掛けてください。

ウィーン工房のデザイン
近代以前のアメリカ建築
ルイス・サリヴァンの建築
フランク・ロイド・ライトの建築
ドイツ工作連盟の成立
ドイツ工作連盟における規格化をめぐる論争
絵画におけるリアリズムの意味
印象派と立体派
幾何学的抽象絵画の成立
幾何学的抽象絵画とデザイン　1 回目
幾何学的抽象絵画とデザイン　2 回目
バウハウスの成立の背景
初期バウハウスの教育
バウハウスにおけるモダンデザインの成立
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

モダンデザインの成立について知ることができる。
幾何学的抽象絵画の意味について知ることができる。
近代建築の意味について知ることができる。
デザインと経済の関係について考えることができる。
デザインと芸術の関係について考えることができる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

島先　京一
1・2年生向け科目

モダンデザインの成立
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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イラストレーション論１

人間の五感の中で視覚から得る情報が一番多いと言われており、視覚刺激について
理解することはイラストレーションやグラフィックデザイン制作において非常に重
要です。 この演習では、視覚と脳の認知特性を踏まえ視覚刺激のコントロールによ
る構図バランスの取り方、映像作品での構図の演出など幅広く構図の基礎につい
て学習します。 また視覚的な認知特性を踏まえ、具象的な絵を描く上で重要な質感
（光沢、金属、透明、水など）とその表現方法についても学習します。

授業ノートを見直し、復習をしたうえで、次の授業に臨むこと。　

受講態度　 20％ 
授業内試験 30％ ※岸田５０％＋小田５０％で評価します。

適宜資料を配付

小田先生
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
脳と視覚の認知特性について
バランスの取りやすい３つの構図法について
視覚刺激のコントロールと構図について
構図の７つのポイントについて
映像作品を見て構図による演出を学ぶ
質感（光沢、金属、透明）の見え方と表現方法
ペーパーテスト
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

視覚の仕組みと脳の認知について理解する
色彩やコントラストなどによる視覚刺激の基礎を理解する
視覚刺激のコントロールによって構図バランスが取れるようになる
質感の認知と表現方法を理解する

(1)
(2)
(3)
(4)

岸田　保
2 年生以上

視覚認知論
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション論１

イラストレーション実習 2 の授業では、モデルを描くことが中心となるため、美
術解剖学の知識を得る時間をあまりとることができません。骨や筋肉の名称と形を
覚えることで、より正確に整理して人体や動物の構造を理解することが出来るよう
になります。人体の基本的な美術解剖学、動物との違いを学びます。

授業でやったことを、常に復習することを心がけて下さい。

授業態度　30％ レポート　20％ ※出席が 2 ／ 3 以下だと単位取得できません。 
岸田５０％＋小田５０％で評価します。

目でみる筋力レーニングの解剖学（必須）、美術のためのシートン動物解剖図（推
奨）、骨単（推奨）、肉単（推奨）の他にプリントを配付することがあります。トレー
シングペーパー（A4 サイズ）、筆記具。

配ったプリントはなくさず資料として保管して下さい。

永田先生（特別授業）
　〃
体幹の美術解剖学　骨学　人体のプロポーション
体幹の美術解剖学　筋学
上肢の美術解剖学　骨学　翼の構造、天使の翼は再現可能か？
上肢の美術解剖学　筋学
下肢の美術解剖学　骨学　人体と動物の違い
下肢の美術解剖学　筋学　古生物、架空の生物をどうデザインするか。
岸田先生
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

基礎的な人体の美術解剖学の知識を身に付ける。
人体と動物の身体の構造の違いを理解する。
様々な動物の身体的な特徴を知る。

(1)
(2)
(3)

小田　隆
２年生以上

人と動物の美術解剖学
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション論２

本講義はイラストレーション、絵画全般の歴史や社会的背景を知ることでイラストレー
ションとはなにかを考える講座です。本パートではイラストレーションが絵画的な情景描
写からよりダイナミックな映像的表現へと進化してきた過程を、マンガ、映画、アニメー
ションなど幅広いジャンルにおける実例（作家）を通して検証します。 それぞれのメディア
の歴史的な流れや影響力を俯瞰しつつ、イラストレーションの社会的な意味や可能性を
探ります。

毎回紹介する作家や同ジャンルの作家について、各自分析などの復習を行ってくだ
さい。12 ～ 13 回に扱う作品（初回授業時に指示）を事前に読書・鑑賞しておい
てください。

授業態度　50％ 
レポート　50％ ※出席が 2/3 以下だと単位取得できません。

マンガ表現の黎明期　作家紹介：ウィンザー・マッケイほか
アニメ表現の黎明期　作家紹介：ウィンザー・マッケイほか
バンド・デシネの世界 1　作家紹介：メビウスほか
バンド・デシネの世界 2　作家紹介：ビラルほか
コンセプトアートの世界 1　作家紹介：マッカリーほか
コンセプトアートの世界 2　作家紹介：シド・ミードほか
絵本にみる映像・マンガ表現　作家紹介：ショーン・タンほか
コンピュータゲームの表現の進化　
現代マンガの文法 1　コマ割り・カメラワーク
現代マンガの文法 2　構図
現代マンガの文法 3　フキダシ・オノマトペ・効果線・漫符
作品の読み解き方　テーマとは１
作品の読み解き方　テーマとは２
作品の読み解き方　テーマとは３
まとめ・質疑応答

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

マンガやアニメーションの表現の成り立ちを説明できる。
異なる表現ジャンルの相互影響を分析できる。
演出という概念を学び、作品にイラストに意図を反映できる。

(1)
(2)
(3)

まつむら　まきお
イラストレーション領域 2年生

イラストレーションの映像的進化と演出
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション概論

イラストレーションは文字よりも古い、情報を記録し、伝えるためための技術です。 
文字、写真、映像といった他の表現が進化した現代においても、その役割や重要性
が変わることはありません。この講義ではイラストレーションの歴史的な成り立ち
から、時代や社会の変化とのかかわり、テクノロジーの進化やメディアからの影響
など、さまざまな切り口から幅広くイラストレーションについて探っていきます。

毎回、授業冒頭に前回講義内容の小テストを行いますので、授業中のノート、復習
が必須です。

授業態度　４５％ 授業内試験５５％（小テスト） ただし、欠席が 1/3 以上の場合
は不可となります。 また、遅刻すると小テストが受けられず、大きな減点となり
ますので注意してください。

スライド及び映像による講義。テキスト配付。

なし

イラストレーションとはなにか
絵画の歴史
イラストレーションの誕生１：浮世絵と印象派
イラストレーションの誕生 2：メディアの誕生
イラストレーションの時代へ
メディアと描く技術の発達
同上
近代～現代イラストレーションの世界：挿絵、絵本
近代～現代イラストレーションの世界：広告
近代～現代イラストレーションの世界：雑貨、立体、装飾、キャラクター
近代～現代イラストレーションの世界：コンテンツ
イラストレーションの表現技法：技法・表現・個性
同上
イラストレーションの実務：仕事としてのイラストレーション
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

絵画史の中でのイラストレーションの位置づけを知る。
イラストレーションの社会的意義を知る。
様々な技法が誕生した経緯を知る。

(1)
(2)
(3)

まつむら まきお・岸田 保
イラストレーション領域1年生及び他領域2年生以上

イラストレーションと社会のかかわり
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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美術概論

「美術とは何か」を考える場合、古代より連綿と続く歴史や文化、美術が形成され
てきた過程で、美術が自然と社会と生活のかかわりの中で、生まれてきたことを概
観する。絵画、彫刻、メディアアートなどの分野で、作品づくりは今日において、
何を伝え、存在してきたのかを知る。日本画、洋画、現代アートの担当教員が、そ
れぞれの感性を切り口にリレー講座形式で作品について展開しながら語り、つなげ
ていくことによるひとつの美術の方向性を模索する。

幅広い美術作品の鑑賞体験をしてください。

授業態度　60％ 
レポート　40％（出席カードにコメント記入及びレポート評価）

授業で使用する資料がある場合は用意します。

美術とは何か。美術と歴史　　西久松　9 月 21 日
美術と自然　西久松　9 月 28 日
美術と感性　高田　10 月 5 日
美術と地域社会　高田　10 月 12 日
美術と象徴化　長尾　10 月 19 日
美術と生活　長尾　10 月 26 日
美術と造形化　宇野　11 月 2 日
美術と美的体験　宇野　11 月 16 日
美術と写真　伊庭　11 月 23 日
美術と鑑賞　伊庭　11 月 30 日
美術と環境　岡田　12 月 7 日
美術と日本文化の精神性　岡田　12 月 14 日
美術と知覚化　泊　12 月 21 日
美術とメディア表現　泊　1 月 11 日　レポート提出
まとめ　　レポート提出　　高田・全員　1 月 18 日

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

「美術とは何か」の認識を深めることができる。
各専門分野での作品づくりを垣間見ることができる。
作品づくりの「今」を知ることができる。

(1)
(2)
(3)

宇野　君平
美術領域１年生、教職課程履修者、及び他領域 2年生以上

美術とは何か
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション論 3

「見る／見える」という行為における視覚と脳の不思議なメカニズムを学び、個人の
視覚体験という創作活動の原点に立ち返ったものの見方や取材、表現などを考えます。 
平面の絵に三次元空間と同様の遠近感や立体感、空間感を知覚する我々の視覚と脳
のメカニズムは不思議にあふれています。「見る」という行為は、意識的に見る場合と
無意識に見る場合では、見えるものが大きく違います。意識レベルによる「見え方」の
曖昧さと深さを、2つの側面から自分の眼と脳で味わいながら学びます。１．近江の
里山映像などの鑑賞を通して、知ることで見えてくる対象認識の深まり（取材によっ
て表現が違ってくること） ２．錯視、トリックアートに代表される脳の働きによる対象
認識の不思議（対象と知覚の差異、意図的な視覚効果）

・普段から視覚的なトリックを使ったイラストレーションなどに興味を持ち、課題作品
を制作する。 ・「見る」という行為をより意識的に行い、身近な日常や慣れ親しんだふる
さとの風景、事象、物象に内在する魅力に気づく感性を養う。 ・「自分が見ているもの、
感じている魅力」を写真を撮影することを通して確認し、フォトレポートを作成する。

授業態度 15％ レポート35％ ※永江５０％＋田中５０％の合算で評価します。

・授業時にプリントを配付します。ファイリングして整理すること。 
・課題作品制作のための画材や支持体は自己負担です。

・授業進行の都合上、講義を行う順番が前後する可能性があります。 ・永江・田中
で 7 週ずつ担当します。それぞれの課題作品・レポート等の評価を合算して成績
をつけますが、両方がそれぞれ合格点に達しなければ単位修得できません。

ガイダンス、里山映像鑑賞１：映像詩 里山 「覚えていますか ふるさとの風景」
錯視１：色の錯視
里山映像鑑賞２：映像詩 里山 「命めぐる水辺」
錯視２：エッシャーの作品紹介、錯視やトリックアートを活かしたイラストレーションなど
錯視３：形の錯視　ほか
錯視４：その他の錯視（動く錯視など）
里山映像鑑賞３：映像詩 里山 「森と人 響きあう命」
＊この授業は後半（8 週目以降）を田中先生が担当します。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.

錯視の視覚効果やメカニズムについて実際に体感しながら理解する。
錯視の視覚効果やトリックアートの手法を工夫して作品に活かすことができる（表現意図を作品に反映できる）。
意識して見ることを実践し、自分の身近な日常の風景などに内在する魅力を見出すことができる（取材できる）。

(1)
(2)
(3)

永江　弘之
３年生以上

視覚の不思議
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

8.

9.
10.
11.

12.
13.
14.
15.

イラストレーション論 3

この授業では、〔かたち＝情報（意味）〕であることを考えます。人は、目で見たもの
をきっかけに、頭の中で直感的に意味を作り出し、それを理解しようとます。イラ
ストレーション（具象表現）の源泉となるさまざまなモチーフを注視し、科学的に読
み解く洞察力と、形や色を磨きながら意味を組み立て描き出す観点（情報の抽出と
純化）を養います。また、「絵」などの具象表現は多義的な解釈の余地を持ち、一義的
な「文字」と補完し合いながら、情報伝達の上で大きな役割を果たします。授業では、
それらを平面上で統合しながら配置し、社会や人々に伝える方法（デザイン）などに
ついても考えていきます。

モチーフのモノとしての歴史的成り立ちや機能・使命・生き方・殖え方・経済効率・
社会性・・・等や、それらが表現された具象表現について、日常から興味関心を持つ
こと。また、さまざまなメディアの中で、絵（図像）と文字（言語）とのデザイン的な関係
について、情報がどのように読み取られていくのか、感度を上げておくこと。

授業態度　25％ （ミニッツレポート） 
レポート　25％ ※永江 50％＋田中 50％の合算で評価します。

授業内で適宜プリントを配付します。

＊授業進行の都合上、講義を行う順番が前後する可能性があります。

＊この授業は前半（1～7週目）を永江先生が担当します。
ガイダンス／意味を伝える視覚情報（記号として抽象化された文字と、記号として具
象表現された図像）
文字情報とイラストレーションをデザインとして平面上に統合し伝達する方法論：レポート1出題
リニアな言語表現を平面に配置するための方法論（テキストレイアウトの基本）
意味を読み取り・連想を誘発するきっかけを仕込む
（特質との関係性「らしさ」について考える）：レポート2出題
イメージの源泉ヘの視点（サバイバル・フォルム～植物のカタチ）
イメージの源泉ヘの視点（サバイバル・フォルム～動物のカタチ）
イメージの源泉ヘの視点（ファンクショナル・フォルム～人工物のカタチ）
まとめ：レポート提出

モチーフを科学的に見つめ、深い洞察を元に、気づきを得ることができる
具象物の視覚情報から「らしさ」を抽出し、連想を誘発するきっかけをつかむことができる
「絵」と「文字」を統合しながら配置し、伝達力のあるデザインを考えることができる

(1)
(2)
(3)

田中　真一郎
3 年生以上

形態情報論
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

イラストレーション論４

自分とイラストレーション、クリエーションとの関わりについて考えます。また、
特にイラストにかかわる全体の仕事の流れ（ワークフロー）や、イラストのまわり
の仕事のこと、そして、実務、フリーランスの生活についての講義をします。

ふだんから、各自自分が好きなだけではない、いろいろなイラストをはじめ、クリ
エーションに触れ、その目的や方法について考えておく。

授業態度　50％ 
レポート　50％

とくになし。必要に応じてプリント配付。

とくになし。

ガイダンス（MON)

ポートフォリオの目的と編集、広報について（MON)
商業イラストレーションの実務や周辺事情について(MON)
イラストまわりの専門用語、納品の方法について(MON)
フリーランスの生活について、ギャラや必要経費などについて(MON)
広報、文章、構成、SNSの利用、デザインの考え方について(MON)
まとめ／リサーチ1
まとめ／リサーチ２

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

仕事としてのイラスト実務について知る
自分とクリエーションの関わりを考える

(1)
(2)
(3)

MON
３年生以上

自分とクリエーションの関わりを考える
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

2～８はリレー授業として、いろいろな仕事
をしている人の話を聞きます（未定）。 
スケジュールにより、日程が前後することが
ありますが、初回にプリントを配付します。
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美術論１

明治、大正、昭和、平成とつながる時代の流れの中で、近代から現代に活躍した日
本画家を取り上げ、美術の流れや時代の流れを作家の作品を通して概観する。作品
を通じて思いや伝えたいこと、表現してある精神性や象徴性などを作家、作品を取
り上げながら考察してゆく。

興味ある画家は、事前に調査研究をしておくこと。

授業態度　60％ 
レポート　40％

必要に応じてプリントを随時配付します。

毎回取り上げる画家は違いますので、しっかり出席してください。

横山大観、菱田春草
竹内栖鳳、木島桜谷
菊池契月
速水御舟
村上華岳、小野竹喬、入江波光
土田麦僊、榊原紫峰、国画創作協会
小林古径、前田青邨、奥村土牛
川端龍子、小倉遊亀
秋野不矩、上村松篁
東山魁夷
山口華楊、徳岡神泉、福田平八郎
工藤甲人、堀文子
石本正、稗田一穂、加山又造
麻田辨自・鷹司・浩
まとめ　レポート提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

近・現代の作家を通して表現することの意味を知ることができる。
時代と社会が表現に深くかかわっていることを知ることができる。
日本画表現の特質を作品を通じて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

西久松　吉雄
2 年生以上

近代日本画作家研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術論２

人類の歩みに寄り添うように連綿と続いてきた絵画の歴史は、近代以降、大きな変
革を迎え、20 世紀には絵画という枠組み自体を破壊するかのような振る舞いを見
せる画家さえ現れるようになった。この授業では、20 世紀の芸術史を絵画を中心
に通覧することで、芸術／絵画という営みがどのように変化したのか、その変化に
よって今日、芸術／絵画に何が可能になっているのか、検証する。授業の前半では
20 世紀の絵画動向を大局的に説明し、後半では特定の作家を取り上げ、その画業
や作品を具体的に説明する。

講義で語られた内容をもとに、美術館やギャラリーなどに出向き、自分なりにまと
めた上で授業に臨むこと。

授業態度　３０％
レポート　７０％（提出物）

プリントを随時配付します。

特になし。

オリエンテーション：絵画とは何か
絵画と近代（1）：「芸術のための芸術」の成立
絵画と近代（2）：19 世紀の芸術動向
絵画とアヴァンギャルド（1）：絵画の「発展」
絵画とアヴァンギャルド（2）：制度的アヴァンギャルド
絵画のアヴァンギャルド（3）：モダニズム絵画
絵画という枠組みの拡大：1960 年代の絵画
絵画とポストモダン
20 世紀と画家：マルセル・デュシャン
20 世紀と画家：ロバート・モリス
20 世紀と画家：ジョン・ケージ
20 世紀と画家：ソル・ルウィット
20 世紀と画家：サイ・トゥオンブリー
20 世紀と画家：小林正人
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

西洋を中心とする絵画・現代美術の学習・研究のモデルを身につけている。
西洋を中心とする絵画の時代・作家・作品ごとの特徴を認識できる。
西洋を中心とする絵画の時代・作家・作品ごとの特徴を言語化できる。

(1)
(2)
(3)

安河内　宏法
美術領域２年生

絵画は２０世紀において、どのように変容したのか
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術論３

「美しいイメージや音を体験したい」と思うとき、家でパソコンを使えばその経験
が可能になるのが、僕たちが生きる時代の特徴であるとすれば、美術館やコンサー
トホールでの芸術体験は、もはや時代遅れになってしまったのでしょうか？この授
業では、近代以降の芸術をとりまく環境の変遷を、具体的には「絵画を見る」こと
や「音楽を聴く」ことに対する人々の考え方がどのように変化してきたのか、講義
します。そのうえで今日の芸術環境とその中での芸術のあり方の可能性を考えま
しょう。

講義で語られた内容をもとに、美術館やギャラリーなどに出向き、自分なりにまと
めた上で授業に臨むこと。

授業態度　３０％
レポート　７０％（提出物）

プリントを随時配付します。

特になし。

オリエンテーション：芸術の環境を考えることの意味とは？
近代の芸術環境（1）美術館というシステムの成立
近代の芸術環境（2）美術館というシステムの変容
近代の芸術環境（3）コンサートホールと音楽
複製技術時代の芸術環境（1）写真の誕生
複製技術時代の芸術環境（2）写真における視覚の変容
複製技術時代と芸術環境（3）写真を語ることとは？
複製技術時代と芸術環境（4）映画芸術の成立
複製技術時代と芸術環境（5）クラシック音楽の衰退と新しい音楽        
現代社会の芸術環境（1）ポップ・アートという分岐点
現代社会の芸術環境（2）「録音芸術」としての音楽
現代社会の芸術環境（3）ヴィデオアートの展開
現代社会の芸術環境（4）インターネットと生成力
現代社会の芸術環境（5）ポスト・インターネット時代の芸術
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

美術史及び視聴覚文化の学習・研究のモデルを身につけている。
近代以降の西洋と日本の芸術の時代ごとの特徴を認識することができる。
近代以降の西洋と日本の芸術環境の時代ごとの特徴を認識することができる。
今日の芸術環境とその中で成立する芸術の特徴を言語化することができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

安河内　宏法
美術領域 3年生

近代以降の視聴覚文化と、芸術
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術論 4　

「彫刻」をキーワードに現代アートを概観して、それを読み解く手掛りを探ります。
近代の西洋美術における「彫刻」の自立から、２０世紀初頭に「絵画」と「彫刻」
が歩み寄った経緯や、その後の拡張する芸術概念と「彫刻」の関係、また日本にお
ける近現代の「彫刻」の歴史など、現在に至る「彫刻」の軌跡を巡ります。
本講義の後半では、「彫刻」をテーマに各自が興味のある作品を発表し、ディスカッ
ションを交えながら現代アートについての考察を深めます。

授業開始までに、前回の講義を復習して、疑問点がある場合は質問の内容を用意し
ておくこと。授業終了後は、講義内容を A5 の用紙（授業の始めに配付する）に要
約してメモを記録すること。

授業態度　７５％（受講態度・取り組み姿勢 ６０％、ディスカッションにおける発言力・考察力１５％）
合評　　　１５％（プレゼンテーションにおける表現力、観察力）
レポート　１０％　（観察力、考察力）　

テキスト：適宜配付します。
参考図書：適宜紹介します。

特になし。

ガイダンス　「彫刻」とは何か？
近代の彫刻から現代の彫刻へ　
抽象彫刻の誕生　
彫刻とオブジェ
動く彫刻　
ミニマリズムと彫刻
コンセプチュアル・アートと彫刻
場と彫刻
彫刻概念の拡張
日本の近現代の彫刻
「彫刻」をテーマにプレゼンテーションとディスカッション１
「彫刻」をテーマにプレゼンテーションとディスカッション２
「彫刻」をテーマにプレゼンテーションとディスカッション３
「彫刻」をテーマにプレゼンテーションとディスカッション４
まとめ　レポート提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

近現代の彫刻の歴史を学ぶことができる。
現代アートについて考察を深めることができる。
美術作品を批評的に鑑賞することが出来るようになる。

(1)
(2)
(3)

宇野 君平
3 年生以上

現代アート概論　「彫刻」をキーワードに
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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メディアデザイン概論

私たちは様々なメディアを利用し、それなしでは生活できない。さらにメディアは、
私たちのものの見方そのものとなっている。では、そうしたメディアはいかに発生
し、変容しているのか。また、そうしたメディアと私たちの思考はどの様な関係に
あるのか。本授業では、メディアとそれによるデザインの変遷の理解を通じて、人々
のものの見方の変容を捉える。

事前にレジュメ、配付資料を熟読し、疑問点を明確にし、授業に臨むこと。

授業態度　50％
レポート　50％

特になし。適時資料を配付する。

上記授業計画は変更することもある。
複数の教員によるリレー授業方式。
2 年次のコース選択のアンケート有り。

オリエンテーション　　南琢也
メディアについて考える　泊博雅
印刷の誕生に至るまでと現在 １　　藤田隆
印刷の誕生に至るまでと現在 ２　　藤田隆
写真 １　　金澤徹
写真 ２　　金澤徹
映像 １　　櫻井宏哉
映像 ２　　櫻井宏哉
情報デザイン　1 　　 真下武久
情報デザイン　2 　　 真下武久
グラフィックデザイン　1　南琢也
グラフィックデザイン　2　南琢也
メディア考察　泊博雅
メディアデザイン領域　説明　　南琢也
まとめ　南琢也

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

メディアを取り巻く様々な用語を習得できる。
メディアの歴史が理解できるようになる。
メディアと人々の関係について理解できるようになる。

(1)
(2)
(3)

金澤 徹、櫻井 宏哉　泊 博雅、藤田 隆、南 琢也、真下武久
メディアデザイン領域１年生及び他領域 2年生以上

メディアの歴史
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン論 1

写真の歴史的変遷を概観する。写真はそのはじまりから現在に至るまで変わること
なく時代を映す＜窓＞として、また私達の表現の場としての＜鏡＞のようなものと
してあり続けています。授業では写真においてこの二つの比喩が時代とともに具体
的にどのように機能してきたのかという、イメージと意味の変遷の軌跡を読み解い
ていくことにします。

授業終了後に授業で扱った事項や写真イメージのより詳細な背景を追調査すること。
また、授業で言及した写真家らの他の作品やイメージ（授業で扱ったもの以外の）
などを写真集等で補っておくこと。

授業態度　50％ 
レポート　50％（授業内レポート（授業内容の理解度））

テキストは授業ごとにレジメ（プリント）を配付します。 参考図書　カラー版世界
写真史 美術出版社　 日本の写真家＜別巻＞日本写真史概説　岩波書店　 日本の写
真家 101・世界の写真家 101　新書館

毎回取り上げる作家や写真家は違いますので、しっかり出席してください。

イントロダクション： メデイアと表象
写真の誕生とそのメディア性 -1-（その形式；感材を中心として）
写真の誕生とそのメディア性 -2-（その内容；写真の社会化について）
モダニズムの視線 -1-
モダニズムの視線 -2-
記録と写真 - １-（ドキュメンタリーという形式）
記録と写真 - ２-（ドキュメンタリーとは何を意味するか）
鏡と窓 -1950 年代の写真の動向と諸問題
鏡と窓 -1960 年代の写真の動向と諸問題
鏡と窓 -1970 年代の写真の動向と諸問題
写真の道具性 -1-1980 年代の写真の動向（視覚性を中心として）
写真の道具性 -2-1990 年代の写真の動向（政治性を中心として）
写真とヴァナキュラー　2000 年代の写真の動向
写真とアーカイブ　現代写真と現在写真のはざまで
まとめ： メディアデザインとしての写真とは ( 透明と障害をめぐる問題 )

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

写真の歴史（写真史）の知識を体系的に学び、概括することができる。
写真史を通して、文化の表現と視覚性との関係を把握することができる。
写真史を通して、社会における技術との対応を検証することができる。

(1)
(2)
(3)

立花　常雄
2 年生以上

写真史
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン論２

グラフィックデザインの歴史を通して、メディアにおける情報デザインのあり方の
理解を深める。グラフィックデザインは印刷を含む多くのメディアを利用して、メッ
セージを伝達する、いわば思考と造形を合わせ持ったデザイン概念である。時代の
変遷と共にどのように情報がデザインされ、受け手に伝わっていったか、バウハウ
スを中心に作家やその時代背景を通して、デザインの表現、技術、要素、構造を学ぶ。

関心のあるグラフィックデザインデザインの作家たちに興味をもち、その作品のど
こが良いのかを考えておく。

授業態度　30％（調査分析、記述能力） 
レポート　70％（10／１５の出席厳守、出席を重視。）

授業テキスト：「グラフィック・デザインの歴史」創元社刊　知の再発見双書１２３
柏木博監修

上記テキストを必ず、各自購入のこと。 時間短縮の為、非常に忙しいと思うのでしっかりと計画を立てて作業を進める事。

オリエンテーション　印刷の文化と歴史　印刷術の発明　東洋と西欧
グラフィックデザインの誕生　進歩する印刷技術　リトグラフの発明
アーツ・アンド・クラフツ運動　ウィリアム・モリス
ポスターの黄金期　 アールヌヴォの作家たち　ロートレックとその周辺
ロシア革命とアバンギャルド　エル・リシツキー
タイポグラフィー　文字による構成と表現　ヤン・チヒヨルト
バウハウス -1  社会背景とグロピウスの理想　ワイマール時代
バウハウス -2　グラフィックデザインを生み出したバウハウスの作家たち　デッサウ時代
バウハウス -3 確立されたデザイン原理　カンディンスキー、モホリ・ナギ
ドイツ・モデル　写真とフォトモンタージュ　　ハートフィールド、マン・レイ
アール・デコの時代　カッサンドル
構成主義　スイス・バーゼル派　ミューラー・ブロックマン
アメリカのグラフィッックデザイン　広告の台頭
世界のグラフィッックデザイン　１００ポスター
日本のグラフィックデザイン　５０年代日宣美のはじまり、６０年代高度成長とグラフィックデザイン

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

グラフィックデザインの歴史を通じて、時代背景とその表現方法、技術を知ることができる。
作家や作品を通じて情報の視覚化の方法や考え方を知ることができる。
基本的なデザイン要素（造形、レイアウト、タイポグラフィー）を、作家を追って知ることができる。
デザイナーとしての基本的な知識、教養を身につけることができる。　

(1)
(2)
(3)
(4)

岩村　隆昭
2 年生以上

グラフィックデザインの歴史とメディアの変遷
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど 履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアデザイン論３

映画が誕生して120年あまり、映画は、社会の変化・技術的進歩や他の芸術・文化との
関係で、発展してきました。 映画についての基礎的な用語、主要な作家・作品について学
び、時代背景との関連や映像表現上の特長が理解できるようになることを目的とします。

授業前・授業後にテキストを読むようにして下さい。
授業で取り上げた映画を観るようにして下さい。

授業態度　50％
レポート　50％　（ミニッツレポート 20％、レポート課題 30％）

テキスト：『ハリウッド100年史講義』（平凡社新書）北野圭介（著）
参考書：『映画史を学ぶクリティカル・ワーズ 』（フィルムアート社）村山 匡一郎 (編)
毎回授業資料を配付します。

オリエンテーション、初期映画について（エジソンとリュミエール）
無声映画1（映画の父、グリフィス：1910年代）
無声映画2（チャップリンとキートン：1920年代）
無声映画3（表現主義、印象主義、モンタージュ派：1920年代）
トーキー映画の誕生（1930年代）
倫理規定とスクリューボール・コメディ（1930年代）
ウェルズとヒッチコック（1940年代）
戦争とフィルム・ノワール（1940年代）
スタジオ・システムの衰退（1950年代）
ネオレアリズモ（194～50年代）とヌーヴェル・ヴァーグ（1960年代）
日本映画（1950年代）
アメリカン・ニューシネマ（1960～70年代）
スピルバーグ以降（1970年代～）
ポストモダンの映画（1980年代～）
まとめ①

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

［知識］：専門用語（事項、作家、作品）を使って、映画の特長を説明できる。
［態度］：YouTubeやDVDを活用し古典的な映画をよく観るようになる。
［技能］：ネットや書籍で、映画について調べられるようになる。

(1)
(2)
(3)

泊　博雅
2 年生以上

映画史概説（1890 年代から 1980 年代まで）
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

受講対象・履修要件
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メディアデザイン論４

アニメーションの歴史を通して、その多様性（日本と海外、手法の違いなど）と、
手作りのアナログな表現から、コンピュータなどを使用したデジタルな表現への移
行を考察していきます。

授業前に前回分のレジュメに目を通しておいてください。

授業態度　70％ 
レポート　30％  ※5回欠席した人は不合格とします。

『アニメーション学入門』（平凡社新書）　津堅 信之（著）

毎回の授業でレポートを求めます。必ず提出してください。

オリエンテーション、初期のアニメーション
アメリカ１：ディズニー以前
アメリカ２：ディズニー
アメリカ３：ディズニーと対抗者
アメリカ４：UPA の登場、特撮
世界のアニメーション史１：カナダ
世界のアニメーション史２：ロシア
世界のアニメーション史３：チェコ
世界のアニメーション史４：イギリス、フランス、オランダ
日本のアニメーション１：戦前～戦中～戦後
日本のアニメーション２：テレビアニメーションの発展
日本のアニメーション３：自主制作アニメとアニメブーム
日本のアニメーション４：現代日本を代表するアニメ監督
CG アニメーション史
次世代の若手作家

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

海外と日本のアニメーションの歴史を理解できる。
多種多様なアニメーション表現技法について理解できる。

(1)
(2)

森田　健
2 年生以上

アニメーションの変遷、日本と海外の違いを学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン概論

空間デザイン領域を構成する「衣」・「モノ」・「住」の視点から、それぞれ歴史、様式、
広がり、作家、思想、未来について講義を行う。「衣」：コスチュームデザインでは、
ファッション、テキスタイル、空間表現を中心に、「モノ」：プロダクトデザインでは、
モダンデザイン、インテリア、家具、公共でデザイン、先端技術など中心に、「住」：
住環境デザインでは、住宅、商業建築、インテリア空間、ディスプレイなどを中心
に事例をあげて考察する。また、それぞれ視点最初の講義では、各分野における地
域とつながった学びの事例を紹介する。

次回授業までに、授業内で配付する資料や紹介する参考文献で各自学習すること。

授業態度　40％
レポート　60％

参考資料は都度配付。参考文献は授業内で紹介する。

プロダクトデザイン :　プロダクトデザインとは／地域とつながる
プロダクトデザイン :　歴史・様式・思想
プロダクトデザイン :　家具・インテリア
プロダクトデザイン :　公共デザイン
プロダクトデザイン :　先端技術とこれから
住環境デザイン：　住環境デザインとは／地域とつながる
住環境デザイン：　歴史・様式・思想
住環境デザイン：　住宅・建築家
住環境デザイン：　商業建築・ディスプレイ
住環境デザイン：　建築空間とこれから
コスチュームデザイン :　コスチュームデザインとは／地域とつながる
コスチュームデザイン :　テキスタイル（1）　素材・織り・染め
コスチュームデザイン :　テキスタイル（2）　テキスタイルアートの世界
コスチュームデザイン :　ファッション（1）　歴史・様式・思想
コスチュームデザイン :　ファッション（2）　ブランド・広がり

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

プロダクトデザイン分野における歴史、思想、広がりを学ぶことができる。
コスチュームデザイン分野における歴史、思想、広がりを学ぶことができる。
住環境デザイン分野における歴史、思想、広がりを学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

石川 泰史・三宅 正浩・田中 秀彦
空間デザイン領域 1年生及び他領域 2年生以上

空間デザイン入門
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン論１

マーケティング戦略は時代の価値感覚によって変化する。現在マーケティングの最
も重要なテーマは「ブランディング（ブランド戦略）」で、ブランディングはブラ
ンドの世界観を「見える化」することによって、ブランドの価値観を認知させブラ
ンド信仰者を増やすことである。この授業ではファッションマーケテイングを例に、
マーケティングについての理解を深め自己のブランドを創り上げる（ブランディン
グ）能力を養います。

自分の好きなブランドを常にリサーチし、情報資料を収集しておくこと。

授業態度　30％ 
課題作品　70％（ブランド企画書）

テキスト・プリント配付

マーチャンダイジングの流れを学びながら「ブランド企画書」を制作していきます
ので欠席しないように。

マーケティングの定義
マーケティングの基本 ①
　　　〃　　　　　　 ②
ファッションマーケティングの概要①
　　　〃　　　　　　　　　　   ②
ブランディングについて
ターゲット
マーチャンダイジング
企画書制作（ターゲットイメージ・ファッションイメージ）
ショップ企画
企画書制作（ショップイメージ・レイアウト）
販売促進
企画書制作（販促ツールデザイン）
企画書制作完了
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

マーケティングの基礎知識を学ぶ
ファッションマーケティングの企画力を育成する
マーケッターとしての感性を高める

(1)
(2)
(3)

水谷　米博
２年生以上

マーケティング論
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

空間デザイン論２Ａ

ファッションはどんな変化を遂げてきたのだろうか、時代の文化やムーブメントか
ら発生したファッション・オートクチュールやプレタプルテで活躍したデザイナー
を文献、映像資料等で考察することによって時代性や個人の考え・行動がどのよう
にファッションの世界を築いてきたのかを学び、次世代のファッションデザインを
推察する。

自分の好きなブランド・デザイナーについての情報を収集していくこと。

授業態度　30％ 
課題作品　70％（ブランド企画書）

プリント配付・参考図書は授業内で随時紹介。

マーチャンダイジングの流れを学びながら「ブランド企画書」を制作していきます
ので欠席しないように。

イメージとデザイン
身体と衣服
ファッションデザインの手法
ファッションデザインの流れ
ファッションデザインの流れ
ウオルトン・ポワーレシャネル（工芸品から芸術品へ）
シャネル（オートクチュールからプレタポルテへ）
シャネル研究①（ＤＶＤ）
シャネル研究②（ＤＶＤ）
ファッションデザインとアーティスト
ディオール（プレタポルテの確立）
サンローラン・カルダン（既製服ビジネスの確立）
マークジェイコブスとルイビトン①ＤＶＤ
マークジェイコブスとルイビトン②ＤＶＤ
まとめ（日本のファッション業界の現状と今後）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

様々な時代やデザイナーファッションデザインのケーススタディを学ぶ。
個々のデザインの考えをより深め制作に生かしていく。
今後の日本のファッションの流れを予測する。

(1)
(2)
(3)

水谷　米博
２年生以上

ファッションデザイン論
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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空間デザイン論２Ｃ

この科目では最新の動向を踏まえて、具体的なユーザインタフェースデザインの実
例を参考にし、ユーザインタフェースをデザインする上で必要な概念、考え方、デ
ザインプロセス、手法などの習得をめざす。

授業内で紹介されたデザイン概念や専門用語は、必要に応じてネット等で調べ復習
しておくこと。

授業態度　50％
レポート　50％（授業時間内ショートレポート）

受講テキスト（購入必須図書）：不要 
参考書：（授業内で紹介）GUI デザインガイドブック 海文堂　誰のためのデザイン 新曜社
エモーショナルデザイン　新曜社

特になし。 二級建築士・木造建築士受験指定科目

ユーザインタフェース（UI）　の基礎的な概念
UI の主要な概念のデザイン具体例による考察
UI の歴史的な変遷
UI の基本概念、原則、認知科学や人間工学等の周辺学問領域との関係
グラフィカル・ユーザインタフェース（GUI）の基本構成要素
GUI デザインにおける構造化の考え方と手法
GUI デザインにおける可視化の考え方と手法
GUI デザインにおけるインタラクション表現
UI デザインのプロセス 1；コンセプトとアイデア
UI デザインのプロセス 2；スケッチとコンテ
UI デザインのプロセス 3；プロトタイピングと評価
ユーザインタフェースの最新動向、今後の方向性
ユーザインタフェースの最新動向、今後の方向性 2
まとめ①
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ユーザインタフェースをデザインする上で必要な概念を説明できる。
ユーザインタフェースデザインの最新の動向を学ぶことができる。
ユーザインタフェースをデザインする上で必要なプロセス・手法が習得できる。

(1)
(2)
(3)

益岡　了
２年生以上

ユーザインタフェース論
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど 履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

現代デザイン論Ａ

1923 年以降のバウハウス、1925 年のアール・デコ博覧会、および 1920 年から
50 年代にかけてのアメリカのデザインの展開を取り上げ、デザインにおける近代
と現代の連続性ならびに不連続性について考えます。

デザイン史概説 B を復習しておいてください。デザイン史概説 B を履修していな
い学生は、デザイン史に関する標準的な教科書を読んでおいてください。

授業態度　20％ 
レポート　80％

近代・ポスト近代・プレ現代・現代・ポスト現代
初期のバウハウスの造形
1923 年の方針転換
モホリ - ナギと構成主義
デッサウのバウハウス　1 回目
デッサウのバウハウス　２回目
アール・デコ博の概要
アール・デコ博の前史
アール・デコ博の建築
アール・デコ博の家具
バウハウスとアール・デコ
アメリカという文化
アメリカン・デザイナー　1 回目
アメリカン・デザイナー　２回目
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

歴史を区分する概念の相対性について知ることができる。
近代デザインと現代デザインの目指す方向性の違いについて知ることができる。
バウハウスにおけるモダンデザインの展開について知ることができる。
アール・デコ博覧会の全容について知ることができる。
アメリカのインダストリアル・デザインの概念について知ることができる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

島先　京一
2 年生以上

デザインにおける近代と現代
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

現代デザイン論Ｂ

現代のデザインについて、複数の観点からその多様性について考えていきます。予
定しているテーマは、「芸術とデザイン」、「経済とデザイン」、「流行とデザイン」、「デ
ジタル文化とデザイン」、「障害者福祉とデザイン」の 5 つです。

新聞や新書等に普段から慣れ親しみ、社会を批判的に観察する視点を身につけてく
ださい。

授業態度　20％ 
レポート　80％

授業の進行に応じて紹介します。　

芸術とデザイン　定義の相対性
宗教美術とデザイン　1 回目
宗教美術とデザイン　２回目
現代美術とデザイン
昭和 20 年代の日本社会とデザイン　
昭和 30 年代の日本社会とデザイン
昭和 40 年代の日本社会とデザイン
流行とデザイン　服飾の機能と意味
流行とデザイン　トリクル・ダウンの理論
デジタル文化の生活への浸透
デジタル文化とブラック・ボックス
デジタル文化と身体の意味の変容
障害者とは誰か
障害者との真の共生のために
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

芸術とデザインの関係について知ることができる。
昭和の家電製品の展開と世相の関係について知ることができる。
流行とトリクル・ダウンの理論について知ることができる。
デジタル文化のもたらした身体の意味の変容について知ることができる。
障害者福祉について、新しい視座を得ることができる。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

島先　京一
2 年生以上

現代のデザインについて複眼的に考える。
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
デザイン史概説Aおよびデザイン史概説Bを 履修済みであることが望ましい。

空間デザイン論２Ｄ

世界および日本で活躍する建築家を取り上げ、その思想、空間や形態、素材や肌理、色
彩、機能や構造などの特色を講義し、これからの建築家と建築のあり方を考えるととも
に、文化や社会現象にまでおよぶ考察を行う。

講義用プリントを熟読して下さい

授業態度　30％ 
レポート　70％

講義の進行に応じて必要な参考図書を紹介する。

三大巨匠について
村野藤吾（日本）
丹下健三（日本）
菊竹清訓（日本）
磯崎新（日本）
安藤忠雄（日本）
伊東豊雄（日本）
SANAA（日本）
隈研吾（日本）
坂茂（日本）
レム・コールハース（オランダ）
ヘルツォーク&ド・ムーロン（スイス）
ジャン・ヌーヴェル（フランス）
MVRDV（オランダ）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

モダニズムから現代の建築家たちのあゆみを社会のありようから理解できる
設計理念の共有や影響、対立など作家間の相関を確認できる

(1)
(2)

三宅　正浩
２年生以上

現代建築家論
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

受講対象・履修要件
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絵画材料学

絵画作品を描く、つくるときにそれらを構成する材料の選択は、作品の仕上がりや
保存に大きく関わります。古典的なものから現代に使われているものまで、さまざ
まな材料を紹介すると共に、その実践的な使用方法を見せていきます。また、実際
に材料に触れることで、自己の作品作りのイメージを広げることに繋がります。

・関心のある作品の絵画材料について調べておくこと ・参考図書を調べておくこと

授業態度　　50％ 授業内試験　50％ ※授業に参加する態度を重視し、３分の２
以上の出席をもって成績評価の対象とする。また授業内試験不参加の場合、判定不
可能とする。

材料費：授業時の体験学習で使用する材料費として1,000円を授業内に徴収します。 
参考図書：『絵画の教科書』日本文教出版株式会社

授業時に、各自が主体性をもって積極的に体験学習に取り組むこと。

ガイダンス　授業の概要と進行計画や評価方法についての説明
絵画の仕組み　絵具と支持体の関係
顔料　無機顔料・有機顔料　体質顔料
フレスコ
水彩絵具　透明水彩絵具・不透明水彩絵具
日本画絵具①　岩絵具
日本画絵具②　墨
エマルション絵具①　テンペラ
エマルション絵具②　アクリル絵具
油絵具①
油絵具②
パステル・クレヨン
インク・マーカー、絵画材料の問題
まとめ①
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

絵画材料の基本的な構造を学び、その使用方法を知ることができる。
古典的なものから現代のものまで、絵画材料を幅広く知ることができる。
(1) ⑵を踏まえ、自分の作品表現に近づけて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

松本　和子
2 年生以上

絵画材料を体験する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

メディアアート概論

芸術とテクノロジーを積極的に結びつけ、新しい表現を模索するメディアアートの
様々な事例を紹介します。主に 20 世紀から現在までの代表的なアーティストを軸
に様々なテーマで講義します。一般的な芸術のイメージとは異なる時代時代の様々
な試みを知る事で、芸術そのものの視野を広げる事を目的とします。

メディアアートをより理解するために、現在のメディアアートなどを準備学習とし
てリサーチしてください。

レポート　100％

『メディアアートの教科書』白井雅人／他　フィルムアート社 他、 授業内で紹介します。

無断欠席及び無断遅刻 2 回以上、レポート未提出は原則単位取得不可。

岩井俊雄　遊びとメディアアート
ナム＝ジュン・パイク　ビデオをアートに
E.A.T　アートとテクノロジーの実験
インゴ・ギュンター　メディアと社会問題
ビル・ヴィオラ　宗教的精神と映像
ゲイリー・ヒル　言語・身体へのアプローチ
ダムタイプ　パフォーマンスとメディアインスタレーション
ジェフリー・ショウ　ヴァーチャル・リアリティ
クリスタソムラー＆ロランミニョノー　アーティフィシャル・ライフ
ポールサーマン　テレマティクス／テレプレゼンス
ジム・キャンベル　デジタルポートレイトの地平
ケイシーリース　データビジュアライゼーション
ジャン・ルイ＝ボワシエ　インタラクティブ・シネマ
カールステン・ニコライ　サウンドアート
最新のメディアアートの動向

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

芸術の視野を広げることができる。
テクノロジーと芸術の可能性を知る事ができる。

(1)
(2)

真下　武久
2 年生以上

20 世紀から現在までのメディアアート
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

現代美術論A　

1960 年代以降、ドイツ、フランス、中国、ブラジル、イギリスに登場した現代作
家の作品やその背景にある社会情勢について紹介します。基本的に一コマ一作家を
紹介することによって、各作家の表現の要（かなめ）を浮き彫りにします。また、
ドクメンタやヴェネツィア・ビエンナーレなど代表的な現代美術展の歴史や最新の
動向についても触れます。さらには、ゲスト・スピーカーを二人お招きして、現代
作家を紹介する仕事を担う現場のお話を伺います。そうしたことを通して、今、「美
術表現」に求められているものを明らかにしてゆきます。

展覧会を数多く見ること。日頃から、政治や社会の情勢に敏感であることを求めます。

レポート 100%　中間レポートと期末レポートにより評価します。レポートの課
題は、授業中にお知らせします。それぞれのレポートを授業中に発表してもらい、
それに対する質疑応答の内容もレポート点の中に含まれます。

授業中に指示します。

都合により授業内容を変更する場合があります。

オリエンテーション
ヨーゼフ・ボイス-―パフォーマンスという手法-―
ゲルハルト・リヒター　-―描き続ける理由-―
ソフィ・カル――オート・フィクションという手法――
艾未未 （アイ・ウェイウェイ）　　-―表現と規制-―
現代美術と発表の場について①　-―カッセルの場合-―
中間討論
美術館と現代美術（ゲスト・スピーカー①）　
現代美術と発表の場について②　-―ヴェネツィアの場合-―
アーティスト・イン・レジデンスについて　（ゲスト・スピーカー②）
ボディ・ノスタルジア-―身体というメディア-―
バンクシー　-―制度の解体と新しい提案-―
期末討論①
期末討論②
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

60 年代から現在に至る海外美術の動向が大づかみでわかるようになる。
発表する場や環境について、意識するようになる。
自らが作品を発表する意義について、自覚的になる。

(1)
(2)
(3)

越前　俊也
2 年生以上

1960 年代以降の海外の現代美術
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

日本美術史Ａ

授業の到達目標及びテーマ：日本美術史の基本と、美術品の見方を、仏像を通して学ぶ。
授業の概要：時代や国、民族の違いを超えてその美を伝える普遍的美について、それを秘
める可能性のある美術品の例の一つとして、我が国に伝わる仏像を通して考えてみる。仏
像は、古代から近世に至る間ずっと、日本美術の中心として造られ続け、かつ、その作例が
今なお豊富に現存しているという、美術史を研究するには世界的にまたとない題材であ
り、各時代の最先端の科学技術でもある。大津に現存する仏像を通して、作品の様式、技
法、保存について学ぶ。

授業までに、授業計画で確認し内容を調べた上で授業に臨むこと。

レポート　100％
※２日以上出席が必要

プリント配付。参考書・参考資料等 『日本美術全集』小学館　『日本美術全集』学研

特になし。

日本美術史における仏像の位置
仏像の姿 （如来・菩薩）
仏像の姿 （明王・天）
仏像の素材 「塑」（塑像、摶仏・乾漆・鋳造）
仏像の素材 「彫」（石仏・木彫）
仏像の様式
実際に仏像を見る（現地学習・於歴史博物館）
実際に仏像を見る（現地学習・於歴史博物館）
密 教 美 術 （ 曼 荼 羅 ）
密 教 美 術 （ 不動明王）
浄土教美術 （ 来 迎 図 ）
浄土教美術 （ 六 道 絵 ）
大津の仏像（延暦寺・三井寺・石山寺・西教寺）
まとめ①レポート（記述式　自筆、ワープロ不可）
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

彫刻（仏像）の流れを知ることができる。
彫刻（仏像）の種類や見方を知ることができる。
（仏像）の構造や技法、保存について知ることができる。

(1)
(2)
(3)

寺島　典人
2 年生以上

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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西洋美術史Ａ

様式分析と図像の解釈に重点をおきつつ、ルネサンスからロココにいたる西洋美術
の歴史を時代と地域ごとに概観します。授業計画の内容は、教科書『新西洋美術史』
に沿っています。

毎回、展覧会を紹介するので、できるかぎり鑑賞しましょう。
また、美術全集などの画集をできるかぎり見るようにしましょう。

レポート　100％　（授業の最後に書くブリーフレポートで 50％、２本の課題レ
ポート 50％） ※授業に参加する態度を重視し、2/3 以上の出席をもって成績評価
の対象とします。

千足伸行監修『新西洋美術史』（西村書店，2800 円＋税）購買部扱い。「西洋美術
史概説Ａ」「同Ｂ」「西洋美術史Ａ」「同Ｂ」の４科目で共通の教科書です。また、
授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読みましょう。欠席した授業
の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておいてください。

とくにありません。

Ⅱ -6 イタリア・ゴシック美術（p.126 ～）
Ⅲ -1 15 世紀イタリア美術 (1) （p.134 ～）
Ⅲ -1 15 世紀イタリア美術 (2) （p.142 ～）
Ⅲ -2 16 世紀イタリア美術 (1) （p.155 ～）
Ⅲ -2 16 世紀イタリア美術 (2) （p.166 ～）
Ⅲ -3 15、16 世紀北方美術 (1) （p.182 ～）
Ⅲ -3 15、16 世紀北方美術 (2) （p.188 ～）
Ⅳ -1 バロック美術の時代　Ⅳ -2 17、18 世紀イタリア美術 （p.198 ～）
Ⅳ -3 スペイン黄金時代の絵画 （p.207 ～）
Ⅳ -4 フランス古典主義とバロック （p.224 ～）
Ⅳ -5 フランドル絵画 （p.231 ～）
Ⅳ -6 17 世紀のオランダ絵画 （p.242 ～）
Ⅳ -7 18 世紀フランスとロココ美術 （p.251 ～）
Ⅳ -8 18 世紀のイタリアとイギリスの美術 （p.256 ～）
Ⅳ -9 17、18世紀の建築と彫刻 Ⅳ -10 ゴヤ──ロココから近代へ （p.267～）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ルネサンスからロココまでの代表的な作品を理解する。
ルネサンスからロココまでの様式変遷を理解する。

(1)
(2)

千速　敏男
2 年生以上

ルネサンスからロココまで
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

西洋美術史Ｂ

様式分析と図像の解釈に重点をおきつつ、19 世紀から 20 世紀にいたる西洋美術
の歴史を時代と地域ごとに概観します。授業計画の内容は、教科書『新西洋美術史』
に沿っています。

毎回、展覧会を紹介するので、できるかぎり鑑賞しましょう。
また、美術全集などの画集をできるかぎり見るようにしましょう。

レポート　100％　（授業の最後に書くブリーフレポートで 50％、２本の課題レ
ポート 50％） ※授業に参加する態度を重視し、2/3 以上の出席をもって成績評価
の対象とします。

千足伸行監修『新西洋美術史』（西村書店，2800 円＋税）購買部扱い。「西洋美術
史概説Ａ」「同Ｂ」「西洋美術史Ａ」「同Ｂ」の４科目で共通の教科書です。また、
授業のなかで参考書などを紹介しますので、積極的に読みましょう。欠席した授業
の配付資料は、共通教育センター研究室で受け取っておいてください。

教科書『新西洋美術史』の「V-10 装飾美術とアール・ヌーヴォー」は「デザイン
史概説」で、「V-12 19 世紀の建築」は「西洋建築史」で、それぞれ学んでください。

Ⅴ -1 18世紀末から19世紀へ Ⅴ - 2 新古典主義 Ⅴ -3 ロマン主義 （1） （p.274～　）
Ⅴ -3 ロマン主義 (2) V-4 近代風景画の発展 (1) （p.284～　）
Ⅴ-4 近代風景画の発展（2）Ⅴ-5 フランスとドイツの写実主義と自然主義 （p.293～　）
Ⅴ -6 フランス印象派 （p.302～　）
Ⅴ -7 印象派以後 （p.318～　）
Ⅴ -8 印象主義・後期印象主義の伝播 （p.324～　）
Ⅴ -9 象徴主義と世紀末美術 （p.341～　）
Ⅴ -11 19世紀の彫刻 （p.359～　）
Ⅵ -1 マティスとフォーヴィスム Ⅵ -2 ピカソ、ブラックとキュビスム （p.370～　）
Ⅵ -3 ドイツ表現主義 （p.389～　）
Ⅵ -4 未来主義 Ⅵ -5 モンドリアンと抽象美術 Ⅵ -6 構成主義 （p.395～　）
Ⅵ -7 ダダイスム Ⅵ -8 デ・キリコと形而上絵画 Ⅵ -9 シュルレアリスム （p.406～　）
Ⅵ -10 エコール・ド・パリ Ⅵ -11 1920 年代の美術 （p.427 ～　）
Ⅵ -12 第二次大戦までのアメリカ美術 Ⅵ -13 戦後のアメリカとヨーロッパ美術 （p.435 ～　）
Ⅵ -14 20 世紀の彫刻 （p.443 ～　）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

近代美術の代表的な作品を理解する。
近代美術の様式変遷を理解する。

(1)
(2)

千速　敏男
2 年生以上

近代美術
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

日本建築史　

日本の各地で創られてきた歴史的建築の空間と造形を通覧し、併せて関わりの深い
アジアの国々の建築についても解説する。授業のなかで様々な見地から特徴的な歴
史的建築物をとりあげ、その歴史的、文化的背景や美意識、思考について解説し、考
察することで興味と理解を深める。また現地で建築空間を体験する際の見方を養う。

歴史的建築物（神社、寺院、他）、庭園などの見学を奨励します。

授業態度　60％
レポート　40％

テキスト資料は毎回授業時に配付。参考図書：『図説　日本建築の歴史ー寺院・神
社と住宅』（河出書房新社）、『日本建築史図集』（彰国社）、『日本建築史』（昭和堂）。
その他、随時紹介。

２級・木造建築士試験指定科目。

神社 - 日本古来の建築造形
寺院 - 東アジアからの影響
社寺 - 建築造形の日本的展開
住居 - 日本人の住まい方、環境との対話
都城 - 風水都市の日本的発展
庭園 - 日本人の自然観・世界観
茶室 - 日本固有の極小宇宙
桂離宮 - 日本的美意識の結晶
桂離宮 - 空間と造形の多様性
中国の建築 - 統一と展開
インドの建築 - 多様と豊穣
京町家について - 都の住まい
民家について - 農山村の住まい
歴史的建築と現在
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本で創られてきた歴史的建築の空間と造形について幅広く知識を得る。
日本の歴史的建築の時代的、文化的背景について理解を深める。
中国、インド等の歴史的建築との比較から、日本の建築物の特徴を知る。

(1)
(2)
(3)

内田 康博
全学年対象

日本の歴史的建築の空間と造形
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

図法演習

平面および立体図法の入門。図法をコミュニケーション言語の一つとして捉え、作図法に
おける視点の意味と作図手順を講義する。そもそも図法とは、投影を基本として３次元の
立体を２次元平面に図示する方法のことで、画家アルブレヒト・デューラーが１６世紀に
著した「測定法教則」を起源とする。作図においては１本の線の幅ですら図示する上での
共通のルールがあり、無視すると内容が相手に正しく伝わらない。講義では、作図以前の
鉛筆の削り方、定規・コンパスの使い方を徹底指導し、手書きであってもコンピューター
グラフィックスに負けない作図テクニックをの習得を目指す。

講義時間内で課題制作は行いませんので、授業内で配付したプリントを復習の上、講義
時間以外で課題を制作し授業に臨むようにしてください。

課題作品　100％　
（講義内課題１～６の採点による。各課題のテーマ理解度、および作図の精度。）

各回毎にプリントを配付。　参考図書：工学基礎　図学と製図[新訂版]　磯田浩／鈴木
賢次郎　共著　サイエンス社　ISBN4-7819-0943-4　¥1,480
材料費：課題毎に四つ切りケント紙が必要

受講には、ノート、筆記具、コンパス、三角定規を必ず携行してください。課題の作図には
コンパス（中車式）、三角定規（20～30cm)、直線定規（50～60cm）を推奨しています。
第１回目の講義で詳細を説明しますので、受講後に購入してください。また、購入は任意
ですが、雲形定規が必要な課題もあります。講義時間（教室）内で提出用の課題の作図は
行ないませんので、四つ切りケント紙を教室に持込む必要はありません。

図法基礎～１
図法基礎～２／課題①
曲線と軌跡
平面幾何～幾何学的解析の手法／課題②
正投影の基礎～１
正投影の基礎～２／課題③
副投影の基礎と応用
２次副投影～幾何学的解析の応用／課題④
切断と断面～１
切断と断面～２／課題⑤
透視投影法の原理と作図の基礎
直接法による透視投影
消点法による透視投影～１
消点法による透視投影～２／課題⑥
展開の基礎（二次元から３次元へ）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

コンパス、三角定規の正確な使い方の習得
正投影法の理解と描写能力の習得
透視図法の理解と描写能力の習得

(1)
(2)
(3)

吹田　哲二郎
２年生以上

正投影の基礎と応用
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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彫刻演習

現在に至るまでの主な彫刻の歴史の流れをなぞり、幾つかのテーマをピックアップし、
考察する。その後、実制作を通し、表現手段としての彫刻を学ぶ。

自ら興味のある立体作品を調べる。

授業態度　30％ 
課題作品　60％ 
レポート　10％

材料費は各自実費。

素材加工に必要な道具（カッター・ペーパー etc）、作業服を用意すること。定員
15 名。

ガイダンス
彫刻の概論、歴史について
「コンストラクション」「レディメイド」「コンセプチャル」「場」について
　　　〃
図書館にて資料を探し考察する
自分の「手」をデッサンする
石膏のブロックを削り「手」を作る　
　　　　〃　　　　　　　　　①３方向からデッサン
　　　　〃　　　　　　　　　②石膏ブロックに下書きをする
　　　　〃　　　　　　　　　③粗取り
　　　　〃　　　　　　　　　④粗削り
　　　　〃　　　　　　　　　⑤形をつめていく
　　　　〃　　　　　　　　　⑥ヤスリなどで仕上げる　　
　　　　〃　　　　　　　　　　
合評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

彫刻の概要の把握。
平面と立体作品の概念のちがい。
実制作を通しての技術。

(1)
(2)
(3)

森　泰之
2 年生以上

彫刻の基礎概念を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

工芸演習

陶器の成形から焼成までの流れを理解して、小中高生へ陶芸を指導するための基本
的な技術を身につける。また、陶芸の技術を活用した作品制作が展開できるよう研
究する。

身の周りにある「やきもの」を改めてじっくり観察してください。

授業態度　90％（受講態度 10％、取り組み状況 80％） 
課題作品　10％

材料費別途必（１５００円）。カッターナイフを各自準備してください。

教職課程履修者を優先します。粘土を扱いますので作業の出来る服装であること。

ガイダンス
陶芸の歴史（日本を中心として）
陶器の制作技法①（道具の制作）
陶器の制作技法②（たたら造りによる陶箱の制作）
陶器の制作技法③（手ひねりによるカップの制作）
釉薬について
陶器の制作技法④（釉薬材料の調達）
陶器の制作技法⑤（釉薬の調合）
陶器の制作技法⑥（釉掛け）
陶器の制作技法⑦（電気窯の窯詰め）
窯の歴史
窯の形状と特徴
陶器の制作技法⑧（電気窯の窯出し）
陶器の制作技法⑨（仕上げ）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

小中高生に陶芸を指導するための基本的な手法を理解できる。
陶芸の技法を用いて作品を制作するための行程を理解できる。

(1)
(2)

谷　穹
2 年生・3年生対象

陶芸の基本的な行程
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

色彩演習　

PCCS カラーシステムに基づいて作成されたプランニングカラー（色紙）を使って、
「色の構造」から「配色における調和」まで色彩の基礎知識をもとに、12 演習課
題のワークシートをとおして色彩の学習をする。課題ごとの配色実習を繰り返すこ
とで色による表現やコミュニケーションの基礎を確かなものにします。

演習主体ですから授業内で完成しなかった課題はできる限り完成させて次回の授業
に臨むこと。

授業態度 40％（受講態度 25％、取り組み状況 15％）
課題作品 60%（ワークシート評価及びワークシート提出率）

テキスト：授業時配付資料
材料：初回授業時に購入手続きをしますので事前に購入しないこと。カラーシート
（実習材料費として1000 円納付）、ケント紙 B4（一括購入13枚計260 円）  文房具：カッター
ナイフ、はさみ、カッティングマット、定規、のりなど   A4 ファイル（配付資料まとめ用）
「新美術 表現と鑑賞」賞」開隆堂（購入済）　授業時配付資料

演習内容には色彩検定用理論の一部が含まれていません。

演習ガイダンス・色を考える
色の構造 1・色相環
色の構造 2・等色相面
色の構造 3・トーンの明度比較
色の構造 4・トーンと色相
色と心理 1・色の対比
色と心理 2・色の同化
配色技法 1・ベースカラーとアソートカラー
配色技法 2・トーンイントーン
色彩の調和
色のイメージ
イメージ構成 1・言葉による 2 色構成
イメージ構成 2・言葉による構成（サブテーマを決めて）
イメージ構成 3・自由構成（表紙を兼ねる）
まとめ（ワークシートの整理と綴じ）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

色彩の構造を理解し総合的、立体的な認識ができる。
プランニングカラーによる配色が計画的に迅速にできる。
ワークシートを滞りなく完成させ配色理論による配色が概ねできる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭
２年生以上

ワークシートと色紙で色彩の構造と応用を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

人体表現演習

実際にモデルを使った観察によって美術解剖学を学び、人体を描いたり作ったりす
る上で実践的なスキルを身に付けます。日本で唯一の美術解剖学モデル Hiro 氏に
よる特別講義は必見。イラストレーション実習 2 から、さらに踏み込んだ内容の
授業を行います。通常、20 時までですが、美術解剖学特別講義は 2 コマ、21 時
30 分まで行います。

毎回描いたクロッキーやデッサンをじっくり 1 枚ずつ見直す習慣をつけてくださ
い。

授業態度　60％（モデルを描くため出席態度を重視します 30%、授業内評価 30%） 
課題作品　40％

目でみる筋力トレーニングの解剖学（必須）、骨単（推奨）、肉単（推奨）、触って分かる美術解
剖学（推奨）、人物デッサンのすべて（推奨）の他にプリントを配付することがあります。クロッ
キーブックは指定のものを使用（B3サイズ、木炭紙大サイズ）。

履修に半期 2000 円が必要です。Hiro 氏のスケジュールにより授業計画が前後す
ることがあります。

女性ヌードクロッキー　3 ポーズ
男性ヌードクロッキー　3 ポーズ
女性ヌードクロッキー　3 ポーズ
Hiro 氏による美術解剖学特別講義『体幹』、男女ダブルポーズ　2 コマ
　　　　〃
男性ヌードクロッキー　3 ポーズ
Hiro 氏による美術解剖学特別講義『上肢』、男女ダブルポーズ　2 コマ
　　　　〃
女性ヌードクロッキー　3 ポーズ
男性ヌードクロッキー　3 ポーズ
Hiro 氏による美術解剖学特別講義『下肢』、男女ダブルポーズ　2 コマ
　　　　〃
男性ヌードデッサン　6 ポーズ　2 コマ
　　　　〃
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

基礎的な美術解剖学の知識をつける。
生きたモデルの中に解剖学的構造を見ることが出来るようになる。
モデルを使わなくても、様々な人体の動きやポーズを描けるようになる。

(1)
(2)
(3)

小田　隆
3 年生以上・定員 20名

美術解剖学を応用した人体表現研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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デザイン演習

多くの意味を包括するデザインを基本的な内容から構想・表現に至るまでの手法を
学び、デザインの多様性を理解して活用ができるよう、プロダクトやメディアまで
幅広く展開して研究する。

演習内容を把握し、課題について事前にイメージをまとめておくこと。

授業態度　30％ 
課題作品　60％ 
レポート　10％

授業時配付資料・材料費別途必要。教材購入等準備物は授業１週間前までに成安メー
ルで連絡します（要確認）。

教職課程履修者を優先します。後期集中ですから欠席のないように留意すること。

ガイダンス・デザインの概念と歴史
造形要素とデザイン（解説）
作品制作①（造形要素による立体制作）
パッケージデザインを考える
作品制作①
グラフィックデザインを考える
作品制作①
作品制作②
作品制作③
作品制作④
日常小物のデザインを考える
作品制作①素材研究（Ａ）
作品制作②素材研究（Ｂ）
作品制作③素材研究（C）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

デザインについて基礎的な概念と表現手順が理解できる。
デザインにおけるさまざまな表現技法を用いて、イメージを表現できる。

(1)
(2)

森田　存
２年生以上ただし教職課程履修者は１年生でも可

デザインを知り体験する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

芸術鑑賞Ａ

この科目では、日本美術を鑑賞することで、自らの芸術表現の幅をひろげることを
目標とする。見学先は、関西の主要な文化施設で開催されている展覧会や社寺等と
する。鑑賞（主観的受容）からディスカッション（客観的議論）への展開を重視す
る。また、関西の主要な文化施設を訪問することで、博物館学の基礎を養う。

見学先の文化施設等の概要を予習しておくこと。

授業態度　５0％ 
レポート　５0％（理解度・表現力）

毎回、プリントを配付。見学にかかる経費（入場料・交通費など）は、受講者各自が負担。

鑑賞内容・鑑賞日時が変更になることもあるので、注意すること。 各日とも、
午後に現地集合、見学を行い、そのあと１６時２０分までにキャンパスプラザ京都
（ＪＲ京都駅前）に移動し、講義・ディスカッション等をおこなう。

５月１４日（日）鑑賞
　　″　　　　　ディスカッション
　　″　　　　　まとめ
５月２８日（日）鑑賞
　　″　　　　　ディスカッション
　　″　　　　　まとめ
６月１１日（日）　鑑賞
　　″　　　　　ディスカッション
　　″　　　　　まとめ
６月２５日（日）鑑賞
　　″　　　　　ディスカッション
　　″　　　　　まとめ
７月９日（日）　鑑賞
　　″　　　　　ディスカッション
　　″　　　　　まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

芸術作品を鑑賞し、その意義を論理的に考えることができます。
美術館や博物館等のしくみを理解し、よりよく利用することができます。
ディスカッションを通して問題を深く考えることが出来るようになります。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
全学年対象

日本美術
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

芸術鑑賞Ｂ

この科目では、日本美術を鑑賞することで、自らの芸術表現の幅をひろげることを
目標とする。見学先は、関西の主要な文化施設で開催されている展覧会や社寺等と
する。鑑賞（主観的受容）からディスカッション（客観的議論）への展開を重視す
る。また、関西の主要な文化施設を訪問することで、博物館学の基礎を養う。

見学先の文化施設等の概要を予習しておくこと。

授業態度　50％ 
レポート　50％（理解度・表現力）

毎回、プリントを配付。見学にかかる経費（入場料・交通費など）は、受講者各自が負担。

鑑賞内容・鑑賞日時が変更になることもあるので、注意すること。 各日とも、
午後に現地集合、見学を行い、そのあと 16 時 20 分までにキャンパスプラザ京都
（ＪＲ京都駅前）に移動し、講義・ディスカッション等をおこなう。

１０月１５日（日）　鑑賞
　　　″　　　　　　ディスカッション
　　　″　　　　　　まとめ
１０月２９日（日）　 鑑賞
　　　″　　　　　　ディスカッション
　　　″　　　　　　まとめ
１１月１２日（日）　　 鑑賞
　　　″　　　　　　ディスカッション
　　　″　　　　　　まとめ
１１月１９日（日）　鑑賞
　　　″　　　　　　ディスカッション
　　　″　　　　　　まとめ
１２月　３日（日）　鑑賞
　　　″　　　　　　ディスカッション
　　　″　　　　　　まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

芸術作品を鑑賞し、その意義を論理的に考えることができます。
美術館や博物館等のしくみを理解し、よりよく利用することができます。
ディスカッションを通して、問題を深く考えることが出来るようになります。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
全学年対象

日本美術
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

絵画演習　

中世から近代までの絵画の歴史と基本的な表現を理解して、多様な表現方法を活用
した個性豊かな作品制作が展開できるよう幅広く研究する

演習内容を把握し、課題について事前にイメージをまとめ資料等の準備をしておくこと。

授業態度 50％（受講態度 30％、取り組み状況 20％）
課題作品 50％（制作物、課題の完成度）

授業時配付資料・材料費別途必。教材購入等準備物は授業１週間前までに成安メー
ルで連絡します（要確認）。  　文房具：カッターナイフ、はさみ、カッティングマッ
ト、定規、のりなど    A4 ファイル（配付資料まとめ用）
「新美術　表現と鑑賞」賞」開隆堂（購入済）　　授業時配付資料

教職課程履修者を優先します。前期集中ですから欠席のないように留意すること。

ガイダンス
絵画の歴史（静物と風景画を中心として）
机上モチーフの表現研究①
机上モチーフの絵画制作研究②
近世絵画その表現と特徴
絵画における表現技法①（素材の違いによる表現）
絵画における表現技法②（簡単な素材を用いた模写）
絵画における表現技法③
版画による表現研究（製版による版画の特徴）
版画作品制作研究①（技法の試みと修得）
版画作品制作研究②（技法の修得）
版画作品制作研究③
絵画作品制作研究①（構想・多くの表現方法を試みる）
絵画作品制作研究②
絵画作品制作研究③（仕上げ）・まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

絵画について基礎的な概念と表現手順が理解できる。
さまざまな表現技法を用いて絵画作品を制作できる。

(1)
(2)

吉村 俊昭
２年生以上対象

絵画表現の基本を再確認する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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特別講義１

アートマネジメントに関する歴史を学び、国内外のプロジェクトの実例をとおして、
あらたなアートと社会の関わりの可能性を提案できるような基礎力をつける。

日頃から、いろんな文化イベントや展覧会に出かけてください。

授業態度　30％
レポート　70％

『アートプロジェクト 芸術と共創する社会』、『ソーシャリー・エンゲイジド・アー
ト入門』、『アートの力』

授業日は一部週末に開講されることがあるので、よく注意すること。

イントロダクション
「芸術と社会」の関わり：歴史的変遷から読み解く
アートプロジェクトの系譜（国内外の事例から）
アートプロジェクトの発生（日本のアートプロジェクト）
社会と関わるアートの現場 1：教育／福祉／社会包摂
社会と関わるアートの現場 2：観光／まちづくり
社会と関わるアートの現場 3：地域のなかで活動するアーティストたち
社会と関わるアートの現場 4：地域に根ざしたアートプロジェクト（ブレーカープロジェクトを事例に）
アートマネジメントの仕事 1：プランニング／ファンドレイジング／広報
アートマネジメントの仕事 2：（運営、実施、展示、報告）
アートマネジメントの仕事 3：社会と芸術をつなぐ
現場視察あるいはWS などに参加（土日に大阪で設定予定）
現場視察あるいはWS などに参加（土日に大阪で設定予定）
現場視察あるいはWS などに参加（土日に大阪で設定予定）
まとめ：現代社会におけるアートの役割

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

アートプロジェクトの歴史を系統化することができる。
社会とアートの関わりを検証することができる。
アートマネジメントの仕事内容を具体的に述べることができる。

(1)
(2)
(3)

雨森 信・総合領域主任
3 年生以上

アートマネジメント
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

特別講義４

これからの映像表現はどうあったらいいのだろうか。その鍵となるのが過去の映画史
研究である。この授業ではモンタージュとフォトジェニックを軸に考察を進める。モ
ンタージュはアメリカハリウッド映画で誕生し、その後革命後のロシア映画で花開き、
やがては世界の映画、映像、放送の基本文法となった。しかしモンタージュをアンチ
として登場したのが第 2 次大戦後フランスのヌーベルバーグである。若い監督たちは
フォトジェニックの自由気ままに独創的に優れた作品を発表した。この両者を比較し
つつ、影響を受けた映画運動、実験映像などに触れて行きたい。現代を第 2 のヌーベ
ルバーグとと捉えるなら、若い学生も明日の新しい表現者となって欲しい。

事前にレジュメおよび配付資料をよく読み授業に臨むこと。

授業態度　50％ 
レポート　50％（授業理解度）

授業時間内に資料を適時配付する。

なし

モンタージュはアメリカハリウッドから始まった（1）　
モンタージュはアメリカハリウッドから始まった（2）
モンタージュはロシア映画で開花する (3)
モンタージュはロシア映画で開花する (4)　
モンタージュとプロパガンダ映画　ネオリアリズム研究 (5)　
モンタージュとプロパガンダ映画　ネオリアリズム研究 (6)  　
フランスのヌーベルバーグはモンタージュの否定から誕生 (7) 　
フランスのヌーベルバーグはモンタージュの否定から誕生 (8) 　
ヌーベルバーグ映画の研究 (9)　
ヌーベルバーグ映画の研究 (10) 　
日本のヌーベルバーグ研究 (11)　
日本のヌーベルバーグ研究 (12)　
実験映画、映画運動　メディアアートの研究 (13)　　
実験映画、映画運動　メディアアートの研究 (14)　
討議　リポート提出 (15) 　　

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

映画史を習得できる。
映像文法を理解できる。
映像の発想を習得できる。
映像の表現を行うための手法や技術を知ることが出来る。

(1)
(2)
(3)
(4)

小林 はくどう・メディアデザイン領域主任
全領域　全学年　最大　20人　

映画史特別研究　ヌーベルバーグの表現を探る
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

特別講義５

第一線で活躍する現役の舞台衣装家である前田文子客員教授をお迎えして、空間・
照明・音響・演出・美術にわたる幅広い知見からコスチュームデザインの世界と、
シナリオを解釈してイメージスケッチにおこすための演習を行う。基調講義では舞
台衣装制作の現場を知るとともに、シナリオやストーリーから着想を得てイメージ
に起こす過程について考察する。ワークショップでは例示した演目を読み込んで着
眼点を定め、実際にスケッチにおこしアイデアを展開するところまでを行う。

舞台衣装について事前に調べた上で授業に臨むこと。

授業態度　30％
課題作品　70％

授業時間内に参考資料を適宜配付。材料は自己負担。

ガイダンス
基調講義１
基調講義１
基調講義２
基調講義２
基調講義２
ワークショップ１：ストーリーの解釈とイメージスケッチ
ワークショップ１：ストーリーの解釈とイメージスケッチ
ワークショップ１：ストーリーの解釈とイメージスケッチ
プレゼンテーション・講評
ワークショップ２：アイデアの展開
ワークショップ２：アイデアの展開
ワークショップ２：アイデアの展開
プレゼンテーション・講評
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

舞台衣装制作の現場を知ることができる
ストーリーからイメージをおこしてスケッチを制作できる
スケッチからアイデアを仕上げていく課程を習得できる

(1)
(2)
(3)

前田 文子・空間デザイン領域主任
全学年対象

舞台衣装ワークショップ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

特別講義２

ゲームを作ってみたいと思っている人は多いと思います。ゲームは、ルールの面白
さ、仕掛けの面白さ、ストーリー演出の面白さと、ゲームバランスの良さで決まり
ます。すべてを作ってみることは数回の授業では無理がありますが、今回はすごろ
く作りを通して、ゲーム作りのエッセンスを体験します。「すごろく」は昔あから
あるクラシックなゲームですが、人生ゲームなどいろいろなゲームに応用され、か
んたんなようでいて、作るとなると、あきずに遊べる要素やテーマの設定、コマや
ストーリーのデザイン、ゲームのバランスをとることは案外難しいものです。☆全
7 コマ半を３回に分けて進めます。

自分がおもしろいと思うものを具体的にクリアにしておく。

授業態度 80％ 課題作品 20％（個人すごろく課題／ゲームとしてのアイデアとま
とまりや面白さを評価しますので、絵のクオリティは問いません）

基本的な筆記用具　A3 の紙、プリントは用意します。最終仕上げは、ゲームとしての仕上
げという意味です。紙はコピー用紙をつなげたものや、模造紙を切ったものなどでOKです。
本格的なイラストやパネル張り仕上げなとの必要はありません。デジタルも可ですが、そ
の場合は出力をしたもの（大型出力ではなく切り貼りでもOK）。出力代は各自持ちとなります。

変則開講（5/13、5/27、6/10の３回）となりますので、日時をしっかり把握しておい
てください。

●１回目-３コマ・5/13（土）３～５限 発想方法のひとつとして「ランダムカード」ワークショップ
すごろくの世界作り（チーム作業）
ルール作り
試作作り
テストプレイ
発表（この経験をふまえ、個人で作るすごろくのラフを次回までの宿題とする）
●２回目・2.5コマ・5/27（土）３～５限 個人で考えてきたすごろくラフのテストプレイ
バランスやデザインの修正１
バランスやデザインの修正２
バランスとデザインを詰める（仕上げは次回までの宿題／A3orA2の大きさ／カラーでもモノクロでもOK）
●３回目・２コマ・6/10（土）３～４限　それぞれのゲームをみんなでプレイする
テストプレイや感想のまとめ
ゲームデザインについてのまとめ
ゲーム／デザイン／ゲームバランスについて解説
質疑応答など

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

発想方法のいろいろを知る。
ゲームバランスのデザインを体験する。
ゲームデザインの初歩を学ぶ。

(1)
(2)
(3)

大山 功一・イラストレーション領域主任
全学年対象（受講上限 30名）

「ゲームデザイン入門」すごろく作りのデザイン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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自然科学概論Ｃ

この講義では、主に地球史、及び生命の歴史について概説し、それらが密接に影響
を及ぼし合ってきたことについて説明する。その過程で、「科学」という方法の「行
いかた」や「ものの見かた」について伝える。科学知識の確からしさとあいまいさ、
現代の科学者という職業のありようと諸問題についても解説を加える。

講義でふれたものの見方や考え方をもとに、日常接する科学技術に関する情報につ
いてよく考え、それを活かして次回講義を聴講すること。

授業態度　　60％ 
授業内試験　40％（試験内容は論述を主とする）

参考図書は講義中随時紹介する。

特になし。

昨年の科学ニュースを振り返る
科学の考え方（科学とニセ科学に線は引けるか）
地球史上の七大事件
地球の変動の原理
生命の誕生と歴史
生命の発展と地球
大量絶滅という事件
カンブリア爆発と「見ること」の進化
環境と「見ること」の相互作用
大気・海洋と、地殻の歴史
「プレートテクトニクスの拒絶」事件
生命と地球は共進化したか
ヒトとサルの進化
ゴジラと科学者
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日常で目にしたものを自然科学的な興味のもとに、検討できる
科学という方法論やものの見方を日常生活に適用できる
科学技術に関する情報を批判的に検討できる

(1)
(2)
(3)

山本　慎太郎
２年生以上

地球と生命
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

自然科学概論Ｄ

この講義では、地球環境と生命が「触れ合う」（相互作用する）場所である「感覚」
について概説する。それらが密接に影響を及ぼし合ってきたことについて説明する。
その過程で、前期と同様に、「科学」という方法の「行いかた」や「ものの見かた」、
科学知識の確からしさとあいまいさ、現代の科学者という職業のありようと諸問題
についても解説を加える。

講義でふれたものの見方や考え方をもとに、日常接する科学技術に関する情報につ
いてよく考え、それを活かして次回講義を聴講すること。

授業態度　　60％ 
授業内試験　40％（試験内容は論述を主とする）

参考図書は講義中随時紹介する。

特になし。

「目に見える」ことと「本当のこと」
光の三原色の分子生物学
視覚の地球史
地球の昼と夜と、眼の変化
嗅覚と視覚と、カンブリア爆発
生命科学と医療
「科学コミュニケーション」とはなにか
ヒト（サル）の色覚とフェロモン
「見られる」がわ、生命の色と模様
生き物の「模様」はどのようにつくられるか
さまざまな動物の「ものの見かた」
生命科学と再現性、研究不正
科学者の「生態」̶どんな職業か
生命科学に個人で挑む
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日常で目にしたものを自然科学的な興味のもとに、検討できる
科学という方法論やものの見方を日常生活に適用できる
科学技術に関する情報を批判的に検討できる

(1)
(2)
(3)

山本　慎太郎
２年生以上

地球環境と生命の相互作用としての「感覚」
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

社会学Ａ

この講義では社会学の基本的な考え方を学びます。とはいえ、概念や理論を「覚える」
のが目的なのではなく、社会学的な考え方の第一歩として、自分たちの常識を反省
的に眺めるという態度を身につけ、社会学的な想像力を養うことを、目標とします。
小説や映画などを具体的な例として、自分たちがいつもなんとも思わないルーティ
ン的な生活における「社会的なもの」の強固さや逆にその偶発性を考えていきます。

授業計画にそって、次回授業までにその内容を調べた上で授業に臨むこと。

授業態度　　20％ 
授業内試験　80％（期末試験）

特になし。授業では毎回レジュメを配る。

特になし。

イントロダクション
「エス」にみる社会的役割
実験における社会的役割
役割距離と役割葛藤
社会的役割の機能
社会的役割とジェンダー
「トランスアメリカ」に見るトランスジェンダー
ジェンダーとトランスジェンダー
「逸脱」から「普通」を考える
「ガタカ」から障がいと差別を考える
「ガタカ」に見る近代社会の矛盾
仮想世界から考える
「当たり前」が当たり前でなくなるとき
まとめ①
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

社会が個人に及ぼす影響がいかに強いのか理解する
社会的役割という概念を理解する
社会的役割という概念を自分の日常に当てはめ分析できるようになる

(1)
(2)
(3)

白石　真生
全学年対象

社会学的想像力
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

現代社会論Ａ

日本を中心とした社会の状況について、時事問題をとおして把握します。 卒業後
の進路を考えるためにも、また就職活動の準備としても、今日の社会の状況につい
て適切に知ることが必要です。時事をと通して現代社会の諸問題を考えていきます。

新聞を毎日読むこと。また、現代社会のさまざまな問題について、新書などを読み、
勉強を重ねること。

授業態度　　45％（授業態度はミニッツレポートで評価、遅刻は厳禁） 
授業内試験　55％（まとめテスト１回、ミニテスト３回） 
※ 2/3 以上の出席（少なくとも１０回）をもって成績評価の対象とします。

教科書として、『2015 年度版 ニュース検定公式テキスト & 問題集「時事力」基
礎編 3・4 級対応』（毎日新聞社，1200 円＋税）と『現代用語の基礎知識学習版
2015→2016』（自由国民社，1500円＋税）を使用します。いずれも購買部扱いです。

教科書『2015 年度版 ニュース検定公式テキスト & 問題集「時事力」基礎編 3・
4 級対応』の内容により授業計画を変更することがあります。初回ガイダンス時に
改めて案内します。

ガイダンス
時事問題から考える今日の社会①「少子高齢化」「女性の社会参画」
　　　　　   〃　　　　　      ②「高度情報化社会」
　　　　　　〃　　　　　      ③「就職活動」「雇用状況」
　　　　　　〃　　　　　      ④「社会保障」「医療制度」
　　　　　　〃　　　　         ⑤「教育問題」
　　　　　　〃　　　　　      ⑥「税と財政」
　　　　　　〃　　　　　      ⑦「文化振興」「地域振興」
　　　　　　〃　　　　      　⑧「社会貢献」
　　　　　　〃　　　　      　⑨「食料問題」
　　　　　　〃　　　　      　⑩「技術革新」
　　　　　　〃　　　　      　⑪「産業振興」
　　　　　　〃　　　      　　⑫「環境問題」
　　　　　　〃　　　　      　⑬「エネルギー問題」
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

新聞を毎日読み、社会について見識を深める。
社会人に必要な社会常識を身につける。

(1)
(2)

水谷　友香
２年生以上（卒業後に就職を考えている学生は受講を推奨）

時事問題の理解
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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法学「日本国憲法」

本授業は、日本国憲法の全体の構造を把握した上で、統治の仕組みに関する規定及
び基本的人権に関する規定の意義について考えていく。授業を通じ、普段あまり感
じない私たちの幸せが、今の日本国憲法と非常に密接な関係にあることや、憲法の
保障する人権の尊さへの認識を、学生諸君と分かち合いたい。

授業に先立ち、該当の部分には目を通しておくこと。
また、授業の都度、講義プリントを配付するので、必ず、授業には出席すること。

授業態度　30％（授業に向き合う姿勢を総合的に判断） 
レポート　70％（授業時作成し授業の最後に提出のレポート）

テキスト：早田幸政『〔入門〕法と憲法』（ミネルヴァ書房）

日本国憲法を学ぶことの意義
日本国憲法の基本原理と国民主権
「平和主義」の憲法上の位置づけ
国会の地位・権能
議院内閣制と内閣の役割
司法権
基本的人権と「公共の福祉」
法の下の平等
思想・良心の自由と「学問の自由」
信教の自由と政教分離
表現の自由と国民の「知る権利」
職業選択の自由と財産権の保障
社会権の意義
憲法上の重要課題の補足説明
日本国憲法の意義をあらためて考える

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

国家の動きが理解できるようになり、政治的意識を高めることができる。
社会における自身の「立ち位置」を自覚し、人に説明できる。
人権の尊さを理解することで、人や社会への思いやりの気持ちが培える。

(1)
(2)
(3)

早田　幸政
全学年対象

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

人権教育

近年、共生社会やソーシャルインクルージョンといった言葉が盛んに口にされる一
方で、人権をめぐる問題はますます多様な様相を呈していると言えるだろう。本講
義では、人権と人権教育に関する基本的な考え方を学んだうえで、様々な人権問題
について多角的に検討していく。これによって、多様性や共生について人権という
観点から深く考察する力を養う。

配付したプリントや講義ノートで前回までの内容を理解した上で講義に臨むこと。
また授業課題について事前準備をしっかりと行うこと。

授業態度　50％（授業態度 20％、課題への取り組み 30％） 
レポート　50％（期末レポート）

配付プリント

授業内でグループによる発表をしてもらいます。

イントロダクション
現代における人権と様々な人権問題
人権とは何か：人権思想の展開
子どもと人権 ①子どもの権利と教育について
子どもと人権 ②子どもの貧困問題を考える
障 害 者 と 人 権 ①障害者の権利と障害者運動
障 害 者 と 人 権 ②自閉症から考える
様々な人権問題 ①グループワーク
ジェンダーと人権 ①女性たちの戦後史
ジェンダーと人権 ②多様な生と性を生きる
様々な人権問題 ②グループワーク
同和問題と同和教育 ①人権教育の根本
同和問題と同和教育 ②現場から（外部講師）
様々な人権問題③グループワーク
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

人権に関する基本的な考え方を学び、理解を深めることができる。
様々な人権問題について多角的に考察できる。
人権教育の意義と実際について理解ことができる。

(1)
(2)
(3)

渋谷　亮
教職課程 2年生（教職課程以外の学生も履修可）

人間の尊厳と多様性について
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

哲学Ａ

「私」というのは当たり前のようでいて、考えてみるとよく判らない。いかにも哲
学的な問題だ。( 苦笑 )　この講義では「私」をめぐる問題を幾つか考えながら、
常識的なイメージとは異なった「私」のあり方を観ていきたいと思う。

成安情報サーヴィスによって配信される前回の講義の要点を把握しておくこと。

レポート　100％（「まとめと考察」において講義のリポートを書く。）

なし

この講義では、半期の内に最低一度は講義についてのコメント（質問や意見・感想）
を述べてもらう。毎時間コメントのための時間を取る。コメントは受講者の義務で、
しなかった者は単位を認めない。

イントロダクション：哲学って何なのか？
魂って存在するか？ (1)
魂って存在するか？ (2)
夢と現実は区別できるか？ (1)
夢と現実は区別できるか？ (2)
心を持ったロボットは作れる？ (1)
心を持ったロボットは作れる？ (2)
私の身体はどこにあるのか？ (1)
私の身体はどこにあるのか？ (2)
じゃあ，心や意識は何なのか？ (1)
じゃあ，心や意識は何なのか？ (2)
考えや行動は自由なのか？ (1)
考えや行動は自由なのか？ (2)
まとめと考察
総括

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

常識的な思考を疑う
哲学的な考え方を知る
問いを立てることの重要性を考える

(1)
(2)
(3)

山本　和人
全学年対象

「私」とは何か？
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

宗教学Ａ

様々な宗教現象の類型・宗教組織の類型を学び、宗教の在り方を考える。特定の宗
教について話をするのではなく、幾つかのテーマについて様々な宗教の在り方を説
明していきたい。

成安情報サーヴィスによって配信される前回の講義の要点を把握しておくこと。

レポート　100％（「まとめと考察」において講義のリポートを書く。）

なし

なし

宗教とは何か-1　日本人と宗教
宗教とは何か-2　神とはどうして生まれたか
宗教とは何か-3　聖と俗
宗教体験論 -1　宗教体験とは？
宗教体験論 -2　シャマニズム
宗教体験論 -3　宗教体験のテクノロジー
神話の意味 -1　神話の果たす役割
神話の意味 -2　ユングの神話論増殖するジャンル
神話の意味 -3　レヴィ＝ストロースとデュルケムの神話論
宗教と社会 -1　宗教と社会の関係
宗教と社会 -2　宗教組織の類型論
宗教と社会 -3　宗教と暴力
宗教と社会 -4　宗教の未来
まとめと考察
総括

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

宗教が何のためにあるか考える
宗教体験と呼ばれるものを比較検討する
神話が果たす果たす役割を推察する
宗教と社会の関わりを考察する

(1)
(2)
(3)
(4)

山本　和人
全学年対象

宗教の様々な側面を理解する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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文化人類学Ａ

文化人類学は、フィールドワークと異文化理解をとおして、人間とその文化、社会
のあり方と多様性について考えてきた学問です。この授業では、人間社会の成り立
ちを、いろいろな社会を比較しながらみていきます。随時、アフリカの民族誌の知
見をまじえ、映像資料なども用いながら、文化人類学の基礎的な考え方を学びます。
授業をとおして、異文化（他者）と自文化（自己）の違いを感じ取るセンスを養い、
なじみのない文化に対する好奇心と、なじみのある文化に対する探究心をもつこと
を目標にします。

自分たちの衣・食・住に目を向け、異文化がどのように侵入してきているのか観察
しておく。

授業態度　50％（出席態度と小テスト） 
レポート　50％（最後に出すレポート）

テキストはなし。毎回授業で資料を配る。参考図書は授業で紹介する。

講義内容は、準備の都合で順番が入れ替わることや変更することがある。

ガイダンス
文化人類学とは　
フィールドワークについて
多様な人間社会
生態と文化̶狩猟採集民の暮らしと食
生態と文化̶農耕文化
アフリカ熱帯雨林の「共生」
都市世界の誕生
都市の人類学
世界の身体加工と身体装飾
衣装、髪型の文化誌
メディアのフィールドワーク
「生存」の人類学
まとめ①
まとめ②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

文化人類学の基礎知識と方法を習得できる。
異文化との出会いを通して、事象の背後に隠れた理を理解する知性を養える。
異文化から創作活動のアイディアを得ることができる。

(1)
(2)
(3)

戸田　美佳子
全学年対象

異文化の感じ方・見方
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

心理学Ａ

心理学とは、こころについて考えていく学問である。そこには、心に存在する一般
的な法則を見つけ出そうとする立場や、一人ひとりのこころの状況を細やかに考え
ていこうとする立場があり、この両者が相互に影響しつつ存在している。心理学 A
では、そうした心理学について、身近に見られる事柄を中心として幅広く紹介する。

ただ漫然と授業に出るのではなく、自らのこころを通して、考え・感じながら授業
に参加してほしい。そのために、日頃からいろいろなことに関心を持ち、本や映画
や漫画などに接しこころについての自分の考えを拡げておくこと。

レポート　100％　（レポート 100％に出席による評価を乗算（0.6-1.4 の範囲で）。
なお、出席カードはコミュニケーションの場であり、名前のみのコメントは評価が下
がり、興味深いコメントは評価が上がる。代返の出席点は0ではなくマイナスである。）

プリントを配付する。参考文献は授業中適宜紹介する。

できる限り、実感できる話題とからめて講義しようと考えている。

ガイダンス・心理学について
錯覚について
記憶について
自己の二面性について
脳科学の知見から
社会心理学から①
社会心理学から②
人のこころの発達について～乳幼児期
発達について～思春期青年期①
発達について～思春期青年期②
発達について～思春期青年期③
偽り／本当の自分について
投影心性について
みなさんの質問に答える
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分のこころと対話できるようになる。
多方面からの視点で物事を捉えられるようになる。
イメージ現象を客観的な主観性で提示できるようになる。

(1)
(2)
(3)

山川　裕樹
全学年対象

認知心理学・社会心理学・発達心理学
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

心理学Ｂ

心理学とは、こころについて考えていく学問である。そこには、心にある一般的な法
則を見つけ出そうとする立場や、一人ひとりのこころの状況を細やかに考えていこう
とする立場があり、この両者が相互に影響しつつ存在している。心理学 B では、心理
学 Aよりもう少し踏み込んで、深層心理学や臨床心理学の話題を多く取り上げる。

ただ漫然と授業に出るのではなく、自らのこころを通して、考え・感じながら授業
に参加してほしい。そのために、日頃からいろいろなことに関心を持ち、本や映画
や漫画などに接しこころについての自分の考えを拡げておくこと。

レポート　100％　（レポート 100％に出席による評価を乗算（0.6-1.4 の範囲で）。
なお、出席カードはコミュニケーションの場であり、名前のみのコメントは評価が下
がり、興味深いコメントは評価が上がる。代返の出席点は0ではなくマイナスである。）

プリントを配付する。参考文献は授業中適宜紹介する。

できる限り、実感できる話題とからめて講義しようと考えている。

はじめに
行動主義・学習理論について
やる気について
葛藤とこころの病
性格について
心理検査について
物語からこころを考える①
物語からこころを考える②
フロイトについて
ユングについて
夢について
青年期心性～自己と他者～
イメージの可能性
みなさんの質問に答える
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分のこころと対話できるようになる。
多方面からの視点で物事を捉えられるようになる。
イメージ現象を客観的な主観性で提示できるようになる。

(1)
(2)
(3)

山川　裕樹
全学年対象

行動主義・性格心理学・臨床心理学
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

文化史A　

文化は人々の営みを現す概念で、その経過の中で生まれた結晶でるといえます。各
時代における人々の文化的産物である美術（絵画、彫刻、工芸、考古資料、建築物
など）、思想、歴史、文学などを中心に系統的に解説をします。文化史 A では、縄
文時代から弥生、古墳、奈良、平安、鎌倉時代までの文化資料をプリント・スライ
ド・ビデオ等を使用しながら講義し、その足跡をわかりやすく解説します。

授業で配付した資料等で復習をしたうえ次の授業に臨むこと。

授業態度　　 ２０％
授業内試験　８０％（中間・期末）

適宜プリントを配付。

出席率の低いものは不可。

ガイダンス、日本文化とは　9/21
縄文時代の文化  9 /28
弥生時代の文化  10/ 5
古墳時代の文化  10/12
奈良時代の文化（１）  10/19
奈良時代の文化（２）  10/26
まとめ　　11/2
平安時代の文化（１）  11/16
平安時代の文化（２）  11/23
平安時代の文化（３）  11/30
平安時代の文化（４）  12/7
鎌倉時代の文化（１）  12/14
鎌倉時代の文化（２）   12/21
鎌倉時代の文化（３）   1 /11
まとめ　1/18

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本の歴史の流れと人々の営みを学ぶことができます
日本文化の特質を理解することができます
各時代の文化的特徴を理解することができます

(1)
(2)
(3)

加藤 賢治
全学年対象

日本の歴史を眺めながら日本文化の特質を知る
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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深層芸術心理学Ｂ

深層芸術心理学では、イメージ体験を通して、各自が自分のこころのありように触
れていくことを目指している。深層芸術心理学 B では、絵を描くこと・表現する
ことをめぐって取り上げていきたい。心理臨床場面では、描画をはじめとするイメー
ジ課題が用いられることもある。そうした描画を体験し、また具体例に触れること
から、表現が持つ可能性／危険性に思いを馳せたい。

授業で聞いたこと、感じたことを日常生活や制作活動の中で関連付けて考えるよう
にすると、より深く授業が理解できるであろう。

レポート　100％（レポート 100％に出席による評価を乗算（0.6-1.4 の範囲で）。
なお、出席カードはコミュニケーションの場であり、名前のみのコメントは評価が下
がり、興味深いコメントは評価が上がる。代返の出席点は0ではなくマイナスである。）

プリントを配付する。参考文献は授業中適宜紹介する。

「心理学 A」「心理学 B」を履修済みであることが望ましい。履修希望者多数の場合
は「心理学 A」「心理学 B」履修者が優先される。

はじめに
描画療法について① ～描画検査と描画療法～
描画療法について② ～表現療法～
描画療法について③ ～描画療法の実際例～
箱庭療法について① ～箱庭療法の歴史的背景～
箱庭療法について② ～箱庭療法の実際～
描画体験を通してこころを眺める① ～マンダラぬりえ～
創造にまつわる物語から①
創造にまつわる物語から②
描画体験を通してこころを眺める② ～「わたし」地図～
描画による心理検査体験
心理検査結果を振り返る
心理検査を用いた心理療法の例から
みなさんの質問に答える
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

心理療法で用いられる各種のイメージ技法を知る。
イメージ体験から自らのこころを振り返る。
表現が持つ可能性と危険性を知る。

(1)
(2)
(3)

山川　裕樹
2 年生以上

描画を通じたこころの理解
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

考古学Ａ

考古学の方法や技術の発展過程と、考古資料の見方・扱い方を学び、造形活動などに
活用できるようにする。

課題の進行状況を確認し、参考書などを読み、授業に臨むこと。

授業態度　40％（授業態度 30％、臨地学修への参加度 10％） 
レポート　60％（授業理解度の確認）

プリントを使用する 参考図書：大橋信弥 ･ 小笠原好彦『新・史跡でつづる古代の近江』( ミ
ネルヴァ書房 ,2005 年 )、花田勝広 ･ 大橋信弥『ヤマト王権と渡来人』（サンライス出版、
2005 年）、小笠原好彦『近江の考古学』（サンライス出版、2000 年）、山尾幸久『古代の近江』
（サンライス出版、2016 年）、松浦俊和『古代近江の原風景』（サンライス出版、2003 年）

オリエンテーション　考古学とは何か
考古学の歩み　近代考古学確立までの歩み（１）
考古学の歩み　近代考古学確立までの歩み（２）
考古学の歩み　日本考古学の歩み
日本の考古学　日本の旧石器時代
（臨地学習）　県内の展示施設ないし調査現場を訪れる
日本の考古学　縄文社会の形成
日本の考古学　水田の考古学
日本の考古学　卑弥呼の考古学
日本の考古学　前方後円墳の考古学
日本の考古学　佛教伝来の考古学
日本の考古学　大津宮の考古学
日本の考古学　近江国庁の考古学
日本の考古学　琵琶湖に生きる
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

考古資料や遺跡について、その意義や歴史的背景を理解できる。
考古資料の鑑賞力を高めるとともに、造形活動などに生かせることができる。

(1)
(2)

大橋　信弥
全学年対象

考古学の方法と課題
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

人間関係実習Ａ

この授業は、2 泊 3 日の合宿形式で行います。日常の大学の講義からは少しはなれ
て、専攻や学年の違う人たちと、少人数のグループで、自分のこころや対人関係に
ついて考えてみましょう、という授業です。合宿形式、ということは、それだけで
すこし不思議な、非日常な場所になると思います。そんな環境で、心理学の実習課
題をやってみたり、それをもとにした話し合いを行ったりすることで、いろんな自
分に・いろんな人に出会う、そんな機会になれば、と思っています。

ここで凝縮して得た体験は、日常との連続線において考えることが大切です。集中
授業の前、そしてあとも含め、この体験を一つの参照枠として自分自身のことを考
えていってください。

授業態度 70％   レポート 30％ 
※合宿授業なので、その場に参加し、体験することに大いに意義がある。

材料費：宿泊費交通費等で 20,000 円前後かかる予定です。

参加する前、参加している最中、そして参加したあと、それぞれでこころの中で生じる体
験が、あなたにとって重要な学びの機会となることでしょう。なお、受講希望者はガイダ
ンスに必ず出席してください。ガイダンス日時は情報サービス等を通して連絡しますので、
希望者は連絡を見逃さないように。希望者多数の場合は抽選を行うことがあります。

ガイダンス（学内）
自身の人間関係について振り返る（学内）
こころの体験実習（学外集中）　イントロダクション
こころの体験実習（学外集中）　アイスブレーキ
こころの体験実習（学外集中）　イメージワーク①
こころの体験実習（学外集中）　イメージワーク②
こころの体験実習（学外集中）　自分の対人関係について
こころの体験実習（学外集中）　フィールドワーク
こころの体験実習（学外集中）　自分をゆるめる
こころの体験実習（学外集中）　自然との対話①
こころの体験実習（学外集中）　自然との対話②
こころの体験実習（学外集中）　過去の自分との対話
こころの体験実習（学外集中）　ふりかえり
こころの体験実習（学外集中）　クロージング
授業体験を振り返って

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

3 日間を通して人に出会う。
人との出会いを通して自分の対人関係を考える。
非日常と日常の違いに思いを馳せる。

(1)
(2)
(3)

山川　裕樹
全学年対象　定員 20名

自分発見合宿
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美学A　

美学は、「感性の学」が原義ですが、芸術の理論的な学としても理解されてきました。
この授業では「感性学」というもとの意味に立ち返り、芸術作品も含めて今日私た
ちの生活における様々な感性的なものを問題にいたします。人間にとって、何かを
感じたり感動したりすることの意味、創造することの意味をこの授業では、様々な
テーマを用意して一緒に考えていきます。それと並行して、美学史上重要な基礎的
な知識の習得も授業の目的といたします。美学を学ぶことで、様々なジャンルの芸
術、さらには哲学、文化論といった分野への関心も高めることができるでしょう。

授業で扱う内容について、授業前あるいは授業後に各自でも調べておきましょう。
前回の授業の疑問点、感想などがあればまとめておきましょう。

授業態度（45％）、レポート（55％）で評価いたします。
レポートは単位取得に必須です。

講義のレジュメを毎回配付します。参考文献、推薦図書などはそのつど講義でお
知らせいたします。

シラバスはあくまでも予定であり、多少は変更があるかもしれません。皆さまと一
緒に授業をつくっていくつもりでいます。積極的なご発言を求めます。

美学とはどういう学問か？　美学の誕生と芸術
芸術とは何か１　芸術と非芸術
芸術とは何か２　アートワールド論
アリストテレスと物語の意味
映像の可能性１
映像の可能性２
美とは何か１プラトンその他
美とは何か２カントその他
正しい「解釈」とは何か
複製技術の意味　ベンヤミンと写真
イメージの意味
美学と美術史学
「風景」の可能性
知覚と新しい美学
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

感性や芸術についての、今日的課題を理解し、意見を述べることができる。
美学の歴史について基礎知識を習得し、おおまかに説明できる。
現代どういう問題意識を持って創作すべきであるかを、一人一人が熟考し、
言い表すことができる。

(1)
(2)
(3)

立野 良介
2 年生以上

感性と芸術の論理、およびその今日的課題
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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人間関係実習Ｂ

この授業は、2 泊 3 日の合宿形式で行います。日常の大学の講義からは少しはなれ
て、専攻や学年の違う人たちと、少人数のグループで、自分のこころや対人関係に
ついて考えてみましょう、という授業です。合宿形式、ということは、それだけで
すこし不思議な、非日常な場所になると思います。そんな環境で、心理学の実習課
題をやってみたり、それをもとにした話し合いを行ったりすることで、いろんな自
分に・いろんな人に出会う、そんな機会になれば、と思っています。

ここで凝縮して得た体験は、日常との連続線において考えることが大切です。集中
授業の前、そしてあとも含め、この体験を一つの参照枠として自分自身のことを考
えていってください。

授業態度 70％   レポート 30％ 
※合宿授業なので、その場に参加し、体験することに大いに意義がある。

材料費：宿泊費交通費等で 20,000 円前後かかる予定です。

参加する前、参加している最中、そして参加したあと、それぞれでこころの中で生
じる体験が、あなたにとって重要な学びの機会となることでしょう。なお、受講希
望者はガイダンスに必ず出席してください。ガイダンス日時は情報サービス等を通
して連絡しますので、希望者は連絡を見逃さないように。希望者多数の場合は抽選
を行うことがあります。

ガイダンス（学内）
自身の人間関係について振り返る（学内）
こころの体験実習（学外集中）　イントロダクション
こころの体験実習（学外集中）　アイスブレーキ
こころの体験実習（学外集中）　イメージワーク①
こころの体験実習（学外集中）　イメージワーク②
こころの体験実習（学外集中）　自分の対人関係について
こころの体験実習（学外集中）　フィールドワーク
こころの体験実習（学外集中）　自分をゆるめる
こころの体験実習（学外集中）　自然との対話①
こころの体験実習（学外集中）　自然との対話②
こころの体験実習（学外集中）　過去の自分との対話
こころの体験実習（学外集中）　ふりかえり
こころの体験実習（学外集中）　クロージング
授業体験を振り返って

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

3 日間を通して人に出会う。
人との出会いを通して自分の対人関係を考える。
前回の参加体験との違いを考える。

(1)
(2)
(3)

山川　裕樹
全学年対象　定員 20名

自分発見合宿
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スポーツ実習Ａ

ソフトボールの実践と技術習得、チームワークやルールの順守、対人コミュニケー
ション能力の向上を通じて、豊かな人間性を涵養することを目的とする。

指示されたテキスト等を読んで、ルールや技術取得について理解しておくようにする。

授業態度 60％   レポート 30％   その他 10％（実技点）

適時紹介する。

・実習は本学のグラウンドで実施する。ただし、雨天時は本学の体育館にて、バド
ミントンや卓球等を行うことがある。 ・動きやすく、汗をかいてもよい服装とグラ
ウンド用シューズを用意すること。

ガイダンス
ソフトボール（3 号球、14inch）に慣れ親しむ、練習ゲーム
ルールを知る、練習ゲーム
スローイング　以下、随時実践練習、練習ゲーム
キャッチング
守備 1（内野）
守備 2（外野）
バッティング 1（ティー・トス）
バッティング 2（ハーフ・フリー）
ピッチング
試合（1）（審判技術）
試合（2）（チーム守備）
試合（3）（チーム攻撃）
試合（4）（リーグ戦）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ソフトボールについて理解し、基礎的技術を身に付けることができる。
自ら健康や体力について考え、積極的に健康の保持増進に努めことができる。
将来継続的に実践可能な生涯スポーツについて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

堀井　大輔
全学年対象

ソフトボール
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スポーツ実習Ｂ

卓球・バドミントンの実践と技術習得、チームワークやルールの順守、対人コミュ
ニケーション能力の向上を通じて、豊かな人間性を涵養することを目的とする。ま
た、心身の健康を増進させることや生涯スポーツについてのあり方を考え、独自の
学習計画を立案してグループごとに実践していく機会とする。

・指示されたテキスト等を読んで、ルールや技術取得について理解しておくようにする。

授業態度 60％  レポート 30％（実技計画案・レポート） その他 10％（実技点）

適時紹介する。

・初回のガイダンス時にグループ分けを行なうので必ず出席すること。（欠席者は
希望の種目を選択できない場合があります） ・動きやすく、汗をかいてもよい服装
と体育館用シューズを必ず用意すること。

ガイダンス　グループ分け
台の設営・ルール・ラケットと球に慣れる
サービス、レシーブ・ゲーム　　　
フォアハンドの打ち方・ゲーム　　
バックハンドの打ち方・ゲーム　　
カット、ツッツキ・ゲーム　　　　
スマッシュ・ゲーム　　　　　　　
実践練習・ゲーム（1）（守備）
実践練習・ゲーム（2）（攻撃）
ゲーム（シングルス）（1）（リーグ戦）
ゲーム（シングルス）（2）（トーナメント戦）
ゲーム（ダブルス）（1）（リーグ戦）
ゲーム（ダブルス）（2）（トーナメント戦）
指導方法・運営方法　
総括

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

選択した種目について理解し、基礎的技術を身に付けることができる。
自ら健康や体力について考え、積極的に健康の保持増進に努めことができる。
将来継続的に実践可能な生涯スポーツについて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

堀井　大輔
全学年対象

卓球
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

健康体力論

本授業では、健康及び体力についての知識を深め、健康維持・体力向上に向けて自ら実践
できるようになることを目的とする。同時に実際のスポーツ現場で取り扱われている理論
やトレーニング技法等を紹介し、自らの日常生活に応用できるようになることも目指す。

健康・体力についての知識を深めることができる。
健康維持・体力向上について考えることができる。
自分自身の身体や心に目を向けることができる。

(1)
(2)
(3)

竹内　早耶香
全学年対象

自分の健康・体力に目を向ける
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

受講対象・履修要件

自身の経験について振り返りをまとめ授業に臨むこと。

授業態度　40％ レポート　60％

適宜紹介する。

講義だけでなく、身体を動かす時間もあるので、その際は、動きやすい服装を必ず用意す
ること。

オリエンテーション
健康と体力
不健康について
健康維持・体力向上（理論）①
健康維持・体力向上（実践）①
健康維持・体力向上（理論）②
健康維持・体力向上（実践）②
健康維持・体力向上（理論）③
健康維持・体力向上（実践）③
健康維持・体力向上（理論）④
健康維持・体力向上（実践）④
健康維持・体力向上（理論）⑤
健康維持・体力向上（実践）⑤
振り返り
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど
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スポーツ実習Ｂ

卓球・バドミントンの実践と技術習得、チームワークやルールの順守、対人コミュ
ニケーション能力の向上を通じて、豊かな人間性を涵養することを目的とする。ま
た、心身の健康を増進させることや生涯スポーツについてのあり方を考え、独自の
学習計画を立案してグループごとに実践していく機会とする。

・指示されたテキスト等を読んで、ルールや技術取得について理解しておくようにする。

授業態度 60％  レポート 30％（実技計画案・レポート）   その他 10％（実技点）

適時紹介する。

・初回のガイダンス時にグループ分けを行なうので必ず出席すること。（欠席者は
希望の種目を選択できない場合があります） ・動きやすく、汗をかいてもよい服装
と体育館用シューズを必ず用意すること。

ガイダンス　グループ分け
コートの設営・ルール・ラケットとシャトルコックに慣れる
サービス、フットワーク・ゲーム　　　
フォアハンドストローク・ゲーム　　
バックハンドストローク・ゲーム　　
ドロップ、ドライブショット・ゲーム　　　　
スマッシュ・ゲーム　　　　　　　
実践練習・ゲーム（1）（守備）
実践練習・ゲーム（2）（攻撃）
ゲーム（シングルス）（1）（リーグ戦）
ゲーム（シングルス）（2）（トーナメント戦）
ゲーム（ダブルス）（1）（リーグ戦）
ゲーム（ダブルス）（2）（トーナメント戦）
指導方法・運営方法　
総括

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

選択した種目について理解し、基礎的技術を身に付けることができる。
自ら健康や体力について考え、積極的に健康の保持増進に努めことができる。
将来継続的に実践可能な生涯スポーツについて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

堀井　大輔
全学年対象

バドミントン
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スポーツ実習Ｃ

バレーボールの実践と技術習得、チームワークやルールの順守、対人コミュニケー
ション能力の向上を通じて、豊かな人間性を涵養することを目的とする。また、心
身の健康を増進させることや生涯スポーツについてのあり方を考え、独自の学習計
画を立案してグループごとに実践していく機会とする。

・指示されたテキスト等を読んで、ルールや技術取得について理解しておくようにする。

授業態度 60％  レポート 30％（実技計画案・レポート）  その他 10％（実技点）

参考書については授業時に指示する。

・初回のガイダンス時にグループ分けを行なうので必ず出席すること。（欠席者は
希望の種目を選択できない場合があります） ・動きやすく、汗をかいてもよい服装
と体育館用シューズを必ず用意すること。

ガイダンス　　グループ分け　　　　　　　
バレーボール（5 号球、ソフト）に慣れ親しむ　　　
アタック、サーブ以下、随時簡易ゲーム
トス、パス（アンダーハンド、オーバーハンド）
サーブレシーブ、強打レシーブ　　
ブロック、カバープレー　　　　　
実践練習（守備）
実践練習（攻撃）
ソフトバレーボールによるゲーム　
5 号球のボールによるゲーム
ボールとルールを選びゲーム 1（審判技術）
ボールとルールを選びゲーム 2（リーグ戦）
ボールとルールを選びゲーム 3（トーナメント戦）
指導方法・運営方法
総括

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

選択した種目について理解し、基礎的技術を身に付けることができる。
自ら健康や体力について考え、積極的に健康の保持増進に努めことができる。
将来継続的に実践可能な生涯スポーツについて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

堀井　大輔
全学年対象

バレーボール
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スポーツ実習Ｃ

バスケットボールの実践と技術習得、チームワークやルールの順守、対人コミュニ
ケーション能力の向上を通じて、豊かな人間性を涵養することを目的とする。また、
心身の健康を増進させることや生涯スポーツについてのあり方を考え、独自の学習
計画を立案してグループごとに実践していく機会とする。

・指示されたテキスト等を読んで、ルールや技術取得について理解しておくようにする。

授業態度 60％  レポート 30％（実技計画案・レポート） その他 10％（実技点）

参考書については授業時に指示する。

・初回のガイダンス時にグループ分けを行なうので必ず出席すること。（欠席者は
希望の種目を選択できない場合があります） ・動きやすく、汗をかいてもよい服装
と体育館用シューズを必ず用意すること。

ガイダンス　　グループ分け
バスケットボールに慣れ親しむ　以下、随時ゲーム
ボールハンドリング・ボールコントロール
パス・ドリブル・シュート
1 対 1・3 対 3
チームでのオフェンス
チームでのディフェンス
チーム戦術（1）（守備）
チーム戦術（2）（攻撃）
リーグ戦の運営方法
リーグ戦の実施 1（審判技術）
リーグ戦の実施 2（チーム戦術・守備）
リーグ戦の実施 3（チーム戦術・攻撃）
リーグ戦の実施 4（チームとしてのまとめ）
総括

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

選択した種目について理解し、基礎的技術を身に付けることができる。
自ら健康や体力について考え、積極的に健康の保持増進に努めことができる。
将来継続的に実践可能な生涯スポーツについて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

堀井　大輔
全学年対象

バスケットボール
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

スポーツ実習Ｄ

ニュースポーツの実践と技術習得、チームワークやルールの順守、対人コミュニケー
ション能力の向上を通じて、豊かな人間性を涵養することを目的とする。また、心
身の健康を増進させることや生涯スポーツについてのあり方を考え、独自のニュー
スポーツを開発する。

・指示されたテキスト等を読んで、ルールや技術取得について理解しておくようにする。

授業態度 60％ レポート 30％（各自で開発したニュースポーツ・レポート） 
そ の 他 10％（実技点）

参考書については授業時に指示する。

動きやすく、汗をかいてもよい服装とグラウンド用、体育館用シューズを必ず用意
すること。

ガイダンス　受講説明
インディアカ　コートの設営、ルール、用具に慣れる　随時ゲーム
ぺタンク　コートの設営、ルール、用具に慣れる　随時ゲーム
フライングディスク　コースの設営、ルール、用具に慣れる　随時ゲーム
アルティメット　コートの設営、ルール、用具に慣れる　随時ゲーム
ユニホック　コートの設営、ルール、用具に慣れる　随時ゲーム
キンボール   ルール、用具に慣れる 随時ゲーム（1）
キンボール  ルール、用具に慣れる 随時ゲーム（2）
ニュースポーツ（1）独自で開発したスポーツを実践する-プランを考える-
ニュースポーツ（1）独自で開発したスポーツを実践する-ゲームを通してルールを整備する-
ニュースポーツ（1）独自で開発したスポーツを実践する-全体で実践する-
ニュースポーツ（2）独自で開発したスポーツを実践する-プランを考える-
ニュースポーツ（2）独自で開発したスポーツを実践する-ゲームを通してルールを整備する-
ニュースポーツ（2）独自で開発したスポーツを実践する-全体で実践する-
総括

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ニュースポーツを理解し、基礎的技術を身に付けることができる。
自ら健康や体力について考え、積極的に健康の保持増進に努めことができる。
将来継続的に実践可能な生涯スポーツについて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

堀井　大輔
全学年対象

ニュースポーツ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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スポーツ実習Ｅ

ウィンタースポーツ（スキー・スノーボード）の実践と技術習得、対人コミュニケー
ション能力の向上を通じて、豊かな人間性を涵養することを目的とする。また、自
然環境における安全で良識ある集団活動のあり方を考える機会とする。

・指示されたテキスト等を読んで、ルールや技術取得について理解しておくようにする。

授業態度 60％  レポート 30％（最終レポート）  その他 10％（実技点）

参考書については授業時に指示する。

・学外実習の日程は調整中ですが、他の集中授業と重複しないように注意して履修
すること。 ・実習経費（交通費・宿泊費・施設利用費等）は自己負担となります。
※平成 28 年度は 39,000 円 （後期履修科目登録時に納入） ・ガイダンスには必ず
出席すること。 ・掲示に注意すること。

ガイダンス　学内で行なう受講説明（日時・場所は掲示連絡する）
事前講習　学内で行なう講義・打ち合わせ（日時・場所はガイダンス時に連絡する）
学外実習　2 泊４日間集中実習（1月下旬～ 2 月上旬予定）予定実施種目／スキー・
スノーボード（実習時にいずれかを選択）予定実施場所／岐阜県飛騨ほおのき平スキー場
実習準備、班分け
スキー・スノーボードと安全
　　　　〃　　　　　腰部の確認と取扱い方
　　　　〃　　　　　基礎的な技術
　　　　〃　　　　　基本的技術（制動）
　　　　〃　　　　　基礎的技術（滑走）
　　　　〃　　　　　基礎的技術（ターンコントロール）
　　　　〃　　　　　応 用 技 術（リズム変化）
　　　　〃　　　　　応 用 技 術（斜度変化）
　　　　〃　　　　　応 用 技 術（総合滑降）
グループ学習・ミーティング
まとめ

1.
2.
3.

4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ウィンタースポーツについて理解し、基礎的技術を身に付けることができる。
自ら健康や体力について考え、積極的に健康の保持増進に努めことができる。
将来継続的に実践可能な生涯スポーツについて考えることができる。

(1)
(2)
(3)

堀井　大輔
全学年対象

野外活動・ウインタースポーツ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語入門Ⅱ　

英語入門 で学んだ英語マインドセットをさらにブラッシュアップさせましょう。
英語は言うまでもなく言葉ですから、頭で考えるというよりも、耳と目、そして心
を全開にして新しいスキルを身につけましょう。

授業の進行の応じて宿題を出します。

授業態度　　５０％　
授業内試験　５０％

辞書は必ず授業に持ってきてください。英和辞書は必須です。和英辞書もあれば役
に立ちます。電子辞書でも OK です。

参加しましょう。声を出しましょう。間違いを恐れる必要はありません。

My family (1) : There are five people in my family.
My family (2) : My father is a dentist.
過去形 (1) : I was small.
過去形 (2) : I played the piano.
過去形 (3) : Did you go to kindergarten?
現在進行形 : ～ ing の使い方
WH questions (1) : what を使いこなそう
WH questions (2) : who を使いこなそう
WH questions (3) : when, where を使いこなそう
WH questions (4) : how を使いこなそう
WH questions (5) : why を使いこなそう
助動詞 (1) : can, may, must を使いこなそう
助動詞 (2) : will, would を使いこなそう
不定詞と動名詞 : 動詞のワンランク上の使い方
Review : 振り返りとまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

英文の基本構造をさらに深く理解することができる
英語を使うメンタリティーをさらに強くすることができる
少し複雑な文を話すことができる

(1)
(2)
(3)

島先 京一
全学年対象

英語でもっと聞こう　英語でもっと話そう
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語Ａ　

This is an elementary level English class in which students will watch 
the film Wallace and Gromit in The Wrong Trousers and practice basic 
language skil ls through written　exercises based on the fi lm and 
through group activities related to language and content of the film.

授業で学んだことを次回までに復習して下さい。また毎週次の課題を指示しますの
で、しっかり予習をしてください。

授業中の参加  (60%)  小テスト (40%)

Wallace and Gromit in The Wrong Trousers, Oxford 
University Press; 英和・和英辞書 （電子辞書でも可）

１）私のクラスは英語による「対話」の授業ですので授業に出席して実際に練習するこ
とが何より大切になります。したがって出席と授業参加を重視します。２）テキストと
英和・和英辞書（電子辞書でも可）を毎週忘れず授業に持参して下さい。３）英会話の
クラスでは、実際に自分の今まで習ってきた英語を使ってみるいいチャンスです。各自
レベルは異なるかもしれませんが今の力を少しでもレベルアップすることが大切ですの
で、この点を評価します。周りを気にしないで、自分なりに頑張って英語の力をつける
ことに努力 すれば、それを評価します。4）なるべく遅刻しないようにしてください。

Introduction
Unit 1: Adjectives; Singular possessive adjectives　
Unit 1: Plurals; Days and dates; Vocabulary-things on the table
Unit 2: This/that/these/those; Adverbs and prepositions
Unit 2: Talking about likes and dislikes; Vocabulary-in your bedroom
Unit 3: Present continuous and future tense using going to
Unit 3: Describing clothing; Talking about the weather
Review Units 1-3 and discussion
Unit 4: Object pronouns; Prepositions and adverbs
Unit 4: Talking about your town
Unit 5: Giving directions; Adverbs of manner; Large numbers
Unit 6: Two and three word verbs; Things in the house; What would you like for...
Discussion and review game
Extras on DVD 
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

To improve reading, writing, listening and speaking skills at the elementary level
To increase vocabulary related to everyday objects 
To be able to describe the location of items in relation to one another on a page
To be able to define simple English words in English

(1)
(2)
(3)
(4)

三宅キャロリン
全学年対象

Elementary level four-skills English
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語入門Ⅰ　

なぜ日本人は英語が苦手なのでしょうか。それは、僕たちが英語を積極的に使おう
としないからです。簡単でも間違っていても構わないから、英語を使ってみましょ
う。この授業では、様ざまな人びととコミュニケーションを図ることをシミュレー
ションし、練習を繰り返すことで、文法や語彙を始めとする英語体力を身につけて
いきます。

授業の進行に応じて、宿題を出します。

授業態度　　５０％　
授業内試験　５０％

辞書は必ず授業に持ってきてください。英和辞書は必須です。和英辞書もあれば役
に立ちます。電子辞書でも OK です。

参加しましょう。声を出しましょう。間違いを恐れる必要はありません。

Introduction: 授業紹介　授業の進め方　授業参加の心構え
Pronunciation (1) : 英語の発音 リズム感
Pronunciation (2) : 英語の発音 日本語にない音
Be 動 詞 (1) : I am, You are, We are,….
Be 動 詞 (2) : She/He is, They are,…
Be 動 詞 (3) : This is, It is, That is,…
Be 動 詞 (4) : These are, Those are,…
一般動詞 (1) : 第１人称　第２人称
一般動詞 (2) : 第３人称
自己紹介 (1) : I am Kyoichi.
自己紹介 (2) : I am a student. I am young.
自己紹介 (3) : I study illustration.
Yes/No question (1) : Are you Noriko? Are you a professor?
Yes/No question (2) : Do you teach illustration?
Review : 振り返りとまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

英文の基本構造を理解することができる
英語を使うメンタリティーを培うことができる
簡単な英文を話すことができる

(1)
(2)
(3)

島先 京一
全学年対象

英語で聞こう　英語で話そう
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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英語Ｃ

英語の学習は、どちらかといえばスポーツのトレーニングに近いものです。ある程
度のレベルに到達できたとしても、その後の訓練を怠ると、たちまち力が落ちてし
まいます。この授業は、そうならないための実践的な訓練の場を提供します。実際
にアメリカやイギリスで一般の人びとに読まれているテキストを選び、しっかり読
み込みましょう。

英語の文法の基礎は復習しておいてください。中学 3 年のレベルの教科書を復習
しておいてください。

授業態度　50％ 
レポート　50％

特になし。

辞書は必携。予習を怠らないように。

テキストの選定および学習法の解説
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
講 読
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

英文法を活かして英語の一般書が読めるようになる。
英語のボキャブラリーを増やすことができる。
よりネイティブの人に近い発音ができる。

(1)
(2)
(3)

島先　京一
全学年対象

英語の一般書を読みこなそう
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語Ｃ

「web の英語を読む」というと難しそうだが、この授業はネットから様々な文章を
取ってきて、読んでみようというものだ。文章は必ずしも易しくはないが、興味を
もって貰えるような内容のものをと考えている。もう少し具体的に云えば、最初の
授業で関心のあることをアンケートで書いてもらい、それにそってテクストを選択
しようと思っている。ひとつのテクストを２時間使うが、最初の時間に全員で幾ら
か読んでもらい、次の時間に指名された者に残りを訳してもらう。

web上で自分の興味のある英文サイトを探す。もちろん、担当教員が適切にサポートする。

授業態度 34％（授業中の状況） 
合     評 33％（授業中の発表）  授業内試験 33％

なし。

テクストの性質上、スラングや辞書に載っていない単語が出てくることも多い。そ
れでもなんとか理解してやろうというのが、この授業のやり方である。辞書は必ず
持ってくること。（電子辞書でも可）

ガイダンス。授業の意図と英語の学習について述べる。
ガイダンス 2。インターネット上でのテクストの探し方について。
第 1 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 2 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 3 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 4 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 5 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
総括
まとめと試験
講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分の興味のある分野を英文で読むことを試みる
日本語と同じく、英語で読む文章も多様であることを具体的に知る
「読む」こともコミュニケーションであることを体験する

(1)
(2)
(3)

山本　和人
全学年対象

web の英語を読む
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語 B　

This is an elementary level English class in which students will watch the 
film Wallace and Gromit in A Close Shave and practice basic language 
skills through written exercises based on the film and through group 
activities related to language and content of the film.

授業で学んだことを次回までに復習して下さい。また、毎週次の題材を指示します
ので、しっかり予習して下さい。

授業中の参加  (60%)  小テスト (40%)

Wallace and Gromit in A Close Shave (Oxford University Press); 
英和・和英辞書（電子辞書でも可）

１）私のクラスは英語による「対話」の授業ですので授業に出席して実際に練習するこ
とが何より大切になります。したがって出席と授業参加を重視します。２）テキストと
英和・和英辞書（電子辞書でも可）を毎週忘れず授業に持参して下さい。３）英会話の
クラスでは、実際に自分の今まで習ってきた英語を使ってみるいいチャンスです。各自
レベルは異なるかもしれませんが今の力を少しでもレベルアップすることが大切ですの
で、この点を評価します。周りを気にしないで、自分なりに頑張って英語の力をつける
ことに努力 すれば、それを評価します。4）なるべく遅刻しないようにしてください。

Introduction
Unit 1: Past simple-regular verbs; Vocabulary-talking about clothes
Unit 1: Past perfect; Apostrophes for the possessive; Word study
Unit 2: Question words; Past simple-irregular verbs; Word study
Unit 2: Present continuous (review); Starting a conversation by asking questions
Unit 3: Past participles   
Unit 3: Present continuous future; Imperatives; Word study
Review Units 1-3 and discussion
Unit 4: Past continuous; Compound nouns; Word study
Unit 5: Adverbs of movement; Comparative adverbs; Opposites 
Unit 6: Sequence words in past tense; Adverbs
Unit 6: Giving opinions; present/past/past participle
Discussion and review game
Extras on DVD 
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

To improve reading, writing, listening and speaking skills at the elementary level
To be able to describe a sequence of events 
To be able to use irregular verbs in the past tense
To be able to describe what is happening in a picture or in a story

(1)
(2)
(3)
(4)

三宅 キャロリン
全学年対象

Elementary level four-skills English
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語 C

In this class students will read and write about Japanese life and culture 
in English, and discuss some of the differences between Japan and 
other countries.

To be able to read and write about various aspects of Japanese culture in English
To learn vocabulary for describing the architecture of Japanese and western homes
To learn vocabulary and expressions for describing Japanese religious customs, festivals and holidays
To learn vocabulary and expressions for describing campus life in Japan and in other countries

(1)
(2)
(3)
(4)

三宅　キャロリン
全学年対象

Upper intermediate level English
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

受講対象・履修要件

授業で学んだことを次回までに復習して下さい。また毎週次の課題を指示しますので、
しっかり予習をしてください。

授業態度　　６０％ 
授業内試験　４０％（小テスト）

This is Japan (Macmillan Language House ); 英和・和英辞書 （電子辞書でも可）

１）私のクラスは英語による「対話」の授業ですので授業に出席して実際に練習することが
何より大切になります。したがって出席と授業参加を重視します。２）テキストと英和・和
英辞書（電子辞書でも可）を毎週忘れず授業に持参して下さい。３）英会話のクラスでは、
実際に自分の今まで習ってきた英語を使ってみるいいチャンスです。各自レベルは異なる
かもしれませんが今の力を少しでもレベルアップすることが大切ですので、この点を評価
します。周りを気にしないで、自分なりに頑張って英語の力をつけることに努力すれば、そ
れを評価します。4）なるべく遅刻しないようにしてください。

Introduction to class; Expressions for the classroom
Unit 7: Temples and shrines; Explaining objects found in Japanese temples and shrines
Unit 7: Temples and shrines; Explaining objects found in Japanese temples and shrines
Unit 8: Tradition Japanese Houses; Describing the architecture of traditional Japanese homes
Unit 8: Tradition Japanese Houses; Describing the architecture of traditional Japanese homes
Unit 9: Special days and events; Describing Japanese holidays
Unit 9: Special days and events; Describing the Japanese calendar
Unit 10: School and college life; Comparing Japanese and western universities
Unit 10: School and college life; Comparing Japanese and western universities
Unit 11: Famous Japanese people; Explaining careers and accomplishments
Unit 11: Famous Japanese people; Explaining careers and accomplishments
Unit 12: Japanese Movies and TV; Reading about and describing movie plots and characters
Unit 12: Japanese Movies and TV; Reading about and describing popular TV shows
Review
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど
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英語Ｆ

この授業では、さまざまなテキストやＤＶＤやインターネットを活用して、英語の
総合的な理解の練習を行います。また聞き取りの練習とともに、英語によるプレゼ
ンテーションの練習も行います。

英語の文法の基礎は復習しておいてください。中学 3 年生レベルの教科書を復習
したうえで授業に臨むこと。

授業態度　　４０％
授業内試験　６０％（プレゼンテーション４０％、テスト２０％）

特になし。

辞書は必携。予習を怠らないように。

Reading Practice & d i scuss ion  1 
Reading Practice & d i scuss ion  2 
Reading Practice & d i scuss ion  3
Reading Practice & d i scuss ion  4
Reading Practice & d i scuss ion  5
Reading Practice & d i scuss ion  6
Reading Practice & Presentation 1
Reading Practice & Presentation 2
Reading Practice & Presentation 3
Reading Practice & Presentation 4
Reading Practice & Presentation 5
Reading Practice & Presentation 6
Reading Practice & Presentation 7
Reading Practice & Presentation 8
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

一般的なレベルの英文を総合的に理解することが出来る。
英語で自らの考えを述べることが出来る。

(1)
(2)

島先　京一
全学年対象

英語の相互的な理解
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語Ｆ

英語Ｃの続きだがＣを取ったからこれを取らねばいけないことはなく、こちらを最
初にとってもよい、web で自分に関心のある英語を授業中に探し、それをテクス
トにして読んでもらう。

web上で自分の興味のある英文サイトを探す。もちろん、担当教員が適切にサポートする。

授業態度 34％（授業中の状況） 
合     評　33％（授業中の発表）  授業内試験　33％

なし。

テクストの性質上、スラングや辞書に載っていない単語が出てくることも多い。そ
れでもなんとか理解してやろうというのが、この授業のやり方である。辞書は必ず
持ってくること。（電子辞書でも可）

ガイダンス。授業の意図と英語の学習について述べる。
ガイダンス 2。インターネット上でのテクストの探し方について。
第 1 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 2 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 3 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 4 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
第 5 回テクスト配付。受講者全員で少し読んでみる。
担当者による発表。
総括
まとめと試験
講評

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分の興味のある分野を英文で読むことを試みる
日本語と同じく、英語で読む文章も多様であることを具体的に知る
「読む」こともコミュニケーションであることを体験する

(1)
(2)
(3)

山本　和人
全学年対象

web で自分の興味のある英文を読む
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語 G 

Students will read essays about contemporary artworks. Then they will discuss each 
work and the social message that the artist is presenting in groups in class. There 
will be a short vocabulary test, vocabulary-building exercises and listening exercises 
for each unit we study. Students will be expected to give their opinions in English on 
the material we are studying, and will also give short presentations in class.

Students will prepare for class each week by 1) reading the assigned 
essay or article, 2) writing answers to the assigned questions and topics, 
and 3) studying for the short tests. 

Homework and participation in group discussions (60%); Short tests 
(40%)

Art and Society (Nan’Un-Do); English-Japanese/Japanese-English 
dictionary 

This is an advanced level English language class. It will be conducted entirely in 
English. Students enrolled in this class should be able to read and understand short 
English newspaper articles and essays and should be able to express their opinions 
about what they have read in English at an advanced level.   

Introduction; Lesson 1 “Tradition Vs. Modernity”
Short test; Reading and discussion of “Tradition Vs. Modernity” (continued)
Short test; Reading and discussion of “Tradition Vs. Modernity” (continued)
Lesson ４: “Feminism” 
Short test; Reading and discussion of “Feminism” (continued)
Short test; Reading and discussion of “Feminism” (continued)
Lesson 5: “Queer Politics” 
Short test; Reading and discussion of “Queer Politics” (continued)
Short test; Reading and discussion of “Queer Politics” (continued) 
Lesson 9: “Pop Culture” 
Short test; Reading and discussion of “Pop Culture” (continued)
Short test; Reading and discussion of “Pop Culture” (continued)
Lesson 11: “Youth and Adulthood”
Short test; Reading and discussion of “Youth and Adulthood” (continued)
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

To be able to read and discuss essays about artists, their works, and social 
issues in English
To improve vocabulary and grammar skills at the advanced level
To improve advanced English language listening and speaking skills for study 
abroad

(1)

(2)
(3)

三宅　キャロリン
全額対象； Students enrolling in this class should be able 
to read and speak English at an advanced level.

Reading about and discussing art in English at the advanced level
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英語 F　

Students will work on improving their reading and speaking skills at the 
upper intermediate level. 

Students will prepare for class each week by 1) reading the assigned 
essay or article, 2) writing answers to the assigned questions and topics, 
and 3) studying for periodic short tests. 

Homework, presentations and participation in group discussions (60%); 
Short tests (40%)

Life Topics [Advanced] (Nan’Un-Do); English-Japanese/Japanese-
English dictionary

This is an upper intermediate level English language class. It will be 
conducted mainly in English. Students enrolled in this class should 
be able to read and understand short English newspaper articles and 
essays and should be able to express their opinions about what they 
have read in English at an upper intermediate level.   

Introduction; Essay 1 “Physical Fitness”: Reading and discussion 
Essay 1 (continued): Reading and discussion of “Physical Fitness”
Essay 1 (continued): Reading and discussion of “Physical Fitness”
Essay 6 “Stress”: Reading and discussion
Essay 6 (continued): Reading and discussion of “Stress”
Essay 7 “Salt, Sugar, Fat”: Reading and discussion
Essay 7 (continued): Reading and discussion of “Salt, Sugar, Fat” 
Essay 7 (continued): Reading and discussion of “Salt, Sugar, Fat”
Essay 9 “Women and Work”: Reading and discussion
Essay 9 (continued): Reading and discussion of “Women and Work”
Essay 9 (continued): Reading and discussion of “Women and Work”
Essay 12 “Same Sex Marriage”: Reading and discussion
Essay 12 (continued): Reading and discussion of “Same Sex Marriage” 
Essay 12 (continued): Reading and discussion of “Same Sex Marriage” 
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

To be able to read and respond critically to essays about contemporary issues in society
To be able to express a personal opinion on various topics and explain that opinion to others
To build vocabulary necessary for discussing contemporary issues in society 

(1)
(2)
(3)

三宅 キャロリン
全額対象； Students enrolling in this class should be able 
to read and speak English at an upper intermediate level.

Reading about and discussing contemporary issues in society in English at the upper intermediate level
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件



専
門
科
目

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

選
択
科
目
群

134

英会話 B　

In this class students wil l practice speaking in depth about their 
preferences and interests. They will learn how to initiate a discussion 
and how to respond to others’ opinions at the intermediate level.

授業で学んだことを次回までに復習して下さい。また毎週次の課題を指示しますの
で、しっかり予習をしてください。

授業態度　　６０％
授業内試験　４０％（小テスト）

Let’s Chat (EFL Press); 英和・和英辞書 （電子辞書でも可）

このクラスは英語による「対話」の授業ですので授業に出席して実際に練習すること
が何より大切になります。したがって出席と授業参加を重視します。英会話のクラス
では、実際に自分の今まで習ってきた英語を使ってみるいいチャンスです。各自レベ
ルは異なるかもしれませんが今の力を少しでもレベルアップすることが大切ですの
で、この点を評価します。周りを気にしないで、自分なりに頑張って英語の力をつけ
ることに努力 すれば、それを評価します。 なるべく遅刻しないようにしてください。

Introduction; Unit 1: Introducing someone; Names and nicknames
Unit 1: Family; Likes and preferences; Favorite things 
Unit 2: Talking about the past; Did you use to...? 
Unit 2: School life; When was the last time you...?
Unit 3: Talking about leisure activities; allowed to and not allowed to
Unit 3: Superlatives; Sport rules
Unit 4: Asking to borrow something; Talking about differences
Unit 4: Money and time; shopping
Unit 5： Abilities; It’s made by.../ It’s made from...
Unit 5: Talking about food; Describing Japanese food
Unit 6: Talking about travel; Making travel plans
Unit 6: Checking into a hotel; Making complaints
Unit 7: How often do you...?/How many times a day do you...?
Review 
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

To be able to keep a conversation going at the intermediate level
To expand vocabulary for travel
To be able to make questions in the past tense
To be able to ask about and respond to questions regarding past 
experiences

(1)
(2)
(3)
(4)

三宅 キャロリン
全学年対象

 Intermediate level English conversation
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英会話 E　

In this class students will learn to speak in English about Japanese life 
and culture, while comparing Japan to other cultures. Students will learn 
how to describe things that are uniquely Japanese in English at the 
intermediate level.

授業で学んだことを次回までに復習して下さい。また毎週次の課題を指示しますの
で、しっかり予習をしてください。

授業態度　　６０％
授業内試験　４０％（小テスト）

This is Japan (Macmillan Language House ); 英和・和英辞書 （電子辞書でも可）

１）私のクラスは英語による「対話」の授業ですので授業に出席して実際に練習すること
が何より大切になります。したがって出席と授業参加を重視します。２）テキストと英和・
和英辞書（電子辞書でも可）を毎週忘れず授業に持参して下さい。３）英会話のクラスで
は、実際に自分の今まで習ってきた英語を使ってみるいいチャンスです。各自レベルは異
なるかもしれませんが今の力を少しでもレベルアップすることが大切ですので、この点を
評価します。周りを気にしないで、自分なりに頑張って英語の力をつけることに努力すれ
ば、それを評価します。4）なるべく遅刻しないようにしてください。

Introduction to class; Expressions for the classroom
Unit 1: Introductions; Describing people
Unit 1: Introductions; Describing people
Unit 2: Talking about your hometown; Describing places
Unit 2: Talking about your hometown; Describing places
Unit 3: Talking about Japanese Food; Describing foods and their textures 
Unit 3: Talking about Japanese food; Describing foods and food preparation
Unit 4: Talking about manners; Explaining and discussing rules across cultures
Unit 4: Talking about manners; Explaining and discussing rules across cultures
Unit 5: Explaining Japanese things; Describing various items unique to Japan
Unit 5: Explaining Japanese things; Describing various items unique to Japan
12. Unit 6: Talking about the Japanese language; Comparing Japanese and English
13. Unit 6: Talking about the Japanese language; Comparing Japanese and English
Review
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

To be able to explain Japanese customs in English
To expand vocabulary for explaining geographical locations
To learn vocabulary and expressions for comparing Japan’s customs 
and culture to those of other countries
To learn how to describe food, objects, and people in detail in English

(1)
(2)
(3)

(4)

三宅キャロリン
全学年対象

Upper intermediate level English conversation
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

日本語A　

日本語能力試験 (JLNP)N4 以上の基本的な日本語の文法事項を確実に習得し、そ
れらを ｢聞く｣ ｢話す｣ ｢読む｣ ｢書く｣ 場面で使えるようになることを目標とする。
各回、日本語文の読み取りと聞き取りを行い、内容を理解する。また、そこで使わ
れている文型や漢字を使えるように練習する。

学習した内容を復習し、文法事項を覚える。
授業内でできなかった問題を練習する。

授業態度　　 ３０％
授業内試験　７０％（中間テスト３０％、最終テスト４０％）

テキスト：『学ぼう！にほんご 初中級』（専門教育出版）
テキスト・練習問題などの教材はコピーして配付する。

参加態度を重視する。

プレースメントテストと導入　E メールや電話で丁寧に頼む
理由を言って、許可を求める
お礼のことばや感謝の気持ちを伝える
理由を言って、上手に断る
情報を整理して、説明できる
今の状況 ･ 状態について説明する
聞いた話を伝える
内容や事情を説明しながら、進めたり、誘ったりする《中間テスト》
主題を挙げて会話を続ける
人物、その他について、描写し、説明する
必要な情報を的確に理解する
自分の立場を決めて、意見を言う
物事の価値を、それぞれの立場で考えて表現する
問題に対してアドバイスする
まとめ《最終テスト》

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本語のごく基本的な単語を使って、ややゆっくりとしたスピードで会話ができる。
日本語で書かれた身近な話題の短い文を読むことができる。
N4 ～ N3 レベルの漢字を読み、また書くことができる。

(1)
(2)
(3)

中嶌 容子
日本語を母語としない学生

日本語の基礎をかためる
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

英会話 A

In this class students will practice discussing a wide array of topics at 
the pre-intermediate level, using the textbook and printouts. Students 
will learn how to express themselves in simple English in a variety of 
situations.

授業で学んだことを次回までに復習して下さい。また毎週次の課題を指示しますので、
しっかり予習をしてください。

授業態度　６０％ 授業内試験　４０％（小テスト）

Getting into English (Nan’Un-Do); 英和・和英辞書 （電子辞書でも可）

１）私のクラスは英語による「対話」の授業ですので授業に出席して実際に練習することが
何より大切になります。したがって出席と授業参加を重視します。２）テキストと英和・和
英辞書（電子辞書でも可）を毎週忘れず授業に持参して下さい。３）英会話のクラスでは、
実際に自分の今まで習ってきた英語を使ってみるいいチャンスです。各自レベルは異なる
かもしれませんが今の力を少しでもレベルアップすることが大切ですので、この点を評価
します。周りを気にしないで、自分なりに頑張って英語の力をつけることに努力すれば、そ
れを評価します。4）なるべく遅刻しないようにしてください。

Introduction; Unit 1: Personal information; Personal preferences
Unit 2: Numbers
Unit 2: Numbers; Present perfect tense/Have you ever…?
Unit 3: Telling time
Unit 3: Time; Occupations
Unit 4: Hometowns
Unit 4: Hometowns; Future tense/Talking about plans
Unit 5: Food
Unit 5: Food; Past tense/Asking questions in the past
Unit 6: How often do you…?; Present tense for repeated actions
Unit 6: How often do you…?
Unit 7:  Music; Health
Unit 7: Music; Aches and pains
Review
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

To be able to initiate a conversation and keep it going
To expand vocabulary for talking about health and jobs
To be able to discuss personal preferences
To be able to make suggestions and give advice

(1)
(2)
(3)
(4)

三宅　キャロリン
全学年対象

Pre-intermediate level English conversation
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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日本語 B　

日本語能力試験 (JLNP)N3 程度の日常的な場面で使われる日本語の文法を習得し、
それらを実際の ｢聞く｣ ｢話す｣ ｢読む｣ ｢書く｣ 場面で使えるようになる。
各回、日本語文の読み取りと聞き取りを行い、内容を理解する。また、そこで使わ
れている文型や漢字を使えるように練習する。

学習した内容を復習し、文法事項を覚える。
授業内でできなかった問題を練習する。

授業態度　　 ３０％
授業内試験　７０％（中間テスト３０％、最終テスト４０％）

テキスト：『学ぼう！にほんご 中級』（専門教育出版）
練習問題などの教材はコピーして配付します。

参加態度を重視する。

導入 / 予測の表現を理解し、必要な情報を聞き取る
時間と変化を表す表現を理解する
その時の状況を説明する
時間の表現を使って、物事の変化について説明する
判断、評価の基準を理解する
動作や状況が完了したことを表現する
感激したことなど印象的なことを表す
感情の動きを表現する　《中間テスト》
理由と結果の関係を理解する
「できない」ことを別の表現で伝える
物事の対象を示す
できごとの途中の様子を表す
同時に起こる事態を説明する
物事の順番を説明する
まとめ　《最終テスト》

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本語の基本的な単語を使って、自然に近いスピードで日常的な会話ができる。
日本語の平易な文を読むことができる。
N3 レベルの漢字を読み、また書くことができる。

(1)
(2)
(3)

中嶌 容子
日本語を母語としない学生

使える日本語表現を広げる
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

日本語 C　

日本語能力試験 (JLNP)N3 以上の日常的な場面で使われる日本語の文法を習得し、
それらを実際の ｢聞く｣ ｢話す｣ ｢読む｣ ｢書く｣ 場面で使えるようになる。
日本語で書かれた文の読解、聴解を行い、その内容を理解する。また、その中で使
われる文型に関する練習を行う。後半は、テーマに基づく文章の読解を行う。

学習した内容を復習し、文法事項を覚える。
授業内でできなかった問題を練習する。

授業態度　　 ３０％
授業内試験　７０％（中間テスト３０％、最終テスト４０％）

テキスト：『学ぼう！にほんご 中級』『学ぼう！にほんご 中上級』（専門教育出版）
練習問題などの教材はコピーして配付します。

参加態度を重視する。

プレースメントテストと導入 /  場面と時点を表す表現
意見と視点
部分的な否定
逆説の表現
仮定条件
推測
忠告・注意
確率の高い予想・断定《中間テスト》
評価を強調する表現
対比
限定の表現
読解１ ： 健康
読解 2 ： 少子高齢化
読解 3 ： コミュニケーション
まとめ《最終テスト》

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本語を使って、自然に近いスピードで日常的な会話ができる。
日本語の平易な説明文や解説を読むことができる。
N3 レベル以上の漢字を読み、また書くことができる。

(1)
(2)
(3)

中嶌容子
日本語を母語としない学生で、日本語Aを履修した者

表現の意味を正確に理解し、使用する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

日本語 D　

日本語能力試験 (JLNP)N2 程度の日本語の表現を習得し、それらを ｢聞く｣ ｢話す｣
｢読む｣ ｢書く｣ 場面で使えるようになることを目指す。
テーマごとの文章と会話文を読み、そこで使われている表現や語彙を確認しながら
内容を理解する。また、会話文に使われている表現を使って会話や発表の練習も行う。

事前に配付するプリントの問題を解いておく。詳しくは、第1回の授業で指示。

授業態度　　 ３０％
授業内試験　７０％（中間テスト３０％、最終テスト４０％）

テキスト：『上級へのとびら』（くろしお出版）
テキスト・教材はコピーして配付する。

参加態度を重視する。

プレースメントテストと導入
日本の地理
日本語のスピーチスタイル
日本のテクノロジー
日本のスポーツ
日本の食べ物
日本人と宗教　　　
日本のポップカルチャー《中間テスト》
日本の伝統芸能
日本の教育
日本の便利な店
日本の歴史
日本の伝統工芸
日本人と自然
まとめ《最終テスト》

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

日本語の自然に近いスピードで、話の具体的な内容を理解しながら会話ができる。
日本語で書かれた幅広い話題の文章（新聞・雑誌の記事など）を読むことができる。
N２レベルの漢字を読み、また書くことができる。

(1)
(2)
(3)

中嶌 容子
日本語を母語としない学生で、日本語Bを履修した者

日本に関して書かれた文章を理解し、考えを述べる
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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コミュニティデザイン論２

少子高齢化や首都圏一極集中、地域の文化と経済・人口の縮小等、現代日本の社会
的状況を踏まえ、地域社会や企業内など多様なコミュニティにおいて、様々な課題
に気付き、他者とともに、デザインの力で解決へ至る道を探す考え方を身に付ける
ことを目的とし、社会における実践例を題材として、鍵となる概念を学びます。
企業の社会的責任（ＣＳＲ）含めてサードプレイスを運営し、社会における新しい
企業のあり方を試行する企業担当者や、地方の現場でソーシャルなビジネスを展開
する NPO 等の担当者を特別講師とし、意義や課題、デザインの可能性を考えます。

実社会での多様なコミュニティとその周辺のデザインについて注意して見聞、可能
なものは体験しておく

授業態度　70％（リフレクション、ミニワーク含む）
レポート　30％

適宜資料を配付。参考図書は授業内で紹介。必要な文具はガイダンスにて紹介、各
自の負担とする。（ふせんやサインペンなど）

毎回リフレクションの時間を設け、全体やグループでの共有・深化のためのミニワー
クを行う。

導入①：ガイダンス
全体①：コミュニティデザイン概観①
全体②：コミュニティデザイン概観②
フォーカス①：リサーチ（聞くこと）
フォーカス②：リサーチ（問うこと）
ケーススタディ (1) ①：ヒアリング準備
ケーススタディ (1) ②：特別講師による事例紹介、ヒアリング
ケーススタディ (1) ③：ワークシート作成、シェア
ケーススタディ (2) ①：ヒアリング準備
ケーススタディ (2) ②：特別講師による事例紹介、ヒアリング
ケーススタディ (2) ③：ワークシート作成、シェア
フォーカス③：コミュニケーションとデザイン
フォーカス④ : コミュニティデザインの可能性と課題
まとめ①：レポート制作
まとめ②：グループセッション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

実社会でのコミュニティデザインの多様なアプローチを見つけ俯瞰的に認識できる
コミュニティデザインによる社会の課題に対する働きかけとその影響を関係づけられる
問いの効果に気付き、創造的な問いを立てることができる
コミュニティデザインのプロセスや影響を図化（見える化）し相互にコミュニケーションできる

(1)
(2)
(3)
(4)

由井真波・特別講師
2 年生以上（「コミュニティデザイン概論」履修者）

社会の課題に対するコミュニティデザインのアプローチを知る
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

コミュニティデザイン概論　

●コミュニティデザインとは、現代社会の中に存在する様々なコミュニティ（共同体）が抱える諸問題
を解決の方向に向かわせる一つの手法である。今、身近で行われているコミュニティデザインの実例を
もとに、その実例の共通点や、考え方、進め方などを理解し、その本質をとらえる。そして、身近にある
コミュニティの諸問題を、自らが持つものづくりのスキルを活かしてどのように解決できるのかを考える。
●また、２１世紀の現代社会においては、コミュニティ（共同体）そのものの重要性が注目されている。
特に大規模な自然災害の後、人間どうしの繋がりから、自然と人間の関わりなど、様々なコミュニティが
浮びあがってきた。この点においては、文化人類学の視点でコミュニティの諸相を理解し、学びを深める。
●最後に、もう一つ注目されているのが地域学である。日本にとどまらず世界各地には様々な地域が
存在し、独特の文化がある。その地域を深く検証することによって全世界に共通する大切な普遍的価
値を発見することができる。本学には、近江学研究所という地域学の研究所があり、「近江学」や「琵琶
湖の民俗史」という科目が設定されている。これらの科目への導きも含めて、知識を深める。
※なお、この授業は「文部科学省地（知）の拠点整備事業COC＋」における地域共生論の内容を含んでいます。

授業態度　２０％
レポート　８０％（中間レポート２０％、まとめレポート６０％）

適宜プリントを配付。

特になし。

特になし。

４月１３日（木）　ガイダンス
４月２０日（木）　コミュニティデザインとは
４月２７日（木）　ものづくりを核とした本学独自のコミュニティデザイン
５月１１日（木）コミュニティデザイン事例紹介 A 10 分間まとめレポート
５月１８日（木）コミュニティデザイン事例紹介 B 10 分間まとめレポート
５月２５日（木）コミュニティデザイン事例紹介 C 10 分間まとめレポート
６月 １ 日（木）コミュニティデザイン事例紹介 D 10 分間まとめレポート
６月 ８ 日（木）中間レポートワークシートにしたがってA～Dの事例の中で最も興味を
持ったものについて分析する
６月１５日（木）コミュニティデザイン発表会　学生が書いた中間レポート（ワークシート）の中から
好事例を選び、ワークシートをもとに学生がコミュニティデザインの分析を発表す 10 名程度　
発表を聞くことでものづくりを核としたコミュニティデザインの本質の理解を深める        
６月２２日（木）　現代コミュニティの諸相１
６月２９日（木）　現代コミュニティの諸相２
７月 ６ 日（木）　現代コミュニティの諸相３
７月１３日（木）　地域学の魅力「近江学概論１」　
７月２０日（木）地域学の魅力「近江学概論２」　
７月２７日（木）まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

コミュニティデザインの実例を知り、その手法と本質を理解することができる
デザインの役割や手法、芸術表現の方法における社会との関係について理解できる
コミュニティ形成の要因と周囲の関係性について知ることができる
２１世紀におけるコミュニティの大切さを認識することができる
地域学というものの重要性を理解することができる

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

加藤 賢治・石川 亮・特別講師
全２年生対象

現代のコミュニティの諸問題を理解し、地域を知り、自らが持つものづくりのスキルをもとに地域の課題解決の可能性を考える
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

近江学A　

成安造形大学が位置する近江（滋賀県）は中央に位置する琵琶湖とそれを囲むように連な
る美しい山々という恵まれた自然環境を有するフィールドです。それだけでなく、古代か
ら文化が形成されてきたために、多くの文化遺産を保有し、その伝統を今に伝えています。
この科目は、本学近くにある世界文化遺産比叡山延暦寺とその麓の仰木（集落）を訪ね、
日本の信仰の根源を見ながら、地域の人々との交流の中で、地域文化を体感します。
このように、伝統的な風習を残す地域を積極的に検証することで、２１世紀に息づく普遍
的な価値観を身につけ、自らの作品制作や未来の生活に活かすことを目的とします。
※この科目は、一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソーシアム「おうみ学生未来塾」の提供科目
となっています。コンソーシアム加盟大学の学生が履修し、他大学の学生との交流も深まります。

事前にフィールドワークを行う地域について調べておくこと。

授業態度５０％
レポート３０％　　合評２０％（プレゼン評価）

集合場所までの交通費等

フィールドワークの内容や日程が多少変更される場合があります。
ガイダンスには必ず出席してください。

ガイダンス 8月２８日（月）　フィールドワークの概要と目的
フィールドワーク「比叡山三塔を巡る」８月２９日（火）坂 本 の 街 並 散 策（フィールドワーク）
フィールドワーク「比叡山三塔を巡る」８月２９日（火）根本中堂から西塔釈迦堂（フィールドワーク）
フィールドワーク「比叡山三塔を巡る」８月２９日（火）千 日 回 峰 行 者 の 道（フィールドワーク）
フィールドワーク「比叡山三塔を巡る」８月２９日（火）横 川 中 堂（フィールドワーク）
フィールドワーク「仰木の集落を訪ねて」８月３０日（水）比叡山の麓、仰木集落（フィールドワーク）
フィールドワーク「仰木の集落を訪ねて」８月３０日（水）比叡山の麓、仰木集落（フィールドワーク）
フィールドワーク「仰木の集落を訪ねて」８月３０日（水）比叡山の麓、仰木集落（フィールドワーク）
フィールドワーク「仰木の集落を訪ねて」８月３０日（水）比叡山の麓、仰木集落（フィールドワーク）
フィールドワーク「仰木の集落を訪ねて」８月３０日（水）比叡山の麓、仰木集落（フィールドワーク）
グループワーク・ディスカッション８月３１日（木）地域の暮らしや信仰を考えるグループワーク・ディスカッション（本学）
グループワーク・ディスカッション８月３１日（木）地域の暮らしや信仰を考えるグループワーク・ディスカッション（本学）
グループワーク・ディスカッション８月３１日（木）地域の暮らしや信仰を考えるグループワーク・ディスカッション（本学）
成果発表会　８月３１日（木）フィールドワークを通して得たもの感じたものを発表する（本学）
成果発表会　８月３１日（木）フィールドワークを通して得たもの感じたものを発表する（本学）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

難解な日本の神仏のあり方についてわかりやすく理解できる
先人の知恵をたどり、今に伝えられる大切な事象を捉えて今に活かすことができる
どこの地域においても活かすことのできる普遍的な価値観を身につけることができる
フィールドワークを通じて地域の暮らしやコミュニティのあり方について考えることができる
グループワーク・ディスカッションを通じてまとめる力や発表する力を身につけることができる

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

加藤 賢治・石川 亮・仁連 孝昭
2 年生以上優先

地域を知ることの大切さを学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

琵琶湖の民俗史　

日本一大きい琵琶湖とその存在意義を考えます。湖がその周辺の人々の営みのうえ
でどのような役割を果たしてきたのだろうか。湖を中心とした祭礼・行事・伝承・
漁法などの諸相をプリント・ビデオを使いながら学習します。琵琶湖とその周辺に
存在する事象に対する先人たちの考え方、見方を、現在と比較しながら学習し、地
域文化への理解を深めるようにします。

授業で配付した資料等で復習をしたうえ次の授業に臨むこと。

授業態度　 ２０％
授業内試験８０％

適宜プリントを配付。

出席率の低いものは不可。

ガイダンス、民俗学とは　   ２月１９日
琵琶湖の持つ人文学的意義　 ２月１９日
琵琶湖の漁類とその漁法（１）２月１９日　
琵琶湖の漁類とその漁法（２）２月１９日　
まとめ　２月１９日
湖辺の祭礼　日吉山王祭・大津祭（１）２月２０日
湖辺の祭礼　日吉山王祭・大津祭（２）２月２０日
丸子船と湖上交通（１）２月２０日
丸子船と湖上交通（２）２月２０日
まとめ
湖とその周辺に伝えられている伝承（１）２月２１日
湖とその周辺に伝えられている伝承（２）２月２１日
琵琶湖の今日的意義　重要文化的景観と近江八景　２月２１日
まとめ　２月２１日
全体まとめ（レポート）２月２１日

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

琵琶湖畔の昔の生活から先人の知恵を学びます
伝承の機能や意義を学ぶことができます
自然と人間の共生の姿が理解できます

(1)
(2)
(3)

加藤 賢治
全学年対象

近江学研究所研究員やその他の研究者
人々のくらしと湖とのかかわりを知る
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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「芸術による社会への貢献」を教育理念とする本学では、地域貢献活動を具現化するために「結ぶ、つなげる、広げる」をテーマに、「学
生・教員の教育、研究に貢献していること」「連携先の社会活動に貢献していること」「大学を含む地域社会全体に貢献していること」
という３つの貢献を包括する事業をプロジェクトとして展開しています。

その中でも、学生の教育や教員の研究に資する内容があるものについては、本学の教育カリキュラムの一環として「プロジェクト演習」
という科目（２単位の認定科目）を設定して、単位認定を行っています。

科目名は、「（例）プロジェクト演習１A」と呼び、数字「１」の部分は受講時期に合わせた学修目標のレベルを示し、アルファベットはプ
ロジェクトの内容に準じるカテゴリを意味します。（下記を参考にしてください）

プロジェクト演習について

プロジェクト科目は履修登録ガイダンス時に、開講するプロジェクトのシラバスを公開します。

⇒シラバスを確認して履修登録を行います。
⇒初回の授業で担当教員からガイダンスを受けます。
⇒ガイダンスでは、「プロジェクトレポート」の説明を受けます。
⇒「プロジェクトレポート」とは、そのプロジェクトにおける自分の目標や、進行状況や取り組み状況、プロジェクトの結果、まとめなどを写
　真や図表も交えてわかりやすくまとめるポートフォリオのようなものです。授業が開始すると同時にレポートの作成を始めます。
⇒プロジェクトが終了したら、担当教員の指示を受け、指定の期日までに「プロジェクトレポート」を教務課に提出します。
⇒担当教員がレポートを確認して到達目標を判断し、目標レベルに到達していると判断されれば「認定」となり、成績表には「N」と記さ
　れ、２単位が取得単位として認定されます。

プロジェクト科目の履修登録から単位認定まで

プロジェクトのカテゴリ
Ａ：歴史・地域　　Ｂ：デザイン　　Ｃ：文化・芸術　　Ｄ：教育・福祉　　Ｅ：プロデュース

学修目標のめやす
学修目標は学年ごとに設定された以下の学修目標と、カテゴリごとの開講目的への理解などから構成されます。
以下の学修目標は一般的な一例です。プロジェクトによってその内容は変わります。

＜ 学 年 ＞　　         　　　　　    ＜ 目 標 例 ＞

　 １年生 ……… 積極的にプロジェクトに参加し、共同作業を行う 
 　２年生 ……… 与えられた役割を理解し、自らの意思で作業を行う 
　 ３年生 ……… 参加するプロジェクトの内容を理解し、企画・立案ができる 
　 ４年生 ……… リーダーとしてプロジェクトを牽引する、またはフォロワーとしてプロジェクトを遂行する
　             　 　地域文化とその背景を理解し、自らの表現が社会と対峙できているかを理解できる　

平成29年度に開講が予想されるプロジェクト
・近江里山フィールドワーク（担当：今森光彦客員教授監修）
・大津祭曳山連盟公式キャラクター「ちま吉」プロジェクト（担当：田中真一郎）
・大津市歴史博物館おもちゃづくりワークショッププロジェクト（担当：宇野君平）
・実践デザインプロデュースプロジェクト（担当：大草真弓）
他、合計１５科目程度のプロジェクト演習が開講される予定です。３月末の履修登録ガイダンスで募集を開始します。

プロジェクトの受講時期に合わせた学修目標のレベル表

プロジェクト演習１Ａ
プロジェクト演習１Ｂ
プロジェクト演習１Ｃ
プロジェクト演習１Ｄ
プロジェクト演習１Ｅ

専門導入課程

科
目
名

1年生
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

2年生 3年生 4年生
専門基盤課程 専門研究課程

プロジェクト演習２Ａ
プロジェクト演習２Ｂ
プロジェクト演習２Ｃ
プロジェクト演習２Ｄ
プロジェクト演習２Ｅ

プロジェクト演習３Ａ
プロジェクト演習３Ｂ
プロジェクト演習３Ｃ
プロジェクト演習３Ｄ
プロジェクト演習３Ｅ

プロジェクト演習４Ａ
プロジェクト演習４Ｂ
プロジェクト演習４Ｃ
プロジェクト演習４Ｄ
プロジェクト演習４Ｅ



専
門
科
目

学
芸
員
課
程
科
目

二
級
建
築
士
受
験
資
格
講
座
科
目

学
修
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
課
程
科
目

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目

社
会
実
践
科
目
群

138

プロジェクト名：大津祭曳山連盟公式キャラクター「ちま吉」広報展開プロジェクト
平成29年度 開講プロジェクト シラバス（一部抜粋）

カテゴリ：プロデュース

テキストは設定しないが、ネット等で大津祭を調べておくこと。
「ちま吉WEBサイト」www.chimakichi.comで過去の活動内容を確認しておくこと。

準備学習

地元大津に約４００年の伝統を持つ「大津祭」という祭がある。
「ちま吉」は、大津祭を支えるNPO法人大津祭曳山連盟の公式キャラクターとして2007年に本学学生がデザインした。2007年から9年間にわたり「ちま吉」
のキャラクターデザインを使用した告知広報活動（JRポスター、テレビCM等）や各種グッズ開発を、学生の手で企画・デザイン・制作を行ってきた。本年度は、
ちま吉誕生10周年を迎えるが、大津祭が国の文化財指定を受ける見込みであることも踏まえ、過去の実績の上に、さらにパワーアップした活動を実施した
い。アイディアを練り、子どもたちや地域住民に向けた活動を展開することを目標としている。本科目では、学生が主体となり主に「イベント企画・広報展開」に
主眼を置き、イベント企画・広報計画→デザイン制作→実制作と設置作業→イベント当日の運営などの流れに沿って、実践的にイベント企画や広報展開を学
んでいく。※連携先　「ちま吉協議会（大津商工会議所・NPO法人大津曳山連盟・成安造形大学との三者による協議会）」

授業概要及び目的

テキスト・参考図書・
材料費

基本的には材料費は発生しない。ただし、大津中心市街地での活動であるため、各種打ち
合わせや大津祭当日など会場までの交通費（4～6回程度）は自己負担。

成績評価方法・
基準

授業態度　60％　プロジェクトレポート　40％

「ちま吉」グッズ開発プロジェクトとの同時履修は必須。不定期開講で7限目を予定している（受講者の希望を聞き曜日設定）。担当案件によっては、土曜・日
曜・夏休み期間に活動する。各自の担当案件において、責任を持ってスケジュール管理をおこなうこと。１０月８日・９日の大津祭当日の「ちま吉センター」の運
営実習は必ず全員参加すること。

履修上の注意・
ライセンスなど

テキスト・参考図書・
材料費

成績評価方法・
基準

履修上の注意・
ライセンスなど

担当教員名
受講対象・履修要件 Illustrator、Photoshopの基礎的操作ができることが望ましい。

田中　真一郎

到達目標 1 年 生 …
2 年 生 …
3 年 生 …
4 年 生 …

1 年 生 …
2 年 生 …
3 年 生 …
4 年 生 …

地域文化や大津祭を理解したうえで、積極的にプロジェクトに参加し、共同作業を行う。
与えられた役割を理解し、イベント企画や広報計画に対して具体的に取り組む。
祭に携わる人々や地域住民と対話し、プロジェクト全体の企画・立案ができる。
リーダーとしてプロジェクトを牽引する、またはフォロワーとしてプロジェクトを遂行する。地域文化とその背景を理解し、自らの表現が社会と対峙で
きているかを理解できる。

授業計画 1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

4月初旬：ガイダンス
4月中旬：「大津祭曳山展示館」視察
5月第2週：アイデア展開
5月第4週：企画検討
5月第4週：企画検討
6月第1週：企画検討・企画書作成
6月第2週：曳山連盟・大津商工会議所等へのプレゼンテーション
6月第3週：デザイン開発
8月初旬：デザイン決定
8月下旬：入稿データ作成
9月初旬：広報物設置等
9月中旬：ラリーイベント運営
10月：宵宮・本祭での運営実習
10月：宵宮・本祭での運営実習
10月下旬：総括（まとめ）

プロジェクト名：おもちゃのワークショップ１

学外活動を含めた変則的な授業です。各自、成安情報サービスを確認してスケジュール
管理をしたうえで授業に臨むこと。

準備学習

本年８月、大津市歴史博物館で子どもたち（おもに大津市内の小学生）を対象としたワークショップを開催します。
このワークショップは、大津市歴史博物館と成安造形大学の連携事業として、おもちゃづくりを通じて、郷土の歴史や文化を学び、ものづくりの魅力を伝え、子
どもたちの想像力を豊かにすることを目的としています。
ワークショップの開催は、おもちゃキットの制作から子どもたちへの指導、チラシのデザインから会場づくりに至るまで、その全てを学生が主体となって企画・
運営します。この活動を通じて、生涯学習の現場を実践的に学びます。

 【おもちゃのワークショップ１】ワークショップ内容の企画から、おもちゃのキットやレシピの制作に取り組みます。また、広報用のチラシデザインや、スタッフで
　　　　　　　　　　　　　 使用するTシャツも制作して、本番に臨む準備に取り組みます。

授業概要及び目的

テキスト・参考図書は適宜配付いたします。材料費・交通費の自己負担はありません。

授業態度　20％　プレゼン評価　20％　プロジェクトレポート　60％

おもちゃのワークショップ１と２は、必ずセットで履修してください。
学外活動を含めた変則的な授業です。各自、成安情報サービスを確認してスケジュール管理をしてください。

担当教員名
受講対象・履修要件 全学年

宇野　君平

到達目標 積極的に参加して、主体性を身に付けること。
積極的に参加して、提案力と実行力を発揮すること。
質の高い提案力と実行力を発揮すること。
プロジェクト全体を把握して、リーダーシップを発揮すること。

授業計画 1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

初回ガイダンス：ワークショップ・展覧会の概要説明
大津歴史博物館訪問　(全員参加）※１０：００～現地集合
ミーティング１：スケジュールやチームを決める
ミーティング２：各自でワークショップでつくるおもちゃを考える
ミーティング３：個々のアイデアを選抜してチームごとに準備を進める
ミーティング４：チームごとに試作品を制作し、プレゼンに備える
大津市歴史博物館訪問（全員参加）　「おもちゃのプレゼンテーション」　※１０：００～現地集合
ミーティング５：プレゼン結果から、おもちゃ・チラシの内容を決める
ワークショップ準備１：チラシ原稿の制作・スタッフTシャツのデザイン制作⑴
ワークショップ準備２：チラシ原稿の制作・スタッフTシャツのデザイン制作⑵ 
歴博学芸員さん来学　チラシ原稿の確認・レクチャー用教材等の指導をうける。
ワークショップ準備３：おもちゃレシピの制作
ワークショップ準備４：おもちゃキットの制作
ワークショップ準備５：ワークショップ用導入教材の制作
ワークショップ準備６：最終確認
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キャリアデザイン論A　

現代社会において生活のあり方は多様化していると言われている。それゆえ社会や
生活のあり方について深く理解し、自らの人生をしっかり考えることが必要とされ
ている。本授業では、就職にとどまらず、人生のさまざまな局面に対処するため、
住居や家族などの生活に関わる主題を考察し、社会を生きる一市民としての責務を
自覚する。これによって、ワーク・ライフ・バランスのとれた生活を過ごすための
人生観を培う。

卒業後の自らの人生について考え、授業課題について事前準備をしっかりしておくこと。

授業態度 20％、課題への取り組み（小テストを含む）50％、期末レポート 30％

川井龍介著『社会を生きるための教科書』岩波書店、2010 年

基本的には毎回、新聞記事を活用したグループ・ディスカッションを行います。
そのための準備をしっかりと行ってください。

イントロダクション
自分の人生について考える：私たちはどう生きるか
私たちはいかなる社会を生きているのか：労働と生活
住まう①住所と住民票、住むところを探す
住まう②地域社会を生きる
家族を考える①結婚、家事労働と賃労働
家族を考える②子育てと教育
家族を考える③介護と高齢化
家族を考える④家族の様々な形
お金と正しくつきあう①消費者として考える
お金と正しくつきあう②ローンと奨学金
税を納める：源泉徴収、年末調整、確定申告、いろいろな税金（特別講師）
社会保障①雇用保険と労災（特別講師）
社会保障②医療保険と年金の仕組み
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

人生のさまざまな局面に対処するために必要な知識を獲得し、特に家族とお金に関
わる主題について考察することができる。
私たちが生きている社会についての理解を深め、一市民として社会に対してどのよ
うな責務を果たすべきか自覚することができる。
ワーク・ライフ・バランスのとれた生活を過ごすための人生観を培うことができる。

(1)

(2)

(3)

渋谷 亮
2 年生以上。2年生・3年生での受講を推奨。

人生を考える
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

キャリアデザイン概論 1

大学生活における目標を明確にし、将来の進路に向けての意識や姿勢を形成して行
きます。ペアワークを通して人に伝えることと「質問」の重要性について学ぶ講座、
話すことよりも難しいと言われる積極的傾聴についてワークを通じて学ぶ講座、
また、芸術分野で活躍する社会人を招き自分自身の夢を考えるきっかけになる講座、
経済的自立について考える講座等を行います。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

6 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 3 回以上は不可）　
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（中間レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。
前期の最後に資料をファイルしたものを提出してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、50％評価を減点しま
す。また、30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。欠席し
た際の資料等は、共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

講義のオリエンテーション 　4/17（月）
            〃
コミュニケーション①「伝える」　5 / 8（月）
            〃
コミュニケーション②「傾聴する」5/22（月）
            〃
コミュニケーション③「表現する」　6 / 5（月）
            〃
クリエイティブな仕事とは①　 6/19（月）
            〃
クリエイティブな仕事とは②　 7 / 3（月）
            〃
クリエイティブな仕事とは③　 7/17（月）
            〃
前期のまとめ　中間レポート 　7/24（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

大学生活における目標を明確に叙述することができる。
自分自身を向上させる計画を叙述することができる。

(1)
(2)

濱中　倫秀
将来の進路について意欲的に考えようとする１年生

大学生活における目標を明確にし進路に向けての意識や姿勢をつくる
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

キャリアデザイン概論 2

大学生活における目標を明確にし、将来の進路に向けての意識や姿勢を形成して行き
ます。働くことの意味と意義についての講座、ペアワークを通して人に伝えることと
「質問」の重要性について学ぶ講座、話すことよりも難しいと言われる積極的傾聴に
ついてワークを通じて学ぶ講座、また、芸術分野で活躍する社会人を招き自分自身の
夢を考えるきっかけになる講座、経済的自立について考える講座等を行います。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

6 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 3 回以上は不可）　
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（最終レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。後期の最後に資料をファイルしたものを提出
してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、50％評価を減点しま
す。また、30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。欠席し
た際の資料等は、共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

前期の振り返りと、後期の内容紹介及び目標立案　9/25（月）
                            〃
社会で求められる力①ジェネリックスキルとは　10/16（月）
                            〃
社会で求められる力②大学生活の過ごし方、身に付けるべき力とは　10/30（月）
                            〃
社会で求められる力③就職活動の現状　11/13（月）
                            〃
将来を見据えた大学生活①先輩の体験談を聞く　11/27（月）
                            〃
将来を見据えた大学生活②先輩の体験談を聞く　12/11（月）
                            〃
将来を見据えた大学生活③大学生活の目標シート作成　1/15（月）
                            〃
後期のまとめ　最終レポート　1/22（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

大学生活における目標を明確に叙述することができる。
自分自身を向上させる計画を叙述することができる。
卒業後の進路を具体的に考えることができる。

(1)
(2)
(3)

濱中　倫秀
将来の進路について意欲的に考えようとする１年生

大学生活の１年間を振り返り、２年次以降における目標を明確にすることができる。
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

キャリアデザイン論Ｂ

作家・フリーランスで活動するためには、幅広くさまざまな知識が必要になります。この授
業では、法務や財務の知識、クライアントやディーラーなどとのヒューマン・リレーション
ズ、制作環境の確立など、作家・フリーランスになったときに直面する諸問題を各自で調
査し、発表しあいます。

卒業後の自らの人生について考え、授業課題について事前準備をしっかりしておくこと。

レポート　100％　（毎回の授業時に執筆するミニッツペーパー60％、期末レポート
40％） ※2/3以上の出席をもって成績評価の対象とします。

川井龍介『フリーランスで生きるということ』筑摩書房（ちくまプリマー新書）

ガイダンス
税金を納める
助成を得る
保険をかける
文化に関わるさまざまな法律
『フリーランスで生きるということ』を読んで
大学院で学ぶ/留学する
作家として活動するために①
作家として活動するために②
若手作家と話し合う
若手作家のお話をうかがって
若手デザイナーと話し合う
若手デザイナーのお話をうかがって
作家・フリーランスで活動するために①
作家・フリーランスで活動するために②

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

作家・フリーランスで活動するために必要な知識を身につける。(1)

千速 敏男・泊 博雅
２年生以上が受講できますが、卒業後、作家・フリーランスで活動すると、
進路を決めた４年生での受講を推奨します。

作家・フリーランスで活動するために
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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就業力育成論 1

社会生活を営む上で、基本的なスキルである社会常識やマナーを学びます。さらに
問題を解決する力を身に付けるべく様々なケーススタディとエクササイズを実施し
ます。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

6 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 3 回以上は不可）　
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（中間レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。前期の最後に資料をファイルしたものを提出
してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、50％評価を減点します。
また、30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。欠席した際
の資料等は、共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

講義のオリエンテーション　4/10（月）
                〃
社会で生きる力①なぜ常識やマナーが求められるのか　4/24（月）
                〃
社会で生きる力②社会常識を知る方法～新聞を読もう　5/15（月）
                〃
社会で生きる力③大人のマナー　5/29（月）
                〃
問題解決力を身に付ける①情報の整理と問題発見・構造化　6/12（月）
                〃
問題解決力を身に付ける②言語化しよう～論理的思考・表現　6/26（月）
                〃
問題解決力を身に付ける③提案しよう～問題解決プレゼンテーション　7/10（月）
                〃
前期のまとめ　中間レポート　7/24（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

社会生活で求められる基本的なマナーや常識を理解し、習慣的に実行できる。
様々な情報を分析し、本質的な問題を発見することができる。
発見した様々な問題に対する解決法を、提案することができる。

(1)
(2)
(3)

濱中　倫秀
将来の進路（就職）について意欲的に考えようとする2年生

就業に向けての目標と計画を設定し、能動的に実行するための理論を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

就業力育成論 2

将来の社会生活を見据え、様々な価値観に触れて受容や共感を通して協調性を身に
付けます。また、ロールモデルとしてインターンシップに参加した３・４回生や、
比較的年齢の近い若手社会人の先輩から話を聞き、働くことと自分自身を継続的に
見つめ直します。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

6 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 3 回以上は不可）　
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（最終レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。後期の最後に資料をファイルしたものを提出
してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、50％評価を減点します。
また、30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。欠席した際
の資料等は、共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

講義のオリエンテーション　9/18（月）
               〃
多様な価値観に触れる①　共通のモチーフを用いた表現　10/2（月）
               〃
多様な価値観に触れる②　共通のモチーフを用いた表現　10/23（月）
               〃
多様な価値観に触れる③　相互フィードバック　11/6（月）
               〃
私の仕事と哲学クロストーク①　11/20（月）
               〃
私の仕事と哲学クロストーク②　12/4（月）
               〃
私の仕事と哲学クロストーク③　12/18（月）
               〃
後期のまとめ　中間レポート　1/22（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分以外の多様な価値観や表現を、否定せず傾聴し、意見を言うことができる。
自分が感じたことを、堂々と相手に伝えることができる。
自分以外の多様な生き方や働き方を理解し、自分事に置き換えて叙述できる。

(1)
(2)
(3)

濱中　倫秀
将来の進路（就職）について意欲的に考えようとする2年生

就業に向けての目標と計画を設定し、能動的に実行するための理論を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

就業力育成論 3

間近に迫った就職活動・進路決定に向けて、実践的な学びを重ねる講座。就業先と
して人気の高い業界で実際に働く方や、内定を獲得した４年生の講演などを多く盛
り込む。また、一方的な聴講だけではなく、感じたことを自分自身でまとめ、グルー
プ内で発表するアウトプット能力向上も目指していく。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

6 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 3 回以上は不可）　
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（中間レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。前期の最後に資料をファイルしたものを提出
してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、50％評価を減点しま
す。また、30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。欠席し
た際の資料等は、共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

講義のオリエンテーション　4/11（月）
                 〃
自己分析①自分に関する情報を分類する～ポートフォリオについて　4/18（月）
                 〃
自己分析②用紙１枚に自分を表現しよう　4/25（月）
                 〃
自己分析③自分をプレゼンテーションしよう　5/9（月）
                 〃
就活の現状①企業人事担当者とのセッション　5/16（月）
                 〃
就活の現状②４年生の就職活動体験記　5/23（月）
                 〃
就活の現状③４年生の就職活動体験記　5/30（月）
                 〃
前半のまとめ　中間レポ̶ト　6/6（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ゲストスピーカーが仕事をされている、業界・働き方を理解することができる。
ゲストスピーカーの講演から何を学び得たかを自分自身でまとめ、伝えることができる。
自分自身とそれぞれの業界・働き方を結びつけて考えることができる。
様々な業界・業種・職種の基礎知識を学び、自分自身の将来を描くことができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

濱中　倫秀
将来の進路について意欲的に考えようとする 3年生

就業に向けて、能動的に業界・業種・職種研究をする
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

就業力育成論 4

間近に迫った就職活動・進路決定に向けて、実践的な学びを重ねる講座。就業先と
して人気の高い業界で実際に働く方や、内定を獲得した４年生の講演などを多く盛
り込む。また、一方的な聴講だけではなく、感じたことを自分自身でまとめ、グルー
プ内で発表するアウトプット能力向上も目指していく。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

6 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 3 回以上は不可）　
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（最終レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。前期の最後に資料をファイルしたものを提出
してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、50％評価を減点しま
す。また、30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。欠席し
た際の資料等は、共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

後半のオリエンテーション　6/6 後半（月）
                 〃
学びを社会にどう生かすかを考える①業界研究と仕事研究　6/13（月）
                 〃
学びを社会にどう生かすか考える②業界研究と仕事研究　6/20（月）
                 〃
学びを社会にどう生かすか考える③業界研究と仕事研究　6/27（月）
                 〃
自己表現①　7/4（月）
                 〃
自己表現②　7/11（月）
                 〃
客員教授　佐伯チズ先生のお話　7/18（月）
                 〃
後半のまとめ　最終レポ̶ト　7/25（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ゲストスピーカーが仕事をされている、業界・働き方を理解することができる。
ゲストスピーカーの講演から何を学び得たかを自分自身でまとめ、伝えることができる。
自分自身とそれぞれの業界・働き方を結びつけて考えることができる。
これまでの学生生活で何を目標とし、どう行動し、何を学び得たかを伝えることができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

濱中　倫秀
将来の進路について意欲的に考えようとする 3年生

就業に向けて、能動的に業界・業種・職種研究をする
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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就業力育成演習Ｃ

就職するためには、面談などにおいて明解に会話ができなければなりません。また、
論理的に話す力も必要です。敬語と手紙を中心に幅広く準備します。

新聞毎日読むこと

授業内試験　100％
※授業に参加する態度を重視し、2/3以上の出席をもって成績評価の対象とします。

ガイダンス
敬 語 ①
敬 語 ②
敬 語 ③
敬 語 ④
敬 語 ⑤
敬 語 ⑥
ここまでのまとめ
手 紙 ①
手 紙 ②
手 紙 ③
手 紙 ④
手 紙 ⑤
手 紙 ⑥
ここまでのまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

敬語・敬意表現を身につける。
大人らしい手紙を書く。
倫理的に話す。

(1)
(2)
(3)

千速　敏男
卒業後就職を考えている３年生は、必ず受講してください。
４年生ももちろん受講できます。「就業力育成演習Ａ」と同
時に受講してもかまいません。

筆記試験対策応用編 (1)
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

就業力育成演習A

企業に就職したり、仕事を始めると必ずと言ってよいほど持つ「名刺」。最小の営
業ツールと呼ばれるこの「名刺」を使って自分を表現することに取り組みます。ま
た、実在の番組企画に応募すると想定し、情報収集から企画書の作成・プレゼンテー
ションまでを行います。皆さんの創造性（クリエイティビティ）を存分に発揮して
ください。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

10 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 6 回は不可）
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（中間・最終レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。前期の最後に資料をファイルしたものを提出
してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、減点対象です。また、
30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。グループワーク中
心の講義なので、居眠りや非協力的な行動も減点となります。欠席した際の資料等は、
共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

講義のオリエンテーション　4/10（月）
自 分 を 売 り 込 む ①自己分析　4/17（月）
自 分 を 売 り 込 む ②様々な名刺と使用シーン　4/24（月）
自 分 を 売 り 込 む ③名刺制作ワーク　5/8（月）
自 分 を 売 り 込 む ④名刺制作ワーク　5/15（月）
自 分 を 売 り 込 む ⑤名刺制作ワーク　5/22（月）
自 分 を 売 り 込 む ⑥名刺交換会　5/29（月）
中間レポート　6/5（月）
プレゼンテーション①企画書とは　6/12（月）
プレゼンテーション②企画書を作ろう　6/19（月）
プレゼンテーション③発表とフィードバック　6/26（月）
プレゼンテーション④企画書作成　7/3（月）
プレゼンテーション⑤プレゼンテーション　7/10（月）
プレゼンテーション⑥プレゼンテーション　7/17（月）
最終レポート　7/24（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分のことを初対面の人にも堂々と説明できる。
自分の強みや特徴を客観視し、高い自己肯定感を持つことができる。
企画を立案するために必要なプロセスが理解できる。
採用される企画とプレゼンテーションを目指し、周到に準備できる。

(1)
(2)
(3)
(4)

濱中　倫秀
将来の就職活動に備えて実践的な力を着けたい 2年生

就業そして社会で求められる、自分を売り込む力と創造的思考力を実践の中で養う
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

就業力育成演習 B

社会人と学生の生活や価値観の違いを、グループワークを通して学びます。一方的
に学ぶだけではなく、若者世代の価値観や考え方をプレゼンテーションする機会も
設けます。後半はモデル企業を設定し、初歩的な事業分析や今後の展開についての
企画提案のプレゼンテーションを行います。

将来の進路についての意識をもち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

10 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 6 回は不可）
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（中間・最終レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料等は随時配付します。後期の最後に資料をファイルしたものを提出
してもらいますので大切に保管してください。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、減点対象です。また、
30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。グループワーク中
心の講義なので、居眠りや非協力的な行動も減点となります。欠席した際の資料等は、
共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。

講義のオリエンテーション　9/18（月）
ゲストとのセッション①チームビルディング　9/25（月）
ゲストとのセッション②世代間ギャップを知る～若者文化を伝えよう10/ 2（月）
ゲストとのセッション③世代間ギャップを知る～若者文化を伝えよう10/16（月）
ゲストとのセッション④理想の仕事と職場を考える　10/23（月）
ゲストとのセッション⑤理想の仕事と職場を考える　10/30（月）
ゲストとのセッション⑥前半のまとめ　11/6（月）
中間レポート 11/13（月）
モデル企業の紹介 11/20（月）
事業分析① 11/27（月）
事業分析② 12/4（月）
事業分析プレゼンテーション① 12/11（月）
事業分析プレゼンテーション② 12/18（月）
プレゼンテーションの振り返り 1 / 15（月）
最終レポート 1/22（月）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自分の意見を、世代間ギャップがある社会人に対しても堂々伝えることできる。
価値観の違う人とも、グループワークなどの協働ができる。
分析する企業の本質的な強みを読み取ることができる。
社会の動きを知り、分析する企業の今後の展開を考え、提案することができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

濱中　倫秀
将来の就職活動に備えて実践的な力を着けたい 2年生

社会人と学生の違いを理解し、将来の就職に向けて企業の見方を身に付ける
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

就業力育成演習 D

就活が本格化する 3 年生の 3 月までに、就職活動で必要になる知識を習得します。
業界の見方やマナーの基本、履歴書の記入の仕方など就職を希望する上で必須の
内容です。また 1 月には、架空の会社の説明会～内定までをダイジェストで実施・
体験するので、本番さながらの雰囲気の中で、自分自身の準備段階を理解すること
ができます。

将来の進路についての意識を持ち、講義課題について事前準備をしっかりしておくこと。

10 回以上の出席をもって成績評価の対象とします。（欠席 6 回は不可）
成績は授業態度 75％（受講態度・取り組み姿勢）、
レポート 25％（最終レポート・ミニッツレポート）で評価します。

講義の補助資料は随時配付します。

チャイムがなった時点で着席していない場合は遅刻となり、減点対象です。また、
30 分以上の遅刻は欠席扱いとなりますので注意してください。欠席した際の資料等
は、共通教育センターに取りに行き、各自リカバリーしてください。8 回目～ 14 回
目はグループに分けて土または日曜日に開講します。グループは履修登録締め切り
後に発表します。会場等は成安情報サービスで随時連絡するので必ず確認すること。

就職活動の基礎知識①　就職活動の全体構造・業種と業界の調べ方　10/31（火）
就職活動の基礎知識②　 キャリアサポートセンターの使い方・自己分析（基礎）11/7（火）
就職活動の基礎知識③　自己分析（応用）11/14（火）
就職活動の基礎知識④　自己分析（発展）11/21（火）
就職活動の基礎知識⑤　グループディスカッション選考について　11/28（火）
就職活動の基礎知識⑥　面接選考について　前半　12/5（火）
就職活動の基礎知識⑦　面接選考について　後半　12/12（火）
就職活動実践編　基礎　12/16（土）　または 12/17（日）のいずれか
就職活動実践編　基礎       〃
就職活動実践編　基礎       〃
就職活動実践編　応用　ヴァーチャルリクルート　1/13（土）または1/14（日）のいずれか
就職活動実践編　応用　ヴァーチャルリクルート　            〃
就職活動実践編　応用　ヴァーチャルリクルート　            〃
就職活動実践編　応用　ヴァーチャルリクルート　            〃
講義のまとめ　最終レポート　1/16（火）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

就職活動の全体スケジュールを理解できる
履歴書やエントリーシートを書くことができる
面接やグループディスカッションで堂々と自分の言葉で思いを伝えることができる

(1)
(2)
(3)

濱中　倫秀
就活スタートを目前にした 3年生
卒業後就職を考えている３年生は必ず受講してください。

間近に迫った就職活動のために実践的なスキルと知識を身に着ける
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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ポートフォリオ演習

就職のために企業に提出するポートフォリオの初歩段階の知識、技術等を修得する
ことを目的にします。ページレイアウトソフト　Adobe　ＩｎＤ esign　や写真
加工ソフト　Adobe Photoshop を使用して数ページのポートフォリオを作成し、
話す力（プレゼンテーション力）も磨きます。なお、初級レベルのため、グラフィッ
クデザインコースの学生には履修を推奨しません。

将来の進路についての意識をもち、演習課題について事前準備をしっかりしておく
こと。これまでの自分の作品を振返って、リストにしておくこと。

授業態度　50％（受講態度・取り組み姿勢）
課題作品　50％
での総合評価とする。※キャリアデザイン科目です、欠席・遅刻は厳しく評価します。

参考図書です。「なるほどデザイン」（発行：株式会社エムディエヌコーポレーション）
http://www.mdn.co.jp/di/book/3215303004/
ISBN978-4-8443-6517-4　2,160 円 ( 税込 )　

上記の「授業計画」の日時は予め予定を空けておくこと。制作①～⑧のグループ分けは、
5月中旬頃に告知します。開講教室等についても、順次、成安情報サービス等で告知します。

ポートフォリオ制作に向けたガイダンス①　　6/1（木） 6 校時
ポートフォリオ制作に向けたガイダンス②
先輩のポートフォリオを研究する①　　6/8（木）6 校時
先輩のポートフォリオを研究する②
制作① 6/10( 土 ) ＋ 6/11( 日 ) または 6/17( 土 ) ＋ 6/18( 日 ) のいずれか
制作②　　　 　　　　同　上
制作③　　　 　　　　同　上
制作④　　　 　　　　同　上
制作⑤　　　 　　　　同　上
制作⑥　　　 　　　　同　上
制作⑦　　　 　　　　同　上
制作⑧　　　 　　　　同　上
ポートフォリオを使いプレゼンテーションの練習をする開講日時後日連絡（平日）
合評会　10/12( 木 ) 6 校時
先輩（4年生）から就活で使ったポートフォリオの話しを聴く開講日時後日連絡（平日）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

就職のためのポートフォリオについて、ポジティブな考え方ができる。
提出先である相手（企業）の視点に合わせることができる。　（作品集ではない）
初歩的な制作技術を学び理解し、制作ができる。
制作したポートフォリオを使いプレゼンテーションができる。

(1)
(2)
(3)
(4)

濱中　倫秀
卒業後、企業のデザイナーなどの仕事に就きたい 3年生。
＜初級レベル＞　受講定員 100名

就職のためのポートフォリオ作成講座　＜初級レベル＞
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

インターンシップA

在学中に実社会での実務体験を行うことで、学生の希薄な社会意識や主体性の欠如
に対する意識改革を促し、今後の学修に相乗効果が生まれることを期待する人材育
成プログラム。また、学生が社会の現実を理解し自分自身の適性も自覚することで、
将来の自分のキャリアを描けるよう大学が支援するプログラムでもある。

実習先企業やその業界について調べ、レポートにまとめて提出する。 
何を学ぶために参加するのかを明確にし、行動目標を具体化する。

授業態度 65％（実習状況：50％、事前・事後学習の取組：15％） 
レポート 35％（課題提出：35％、未提出者は評価対象外） ※キャリアデザイン科目
です、事前学習（3 回）、事後学習（2 回）の遅刻・欠席は厳しく評価します。

資料等は随時配付します。

参加が決定してからの登録となりますので履修登録期間内での登録は不要です。 
参加希望者は３月下旬の「インターンシップ ガイダンス」に必ず出席し、配付す
る要項を確認してください。※上記内容は大学主催のものです。大学コンソーシア
ム京都主催のインターンシップについては、「インターンシップ ガイダンス」にて
パンフレット（シラバスを含む）を配付します。

事前学習①インターンシップの概要・心構え・事前課題について 6/27（火）6 限目
事前学習②実習先の企業研究発表・目標立案　7/16（日）1・2限目
事前学習③職場におけるマナー　〃
実 習 ①
実 習 ②
実 習 ③
実 習 ④
実 習 ⑤
実 習 ⑥
実 習 ⑦
実 習 ⑧
実 習 ⑨
実 習 ⑩
事後学習①実習のふりかえり・経験交流とレポート　9/26（火）6 限目
事後学習②実習で学び得たことの発表　10/3（火）6 限目

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

実社会での実務体験を行うことで社会意識や主体性を持つことができる。
社会の現実を理解し自分自身の適性も自覚することができる。
将来の自分のキャリアプランを描けるようになる。

(1)
(2)
(3)

濱中　倫秀
意欲的に参加を考える 2年生～ 3年生

職場体験から学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

インターンシップ B

インターンシップＡが既履修であるが故に、学生の社会意識・主体性・自立心などが
さらに向上することを目的とする。 また、学生の将来のキャリアプランが具体的に
なるよう支援するプログラムでもある。

実習先企業やその業界について調べ、レポートにまとめて提出する。 
何を学ぶために参加するのかを明確にし、行動目標を具体化する。

授業態度 65％（実習状況：50％、事前・事後学習の取組：15％） 
レポート 35％（課題提出：35％、未提出者は評価対象外） ※キャリアデザイン科目
です、事前学習（3 回）、事後学習（2回）の遅刻・欠席は厳しく評価します。

資料等は随時配付します。

参加が決定してからの登録となりますので履修登録期間内での登録は不要です。 
参加希望者は３月下旬の「インターンシップ ガイダンス」に必ず出席し、配付す
る要項を確認してください。※上記内容は大学主催のものです。大学コンソーシア
ム京都主催のインターンシップについては、「インターンシップ ガイダンス」にて
パンフレット（シラバスを含む）を配付します。

事前学習①インターンシップの概要・心構え・事前課題について 6/27（火）6限目
事前学習②実習先の企業研究発表・目標立案　7/16（日）1・2限目
事前学習③職場におけるマナー　〃
実 習 ①
実 習 ②
実 習 ③
実 習 ④
実 習 ⑤
実 習 ⑥
実 習 ⑦
実 習 ⑧
実 習 ⑨
実 習 ⑩
事後学習①実習のふりかえり・経験交流とレポート　9/26（火）6 限目
事後学習②実習で学び得たことの発表　10/3（火）6 限目

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

実社会での実務体験を行うことで社会意識や主体性をさらに持つことができる。
社会の現実を理解し自分自身の適性もさらに自覚することができる。
将来の自分のキャリアプランを具体的に描けるようになる。

(1)
(2)
(3)

濱中　倫秀
２年次に「インターンシップＡ」を履修した 3年生

職場体験から学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件



　博物館には、博物館法に基づき、資料の収集・保管・展示・調査・研究など、これらに関連する事業についての専門的事項をつかさ
どる職員として、学芸員をおかなければなりません。学芸員の有資格者には、博物館の事業に類する機関として、美術館、資料館、など
において、専門職としての職域が開かれています。

学芸員課程科目

学芸員とは

学芸員となる資格を得るためには「博物館法」第5条第１項第1号および本学が定めた規定に基づき、以下の条件を満たしてください。
1）学芸員課程履修届を提出し、所定の課程履修費を納めていること。
2）学士の学位を有すること（所属学部学科を卒業すること）。
3）学芸員課程で定めた科目の単位を修得していること。
以上、3つの条件を満たした者には、卒業時に「学芸員資格証明書」を授与します。

学芸員資格の取得条件

学芸員の基礎資格・最低修得科目数および単位数
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本学における最低修得科目および単位数
必修科目・単位　11科目19単位
選択科目・単位　2系列 2科目4単位

基礎資格

学士の学位を有する者

　　　　　法定基準
必修科目・単位　9科目19単位
選択科目・単位　2系列 4単位
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必
　
修
　
科
　
目

美術史系列

科　目　名 学　年単 位 数 授 業
形 態 特記事項

選
　
択
　
科
　
目

文化史系列

2系列以上より
2科目4単位以上を
選択必修

博物館実習１・２履修済要件

考古学系列

民俗学系列

博物館概論
生涯学習概論
博物館展示論
博物館資料論
博物館情報・メディア論
博物館教育論
博物館資料保存論
博物館経営論
博物館実習１
博物館実習２
博物館実習３
東洋・日本美術史概説Ａ
東洋・日本美術史概説Ｂ
西洋美術史概説Ａ
西洋美術史概説Ｂ
デザイン史概説Ａ
デザイン史概説Ｂ
工芸史
文化史Ａ
文化史Ｂ
比較文化論Ａ ※
比較文化論Ｂ ※
考古学Ａ
考古学Ｂ
琵琶湖の民俗史
文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

学芸員課程１年生
学芸員課程１年生
学芸員課程２年生
学芸員課程２年生
学芸員課程２年生
学芸員課程２年生
学芸員課程３年生
学芸員課程３年生
学芸員課程３年生
学芸員課程３年生
学芸員課程４年生

学　期

後期
後期集中
前期
後期
後期

後期集中
前期
後期
前期
後期
集中

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
実習
実習
実習
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義

必 修
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1

選 択

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

資格課程科目（学芸員課程）

※ 平成26（2014）年度以降入学生は除く
※ 選択科目については一部隔年開講の科目があります。

履修計画に基づき、【前期】選択科目を履修登録
履修ガイダンス（学芸員課程概要・履修方法を説明）に必ず参加
履修登録ガイダンスに参加 履修計画に基づき、【後期】必修科目・選択科目を履修登録
学芸員課程履修届提出、学芸員課程履修費（10,000円）を納付
履修計画に基づき、【前期】必修科目・選択科目を履修登録
学芸員課程履修費（10,000円）を納付
履修計画に基づき、【後期】必修科目・選択科目を履修登録
履修計画に基づき、【前期】必修科目・選択科目を履修登録
学芸員課程履修費（10,000円）を納付
現地美術研修（1泊2日）・研修費用の個人負担有
館務実習先の開拓・調査・研究
履修計画に基づき、【後期】必修科目・選択科目を履修登録
館務実習先希望調査票の提出（教務課）
履修ガイダンス（館務実習先の発表、注意事項など）
履修計画に基づき、【前期】必修科目・選択科目を履修登録
学芸員課程履修費（10,000円）及び館務実習保険料（340円）を納付
館務実習実施（各館 1 週間から 2 週間程度）
館務実習終了後、実習ノート・レポート・データを提出（教務課）
履修計画に基づき、【後期】必修科目・選択科目を履修登録
学芸員資格証明書授与判定
学芸員資格証明書授与（卒業時）

4月
7月
9月

(3月)～4月

9月
(3月)～4月

7月頃
夏期休暇中
9月

(3月)～4月

5月～11月
6月～12月
9月
2月
3月

1年次

2年次

3年次

4年次

注意   
1）日程は予定であり、学年暦・各種行事等により変更される場合があります。   
2）学芸員課程履修費は改訂される場合があります。
3）他、必要な情報は、成安情報サービスにてお知らせをしますので、定期的に確認をするようにしてください。

学芸員課程4年間の予定
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博物館概論

博物館誕生の歴史や個々の博物館の成り立ちを学習したうえで、博物館の理念や目
的を理解し、さらにその理念や目的を達成するための組織や機能を体系的に学習す
る。組織・機能における日本と欧米との相違や、日本の学芸員が担う役割の多様性
について、また資料の収集・保管、調査・研究、展示公開、教育普及の各分野につ
いて、具体的な事例をあげながら個々に解説する。

数多くの博物館を調査見学し、各々の特色や課題を検討すること。

授業態度　　60％ 
授業内試験　40％

授業内で参考図書を紹介します。 期日までに学芸員課程履修費を納付すること。

無断欠席が 3 回を超える場合は不可とします。

ヨーロッパにおける博物館誕生の歴史的経緯を知る。
日本における博物館誕生の歴史的経緯を知る。
欧米の著名な博物館・美術館の設置の経緯を知る。
日本の著名な博物館・美術館の設置の経緯を知る。
博物館法制定の経緯および博物館法の理念を知る。
博物館法に定められる博物館の種類やその設置基準を知る。
博物館施設の構造的特殊性を知る。
博物館の組織や、館長ならびに学芸員の役割における日本と欧米との相違について知る。
学芸員の役割を知る - ①博物館資料の多様性や、その収集方針、収集方法にふれる。
　      〃　        - ②博物館資料の種類による保管方法の相違や、修理方針、
                           修理方法のあらましにふれる。
　     〃　          - ③展示の事前準備として必要不可欠な資料調査、現物調査
                           やその研究、発表についてふれる。
　      〃　         -④展覧会開催にむけてのプランニングとして、展示物関連、
                            カタログ関連、広報関連などの諸分野があることにふれ、        
                            そのあらましについて解説する。
　     〃　         - ⑤展覧会の開催にむけての実務にふれる。
　     〃　        - ⑥近年活発に行なわれている教育普及活動の意義と内容にふれる。
　     〃　             博物館および学芸員の現状と課題を知る。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

博物館・美術館の概要が理解できます。
学芸員の役割が学べます。
博物館・美術館が現在抱えている問題点がわかります。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
学芸員課程 1年生

博物館とは何か？　学芸員の仕事とは何か？
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

生涯学習概論

博物館は年齢を問わず様々な発達段階にある人々が利用する生涯学習施設の一つで
ある。本授業では、博物館学芸員がその職務を遂行するうえにおいて知っておかな
ければならない基礎的なこととして、生涯学習とは何か、またその必要性、さらに
はより効果的な生涯学習のあり方について学ぶ。 具体的には、日本における生涯
学習関連施策の変遷と、生涯各時期における学習課題を学ぶとともに、主に京都の
各種文化展示施設において行われている実例を学び、これからの博物館における生
涯学習の新たな可能性を探る。

自己の生涯学習、制作について考えておくこと。 自分の周囲でどのような生涯学
習が展開されているのか観察し記録すること。

授業態度　　60％ 
授業内試験　40％（理解度、表現力）

施設見学にあたっての交通費は自己負担となります。

この授業は、後期集中講義（3 日間）です。集中講義となりますので、講義および
見学の 3 日間すべてに出席すること。

ガイダンス、生涯学習とは何か
生涯学習はなぜ必要か
博物館学芸員と生涯学習
生涯学習の提唱とその背景
日本における生涯学習関連施策の変遷とその背景
生涯各時期における学習課題
生涯学習・社会教育行政の実際 1（京都国際マンガミュージアム見学）
生涯学習・社会教育行政の実際 2（京都文化博物館・京都市男女共同参画センター見学）
生涯学習・社会教育行政の実際 3（京都芸術センター見学）
生涯学習施設としての美術館・博物館
生涯学習の広がり
文化の時代と生涯学習
芸術家と生涯学習
新しい文化施設と生涯学習
まとめ（自分の生涯と制作）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

博物館と生涯学習との関係を知ることができる。
生涯学習がなぜ必要かを知ることができる。
今後の生涯学習のあり方を考える基礎知識を得ることができる。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
学芸員課程 1年生

生涯学習はなぜ必要か？　生涯学習の現状は？
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

博物館展示論

展示は今日のコミュニケーションの立場からも重要視されています。本講義では生
涯学習施設としての博物館・美術館の展示の考え方を理解し、その歴史的変遷をた
どります。さらに大変革期である70年代以降の博物館・美術館について考察します。
展示の目的の違いによる展示技法などを実際の展示を見て理解を深めていきます。

常に展覧会等の情報に興味を持つこと。 授業で紹介する展覧会を見ること。

授業態度　30％ 
レポート　30％   授業内試験　40％

適時資料配付、展示見学の交通費は個人負担。

特になし。

ガイダンス、さまざまな展示のあり方
展示の意義と展開
展示の要素・資料・メディアほか
博物館の展示の考え方と歴史
陳列と展示・博物館と美術館
展示学の体系
展示手法、展示の様々な解説手法（作品キャプション、解説書、機材）
展示環境（展示空間の要素、照明、展示ケース、資料保護）
70 年代の展示：国立民族学博物館について
80 年代以降の展示：博物館、美術館の流れ
学外実習、展示の実際を研修：博物館
展示評価と研究・まとめ
学外実習　展示の実際を研修：美術館
展示評価と研究・まとめ
全体のまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

博物館における展示の重要性がわかる。
展示のもつメディア性など歴史が理解できる。
博物館における展示技能に関する基礎的能力が身につく。

(1)
(2)
(3)

辻　喜代治
学芸員課程 2年生

博物館、美術館の展示の意義と技法を学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

博物館資料論

この授業では、博物館の特色となる資料（コレクション）の収集、整理保管等に関
する理論・方法を学ぶ。主に民俗資料、考古資料、美術工芸品等の博物館資料に関
する基礎的な能力を養う。

多くの博物館及び美術館を見学し、資料の種類や性格、展示方法の違いなどを
把握しておくこと。

授業態度　　60％ 
授業内試験　40％（理解度、表現力）

テキストなし。 参考文献：青木豊編『人文系博物館資料論』雄山閣（2012 年）

無断欠席が３回を超える場合は不可とします。

博物館資料とは　博物館資料の意義
博物館資料とは　博物館資料の価値
博物館資料とは　博物館資料のもつ情報
博物館資料の種類
博物館資料の整理・保存（民俗資料①）
博物館資料の整理・保存（民俗資料②）
博物館資料の整理・保存（民俗資料③）
博物館資料の整理・保存（考古資料①）
博物館資料の整理・保存（考古資料②）
博物館資料の整理・保存（考古資料③）
博物館資料の整理・保存（美術工芸品①）
博物館資料の整理・保存（美術工芸品②）
博物館資料の周辺　博物館資料のデータについて
博物館資料の周辺　博物館資料のデータの取扱い
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

博物館資料の整理保管等に関する理論・方法の知識・技術を習得することができる。
単なる資料と博物館資料の違いを知ることができる。
博物館資料の多様性を知ることができる。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
学芸員課程２年生

博物館における資料について考える
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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博物館教育論

博物館における教育活動を支える基本的な教育の原理を理解する。次に、生涯学習社会
の中での博物館などの果たす役割と意義について学び、さらに博物館での教育の現状を
ふまえ、その実際的な方法を博物館・美術館の学芸員から学ぶ。現状の問題点とこれから
の可能性についても考察する。 博物館・美術館において現在、普及活動から出発したワー
クショップなどの教育活動がとても活発になってきており、これまでにない博物館の働
きとして認知されてきている。この授業ではその博物館教育が持つ意味と可能性につい
て学校教育との関連性についても研究する。 上記の目的を達成するため、学生同士のコ
ミュニケーションを重視する。授業はグループごとの討論、発表を行う。

集中講義までの約10ヶ月の間に近隣の博物館、美術館を訪れ、どのような教育普及事業
（鑑賞、ワークショップなど）が行われているか、調べておくこと。初回の講義でその内容を各
自レポートを提出すること。（訪問先の館名、期日、教育普及事業の内容、その感想をA4一枚にまとめる。初回に提出）

授業態度　70％ 
レポート　30％（３回のレポート）

特になし。

授業時間厳守のこと。

教育の必要性について１
教育の必要性について２
現代社会と教育のもつ意味
教育の特質と意義
教育の歴史的理解
教育における学習指導の方法と評価について
社会教育の歴史的理解
社会教育施設と職員
生涯学習の理念と内容
教育と生涯学習
博物館利用の現状と博物館における教育、学びの特性
博物館の利用実態
美術館での鑑賞と教育プログラムの実際
学校教育との連携
博物館、美術館教育における可能性と課題

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

「学ぶ」ことの意義を理解できる。
博物館における教育活動の意義、利用と学びの特性を理解できる。
博物館の教育機能についての基礎的な能力を養うことができる。
コミュニケーション能力を高める。

(1)
(2)
(3)
(4)

河﨑　晃一
学芸員課程２年生

博物館の教育活動における現状の問題点とこれからの可能性について考察する

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

博物館資料保存論

博物館資料には様々な材質のものがあり、またそれらは様々な環境下において保存
されている。本授業では、まず資料劣化の要因の多様さと、それらに対する対策に
ついて科学的データをもとに解説したうえで、博物館の収蔵庫、展示室、輸送時に
おける資料保存の実際について講義する。また、資料修復の理念やその方法につい
ても、講義、見学を通して学習する。

博物館で扱う資料の多様さについて学習をしておくこと。

授業態度　60％ 
レポート　40％

授業内で参考図書を紹介します。 期日までに学芸員課程履修費を納付すること。

無断欠席が３回を超える場合は不可とします。

資料の公開と保存の両立の重要性を通して、資料保存の目的、意義を考える。
資料劣化の要因とその対策（生物被害の事例）
資料劣化の要因とその対策（自然災害の事例）
資料劣化の要因とその対策（人的災害の事例）
資料の伝統的保存法の有効性と限界
博物館における収蔵環境と資料保存
博物館における展示環境と資料保存
輸送に際しての資料保全
資料の修復とその方法（絵画・古文書等）
絵画、古文書等の修復工房の見学
資料の修復とその方法（彫刻）
彫刻修復工房の見学
資料の修復とその方法（考古資料）
考古資料修復保存現場の見学
資料修復の方法、理念について考える

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

資料保存のための博物館設備を知ることができる。
資料保存のための適切な保存環境について知ることができる。
資料保存のための修理方法について知ることができる。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
学芸員課程 3年生

博物館資料はどのように保存されているのか？
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

博物館経営論

博物館の運営形態とその現状の紹介を通して、いま行われている各種事業の内容と
傾向、そして施設の維持・管理状況を把握し、博物館経営にあたって必要となる基
礎的知識の修得を目指す。

事前に身近にある博物館・美術館などの文化施設を見学しておくこと。

授業態度　40％ 
レポート　60％（施設見学姿勢10％、レポート試験 50％）

授業で資料を配付する。

特になし。

新聞記事からみる博物館の現状 （館を取り巻く状況の変化）
新聞記事からみる博物館の現状 （地域の博物館事情）
博物館運営の概略-組織・人事・業務など-
ミュージアムマネージメントの導入-博物館運営から博物館経営へ-
博物館の運営形態・組織-指定管理者制度導入の影響-
博物館の学芸員-求められる学芸員像-
博 物 館 の 業 務 -施設-
博 物 館 の 業 務 -展覧会事業-
博 物 館 の 業 務 -教育普及事業-
博物館施設見学 -館の運営状況の把握-
博物館施設見学 -各種事業の実施状況の理解-
博物館と地域社会 -博物館ネットワークの構築-
博物館と地域社会 -他機関（大学・行政・民間など）との連携-
博物館と地域社会 -地域活性化と博物館-
これからの博物館像-展望と将来像-

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

博物館の現状把握からミュージアムマネージメントの重要性が確認できる。
博物館における学芸員の重要性が確認できる。
これからの博物館の進むべき方向性が把握できる。

(1)
(2)
(3)

松浦　俊和
学芸員課程３年生

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

博物館情報・メディア論

情報・メディアの視点から、作品の収蔵と展示、研究、情報発信といった博物館／
資料館／美術館の基本的な役割を考察する。そうした学習に基づき、情報化社会に
おける博物館／資料館／美術館の望まれるあり方を模索し、受講者各自のヴィジョ
ンを形成する。

授業の際、テキストを渡す。 最後のまとめでは、これらのテキストを通鑑するので、
ファイリングをしておくこと。

授業態度 50％ 
授業内試験 50％（2 回の試験）

参考図書として「博物館研究」を使用する。

映像を使った授業になるので、漠然と見るのではなく、その都度チェックしてノー
トを作ること（勿論、テキスト書込みでも良い）

ガイダンス
情報化社会とは何か
情報・メディアとは何か
情報・メディアの歴史：その１
情報・メディアの歴史：その２
情報・メディアを利用したアジアの博物館
前半のまとめ
博物館／資料館／美術館と情報・メディア：事例研究：その１　
博物館活動の情報化、デジタルアーカイブ、学習活用ほか
博物館／資料館／美術館と情報・メディア：事例研究：その２　
博物館の情報発信、管理と活用（ネット利用）、博物館と知的財産（著作権、個人情報保護など）
博物館／資料館／美術館の展示と情報について
博物館／資料館／美術館の運営と情報について
アートセンター、アート情報運営の基本について
各自なりの美術館／博物館と情報・メディアの関わりを調べる
まとめ1
まとめ2

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

情報・メディアを理解し、情報・メディアを利用した芸術の歴史を概観できる。
博物館／資料館／美術館を情報・メディアの視点から捉え直すことができる。
博物館／資料館／美術館における情報・メディアの役割を認識し、展示計画を提案できる。

(1)
(2)
(3)

中島　誠一
学芸員課程２年生

情報／メディアの視点から博物館／資料館／美術館を捉え直す
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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博物館実習１

学芸員は博物館資料の収集、保管、調査、研究、展示公開、教育普及などの専門的事
項を担当し、常に博物館資料と接する立場にいる。よって、学芸員には資料を取り
扱うための専門的技量が不可欠である。本実習１では、絵画等美術資料を用いなが
ら、それらの基礎的な取り扱い技術を学習し習得する。また、社寺や博物館等の見
学を行い、博物館資料の保存と公開を両立させる困難さとその必要性を知る。

日常から博物館、美術館を見学し、展示構成や展示方法など自主学習を行うこと。

授業態度　60％ 
レポート　40％（理解度、表現力） ※無断欠席が3回を超える場合は不可とします。

期日までに学芸員課程履修費を納付すること。 
現地美術研修費として、7,000 円程度の費用負担有。

この授業は隔週です。4時限と5時限続けて、実施します。 
現地 1泊美術研修の日程は、7月1日（土）、2日（日）です。

実習のねらいと進め方【初回授業は 4月14日（金）】
美術館、博物館見学（全体の展示構成や、様々な資料の展示方法を知る）
襖絵、屏風、掛軸等、絵画の調査方法を学ぶ。調査項目や採寸箇所など
彫刻の調査方法を学ぶ。調査項目や採寸箇所など
絵画（軸物）の取り扱い方法を学ぶ。展示方法や巻き紐の処置など
絵画（軸物）を学生各自が実際に取り扱う-１
絵画（軸物）を学生各自が実際に取り扱う-２
第５～７回の復習として、美術工芸品各種の取り扱い映像を鑑賞する
絵画（軸物）を調査し調書を作製する-１
絵画（軸物）を調査し調書を作製する-２
現地 1 泊美術研修の事前学習
現地 1 泊美術研修【7月1日（土）、2日（日）に実施】
現地 1 泊美術研修
現地 1 泊美術研修
現地 1 泊美術研修

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

博物館資料の基本的な取り扱いができるようになる。
普段見られない滋賀県下の博物館資料の保存状況が理解できる。
博物館資料の調査方法を身につけることができる。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
学芸員課程３年生

博物館、美術館での館務実習に備え、学芸員の仕事の一端を経験する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

博物館実習２

学芸員は博物館資料の収集、保管、調査、研究、展示公開、教育普及などの専門的
事項を担当し、常に博物館資料と接する立場にいる。よって、学芸員には資料を取
り扱うための専門的技量が不可欠である。本実習２では、工芸、民俗、古文書等の
資料を用いながら、それらの基礎的な取り扱い技術を学習し習得する。また、アー
ルブリュットの現状を知り、館務実習事前準備として学内展示見学を行う。

日常から博物館、美術館を見学し、展示構成や展示方法など自主学習を行うこと。

授業態度　60％ 
レポート　40％（理解度、表現力） ※無断欠席が3回を超える場合は不可とします。

特にテキストは用いません。参考図書はそのつどお知らせします。

この授業は原則隔週です。4 時限と5時限続けて、実施します。 
初回授業は 9月22日（金）、２回目は9月29日（金）、以降隔週

博物館実習３で希望する施設を各自で見学し、施設の概要を学習するとともに、
館務実習の手続き方法などを確認する
第 1 回で調べた内容をレポートとしてまとめ提出する
アールブリュットの歴史と現状、作例について知る
　　　〃
工芸品（漆芸）の技法とその特徴を学ぶ
工芸品（漆芸）の取り扱い方法を学ぶ
民俗資料の種類とその特徴を学ぶ
民俗資料の取り扱い方法を学ぶ
京表具に関する展覧会を見学し、表装の必要性とその芸術性を学ぶ
古文書・典籍の種類とその取り扱い方法を学ぶ
古文書を読解する
館務実習事前体験①-学内展示について学ぶ
　　　〃
館務実習事前体験②-学内展示に参加する
　　　〃

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

博物館資料の基本的な取り扱いができるようになる。
美術品の調査方法を身につけることができる。
展示品解説ができるようになる。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
学芸員課程３年生

博物館、美術館での館務実習に備え、学芸員の仕事の一端を経験する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

博物館実習３

学芸員資格取得を目指す学生を対象に、博物館・美術館・資料館などの生涯学習施
設が実施する「館務実習」に 1 週間前後参加します。現場の学芸員の指示のもと、
学芸員として必要な資料に対する知識や取り扱いの技術を修得し、展示や教育普及
活動など基礎的な業務を実際に体験します。館務実習中は学生各自が館務実習ノー
トに、実習内容や実習で得た知見などを記入し、実習終了後、そのノートをもとに
実習内容をまとめたレポートを提出します。

実習先の施設について自分で調べること。

授業態度 60％　 レポート 40％（理解度、表現力） 
※実習レポートは実習後 1か月以内にデータとプリントの両方を提出すること

館務実習先への交通費は自己負担となります。 
期日までに学芸員課程履修費を納付すること

事前ガイダンスには必ず出席のこと。
また、履修者は学研災付帯賠償責任保険（340 円）に加入しなければなりません。

4 月博物館実習３についてのガイダンス
5 月実習に当たっての心構えについての講義
美術館などが実施する館務実習に参加する（美術館等の指定期日による）
美術館、博物館プログラムによる実習
同上
同上
同上
同上
同上
同上
同上
同上
館務実習ノートの制作、提出
実習レポートの制作、提出
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

学芸員の職務の一端を担当することができる。
来館者とのコミュニケーションが円滑にできるようになる。
外側からでは分からない博物館の内側が理解できる。

(1)
(2)
(3)

小嵜　善通
学芸員課程４年生

博物館、美術館での館務実習に参加する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件



　近年、新規の教員採用は年々減少しており、国立の教員養成大学の統廃合が検討されるなど、教員を志望する学生にとってはます
ます厳しい状況となっています。また、教育現場では「学級崩壊」「いじめ問題」など教員の指導力・資質を問うさまざまな問題も生じ
ています。このような状況の中、将来教員を志望する熱意ある学生を対象に教職課程を開設します。成安造形大学で教職課程を履修
するためには、
　　　1．将来、教育職につくという強固な意志をもつ。
　　　2．制作・研究活動と両立させる。
という心構えが、必要不可欠です。特に、制作・研究活動との両立は、精神的にもまた、体力的にも相当の覚悟を必要とします。「友人
が誘うから」「両親が勧めるから」「免許だけでも取っておこう」といった安易な気持ちで履修すると、教員免許を取得することはおろ
か、卒業すらできなくなることになりかねません。
　以上のことから、本学では非常に厳しい履修上の条件を独自に設定しています。教職課程の履修を希望する学生は、1年生前期で十
分に考えをまとめて7月末の教職課程履修ガイダンスに出席し、そこで配布される詳細な履修要項を十分理解した上で、履修を決定して
ください。

教職課程科目

教職課程の履修のしかた

　教職課程では、教育実習や介護等体験などの実習に加えて、学校現場でのインターンシップを実施しています。教職課程におけるイ
ンターンシップには以下の二つの種類があります。
　①教育実習に向けたインターンシップ：
　　3年次から履修する「教育実習事前事後指導」のなかで、教育実習に向けた現場体験として、大学近隣の小中学校で4日程度の
　　「学校インターンシップ」を行います。詳細はシラバス「教育実習事前事後指導」の授業計画を確認してください。
　②教育職に就く人のためのインターンシップ：
　　教育職に就く意志が固まった人のために、教育実習後の4年生後期に、大学近隣の中学校で10日間の実習体験を行います。社
　　会実践科目群「インターンシップA・B」として単位認定されます。児童生徒の指導をはじめ、教育実習では十分に体験しきれない
　　様々な学校業務（授業は含みません）を通して、より一層教育現場の理解と自己課題の発見に努めることを目的としています。将
　　来、教育職を就くことを考えている学生に対して、4年生の5・6月に個別に履修推奨を行います。シラバス「インターンシップA・B」
　　とは授業計画が異なりますので、質問や詳細は教職課程合同研究室まで確認してください。

教職課程におけるインターンシップについて

（1）　本学で取得できる教育職員免許状の種類は次のとおりです。

　　　ただし、本学では中学校・高等学校免許状の同時取得（両方取得する）を原則とし、カリキュラムを構成しています。

（2）　教育職員免許状の授与要件
　「教育職員免許法」ならびに「同法施行規則」で定められている免許状授与のための要件は以下のとおりです。
　　①　基礎資格　学士の学位を有すること。
　　②　大学において修得することを必要とする最低単位数（法定基準）
　　　　「教科に関する科目」　　　　　20単位
　　　　「教職に関する科目」　　　　　中1種免：31単位　 高1種免：23単位
　　　　「教科又は教職に関する科目」　中1種免： 8 単位　 高1種免：16単位
　　　　「日本国憲法」　　　　　　　  2単位
　　　　「体育」　　　　　　　　　　  2単位
　　　　「外国語コミュニケーション」 　 2単位
　　　　「情報機器の操作」　　　　     2単位
　　③　中学校教諭1種免許状を取得するためには、7日間以上の「介護等体験」が必要。（免許申請時に証明書が必要）
　　　　以上の要件は、国が定める最低条件であり、本学では教職課程履修案内で詳細を掲載しています。

本学で取得できる教育職員免許状

  免許状の種類

中学校教諭1種免許状（美術）

　高等学校教諭1種免許状（美術）

学部・学科

芸術学部　芸術学科 
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教職課程の履修科目については、入学年度別の「教職課程履修案内」で確認してください           

教職入門
教育制度論
教育原理
人権教育
教育課程・特別活動論
美術科教育法1
美術科教育法2
道徳教育の研究
教育方法の研究
ボランティアワーク1
ボランティアワーク2
生徒指導の研究
教育心理学
教育相談
美術科教育法3
美術科教育法4
教育実習事前事後指導
教育実習A
教育実習B
教職実践演習

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
実習
講義
講義
講義
講義
講義
講義
実習
実習
演習

後期
後期
前期
前期
前期
前期
後期
後期
後期

後期不定期
不定期
前期
前期
後期
前期
後期
不定期
不定期集中
不定期集中
後期

教職課程1年生
教職課程1年生
教職課程2年生
教職課程2年生
教職課程2年生
教職課程2年生
教職課程2年生
教職課程2年生
教職課程2年生
教職課程2年生
教職課程3年生
教職課程3年生
教職課程3年生
教職課程3年生
教職課程3年生
教職課程3年生

教職課程3・4年生
教職課程4年生
教職課程4年生
教職課程4年生

原則「美術科教育法1」履修済要件

事前講義
介護等体験、事後指導

原則「美術科教育法1、2」履修済要件
原則「美術科教育法1、2、3」履修済要件
3年生後期、4年生前期 不定期開講

教育実習履修要件

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
1
2
2
2

単位数

必修 選択
学　　　年 特記事項科目名

教
職
課
程

資格課程科目（教職課程）　
授
業
形
態

学
　
　
期
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4月

【教職課程】平成29年度の予定
4年次

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

新入生ガイダンス
（資格課程紹介）
教職課程履修相談

教職課程履修ガイダンス
7/21（金）12：30　028

前期成績表配布
後期履修登録指導
個別履修相談
教職課程登録（履修費用納付）
9/7～9/15

1年次

2018年度　新2年生
教職課程ガイダンス
3月末　15：00～　028
次年度前期履修登録         

教職課程継続手続き
（履修費用納付）
4/1～4/14
個別履修相談

前期成績表配布
後期履修登録
個別履修相談
ボランティアワーク1開始

2年次

2018年度　新3年生
教職課程ガイダンス
3月末　15：00～　028
次年度前期履修登録
介護等体験正式申込開始

教職課程継続手続き
（履修費用納付）
4/1～4/14
個別履修相談
教育実習希望先連絡
訪問開始（7月末までに）
介護等体験開始（随時実施） 教員採用試験願書受付開始

教育実習開始（通年随時実施）
教職インターンシップ受講決定

前期成績表配布
後期履修登録
個別履修相談
教職ミーティング
（教育実習報告を聞く）
9/8（金）　028

3年次

2018年度　新4年生
教職課程ガイダンス
3月末　16：40～　027
次年度前期履修登録

教職課程継続手続き
（履修費用納付）
4/1～4/14
個別履修相談
教育実習正式依頼
教育実習事前事後指導開始

教育実習

教員採用試験
（各都道府県）

教職インターンシップ開始
（8月末～9月　2週目）

前期成績表配布
後期履修登録・履修相談
教育実習事前事後指導（教育実習報告）
9/8（金）　028
教育実習
教職実践演習開始
教育実習

教員免許状申請ガイダンス
（一括申請手続き説明・授業内）

教員免許状一括申請
手続き期間
1/16～1/18

卒業制作展鑑賞教育実践
教員免許申請該当者決定

教員免許状授与
（卒業時）

3月
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教職入門

現代社会にける子どもと学校を取り巻く状況について理解する。また教師の役割と
意義を学び、教師にとって必要な資質と能力について考察する。これによって、自
らの「教師像」を形成することを目指す。

配付したプリント、講義ノート、テクストで前回までの講義内容の流れを理解した
上で講義に臨むこと。

授業態度　　30％ 
授業内試験　70％

参考図書『新・人間と教育を考える』学術図書出版社

ガイダンスへの参加が必要（授業と同等の扱い）　

教職課程の学びの展望
様々な教師のあり方
子どもと教師の現在（１）現代の学校生活
子どもと教師の現在（２）スクールカーストと教師
学習指導の前提と目的
教育課程と学習指導要領
学校生活を取り巻く問題状況（１）不登校への取り組みを中心に
学校生活を取り巻く問題状況（２）ケアする教師
教師の役割とその変遷
教師に求められる資質と能力
教員の地位と身分（1）　教員の研修
教員の地位と身分（2）　教員免許制度と教員の服務・校務分掌
教職の専門性をめぐって（１）
教師の専門性をめぐって（２）
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

現代社会における子どもと学校について理解できる。
教師の役割と求められる資質について理解できる。
自分自身の教師像を形成することができる。

(1)
(2)
(3)

渋谷　亮
教職課程 1年生

教師に求められるもの
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

教育制度論

学校は校長・教職員が父母・地域住民等の国民の信託を受けて、児童生徒の教育を
保障する協力と分業の場であり、そこでの教育活動は国民全体に責任をもつという
公共性と生徒一人ひとりの個性を伸ばす自主性を有しているが、この科目では学校
教育に関する制度的事項の理解を目的とする。

授業時間外の学習として１回につき、最低１時間程度の予習・復習がもとめられる。
また主として講義により授業を進めるが随時、発表をも取り入れ、この科目の目標
を達成したい。

授業態度　　30％（ディベート等の態度を含む） 
授業内試験　70％

随時必要に応じてプリントを配付する。

教職科目の特質上、出席は極めて重要である。また授業中の私語およびスマホ使用
は厳禁とする。

教育制度と教育法規（教育制度と教育の法律主義の理解）
教育の基本に関する法規（１）（教育を受ける権利および義務教育に関する関連条文）
教育の基本に関する法規（２）（教育の目的に関する関連条文）
教育内容に関する法規（１）（教育の機会均等および政治教育に関する関連条文）
教育内容に関する法規（２）（学校の範囲および設置者に関する関連条文）
教育内容に関する法規（１）（教育課程および学習指導要領に関する関連条文）
教育内容に関する法規（２）（指導要領等および児童生徒の懲戒に関する関連条文）
教職員に関する法規（１）（教職員の種類と職務および研修に関する条文）
教職員に関する法規（２）（教職員の服務に関する関連条文）
教育行政に関する法規（１）（教育委員会の組織および職務権限に関する関連条文）
教育行政に関する法規（２）（学校保健および児童憲章等に関する関連条文）
学校教育の諸課題（１）（いじめ問題への対応）
学校教育の諸課題（２）（体罰禁止への対応）
諸外国との比較における教育制度の日本的特質
教育改革の世界的潮流

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

学校教育に関する社会的、制度的、経営的事項等の中心となる考えを教育法規
の理解を通して修得する。
学校教育の諸課題への対応策を習得する。
諸外国との比較における日本の学校教育と特質を理解する。

(1)

(2)
(3)

奥川　義尚
教職課程 1年生

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

人権教育

近年、共生社会やソーシャルインクルージョンといった言葉が盛んに口にされる一
方で、人権をめぐる問題はますます多様な様相を呈していると言えるだろう。本講
義では、人権と人権教育に関する基本的な考え方を学んだうえで、様々な人権問題
について多角的に検討していく。これによって、多様性や共生について人権という
観点から深く考察する力を養う。

配付したプリントや講義ノートで前回までの内容を理解した上で講義に臨むこと。
また授業課題について事前準備をしっかりと行うこと。

授業態度　50％（授業態度 20％、課題への取り組み 30％） 
レポート　50％（期末レポート）

配付プリント

授業内でグループによる発表をしてもらいます。

イントロダクション
現代における人権と様々な人権問題
人権とは何か：人権思想の展開
子どもと人権①子どもの権利と教育について
子どもと人権②子どもの貧困問題を考える
障害者と人権①障害者の権利と障害者運動
障害者と人権②自閉症から考える
様々な人権問題①グループワーク
ジェンダーと人権①女性たちの戦後史
ジェンダーと人権②多様な生と性を生きる
様々な人権問題②グループワーク
同和問題と同和教育①人権教育の根本
同和問題と同和教育②現場から（外部講師）
様々な人権問題③グループワーク
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

人権に関する基本的な考え方を学び、理解を深めることができる。
様々な人権問題について多角的に考察できる。
人権教育の意義と実際について理解ことができる。

(1)
(2)
(3)

渋谷　亮
教職課程 2年生（教職課程以外の学生も履修可）

人間の尊厳と多様性について
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

教育原理　

各時代の教育制度、教育行政、教育をめぐる諸科学、個別の教育実践などの配置の
うちに、その時代の教育理念を読み取ることができる。本授業では教育理念のあり
様と変遷を検討するため、教育関係という観点から教育思想、教育の歴史、発達論、
教育理論などについて学ぶ。さらに学校教育にとどまらず家庭や地域の教育、また
現代の教育問題についても検討し、これによってよりよい教育と教育関係について
原理的に考察することを目指す。

配付したプリントや講義ノートで前回までの内容を理解した上で講義に臨むこと。
また授業課題について事前準備をしっかりと行うこと。

授業態度　　50％　（受講態度 20％、課題への取り組み 30％）
授業内試験　50％

参考図書『新・人間と教育を考える』（教職入門でも使用）

授業内でグループによる発表をしてもらいます。

イントロダクション - 教育理念と教育関係
教育は必要なのか①人間と教育
教育は必要なのか②近代教育の成立とその理念
教育思想とその歴史①教育思想の源流
教育思想とその歴史②コメニウスからルソーまで
子どもの発達と教育関係①知能の発達について：ピアジェとワロン
子どもの発達と教育関係②フロイトとエディプスコンプレックス
教育問題について考える①グループワーク
近代教育と学校教育①教育空間の近代化
近代教育と学校教育②新教育とデューイ
家族と教育関係
教育問題について考える②グループワーク
人はいかにして学ぶのか①教えることのパラドックスとベイトソンの学習理論
人はいかにして学ぶのか②無知な教師について
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

教育思想とその歴史の学習を通じて、教育関係という観点から教育理念のあり様と変遷に
ついて理解する。
発達論や教育理論の学習を通じて、教育と教育関係について原理的に考えることができる。
家庭や地域の教育、および現代の教育問題のあり様を踏まえ、自分自身の教育観の基礎をつくる。

(1)

(2)
(3)

渋谷 亮
教職課程 2年生

教育理念と教育関係
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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教育課程・特別活動論

現代の教育状況においては、教育課程（カリキュラム）についての基本的な考えを
身につけることは不可欠となっている。本授業では、教育課程の理論や歴史につい
てしっかりと学んだうえで、実践的な学習を通して教育・学習活動をマネジメント
する力を養う。

配付したプリントや講義ノートで前回までの講義内容の流れを理解した上で講義に
臨むこと。また授業課題について事前準備をしっかりと行うこと。

授業態度　　50％（受講態度 20％、課題への取り組み 30％） 
授業内試験　50％

『中学校学習指導要領解説・特別活動編』文部科学省、文教出版。また『中学校学
習指導要領解説・総則編』も併用。所持していないものは準備しておくこと。 参考書・
参考資料等：適時紹介する。

授業内でグループによる発表をしてもらいます。

イントロダクション
教育課程についての考え方
様々な教育課程
教育の目的と目標
学習指導要領が目指すもの１- 学習指導要領を概観する
学習指導要領が目指すもの２- 学習指導要領における学力観
教育課程をめぐる動向 -PDCA サイクルとカリキュラムマネジメント
教育課程と教育実践１- いのちの教育にみるカリキュラム
教育課程と教育実践２- カリキュラムと教師のあり方
特別活動について：特別活動の意義と目標
学校教育と教育課程の歴史１- 戦後教育におけるカリキュラム
学校教育と教育課程の歴史２- 学習指導要領の変遷
教育・学習活動のマネジメント１：教育方針を考える
教育・学習活動のマネジメント２：カリキュラムを考える
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

教育課程の構造と諸概念についての知識を獲得し、教育課程の歴史と編成に
ついて理解することができる。
総合的な学習や「特別活動」の意義と目標を理解することができる。
学習指導要領を踏まえた上で自らの教育活動をマネジメントする力を養うこ
とができる。

(1)

(2)
(3)

渋谷　亮
教職課程 2年生

教育・学習活動をデザインする
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

道徳教育の研究

道徳と道徳教育の歴史を理解し、望ましい道徳教育のあり方を探り、さらに現代社
会における道徳性について考察する。具体的には学校教育における道徳教育の位置
　・道徳教育の目標と内容・道徳と道徳教育の歴史、道徳教育の実際などについて
学んでいく。これを通して道徳教育への理解を深め、各自が道徳の授業の指導案を
作成する。

配付したプリント、講義ノート、テクストで前回までの講義内容の流れを理解した
上で講義に臨むこと。

授業態度　　50％（受講態度 20％、課題への取り組み 30％） 
授業内試験　50％

テキスト：『中学校学習指導要領解説・道徳編』 文部科学省 日本文教出版  
定価 139 円

授業内でグループによる発表をしてもらいます。

イントロダクション：道徳教育の意義
道徳と道徳教育の現在
学校における道徳教育の位置づけ
道徳教育の目標・内容・方法について (1) 学習指導要領を中心に
道徳教育の目標・内容・方法について (2) 様々な道徳教育の方法
道徳教育の主題（1）生命倫理を考える
道徳教育の主題（2) 情報化社会における道徳について考える
日本の学校教育における道徳教育の歴史（1）戦前の道徳教育
日本の学校教育における道徳教育の歴史（2）戦後の道徳教育
西洋における道徳と道徳教育 (1) 古代から近代まで
西洋における道徳と道徳教育 (2) 近代から現代まで
現代社会における道徳と倫理
道徳教育の具体的指導方法をめぐって（1）　多様な資料の活用
道徳教育の具体的指導方法をめぐって（2）　指導案の作成
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

道徳と道徳教育の歴史を知ることができる。
道徳教育の目標と内容について、様々な角度から考えることができる。
自分で道徳の授業の指導案を作成することができる。

(1)
(2)
(3)

渋谷　亮
教職課程 2年生

道徳教育の目標と内容
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術科教育法１　

児童生徒の発達段階に応じた美術教育の内容と歴史をとおして今日的な教育法の意
義と役割を考え、学習指導要領における中学、高等学校美術の内容を理解し活用で
きるものとする。
生きる力の一つになる美術教育について、どのような目標と方法で進めればよいか、
美術教育の歴史と受講者自身の学習経験もあわせ、学習指導要領に基づき教科とし
ての授業目標と基本的な教育方法を学修する。

配付されたプリント内容の復習と学習指導要領の該当項目を通読しておくこと

授業態度 50％ ( 受講態度 35％、取り組み状況 15％）
レポートと授業内試験 50％

テキスト：「中学校学習指導要領解説（美術編）」文部科学省 96 円（税込み）
「中学校教科書美術 1」「中学校教科書美術 2・3」開隆堂　「新美術　表現と鑑賞」
720 円（税込み）

ミーティング・ガイダンス等の参加必要（授業と同等の扱い）

美術教育の目指すもの
美術教育の基本知識
子どもの遊びと造形表現
美術教育の歴史①（江戸末期から大正まで）
美術教育の歴史②（大正から平成まで）
小学校図画工作から中学校美術へ
中学校学習指導要領解説美術編を読む①（学習指導要領とは）
中学校学習指導要領解説美術編を読む②（構成と美術科の目標）
中学校学習指導要領解説美術編を読む③（各学年の目標）
中学校学習指導要領解説美術編を読む④（美術科の内容）
中学校学習指導要領解説美術編を読む⑤（美術科の指導事項）
中学校学習指導要領解説美術編を読む⑥（指導計画の作成と取扱い）
中学校美術から高等学校美術へ（高等学校美術の概要と連結）
美術教育と道徳教育
振り返りとまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

「美術教育とは何か」の問いかけに一定の基本的回答ができる。
日本における江戸末期から現代に至る美術教育の流れを把握できる。
中学校・高等学校学習指導要領美術の基本的な考えが理解できる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭
教職課程2年生と3年生以上で履修を認められたもの

美術科教育の基礎学習と指導要領解説
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術科教育法 2　

美術科教育法 1 での学修を発展させ、領域内容の詳細と授業における単元（題材）
の内容を具体化する。美術科教育法 1 を基に、美術、デザインなど各領域の詳細な
技法や表現を学び、授業実践を想定した授業の内容（単元・題材）と評価基準を具
体的に考える。また中学校・高等学校美術の教科書に取り上げられている学習の具
体例を参考に、グループワークをとおして年間カリキュラムをイメージして各単元
（題材）にまとめあげる。

配付されたプリント内容の復習と「表現と鑑賞」「中学校教科書」の該当項目を通
読しておくこと

授業態度 50％（受講態度 35％、取り組み状況 15％）
課題及び授業内試験 50％（課題 20％、授業内試験 30％）

テキスト：「中学校学習指導要領解説（美術編）」文部科学省（購入済）　
高等学校解説は必要に応じて貸与
「中学校教科書美術 1」「中学校教科書美術 2・3」開隆堂（購入済）
「新美術　表現と鑑賞」賞」開隆堂（購入済）　　授業時配付資料

ミーティング・ガイダンス等の参加必要（授業と同等の扱い）

美術科教育各領域の教材研究①（絵画の画材と技法） 
美術科教育各領域の教材研究②（絵画の歴史と特徴）
美術科教育各領域の教材研究③（絵画の様式と表現）
美術科教育各領域の教材研究④（版画・彫刻の技法と表現） 
美術科教育各領域の教材研究⑤（デザインの基礎）
美術科教育各領域の教材研究⑥（デザインの技法と表現）
美術科教育各領域の教材研究⑦（工芸・メディアの技法と表現）
美術科教育各領域の教材研究⑧（鑑賞）
美術科の学習評価①（作品評価の観点と絶対評価）
美術科の学習評価②（文部科学省教育課程部会報告）
美術科教育の教材選定（中学校・高等学校での応用）
教科書に示された単元の授業化の検討（絵画・デザイン・彫刻・版画・鑑賞）
教科書に示された単元の授業化を考える（個人研究）
教科書に示された単元の授業化のグループワーク（個人研究の持ち寄り）
振り返りとまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

美術科各領域の技法や用語が理解でき、概要説明が概ねできる。
美術科の評価方法が理解でき、公平で幅広い観点から評価ができる。
教科書と連動させた単元の設定ができる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭
教職課程2年生と3年生以上で履修を認められたもの

美術科各領域研究と中学校美術の教科書を読む
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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教育方法の研究

現代の教育課題に対応した教育方法の考察（情報機器及び教材の活用を含む）。生
涯学習時代の教育の在り方を踏まえ、主体的に学ぼうとする意欲や、やる気を育て
る教育の在り方を考える。自己教育力を高めるための教育方法について、具体的、
実践的な視点から考察する。

教育方法の基礎理論をメモを取って良く聞き、関連の書物を読んで、教育方法に関
する知見を拡げること。

授業態度　　30％（受講態度・課題評価（関心・意欲・態度・技術力）） 
授業内試験　70％（知識・理解・実践力、思考・判断力、表現力）

「学習指導要領」文部科学省、中学校編、その他、適宜指示 ※指導要領は改正をひ
かえていますので書誌情報が変更になります。変更後も中学校の指導要領（総則、
各教科等）が１冊にまとまったものを使用します。

専門職としての教職必修科目であるという認識と自覚を持って臨むこと。

教育方法の概念：方法や技術のとらえ方
学習指導の基礎理論（１）：学習指導の原理
学習指導の基礎理論（２）：学習指導の過程、形態、教育評価の課題と方法
授 業 の 基 礎 理 論（１）：授業の基本的な性格、教材の選択と組織
授 業 の 基 礎 理 論（２）：授業の過程、学習意欲、授業の条件
教育課程編成の原理と方法
学 習 指 導 要 領（１）：総則、教育基本法と学校教育法
学 習 指 導 要 領（２）：教科の内容、道徳、総合学習、特別活動
教育課程編成の仕方：教育課程と教育課程作り
教育課程編成の実際：中学校及び高等学校の教育課程編成と実習
教育とメディア・視聴覚教育：情報機器及び教材の活用
コンピュータを利用した学習指導：情報倫理を含めた情報教育
学級経営と学級作り：コミュニケーションと教育
教師論：教師の在り方、児童・生徒との心のつながり、教職専門性
まとめ①（授業の総括）　まとめ②（授業内試験）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

学習指導要領を理解し、カリキュラムの編成ができる。
学習指導の方法を理解し、具体的な授業実践が可能になる。
視聴覚機器の活用や教師としての在り方を自覚し、教師の素養を身につける
ことができる。

(1)
(2)
(3)

角田　将士
教職課程 2年生

授業方法の研究
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ボランティアワーク１

本科目では、教員志願者に義務づけられた「介護等体験」の事前学習を行う。具体
的には、ノーマライゼーションやインクルージョンといった基本的な考え方を学び、
その上で特別支援教育の実際や高齢者介護と障がい者福祉のあり方を学習する。ま
た福祉施設での現場体験を通して自立生活と個人の尊厳についての認識を深め、障
害者や高齢者に対するこれからの支援と福祉について考察する。

実習を行うので、そのための準備をしっかりと行うこと。

授業態度　50％ 
レポート　50％（期末レポート）

介護等体験ガイドブック　フィリア

教職課程の学生のみを受講対象とします。授業は土曜日不定期で行います。体験と
実習をまじえた授業の性質上、すべて出席することが必須です。しっかりと予定の
調整を行ってください。

ボランティアワークを学ぶ意義
ケアと共生社会：インクルーシブ教育の今
社会福祉施設の概要①　特別講師
高齢者模擬体験　特別講師
社会福祉施設の概要①　特別講師
社会福祉施設体験①　施設実習
社会福祉施設体験②　施設実習
社会福祉施設体験③　施設実習
社会福祉施設体験④　施設実習
特別教育と特別支援教育
障害を持つ子ども達と向き合う
特別支援教育の実際１
特別支援教育の実際２
介護等体験実習に向けて
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

ノーマライゼーションやインクルージョンの理念や考え方を理解できる。
自立生活の考え方を基にした支援・援助・指導等について考えることができる。
共生社会の実現に向かって自ら役割を担う心構えが持てる。

(1)
(2)
(3)

渋谷　亮
教職課程２年生および履修を認められたもの

共生社会に向けて
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

ボランティアワーク２

本科目では、「ボランティアワーク１」における学習を踏まえたうえで、教員志願
者に義務づけられた「介護等体験」を行う。これによって、人の心の痛みがわかり、
各人の価値観の相違を認めることのできる人づくりの実現を目指す。具体的には、
社会福祉施設で５日間、特別支援学校等で２日間の介護等体験実習を行う。

様々な手続きが必要となりますので、書類作成等しっかり準備をしてください。

授業態度　60％ 
レポート　40％（期末レポート）

介護等体験ガイドブック　フィリア

必ず「ボランティアワーク１」を履修していること。3 月に実施する新 3 年生向け
の教職ガイダンスにて手続きの詳細について説明します。必ず出席してください。
また不定期で手続き等に関するガイダンスを行います。大学からの連絡のチェック
を怠らないようにしてください。

介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：社会福祉施設
介護等体験：特別支援学校
介護等体験：特別支援学校
介護等体験：特別支援学校
介護等体験：特別支援学校
介護等体験の振り返り

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

自らの問題意識をもって、介護等体験に取り組むことができる。
支援や福祉に関する知識や考え方を、現場の状況に合わせて用いてることができる。
体験を通してケアと共生社会のあり方について考察することができる。

(1)
(2)
(3)

渋谷　亮
教職課程３年生および履修を認められたもの

共生社会に向けて
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

生徒指導の研究

情報化社会の飛躍的進展は学校教育の世界へも影響を拡げ、「いじめ・不登校」「性非行」「貧困
家庭」などの様々な社会現象を引き起こしている。その結果、生徒指導上の課題は従前より
はるかに多様化し、深刻化している。教師には、こうした課題に対し、その特定事象への対処的
な指導ではなく、生徒への日々の教育活動において個人としての「覚悟」、組織としての「協同」、
そして社会との「連携」が求められている。
　本講義では「生徒指導」の考え方について、根源的に見つめ、組織的、体系的な生徒指導のあ
り方についてアクティブラーニングの手法を用いて、受講者の活発な討議を通して理解を深
めたい。生徒指導に大きな影響をもつ進路指導についても、生徒への職業観の育成について
実践例を通して学びを深めたい。また、担当者のライフ・テーマでもある「道徳教育と伝統文
化」に関して、茶道の道徳教育への有効性について触れてみる。

様々な社会事象（教育に係る社会事象）について、自らの軸（価値観）に基づいて、考えを発表できるように心がけてください。

授業態度 20％、ディベート等の意欲 20％、中間レポート 20％、定期試験に代わるレポート40％

講義の都度、資料・レジメを配付します。

特になし。

ガイダンス　教師に必要な資質とは？良い教師とは？たがいの教師観について交流する
グランド・ルールの確認、チーム・ビルド
生徒指導とは～あらためて生徒指導とは、なにかを考える　様々な場面での生徒指導のあ
り方教科指導を通した生徒指導のあり方とは。たがいの生徒指導観について交流する。
児童・生徒の発達段階とそれに応じた生徒指導のあり方を考える
人間の発達段階とは　発達障害の理解とその支援について
生徒理解とは～指導行為における理解と評価（１）
生徒自身の理解につながる「傾聴技法」を学ぶ　生徒を多面的にとらえるためには。
生徒理解とは～指導行為における理解と評価（２）
生徒をめぐる今日の社会的背景～貧困問題を中心に
生徒指導の方法としての集団指導について　学校における生徒指導体制の意味と意義を考
える。真の意味でのティーム・ティーチングとは？
キャリア教育の目的と内容　あらためて「職業」とはなにかを考える　これまでに学んだキャリア教育を
想起し、自身の職業観を見つめるたがいの職業観を交流する。児童・生徒の目標としての職業観を育むには。
キャリア教育の実践　ケーススタディ（１）・進路を決める
キャリア教育の実践　ケーススタディ（２）・卒業しても何もしたくない
生徒指導の実践　ケーススタディ（１）・不登校問題を中心に生徒指導の実践
生徒指導の実践　ケーススタディ（２）・学級崩壊と授業
生徒指導の実践　ケーススタディ（３）・性に関わる問題を例として
生徒指導の実践　ケーススタディ（４）・「いじめ」についての考察
道徳教育の具体的実践としての茶道　あらためて、「伝統文化」「宗教」「道徳」「法」について考える。
これまでの講義を振り返る。生徒・児童にとって優れた教師とは？

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

生徒指導の必要性と重要性を自らの考えをもとに認識できる。
生徒指導の基本である「生徒理解」の意味とその内容を理解できる。
「生徒理解」の基本スキル「傾聴技法」の内容を理解し、実践できる。
今日の生徒の現状とその背景となる社会的事象を理解できる。
自らの職業観を確立するとともに、生徒の職業観の育成が生徒指導に必要で
あることを認識する。

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

上原　博一
教職課程 3年生

生徒を指導するという行為とは？
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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教育心理学

教育心理学とは、教育の実際を心理的・心理学的側面から考えるものである。本講
義では、学習心理学と呼ばれる心理学の一分野を中心に紹介すると同時に、現在、
子供たちがどのような状況に置かれているか、具体的な例を挙げながら考えていく。

自らの過去の児童・生徒としての体験と、受けてきた教育の体験を思い返しながら
授業に臨めるように準備学習を行っておくこと。

授業態度　20％（受講態度や毎回の授業コメント） 
レポート　80％（レポート課題二つ（各４０％））

プリントを配付する。
 参考文献：『やさしい教育心理学』鎌原雅彦・竹綱誠一郎　有斐閣

授業で紹介する本をきっかけに、さまざまな本を読み、著者と対話し、自分らしい
教育像を少しずつ描けるようになることが重要である。

はじめに・授業ガイダンス
記憶
学習・条件づけ
動機づけ
性格・性格検査
教師-生徒関係
発達心理学～ライフスタイル
子どもの発達１～幼年期
子どもの発達２～少年期
思春期のこころの様子
青年期について
知能とは
各種障害について～発達障害を中心に～
障害をもって生きるとは～障害のある子どもたちの成長プロセス～
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

学習の動機付けのメカニズムについて理解することができる。
現代を生きる子どもの心に触れることができる。
今まで自分が受けてきた教育を振り返って考えられるようになる。

(1)
(2)
(3)

山川　裕樹
教職課程３年生

学校場面での心理学
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

教育相談

教育相談とは、学校現場において、教師やスクールカウンセラーが行うカウンセリ
ング（的行為）のことである。この講義では、現在の教育場面で生きる生徒・教員・
保護者の現状を学ぶと同時に、実習を通じてカウンセリングの初歩やこころへの寄
り添いかたを体験的に学び、そこから、教師に可能な生徒への関わり方について発
見的に体得することを目的とする。

自ら、主体的に感じ、考え、悩み、成長する姿勢で取り組んでほしい。授業で感じ
たことを、日々の生活と結びつけて考えることが何よりも必要な学習である。

授業態度　40％ 
レポート　60％（期末レポート 30％、毎回の小レポート 30％）

なし。参考文献は授業中紹介する。

実習形式のため、遅刻は許されない。

教育相談とは
教育現場の現状から（1）現代を生きる生徒のこころ模様
教育現場の現状から（2）保護者と生徒・保護者と教師
教育現場の現状から（3）教員が抱える苦悩
「悩み」とは何か（1）- 自分達の体験を振り返る -
「悩み」とは何か（2）-「悩み」はどのようにして「解消」されるのか -
ロールプレイ（1）- 集団になじめない生徒 -
ロールプレイ（2）- 家庭にトラブルを抱える生徒 -
こころの病気について
ロールプレイ（3）- 希死念慮がある生徒 -
カウンセリング理論（1）ロジャーズのカウンセリング理論
カウンセリング理論（2）フロイトなどの深層心理学の理論
教師による教育相談の実際（1）生徒とのかかわりの実際
教師による教育相談の実際（2）養護教諭・スクールカウンセラーとの連携例
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

こころへの寄り添い方を考えることができる。
生徒へのかかわり方を実践的に習得することができる。
教育相談についての基礎的な知識を学ぶことができる。

(1)
(2)
(3)

山川　裕樹
教職課程 3年生

こころの悩みとカウンセリング
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術科教育法 4　

作成した学習指導案に基づいて模擬授業を行ない、教育実習に向けての授業分野で
の準備を行なう。　美術科教育法 3 で学んだ学習指導案作成法を推し進め、それ
ぞれが選んだ単元（題材）で実際の学校現場を想定した授業実践（模擬授業）を行
なう。また、授業を通して学習の準備、片付け、安全指導などを具体的に学び、授
業の結果から評価の観点も考える。

模擬授業の評価表の作成と模擬授業資料の作成を行っておくこと

授業態度 90％（模擬授業評価 60％、授業態度 30％）
レポート 10％（授業評価票等提出物評価）

テキスト：「中学校学習指導要領解説（美術編）」文部科学省（購入済）
「中学校教科書美術 1」「中学校教科書美術 2・3」開隆堂（購入済）
「新美術　表現と鑑賞」（購入済）　授業時配付資料　他書籍は必要に応じて貸与
「新美術　表現と鑑賞」開隆堂（購入済）　　授業時配付資料

原則として美術科教育法３が履修済みであること。ミーティング・ガイダンス等の
参加必要（授業と同等の扱い）。

模擬授業展開説明・模擬授業①と講評、次回授業内容伝達
模擬授業②と講評、次回授業内容伝達
模擬授業③と講評、次回授業内容伝達
模擬授業④⑤と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑥と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑦⑧と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑨と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑩⑪と講評、次回授業内容伝達
鑑賞授業の持ち方、模擬授業中間全体講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑫と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑬⑭と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑮と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑯⑰と講評、次回授業内容伝達
模擬授業⑱と講評
模擬授業総合講評とまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

教具、教材の段取りができ計画的な授業準備ができる。
授業時配付資料の作成が滞りなくできる。
学校現場を想定し充実した内容と時間配分を考えた授業を行なうことができる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭
教職課程 3年生と 4年生等で履修を認められたもの

模擬授業と授業評価
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

美術科教育法 3　

美術科学習指導案作成の様式や方法を学び内容・展開・まとめについて研究を行な
う。美術科教育法 1・2 を踏まえ、中学校、高等学校の学習指導案に関わる内容を
グループで教材研究し、作成事例研究発表を経て個人研究による指導案の作成と発
表を行なう。

配付されたプリント内容の復習と「学習指導要領」「中学校教科書」の該当項目を通
読しておくこと

授業態度 50％（受講態度 35％、取り組み状況15％）
課題作品 50％（課題完成度、課題提出物、発表力）

テキスト：「中学校学習指導要領解説（美術編）」文部科学省（購入済）
「中学校教科書美術 1」「中学校教科書美術 2・3」開隆堂（購入済）
「新美術　表現と鑑賞」（購入済）授業時配付資料　他書籍は必要に応じて貸与
「新美術　表現と鑑賞」開隆堂（購入済）　　授業時配付資料

原則として美術科教育法１および２を修得済みであること。
ミーティング・ガイダンス等の参加必要（授業と同等の扱い）

教育法１・２の振り返りと授業における教員の役割
学習指導案の作成方法①（様式と事例） 
学習指導案の作成方法②（内容研究・学習の展開を作る） 
学習指導案の作成方法③（年間指導計画と指導案） 
学習指導案のグループ作成①（表現と鑑賞・解説、題材設定と指導計画）
学習指導案のグループ作成②（表現と鑑賞・本時の目標と展開）
学習指導案のグループ発表と質疑
素材と美術教育・授業構成の観点
中学校授業体験（指導案と授業実践例示・A表現またはB鑑賞）
学習指導案の個別作成①（表現と鑑賞・題材設定、指導計画）
学習指導案の個別作成②（表現と鑑賞・本時の目標と展開）
学習指導案に準じた教材研究と個別指導案発表（紙面）
授業の展開方法と模擬授業ガイダンス（単元と教材教具の選定）
模擬授業領域題材決定と学習指導案の作成
模擬授業学習指導案の作成

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

指導案の様式や方法が習得できていて基本的な作成ができる。
授業の導入、展開、まとめが計画できる。
自らの研究内容を受講生全員に対してプレゼンテーションができる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭
教職課程 3年生

学習指導案の研究と作成
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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教育実習事前事後指導（３年後期）

教育実習の内容と意義について理解を深め、教育者としてのあるべき姿勢を培う。
そのために、講義やディスカッション、また学校インターンシップによる現場体験、
模擬授業などを通して、教員の視点から教育現場の実態を学び、教師生徒間の教育的
な関係の構築や教育活動の重要性を認識し、教育者としての自覚を持つことを目指す。

配付資料による復習とテキストの該当箇所を通読しておくこと

授業態度　70％（授業態度 30％、課題への取り組み 40％） 
レポート　30％（課題及びレポート）

テキスト：「教育実習事前事後指導」配付 参考資料：適時配付

この授業は3年生の後期に履修登録をしてください。3年次から4年次にかけて授業を行います。
3年次は学校インターンシップを中心に、4年次は不定期で土曜の1・2限に授業を開講します。
全体の流れについて初回に説明するので必ず出席してください。初回は9月22日5限に行う予定です。

ガイダンス：学校現場で学ぶために
学校現場で学ぶ：学校インターンシップ
学校現場で学ぶ：学校インターンシップ
学校現場で学ぶ：学校インターンシップ
学校現場で学ぶ：学校インターンシップ
学校現場で学ぶ：学校インターンシップ
学校インターンシップの反省
教育実習の流れと研究授業について
教育実習に向けての諸注意
実習簿の書き方について
実習終了後の手続き
教科以外の授業の進め方について
HR の指導について
教育実習の反省
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

教育に携わる重要性に気づき意欲的に実習の事前学習に取り組むことができる。
社会人として言動をわきまえ人間関係の構築に前向きに取り組むことができる。
学校教育の構造を把握し、自ら実習に関わる適切な事前事後対応ができる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭・渋谷 亮
教職課程３年生

教育実習準備と教員になるために
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

教育実習Ａ

中学校・高等学校で教育職員として実践をとおして学ぶ。 専門職として教育職員
を志す学生が、教職課程の授業や演習、実習をとおして習得した知識や技能をもと
に、中学校、高等学校の教育現場で実践をとおして集中的、総合的に学ぶ。

事前事後学習テキスト、教育実習記録簿を通読し内容を確認しておくこと。

教育実習校評価 80％  実習簿記入内容評価 10％ 
教育実習視察評価 10%  ※成績評価の通知は 4 年生後期になります

テキスト：「教育実習事前事後指導」　課題冊子：「教育実習簿」 「新美術表現と鑑賞」
（購入済）　授業時配付資料　他書籍は必要に応じて貸与

実習中に不測事態や問題が生じた場合直ちに学生支援部門に連絡。 
実習中は実習校の指示に従い、実習の途中放棄は原則としてできない。

所定の中学校、高等学校での「教育実習」の実施
・事前のガイダンスへの参加
・教育実習（研究授業・教科指導・HR 指導等）
・教育実習視察
・教育実習簿の作成
・実習完了報告
・実習校への謝辞挨拶
・教育実習簿、研究授業指導案等の書類提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

教員としての自覚を常に持ち教育現場で十分な実習成果をあげることができる。
良識のある言動と、実習校の生徒、教員との人間関係を良好に構築できる。
学校教育の業務が把握でき、実習に関わり迅速かつ適切な事務処理ができる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭・渋谷 亮
教職課程 4年生と履修が必要と認められたもの

学校現場で実習をとおして学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

教職実践演習

少人数のグループ学習をとおして、学校、教育委員会等の教育に関わる現場の視察
とフィールドワークおよび決められたテーマについてのディスカッション・ロール
プレイング・実務実習・レポート作成、また模擬授業などの演習形式の総合的授業。
4 年にわたる教職課程の学修のまとめとして、教員として求められる資質や能力、
教育現場についての総合的な知識を確認し、実践的指導力の最終的な形成を目指す。

事前配付物を熱読して授業に臨むこと。

授業態度 50％（受講態度20％、ワークショップを含む取り組み状況、協同性、指導力、課題発見30％） 
レポート 50％（課題、レポート、成果物）

配付プリントを基本とする。

後期指定曜日の不定期開講、一部曜日を変えての授業あり開講日に注意すること。
授業態度と取り組み重視。教育実習等教職に関わる実習およびキャリアに関わる内
容の欠席は配慮する。　

オリエンテーションー教職実践演習の目指すもの
教職の意義と教員の役割を考える
事例研究（1）ー地域の学校との連携授業（ワークショップを考える）
事例研究（2）ー地域の学校との連携授業（ワークショップを考える）
教育機関における実務実習（1）ー教員と教育行政（教育委員会視察）
教育機関における実務実習（2）ー教員と研修（教育委員会視察）
教育現場を知るー現職教員に学ぶ（卒業生を迎えて）
授業実践報告ー模擬授業と実技指導の重点を考える
事例研究（３）- 地域の学校との連携授業（ワークショップ教材準備）
事例研究（４）- 地域の学校との連携授業（ワークショップ教材準備）
事例研究（５）- 地域の学校との連携授業（学校事務文書の作成）
地域の学校における実務実習（1）ー小学校でのワークショップ
地域の学校における実務実習（2）ー小学校でのワークショップ
教職実践演習を振り返って・レポート作成
レポート作成とまとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

教職カルテ等をとおした自己評価と自らの現状課題を正しく認識できる。
資質の向上に努め教科教育に留まらず教育全般に意欲的に取り組める。
教育現場で求められる必要最低限の実践的指導力が備わっている。
教育を総合的にとらえ、その社会的重要性を認識できる。

(1)
(2)
(3)
(4)

吉村 俊昭・渋谷 亮
教職課程 4年生と科目等履修生の履修認定者

教員としての資質・能力および実践的指導力の確認
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

教育実習 B　

中学校・高等学校で教育職員として実践をとおして学ぶ。
専門職として教育職員を志す学生が、教職課程の授業や演習、実習をとおして習得
した知識や技能をもとに、中学校、高等学校の教育現場で実践をとおして集中的、
総合的に学ぶ。

事前事後学習テキスト、教育実習記録簿を通読し内容を確認しておくこと。
実習校との連絡を密にすること。

教 育 実 習 校 評 価 80％
実習簿記入内容評価 10％
教育実習視察評価 10% ※成績評価の通知は 4 年生後期になります

テキスト：「教育実習事前事後指導」
課題冊子：「教育実習簿」
「新美術　表現と鑑賞」賞」開隆堂（購入済）　授業時配付資料

実習中に不測事態や問題が生じた場合直ちに学生支援部門に連絡。実習中は実習校
の指示に従い、実習の途中放棄は原則としてできない。

所定の中学校、高等学校での「教育実習」の実施
・事前のガイダンスへの参加
・教育実習（研究授業・教科指導・HR 指導等）
・教育実習視察
・教育実習簿の作成
・実習完了報告
・実習校への謝辞挨拶
・教育実習簿、研究授業指導案等の書類提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

教員としての自覚を常に持ち教育現場で十分な実習成果をあげることができる。
良識のある言動と、実習校の生徒、教員との人間関係を良好に構築できる。
学校教育の業務が把握でき、実習に関わり迅速かつ適切な事務処理ができる。

(1)
(2)
(3)

吉村 俊昭・渋谷 亮
教職課程 4年生と履修が必要と認められたもの

学校現場で実習をとおして学ぶ
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件



二級建築士、木造建築士の受験資格を得るために必要な、本学が指定する科目（下記表※印科目）を履修するために開講する講座で
す。※印科目を授業するためには二級建築士受験資格講座に登録する必要があります。

二級建築士受験資格講座

二級建築士受験資格講座

都道府県知事の免許を受け、二級建築士の名称を用いて、設計、工事監理等の業務を行う者

二級建築士受験資格講座は平成２６（２０１４）年度以降入学生から適用されています。
※平成２５（２０１３）年度以前の入学生は、指定科目が違いますので、領域担当教員に確認して下さい。

二級建築士とは

都道府県知事の免許を受け、木造建築士の名称を用いて、木造の建築物に関し、設計、工事監理等の業務を行う者

本学の指定する以下の科目（国土交通大臣の指定する建築に関する科目）を修めて卒業した者に対して受験資格を取得することが
出来ます。ただし取得した単位数によっては建築実務の経験年数が必要になる場合があります。

※印の科目を履修するには、二級建築士受験資格講座の登録が必要になります。
建築構造演習1、住宅一般構造は平成29年度の開講はありません。科目概要については、平成28年度シラバスで確認することができます。

木造建築士とは

二級建築士受験資格

①建築設計製図

②～④建築計画、建築環境工学
　　　又は建築設備

⑤～⑦構造力学、建築一般構造
　　　又は建築材料

⑧建築生産
⑨建築法規
⑩その他

空間デザイン演習２－ａ
空間デザイン演習４－ａ
空間デザイン演習６－ａ
西洋建築史
日本建築史
住居・住宅論　※
建築構造演習１　※
住宅一般構造　※
建築構造演習２　※
建築施工　※
住居と法律　※
空間デザイン基礎演習２
空間デザイン演習３－ａ
空間デザイン演習８－ａ
基礎造形実習２Ａ
空間デザイン実習１－ａ
空間デザイン実習３－ａ
空間デザイン実習４－ａｂ
空間デザイン実習５－ａ
空間デザイン実習７－ａ
図法演習

必要な実務経験年数0年
必要な実務経験年数1年
必要な実務経験年数2年

特記事項科目名指定科目の分類

演習
演習
演習
講義
講義
講義
演習
講義
演習
講義
講義
演習
演習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習

2
2
2
2
2
3
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

５単位以上

７単位以上

６単位以上

１単位以上
１単位以上

適宜

40単位以上
30単位以上
20単位以上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
○
　
　
　
　
　
　

○
○
　
○
○
○
　
　
　
　
　
　
○
　
　
○
○
○
　
　
○

　
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
　
　
○
　
　
　
　
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

配当学年
受験資格取得
必要単位数

授
業
形
態

単 

位  

数
1
年

2
年

3
年

4
年

資格課程科目（二級建築士受験資格）　※平成26（2014）年度以降入学生
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住居・住宅論

住まいは、あらゆる建築の原点であるとともに、われわれの生活の基盤となるもの
である。本科目は、わが国と西洋における住まいの歴史的変遷を通じて住居の地域
性や時代性への理解を深め、住まいを計画するための手がかりとなるさまざまな空
間構成の手法や住まいを設計する上での計画的思考など、住居の計画について多目
的に学ぶものである。

授業計画により授業内容について参考図書等で各自調べた上、授業に臨むこと。

授業態度　20％ 
レポート　80％

講義の進行に応じて必要な参考図書を紹介する。

二級・木造建築士試験の指定科目　可能な限り出席することが望まれる。

オリエンテーション　住まいとは何か　１６、住宅の計画-１　設計の進め方
日本の住まいの変遷 -1　　　　　　　　１７、　　 〃　　 ２　イメージとコンセプト
日本の住まいの変遷 -2　　　　　　　　１８、　　〃　　 ３　平面設計
西洋の住まいの変遷 -1　　　　　　　　１９、　　〃　　 ４　断面設計
西洋の住まいの変遷 -2　　　　　　　２０、　　〃　　 ５　社会的空間
感覚をみがく　　　　　　　　　　　 ２１、　　〃　　 ６　個人的空間
形態の美しさ　　　　　　　　　　　 ２２、　　〃　　 ７　労働的空間
形の知覚　　　　　　　　　　　　　　２３、まとめレポート提出
寸法の計画
秩序の構築
空間構成の手法 -1　床面
空間構成の手法 -2　柱・壁
空間構成の手法 -3　屋根・天井
空間構成の手法 -4　庇・開口・建具
空間構成の手法 -5　庭 住宅の計画 -1　設計の進め方 住宅の計画 -2　
イメージとコンセプト 住宅の計画 -3　平面計画 住宅の計画 -4　
断面計画 住宅の計画 -5　社会的空間 住宅の計画 -6　
個人的空間 住宅の計画 -7　労働的空間 まとめ　レポート提出

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

われわれの生活にとって身近な存在である住まいや住環境への関心をもつこと。
住まいや生活空間についての計画手法を理解する。
空間構成の手法を住居の計画・設計に応用する力をつけること。

(1)
(2)
(3)

小林　正子
２級建築士受験資格講座受講生

住まいとその計画の手法
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

建築構造演習２

建築をデザインする上で必要な構造計算の考えを習得する。構造設計とは、建物の
構造計算をすることだけでなく、建築の「構造美」」を表現するものである。その
ためには、構造設計者（構造家）が意匠のコンセプト等、建築全体との関わりを意
識しておかなければならない。

身の回りの建築・土木構造物をよく観察すること

授業態度　60％（受講態度 30％、授業理解度 30％） 
レポート　40％

参考文献：「ストラクチュラルデザインのゆくえ」斉藤公男／彰国社

ガイダンス、構造デザインとは
建築構造の歴史
構造材料の種類
構造形式１（壁式、筋交いなど）
構造形式２（シェル、テンションなど）
構造家の役割
日本・海外の構造家
超高層建築物
大スパン構造
免震構造
構造デザインの流れ（骨格から膜へ）
まとめ
まとめ
講義系レポート提出等
実習系合評期間

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

構造計算の考え方を理解できること
構造材料の種類の概略の知識を得ることができること
構造形式の知識を得ることができること

(1)
(2)
(3)

平松　省二
3 年生以上　建築士試験指定科目

担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

建築施工

建築工事の実務的な知識を習得する

テキストを熟読して下さい

授業態度　　30％ 
授業内試験　70％

テキスト：初学者の建築講座 建築施工（改訂版）（著者 中澤明夫・角田誠、発行所 市ヶ
谷出版社）、適宜プリントを配付する。

二級建築士・木造建築士受験指定科目

施工概論
施工計画・管理計画
地質調査・測量
仮設工事
土工事・地業及び基礎工事
施工機械・契約と設計図書
木造の施工方法（基礎・建て方）
木造の施工方法（仕上げ）
鉄筋コンクリートの施工方法（基礎・型枠・配筋）
鉄筋コンクリートの施工方法（コンクリート打設・仕上げ）
鉄骨造の施工方法（基礎・建て方）
鉄骨造の施工方法（仕上げ）
仕上げ工事
設備・家具の施工
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

二級建築士受験に必要な知識を得ることができる
建築施工の流れ、工事計画、管理についての知識を得ることができる

(1)
(2)

三宅　正浩
２年生以上

建築工事の工程や工事管理、用語や専門的機器などの概要について理解し、建築工事全般の進捗状況を把握する
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件

住居と法律

建築士にとって必要な建築基準法の内容を会得する

テキストを熟読して下さい

授業態度　　30％ 
授業内試験　70％
（筆記試験50％、小テスト20%）

テキスト：図解 建築法規（著者 小嶋和平、出版社 学芸出版社）、適宜プリントを配付する。

二級建築士・木造建築士受験指定科目。

建築関連法規の役割
防火・面積・高さの算定
地盤面・地階・階数
天井の高さ・界壁の遮音
階段・斜路
構造強度
防火と内装制限
特殊建築物
道路と敷地
用途地域
容積率と建ぺい率
高さ制限
日影規制
建築士法消防法
まとめ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.

二級建築士受験に必要な知識を得ることができる
法律による建物形態の特徴を確認できる

(1)
(2)

三宅　正浩
２年生以上

建築基準法を中心とした建築・インテリアに関連した法規の概説
担当教員名

授業概要及び目的

到達目標

授業計画

準備学習

成績評価方法・基準

テキスト・参考図書・材料費

履修上の注意・ライセンスなど

受講対象・履修要件
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